
山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 245 集

上曽根遺跡

２０２２

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
245
集

上
曽
根
遺
跡
第
３
次
発
掘
調
査
報
告
書

公
益
財
団
法
人

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター

第 3次発掘調査報告書

酒田市

01_上曽根遺跡_表紙�目次_2022-03-02.indd   1 2022/03/04   0:36





山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 245 集

上曽根遺跡

令和４年

公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター

第 3次発掘調査報告書

01_上曽根遺跡_表紙�目次_2022-03-02.indd   5 2022/03/04   0:36





巻頭写真 1

調査区全景（南西から）

上曽根遺跡_表紙�目次_2022-02-21.indd   1 2022/02/21   20:36



巻頭写真 2

調査区全景（上空から）

上曽根遺跡_表紙�目次_2022-02-21.indd   2 2022/02/21   20:36



巻頭写真 3

出土墨書土器

上曽根遺跡_表紙�目次_2022-02-21.indd   3 2022/02/21   20:36



巻頭写真 4

出土木製品

接5

接24

接20

接22
接9

接16
接8

接40

接39

接35

接31

接19

160-2
160-1

131-4
130-16

接33
接21

接27

接1
接18

接23

※接〇数字は接合番号を表す
※数字は報告書番号を表す

接3

上曽根遺跡_表紙�目次_2022-02-21.indd   4 2022/02/21   20:36



序

　本書は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、上曽根遺跡の調査

成果をまとめたものです。

　上曽根遺跡は、山形県の北西に位置する庄内地方北部の酒田市に立地しています。酒田市は、

古くから日本海側の海上交通と最上川の舟運の要として発展してきました。江戸時代には、羽

州屈指の港町として知られ、その繁栄ぶりは「西の堺、東の酒田」と言われるほどでした。肥

沃な土壌と日本海の幸に恵まれ、庄内平野で育った良質な米と鳥海山の伏流水で造られる日本

酒が特産品です。

　この度、一般国道 344 号道路改築事業（安田バイパス）に伴い、事前に工事予定地内に包

蔵される、上曽根遺跡の発掘調査を実施しました。当遺跡は、昭和 61 年と同 63 年にも道路

改良等に係る発掘調査が実施されており、今回が 3 回目の本調査となります。

　調査の結果、平安時代の集落跡の一部を構成した建物跡や井戸跡、土坑、柱列跡などが発見

されました。井戸跡や土坑からは、当時の祭祀道具である斎串や墨書土器が多数出土し、当時

の祭祀に関わる様相を探る上で貴重な成果を得ることができました。また、中近世の遺物も一

定量が確認され、北接する古代出羽国府である国史跡「城輪柵跡」に後続する集落跡の存在な

ども明らかとなりました。

　埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先のつくり上げた歴史を学び、子

孫へと伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化

財保護活動の普及啓発や、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

　最後になりますが、当遺跡を調査するに際し御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。

令和４年 3 月　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 山形県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　齋藤直樹　　　　
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凡　　例

1 	 本書は、一般国道 344 号道路改築事業（安田バイパス）に係る「上曽根遺跡」の発掘調査報告書である。

2 	 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

3 	 調査は山形県庄内総合支庁建設部道路計画課の委託により、公益財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

4 	 本書の執筆は、植松暁彦（Ⅲ～Ⅴ・Ⅶ章）・須賀井新人（Ⅰ・Ⅱ章）が担当し、齋藤稔・伊藤邦弘・高桑弘美が

監修した。

5 	 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系 (世界測地系 )により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

6 	 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

	 SB…掘立柱建物	 SE…井戸	 SK…土坑	 SD…溝	

	 SP…柱穴	 SX…性格不明遺構	 RP…登録土器	 RW…登録木製品　　　RQ…登録石製品

	 P…土器	 W…木製品

7 	 遺構・遺物実測図の縮尺は各図に示し、遺物の網点は下記のとおりとした。

8 	 遺物実測図の断面黒塗りは須恵器、白抜きは土師器・赤焼土器を表す。また、拓影断面図及び平面図を図化した

ものの配置は左から外面・断面・内面の順に掲載した。なお、外面のみの図化は断面の左側に配置している。

9 	 基本層序および遺構覆土の色調記載については、2008 年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標

準土色帖」によった。

10	 発掘調査、整理作業および本書を作成するにあたり、下記の方々から御指導と御助言をいただいた。（敬省略）

	 考古形態測定学研究会　野口　淳　　兵庫県立考古博物館　上田健太郎

　　　　酒田市教育委員会　渡部裕司　　　　国立歴史民俗博物館　三上喜孝

炭化：

黒色付着物：

樹皮：

木製品

木釘：

※漆は適宜色調を図示した。

石製品土器

※漆は適宜色調を図示した。

煤：
摩滅：煤：

黒色：

赤彩：
墨書・墨痕：

黒色剥離：

01_上曽根遺跡_表紙�目次_2022-03-02.indd   12 2022/03/04   0:36



調 査 要 項

遺跡名　　　　上曽根遺跡	

遺跡番号　　　204-076	

所在地　　　　山形県酒田市上野曽根字上中割	 　　　　	

調査委託者　　山形県庄内総合支庁建設部道路計画課

調査受託者　　公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

受託期間　　　平成 31 年４月１日～令和 4 年３月 31 日　

現地調査	 令和元年６月４日～令和元年 12 月６日

調査担当者	 令和元年度　　　業務課長　　　　　伊藤邦弘

課長補佐　　　　　須賀井新人

調査研究専門員　　齊藤主税（調査主任）

専門調査研究員　　高桑　登

調査員　　　　　　加藤津奈樹

令和２年度	 業務課長　　　　　伊藤邦弘

課長補佐（兼）　　		

調査研究専門員　　須賀井新人

専門調査調査員　　高桑　登（整理主任）

令和３年度　　　業務課長　　　　　須賀井新人

　　 	 	 課長補佐　　　　　高桑弘美

専門調査研究員　　植松暁彦（整理主任）

調査指導	 山形県教育庁文化財・生涯学習課（令和元年度）

																									山形県観光文化スポーツ部文化振興・文化財課（令和２年度）

																									山形県観光文化スポーツ部文化振興・文化財活用課（令和３年度）

調査協力	 酒田市教育委員会　　

　　　　　　　日向川土地改良区

山形県庄内教育事務所

業務委託	 基準点測量業務　　　有限会社九木原測量設計（令和元年度）

　　　　　　　遺構測量写真撮影業務　　株式会社シン技術コンサル（令和元年度）

　　　　　　　遺構測量図化業務　　株式会社シン技術コンサル（令和２年度）

　　　　　　　理化学分析業務　　　株式会社パレオ・ラボ（令和元・令和２年度）

　　　　　　　遺物保存処理業務　　一般社団法人文化財科学研究センター（令和２年度）

　　　　　　　　　　株式会社吉田生物研究所（令和 3 年度）

発掘作業員	 青山秀樹　　阿彦俊光　五十嵐寿行　池田みつ江　石川喜一　　内海謙二　　遠田一光　

大滝昭子　　大瀧美絵　岡部正明　　小野寺佳子　小野山明　　黒井昌子　　小林和歩　

　　　　　　　斎藤藤功　　齋藤茂　　齋藤美恵　　佐藤雄　　　庄司誠　　　菅原篤　　　菅原重明　

　　　　　　　鈴木正　　　髙橋道子　冨樫誠　　　堀幸一　　　堀秀利　　　堀口要一　　堀子庄一　　

　　　　　　　松田由美　　三浦里志　三浦百合子　皆川正治　　柳田嘉奈子　渡会里沙　　（五十音順）
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整理作業員　　板垣牧子　　大城麻衣　　小川幸子　　木村由紀子　　齋藤まゆみ　　志鎌久悦　　鈴木薫

　　　　　　　玉木良子　　土屋彩　　　中村史子　　廣瀬真理子　　保科京子　　　（五十音順）
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1

1　調査に至る経緯
　国道 344 号は秋田県湯沢市を起点とし、山形県金山

町まで国道 13 号に重複しながら内陸部を縦貫した後、

日本海側へ横断して酒田市を終点とする一般国道であ

る。

　酒田市上野曽根～安田地内においては幅員が狭小な集

落内道路であり、特に冬期には路肩への堆雪により通行

速度の低下が著しい。さらに、集落内では歩道が未整備

のため、通学児童等が車道にはみ出しての歩行に対する

危険性が指摘されている。また、当該地区は旧八幡町～

酒田間における唯一の未改良区間でもある。

　八幡地区から通勤・通学で約４割が、買い物等で約８

割が酒田市街地へ流動しており、平成 17（2005）年の

市町村合併を踏まえ、就業・通学・医療等の円滑な結び

つきを進めていくための道路整備が求められてきた。

　これらの諸課題を解決するため、道路幅員の拡幅や集

落内の安全な生活環境の確保、合併市町村の地域連携支

援などの機能を有したバイパスの整備が要望された。

　安田バイパス改築は現集落北側の水田地帯にルートが

設定され、片側１車線で延長3,080ｍの整備事業である。

計画路線は既存の道路や農道を組み入れることで、水田

を斜め横断するルートを最短化する工夫がなされ、農地

の生産性にも配慮したことが窺われる。事業期間は平成

27（2015）年度から 10 年間の予定で、完成後の幅員

は現況の 6.7 ｍから 12 ｍに拡幅される。地域間流動に

おいて大幅な機能強化が図られ、バイパス化により集落

内における交通事故の抑制に繋がることも期待される。

　山形県教育委員会では安田バイパスの事業計画を受

けて、事業用地に係る遺跡詳細分布調査を平成 27 年度

より実施してきた。当年 10 月の表面踏査では上曽根遺

跡周辺と事業用地の東端で古代の土器片が採取されたた

め、これら２地区は遺跡可能性地として把握された。

　翌年11月に上曽根遺跡周辺地区の試掘調査が行われ、

遺構・遺物の存在が確認できた。上曽根遺跡東側に隣接

した地域であり、上曽根遺跡と同時期の所産と考えられ

たことから、新規発見の遺跡とするより上曽根遺跡の広

がりがさらに北東側へ続いているものとみなして、遺跡

範囲の修正が妥当と判断された。一方の事業予定地東端

の可能性地は平成 29（2017）年６月に試掘調査が行わ

れたが、11 本設定したトレンチから遺構・遺物は確認

されなかった。

　上曽根遺跡は奈良・平安時代～近世の集落跡として登

録されており、昭和 61（1986）年に農村基盤総合パイ

ロット事業に伴い第１次調査を行い、平安時代の建物跡

や井戸跡、多数の墨書土器などが発見された。

　昭和 63（1988）年には県道酒田遊佐線道路改良事業

に起因した第２次調査が行われ、平安時代の建物跡や溝

跡、墨書土器と共に、人面線刻画がある砥石や中世のか

わらけなどが確認された。

　今回の事業主体の庄内総合支庁建設部道路計画課で

は、開発計画の変更は困難なことから、平成 31（2019）

年２月に文化財保護法第 94 条に基づく公共事業による

土木工事の通知を県教委に行ったのに対し、記録保存の

ための発掘調査の勧告が出された。発掘調査の実施機関

である当センターでは、県教委からの依頼により年度毎

の調査経費を積算し、同年３月に回答した。

　平成 31 年４月１日付けで「埋蔵文化財発掘調査業務

委託契約」を締結し、６月初旬からの現地調査開始に

備えての諸準備に着手した。４月下旬には県教委あて

法 92 条に基づく「埋蔵文化財発掘調査の届出」を行い、

同年５月８日付けで届出に対する通知を受理した。

　発掘調査開始前の５月 24 日には事業者をはじめ酒田

市教育委員会等の関係機関と、調査期間や方法等の実施

計画と現状での課題や問題点等について打ち合わせを

行っている。なお、この打ち合わせで、今回の第３次の

調査区が第１次調査区と一部重なる部分があるが、当時

の調査区は平面直角座標系に基いていないため、調査区

境界の把握が難しい。また、前回調査では近世の溝跡な

どの未掘部分もあることから、第１次調査を行った地区

も表土を除去し、第１次調査の遺構も確認し、第３次調

査との関連などから適宜調査を行うことになった。

Ⅰ　調 査 の 経 緯

Ⅰ　調査の経緯Ⅰ　調査の経緯
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Ⅰ　調査の経緯

２　調査の方法

A　発掘調査

調査区

　遺跡に係る計画路線 5,400 ㎡を調査対象とした。掘

削によって生じる残土は調査区の北側へ集積するしか

なかったが、調査区南端から 200 ｍ程の距離があった。

搬出までの往復にかなりの時間を要することや、周辺は

水田耕作地であり、流出等を考慮してあまり高く積み上

げられない等の諸事情から、調査区の中間部も当初の残

土置き場とした。

　これにより調査区を南側（１区）と北側（２区）に分

割して、中間部には１区の残土を集積した。１区では南

端部の調査を先行させ、終了後に中間部の残土を移動し、

この区域の表土除去を行う２段工程で調査を実施した。

グリッド設定

　 平 面 直 角 座 標 系 第 Ⅹ 系 の X ＝ -260.000、Y ＝

-120.000 を原点として 40km 方眼の大グリッドを設定

した。原点から北及び東へ向かって X 軸（南北）と Y

軸（東西）にアルファベットを付し、X 軸 Y 軸のアルファ

ベット２文字を大グリッド名とした。交点の第１象限が

グリッド名の示す範囲である。

　大グリッドを 400 ｍ方眼に分割し、中グリッドを設

定した。大グリッドの交点を基準として 00 から 99 の

数字を付し、X軸とY軸の数字を合わせた４桁の数字と、

大グリッド名を繋げたものを中グリッド名とした。400

ｍ方眼の中グリッドをさらに４ｍ方眼に分割し、中グ

リッドと同じルールで設定した４桁の数字と中グリッド

名をハイフンで繋いだものを小グリッド名とした。

　第４図に今回の中グリッドの DA5894・DA5895

の位置を例示している。今回の調査区が中グリッド

DA5894・5895 の範囲が２つにまたがるため、遺構や

遺物、実測図などには、中グリッド - 小グリッドで表し

た。但し、調査区内では上記の２つの DA5894 グリッ

ドの西端、DA5985 グリッドの東端にあたり、両者の小

グリッドで同じグリッド番号が重複しないため、遺構図

版や表中では煩雑さを防ぐために、小グリッド名のみを

記載した。

遺構の登録

　検出した遺構にはその種別を問わず通し番号を付し、

合計 247 基の遺構を登録した。但し、調査区を 2 区に

分けて分割して調査したため、１区は№１～ 100、№

201 ～ 274、２区は№ 101 ～ 173 とし煩雑さを防いだ。

遺構種別の記号は凡例に記載したが、調査中または整理

作業中に記号を変更したものもある。

遺物の登録・取り上げ

　完形品や報告書掲載を前提とした特徴的な遺物などに

は登録番号を付し、微細図または三次元座標を記録した。

遺構内出土遺物は遺構毎に、包含層出土のものはグリッ

ド毎に、層位を確認しながら取り上げた。

調査工程

　現地調査は令和元（2019）年６月４日に開始した。

調査区設定後に１区より重機を導入して表土除去を実施

し、並行して遺物包含層の掘り下げを行った。６月 18

日に表土除去が終了し、土色変化が見られるもののプラ

ン検出が困難な箇所については手掘りによる掘り下げを

行って、遺構検出作業を進めた。梅雨の時期で周囲が水

田ということもあり、降雨がなくても日常的な排水を余

儀なくされたが、７月から遺構の掘り下げを開始した。

　委託業務により基準点を設置し、前述の４ｍグリッド

の設定を経て半截時の土層断面、遺物出土状況や完掘状

況等について、随時図面作成と写真撮影を実施した。２

区の井戸跡から多数の斎串が出土し、記録作業と並行し

て掘り進めた。また、１区・２区の各々一区画では検出

面が上下２層からなることが判明し、慎重に精査した。

　９月 26 日に委託業務による１区の空中写真測量を実

施した。翌 27 日から中間部に集積してあった１区の残

土を移動させ、この区域の表土除去を行った。この部分

の調査を２区の遺構精査と並行しながら、前段同様にグ

リッド設定→遺構検出→半截等掘り下げ→完掘の過程で

調査に当たった。

　10 月 31 日に２区を対象に２回目の空中写真測量を

実施した。11 月８日には事業者である庄内総合支庁建

設部道路計画課からの依頼により、上曽根遺跡発掘調査

現場で関係職員の研修会が開催され、検出遺構や出土遺

物について説明した。

　翌９日に調査説明会を開催し、40 名の参加者があっ

た。同月 22 日には１区北側に係る３回目の空中写真測

量を実施した。翌週の最終週では、遺構内遺物の取り上
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トレースを並行させた。

　11 月中旬には、土器の拓本を採録し、画像の取り込

みと色調の補正作業を経て、実測トレース図へ配置した。

　１月からは報告書掲載土器につき、写真撮影に備えて

完形に近いまで再度復元を行った。３月まで同様の作業

を実施し、次年度へ引き継いだ。なお、資料比較検討は、

９月に緑釉陶器について城輪柵出土品との比較検討を行

い、渡部裕司氏（酒田市教育委員会）より産地及び年代

に関する御教示をいただいた。

　令和３年度は、報告書掲載遺構図面の原図作成、及び

遺構写真の抽出から開始した。４・5 月は、遺構写真は、

トリミングを施しながら版組みを行い、大きく区ごとに

分けて、主な遺構順に頁数を固めた。また、遺物には墨

書土器が多く見られたが、判読できるものは少ないため、

赤外線カメラで文字の判読に努め、実測を実施した。

６月に入り報告書掲載遺物を写真撮影し、土器、石製品、

金属製品の順に、立面写真後に俯瞰写真を撮影した。　

写真撮影後は、写真データへ実測番号の注記を行った。

また、写真撮影中に一部図の修正箇所も確認され、図や

トレースの修正なども行った。

　８月には、大まかな土器・石製品のトレース図の版組、

写真データの切抜き、版組を行った。遺構写真の版組・

編集、遺構図の原図作成を継続した。遺構図は、平面図・

断面図の合成作業の他に、断面図のエレベーションの作

成、登録遺物の平面分布図と垂直分布図の作成も行い、

資料の視覚化に努めた。なお、遺構番号は、煩雑さを防

ぐため発掘時のものを踏襲し、一部遺構記号を変えた。

　９・10 月には、遺構図に基き、遺構のトレース作成

を行った。木製品などの写真版組・編集なども行った。

11・12 月に入り、原稿執筆・観察表作成などに取り掛

かり、一部特殊な斎串状木製品の接合や、遺跡の特徴で

ある墨書土器や木製品の集合写真などを撮影した。

　なお、資料比較検討は、11 月に判読が難しい墨書土

器を主に、国立歴史民俗博物館の三上喜孝氏に依頼し、

最終的な字種の確定を行った。

　その後、頁毎の編集作業を経て、１月の入稿に至った。

報告書の入稿後は、写真・図面等の諸記録類をまとめ、

出土遺物は報告書掲載と未掲載に区分して収納した。な

お、報告書掲載遺物については、後の検索・活用を考慮

し、図版番号を追加して注記している。

げと諸記録作業及び後片付けを行い、11 月 29 日に機

材を撤収した。その後に調査区を埋め戻し、事業者への

引き渡しを経て 12 月６日に現地調査を終了した。

B　整理作業

作業工程

　整理作業は現地調査終了後の令和元年 12 月初旬～令

和３（2021）年度に亘って実施した。

　令和元年度は、遺物の洗浄から開始し、併せて図面・

写真等の記録類の整理を行った。洗浄では墨書土器や木

製品が多いため柔らかいブラシを使用し、削痕や墨の消

失などに留意した。

　年明けの１月からは順次洗浄作業と共に、注記も並行

させた。注記は遺跡名称と調査次数で「上ソネ３」と略

し、包含層取り上げ遺物にはグリッドを示す番号を４桁

表記で、遺構内出土遺物には種別記号及び番号に加えて

グリッド番号を併記した。なお、整理中に SX ３の特に

下層遺物の上下を表すため、「1700、1800」から一部

「1700、1800 下層」に注記を改めた。

　なお、１月に上曽根遺跡出土の近世陶磁器や木製品の

知見を得るために出光美術館、東京都埋蔵文化財セン

ターに資料比較検討を行った。２月に県内では特異な斎

串状木製品についての兵庫県砂入遺跡などとの比較のた

め兵庫県立考古博物館・兵庫県立考古博物館に、資料比

較検討を行い、多くの知見を得た。

　令和２年度は 4 月当初より保存処理を必要とする木

製品の実測に着手し、同月後半からはトレースも並行し

て実施し、479 点の実測が６月上旬に終了した。

　次に、土器類の接合に取り掛かった。包含層出土遺物

は対象とするグリッドとその周囲の８グリッド（12 ×

12 ｍ）の範囲で、その範囲を重複させながら対象グリッ

ドを移動し、接合する遺物を探した。遺構内出土遺物に

ついては、当該遺構が所属するグリッド出土遺物も対象

に接合作業を行った。

　７月中旬から復元作業に入り、欠損部分などはエレ

フォンなどを充填し、８月下旬に終了した。

　その中から遺構内出土遺物を中心に、実測図上で器形

が窺えるものなど、なるべく多くの遺物を報告書に掲載

する意図から、1,255 点を抽出した。

　８月下旬よりこれらの実測を開始し、９月下旬からは
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遺跡位置図（S＝1:50,000）

平成31年度土木公共事業関係埋蔵文化財
発掘調査業務委託（道路計画課）
一般国道344号道路改築事業（安田バイパス）

事業範囲
遺跡範囲（遺跡位置図）
調査対象範囲0 100m

1：2500

第 1 図　遺跡発掘調査計画図
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※第１図を基に、第１次調査（1987）・第２次調査（1989）
　第３次調査（2019）を合成・再トレースし作成。
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第 2 図　調査概要図

02_Ⅰ_調査の経緯_2022-03-04.indd   5 2022/03/04   14:06



6

Ⅱ　遺跡の立地と環境

1　地理的環境
　山形県の北西部に位置する庄内平野は、出羽丘陵の西

に展開する海岸平野である。県内最大の平坦地でその面

積は 585 ㎢を測り、日本有数の穀倉地帯である。東は

出羽丘陵に接し、西は日本海に面して直線的な海岸線に

沿った砂丘帯が発達しており、南北約 50km・東西６～

16km で、北部が狭く南部で広がる地形を呈する。酒田

市が所在する北半部の地形は、東側の出羽丘陵地帯と西

側の庄内北部平野地帯に大別される。

　出羽丘陵地帯はあまり高度はないが、開析がかなり進

んでおり起伏が比較的大きいため、その谷を利用した溜

池等が散在している。平野地帯はさらに東から、河間低

地・三角州・砂丘に細分され、平野の大半は河間低地に

属しており、その中には幾多の自然堤防や後背湿地を含

んでいる。平野のほぼ中央を西流する最上川沿いには氾

濫原があって、所々に旧河道の痕跡である河跡湖が見ら

れる。平野部はほとんど水田化されており、特に後背湿

地帯では水害時の冠水が懸念される。三角州地帯は市街

化が進められているが地耐力が乏しいため、防災上は慎

重な配慮が必要とされる。庄内砂丘はメロンやスイカ栽

培などの農業的利用のほか、近年の市街地化や工業用地

化により、土地利用の変化が最も大きい地区である。

　気候は日本海式気候の海洋型に属するため比較的寒暖

の差が小さく、内陸部と比較すれば夏・冬とも過ごしや

すい。降水量は秋期から冬期にかけて多い。日照時間は

夏に長く冬は短い状況を呈しており、この傾向は内陸部

と比較してより顕著である。また、海岸部のため季節風

の影響を強く受け、特に冬期の北西風は時折視界を遮る

ほどの地吹雪をもたらすが、春から夏にかけては東風が

卓越しやすいために、高温・乾燥した好天に恵まれる日

が多くなる。

　山形県は気候との関係で冷温帯性植物が植生の多くを

占め、圧雪に耐える柔軟性を備えた低木性のものが多い

が、庄内地方の日本海岸沿いの一部には、対馬海流の影

響で一月の平均気温が零度を下回らない地域があり、暖

地系植物も認められる。草木類においては、暖地系のも

のが寒さに耐えられるように分化したことや、寒地系の

ものが南下したと考えられている。

　最上川河口に位置する酒田は、古くから海水運都市と

して発展してきたことが知られている。2005 年 11 月

には近隣３町と合併したことで、人口約 11 万人の庄内

北部における中心都市となっている。

　上曽根遺跡は酒田市役所の北東約５km に所在し、河

間低地を南西方向に伸びる自然堤防の北縁部に立地す

る。現在の地目は水田で、標高は７ｍ前後を測る。自然

堤防は遺跡の北側を流れる日向川や荒瀬川沿いに発達し

ているほか、遺跡近郊の安田・漆曽根・布目の集落付近

にも認められるが、高度が低いために不明瞭なものが多

い。自然堤防上の遺跡は城輪柵跡をはじめ数遺跡が存在

するが、古代を中心とした遺跡の多くは河間低地に立地

していると言える。三角州地帯や東部丘陵地に沿った後

背湿地に所在する遺跡はほとんど見られず、立地に適さ

なかったことを示すものと理解される。

　上曽根遺跡周辺地にはグライ土壌が分布しており、地

表から約 50cm 下層にグライ層が存在する。土性は砂

質で上層は灰色を呈する。保肥力が小さく有効態養分が

欠乏しているため、生産力は低いとされる。

２　歴史的環境
酒田市では 250 ヶ所を超える遺跡の存在が知られて

いる。特に平安時代の遺跡が多く見られ、最上川以北の

日向川・荒瀬川までの平野部と、これに接した酒田東部

丘陵の西辺に集中して分布する。庄内北部の遺跡分布を

概観すれば、旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡は

丘陵や高位段丘上に立地しており、弥生時代以降、平

野の縁辺部にも集落遺跡が見られるようになる。砂丘地

の黒森地区などに縄文時代の遺跡が立地することは、砂

丘が古くから生活の場として活用されていたことが窺え

る。

　以下に周辺の主な遺跡を取り上げながら、歴史的な環

境について時代ごとに記述する。

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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第 3 図　遺跡位置図
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表 1　周辺遺跡地名表

番号 遺跡名 種別 時期 番号 遺跡名 種別 時期

1 上曽根遺跡 集落跡 平安・中世 58 本川遺跡 集落跡 平安
2 梵天塚遺跡 集落跡 中世 59 福島遺跡 散布地 平安・鎌倉
3 中谷地遺跡 集落跡 平安 60 熊手島遺跡 散布地 平安
4 向田遺跡 集落跡 平安 61 天神堂遺跡 散布地 平安・鎌倉
5 若王寺遺跡 集落跡 平安 62 砂越城跡 城館跡 室町
6 県史跡・新田目城跡 城館跡 中世 63 飛鳥遺跡 集落跡 平安・鎌倉
7 新田目 A 遺跡 集落跡 中世 64 飛鳥神内遺跡 散布地 平安・鎌倉
8 新田目 B 遺跡 集落跡 平安 65 門出遺跡 散布地 平安
9 明成寺遺跡 集落跡 平安 66 塚淵 B 遺跡 散布地 平安・鎌倉
10 前田遺跡 集落跡 平安・中世 67 塚淵 A 遺跡 集落跡 平安・鎌倉
11 庭田遺跡 集落跡 平安 68 芹田楯跡 城館跡
12 安田遺跡 集落跡 平安 69 古楯跡 城館跡
13 豊原遺跡 集落跡 平安・中世 70 楯の腰 A 遺跡 集落跡 縄文
14 豊原 B 遺跡 集落跡 平安 71 観音寺城跡 城館跡
15 国史跡・城輪柵跡 官衙跡 平安 72 八森 A 遺跡 集落跡 旧石器・縄文
16 郷崎遺跡 包蔵地 平安 73 八森 C 遺跡 集落跡 平安
17 茅針谷地遺跡 集落跡 平安 74 一條楯跡 城館跡 平安
18 樋掛遺跡 集落跡 平安 75 小平遺跡 集落跡 平安
19 国史跡・堂の前遺跡 集落跡 平安 76 小平 5 遺跡 包蔵地 平安
20 後田遺跡 集落跡 平安・鎌倉 77 小平 2 遺跡 集落跡 旧石器・平安
21 八森遺跡 官衙跡 縄文・平安・中世 78 盛沢遺跡 散布地 平安
22 沼田遺跡 集落跡 平安 79 盛沢窯跡 窯跡 平安
23 俵田遺跡 集落跡 平安 80 屋敷田遺跡 集落跡 平安
24 上ノ田遺跡 集落跡 平安 81 艾田 A 遺跡 散布地 平安・鎌倉
25 境興野遺跡 集落跡 平安 82 艾田 B 遺跡 散布地 平安・鎌倉
26 円能寺経塚 経塚 鎌倉 83 百野遺跡 集落跡 平安
27 北田遺跡 集落跡 平安 84 蛙橋遺跡 集落跡 平安
28 関 B 遺跡 集落跡 平安・中世 85 家際遺跡 散布地 平安
29 北境遺跡 集落跡 平安 86 稲荷 1 遺跡 集落跡 平安
30 土崎遺跡 集落跡 平安 87 伊勢塚遺跡 散布地 平安
31 東割遺跡 散布地 平安・鎌倉 88 村東遺跡 集落跡 平安
32 漆曽根遺跡 集落跡 平安 89 稲荷 2 遺跡 集落跡 平安
33 船止遺跡 包蔵地 平安・鎌倉 90 下中割遺跡 集落跡 平安
34 新青渡遺跡 集落跡 平安 91 漆曽根館 城館跡
35 南興野遺跡 集落跡 平安 92 大多遺跡 散布地 中世・近世
36 熊野田遺跡 集落跡 平安 93 荻島遺跡 散布地 平安
37 早塚遺跡 集落跡 平安 94 円能寺村東遺跡 集落跡 奈良・平安
38 手蔵田 1 遺跡 集落跡 平安 95 分遺跡 散布地 奈良・平安
39 手蔵田 2 遺跡 集落跡 平安 96 北田 2 遺跡 集落跡 平安
40 手蔵田 3 遺跡 集落跡 平安 97 北境 2 遺跡 散布地 平安
41 手蔵田 4 遺跡 集落跡 平安 98 鍋倉遺跡 包蔵地 平安
42 手蔵田 5 遺跡 集落跡 平安 99 入の沢遺跡 集落跡 弥生
43 手蔵田 6・7 遺跡 集落跡 平安 100 小倉山遺跡 包蔵地 縄文・弥生・平安
44 手蔵田 9・10・11 遺跡 集落跡 平安・中世 101 関道遺跡 集落跡 平安
45 手蔵田 12 遺跡 集落跡 平安 102 矢口遺跡 集落跡 平安
46 高阿弥陀遺跡 集落跡 平安 103 生石 1 遺跡 包蔵地 平安
47 朝日山城 城館跡 中世 104 延命寺跡 寺院跡
48 横代遺跡 集落跡 平安 105 山楯 2 遺跡 包蔵地 縄文
49 大槻新田遺跡 集落跡 平安・鎌倉 106 楢橋楯跡 城館跡 中世
50 生石 2 遺跡 集落跡 弥生～平安 107 飛鳥遺跡 散布地 平安・鎌倉
51 生石 4 遺跡 集落跡 弥生～平安 108 泉興野 2 遺跡 散布地 奈良・平安
52 山楯楯跡 城館跡 戦国 109 泉興野 1 遺跡 散布地 奈良・平安
53 山楯遺跡 集落跡 平安・鎌倉 110 天神堂大坪遺跡 散布地 奈良・平安
54 桜林興野遺跡 集落跡 平安 111 石名坂遺跡 散布地 縄文・平安
55 西田遺跡 集落跡 平安 112 石名坂館跡 城館跡 中世
56 桜林遺跡 集落跡 平安・鎌倉 113 岡畑遺跡 集落跡 縄文（前期）
57 早稲田遺跡 集落跡 平安・鎌倉	
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旧石器時代

　旧石器時代の遺跡では、酒田東部丘陵の北端に立地す

る八森 A 遺跡（72）が挙げられる。大形の槍先形尖頭

器と片刃の局部磨製石斧をはじめ、ナイフ形石器や石刃

など 200 点余りの旧石器が出土した。これらは組成か

ら判断して、県内では旧石器時代最終末の範疇で捉えら

れている（八幡町教委 2003）。

　小平２遺跡（77）は八森遺跡の南方約２km の丘陵上

に位置し、農道整備事業を原因として平成 14 年度に発

掘調査が行なわれ、ナイフ形石器と彫刻刀形石器が出土

している。後期旧石器時代の所産と推定され、近隣に遺

物集中地点の存在が示唆された（山形埋文 2004a）。

　他にも近郊には、荒瀬川の上流で標高約 200 ｍの河

岸段丘上に立地する大蒸野遺跡があり、ナイフ形石器・

先刃形掻器・石刃などが採集されている。

縄文時代

　縄文時代の遺跡数は多くないものの、そのほとんどが

東部丘陵上で確認されている。ここでは、これまでの発

掘調査によって明らかになった事例を述べる。

　相沢川右岸の丘陵地帯では、1990 年代に国営農地開

発に係る大規模な発掘調査が行われた。

　山谷新田遺跡は丘陵の縁辺部に立地し、遺構の存在は

未確認ながらも、中期前葉の大木７b ～８b 式土器に加

えて北陸地方の新保・新崎式土器が伴出している。97

点出土した石器のうち箆状石器が多くを占めており、他

に土偶３点も出土した。隣接する山海窯跡群の調査では、

中期前葉の所産と目される６基のフラスコ状土坑が検出

されている（山形県教委 1991b）。

　山海窯跡群の北側に位置する山楯７・山楯８遺跡（53）

においても、羽状縄文を施文する深鉢体部片や箆状石器

を主とした石器群が出土しており、２基の陥し穴を検出

している（山形県教委 1992）。山楯３遺跡（53）から

は床面での検出ながら、地床炉と柱穴群の在り方により

竪穴住居跡４棟が確認された。周辺では前期～中期に比

定される縄文土器や石器剥片がまとまって出土してお

り、集落跡の存在が窺われた（山形埋文 1994a）。

　前掲の小平２遺跡からは、早期中葉頃の貝殻沈線文系

土器と箆状石器や剥片が出土している。遺構は陥し穴１

基が確認された。隣接する小平３遺跡でも早期末～前期

初頭に比定される繊維土器や磨製石斧と、中期半ばの北

陸地方の影響を受けた土器群が出土している。小平４遺

跡は前期末葉～後期中葉の集落跡であり、土坑や土器捨

て場が見つかっている（山形埋文 2005）。

弥生時代

　弥生時代の遺跡は確認数が少ないが、平野の縁辺部に

集落遺跡が見られるようになる。

　東部丘陵際に位置する生石２遺跡（50）では、砂沢

系と遠賀川系及びその折衷系の多数の土器が出土した。

籾痕が残された土器や、炭化米なども出土し注目された。

遺構は、完形の甕形土器が横位に置かれた墓壙１基が検

出されている。亀ヶ岡文化の伝統と西日本の遠賀川様式

の影響を受けた土器が出土したことで、弥生文化が西日

本にさほど遅れることなく当地まで達したことが明らか

となった（山形県教委 1985・1986・1987）。

　中谷地遺跡（3）は酒田市街地北東部の三角州地帯に

立地する奈良・平安時代の集落跡であるが、遺構確認面

下から甕形土器２個体が押し潰された状態で出土した。

墓壙に伴う埋設土器と考えられ、生石２遺跡出土土器と

同様、砂沢式に併行するものである（山形埋文 1996）。

古墳時代

　最上川以北ではこの時代の遺跡は極端に少なく、酒田

市では南部の古荒新田古墳が遺跡地図に登録されている

に過ぎない。

　ほ場整備事業に係る関 B 遺跡（28）発掘調査中、付

近での表面採集遺物であるが、古式土師器がまとまって

出土した。すでに整地され、包含層や遺構の確認には至

らなかったが、当地における４世紀代の痕跡を証明する

重要な手がかりと評価できよう（山形県教委 1983）。

　庄内平野は場所によって堆積の度合いが不規則であ

り、地層深く弥生時代や古墳時代の痕跡が存在する可能

性がある。

奈良・平安時代

　最上川以北の平野部の開発は、平安時代以降に進めら

れたと理解される。文献資料によれば出羽国は和銅５年

（712 年）に越後国の出羽郡が昇格して建国され、国府

的な機能は出羽柵が果たしていたと考えられているが、

出羽柵に該当する遺跡はまだ確認されていない。いわゆ

る「征夷」の進展と共に天平５年（733 年）になると

出羽柵は秋田へ移り、天平宝字４年（760 年）には秋

田城が文献上で確認できる。その後、蝦夷との紛争激化
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官衙との結び付きが非常に強かったと推測される。

中　世

　鎌倉から戦国時代にかけては庄内北部に多くの城館が

築かれ、この地域で確認されている城館の７割は山城あ

るいは平山城である。一方で新田目城や亀ヶ崎城は平野

部に築かれた平城であり、河川に接した場所に立地して

いる。

　亀ヶ崎城は最上川河口の新井田川合流地点と低湿地に

囲まれた水城的機能を有しており、中世に築かれた最上

川以北の城の中で唯一、江戸時代末まで存続した。これ

まで都合５次に及ぶ発掘調査が実施され、二の丸内の城

代屋敷跡などの検出や、日本海交易でもたらされた貿

易陶磁器などの出土から、往時の上級武士の生活の様

子が伺われた（山形県教委 1991a、山形埋文 1994b・

1995・2009）。

　集落遺跡では中谷地遺跡の南方に位置する梵天塚遺

跡（2）で、戦国期の墓壙約 200 基の検出が特筆される。

壙内には下駄や櫛などの木製品が多く遺存し、刀子や古

銭も出土している。また、溝跡からは 1,800 枚余りの

一括埋納銭が出土し、銭種により 16 世紀以降の所産と

報告されている（山形埋文	1996）。

から秋田城は廃止され、「河辺府」に移されている。延

暦年中には「出羽国井口」に国府が建設されており、仁

和３年（887 年）になると「旧府高敝の地」に移転し

たことが解る。現在、城輪柵跡（15）を国府に比定す

る説や、“高敝の地” の擬定地として八森遺跡説と城輪

柵跡説などの諸説があるが、いずれも決定的な決め手に

は欠ける。

　最上川以北では井口への国府移転を契機に本格的に開

発が始まったものと考えられ、城輪柵跡周辺の堂の前

遺跡（19）や八森遺跡、生石２遺跡や熊野田遺跡（36）

などで囲郭施設や倉庫群が検出されたことにより、官

衙関連遺跡と位置付けられている。相沢川北側の丘陵

には幾つかの古窯跡群が点在し、官衙をはじめ諸集落

に須恵器や瓦を供給していたことが知られる。中でも

泉森窯跡からは、城輪柵跡の軒丸瓦と同笵品が出土した

ことにより、供給元であったことが判明した（山形埋文

2004b）。これら窯跡のほとんどは平安時代に入ってか

ら操業したものであり、平野部の集落遺跡の形成も９世

紀以降に進展するようになる。

　上曽根遺跡をはじめとする最上川以北の古代集落は、

律令政府の政策により計画的に配置されたと考えられ、

酒田市　2000　「第一編　出羽の国と酒田湊のあけぼの」『酒田市史　改訂版・上巻』p.1～ p.154　
前田光彦・佐藤昇一監修　2006　「自然編」『庄内ふるさと大百科』p.25 ～ p.56　郷土出版社
財団法人山形県埋蔵文化財センター　1994a		『山楯３遺跡・山楯４遺跡・山楯５遺跡発掘調査報告書』　山形県埋蔵文化財センター調査報告
　　　　　　　　　書第４集
財団法人山形県埋蔵文化財センター　1994b		『亀ヶ崎城跡第２次発掘調査報告書』　山形県埋蔵文化財センター調査報告書第17集
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Ⅲ　遺跡の様相

1　遺跡の概要
　上曽根遺跡は、酒田市街北東部約５㎞に位置し、酒田

市大字上野曽根字上中割に所在する。標高は、約 7.5 ｍ

を測る。遺跡の北方約４㎞には日向川、南方約 2.5 ㎢に

は新井田川がそれぞれ東から西へ流れている。現在遺跡

周辺には、用水路等を除いて小さな河川は認められない

が、庄内北部河間低地を南西方向にのびる自然堤防の北

側縁付近に立地する。地目は、水田、畑地である。

　遺跡付近の地形は、北東から南西にかけて極めて緩や

かな傾斜を示すが、ほぼ平坦な土地である。

　上曽根遺跡は山形県遺跡地図に奈良・平安時代～近世

の集落跡として登録されている周知の遺跡であり、前章

でも触れたとおり過去に２度の発掘調査が実施されてい

る。

　今回の調査原因となった国道 344 号の安田バイパス

改築は、第２次調査を行った県道酒田遊佐線を北東部へ

延長した計画ルートである。

　試掘調査の結果、遺跡範囲がさらに北側へ広がること

が判明し、2018 年 12 月に県教育委員会より遺跡範囲

修正の通知が出された。これにより遺跡範囲は、東西方

向 370 ｍ・南北方向 105 ｍに及ぶ楕円形状の広がりに

改められた。これまでの調査区域が遺跡範囲の西半部に

相当し、今回の調査区域は東半部に当たることになる。

　遺跡内の地目は水田で標高 6.7 ～ 7.5 ｍ程を測り、北

東から南西にかけて緩やかな傾斜を示す。遺跡を覆う基

本層序は耕作土と遺構検出面である青灰色シルト層の間

に、20cm 以下の暗灰色シルト層を挟む。地山直上の遺

物包含層に当たり、場所によっては耕作土直下が検出面

になる区域も見られる。

　本遺跡の基本層序は、大別Ⅰ～Ⅲ層に分けられ、遺物

はⅡ層から、遺構はⅢ層上面が確認面である。

　各層は、１区と２区でやや異なり、１区はⅠ層が暗褐

色シルト（耕作土）、Ⅱ層は暗褐色砂質シルト、Ⅲ層は

青灰色細砂質土（地山）の砂質土主体である。２区はⅠ

層が暗褐色シルト（耕作土）、Ⅱ層は黒褐色粘土等、Ⅲ

層は青灰色粘土（地山）の粘質土主体である。

　これらは、県教育委員会の遺跡詳細分布調査の試掘結

果などから、調査区南北方向では、遺構が多く確認され

る４・５トレンチで現地表から浅く地山が確認され、調

査区南北両端で地山が深くなる。

　東西方向でも調査区東側の２区にあたる９・11 トレ

ンチでは地山が深く下がる傾向があり、概ね遺跡の東端

が知れよう（第 25 図）。

　なお、一部１区と調査区が重複する 1 次調査では、

Ⅰ層が耕作土、Ⅱ層が青黒色粘質土、Ⅲ層が黒色粘質土、

Ⅳ層が褐色粘土（炭化物・遺物を含む）、Ⅴ層がⅣ層と

同じ褐色粘質土（均一・遺構確認面）などで、今回の調

査より層準が複数あるが、第 1 次調査後の基盤整備な

どの削平による包含層の消失などが推測される。

　以下には、第１・２次調査成果の概要を記しておく。

第１次調査

　1986年７月～９月の期間、トレンチを含めて約3,900

㎡の発掘調査が行われた。３ヶ所の拡張区（A ～ C 区）

から掘立柱建物跡３棟のほか井戸跡や土坑などが検出さ

れ、出土遺物により平安時代から近世に係る集落跡の一

端が明らかとなった。

　また、事業範囲内には１町（約 108 ｍ）間隔で、方

形を呈する壇状の塚３基が遺存している。十字状のトレ

ンチ調査の結果、基底面から平安時代の遺構が確認され

たことや出土した磁器類から判断して、近世以降の所産

と認識された。

　遺物は須恵器・土師器の供膳形態が多く出土しており、

９世紀～ 10 世紀前葉を主体とするものである。縦板・

横桟構造の井戸跡や中世の土坑内からは、箸や木槌や下

駄などの木製品が出土している。

第２次調査

　1988 年 5 月下旬から約２ヶ月半の期間、遺跡範囲に

係る県道改良部分について発掘調査を行っている。第１

次調査拡張区の西側に位置し、トレンチ調査の結果、遺

構・遺物が集中する約 1,600 ㎡の区画を２区に分けて

精査された。

Ⅲ　遺 跡 の 様 相
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Ⅲ　遺跡の様相

　掘立柱建物跡２棟や井戸跡５基などが検出され、建物

跡の柱穴内には礎板を有するものも認められた。柱痕の

覆土が中世の包含する遺構の堆積土と同一なため、当該

期の建物跡と考えられた。

　出土遺物では赤焼土器が圧倒的多数を占め、形態的特

徴から９世紀末葉～ 10 世紀前半の年代が与えられる。

　中世の土坑内からは一括出土した箸と共に、線刻に

よって人面が描かれた砥石が出土している。人面は研磨

面と裏面の両面に描かれ、研磨面には男性人面の口髭や

顎髭も観察されるほど写実的な描写である。

　前述したとおり事業区の県道酒田遊佐線は、今次調査

の原因である一般国道 344 号安田バイパスに組み込ま

れることになる。

2　遺構・遺物の分布
　遺構・遺物が分布する範囲は、第１・２次調査や遺跡

詳細分布調査の結果から、東西約 370 ｍ、南北約 140

ｍに及ぶ、東西にやや長い遺跡範囲が推測される。

　今回の調査は、その北東部にあたり、概ね地山が安定

する調査区中央部から建物跡や井戸跡など主体的な遺構

が検出された。調査区は、南側の１区、北側の２区に分

け、大きく古代と中近世の遺構が確認された。

　古代では、調査区が重複する第１次調査の分も含めて、

掘立柱建物跡が３棟（うち２棟が１次調査）、井戸跡が

４基（うち１基が１次調査）、大小の土坑、溝跡などが

確認された。これらは、主に１区の中央～北半部、２区

の中央部～南半部から確認され、建物跡の主軸などもや

や異なり、時期幅も推測された。

　調査区の北端部では、36 基の柱穴が隣り合わせで直

線的に並ぶ柱列が認められ、さらにその西側内部では掘

立柱建物跡１棟と井戸跡３基のほか、土坑や溝跡が検出

された。

　建物跡の主軸は、柵列跡と推定される柱列とほぼ平行

しており、３基の井戸跡のうち２基は建物跡と近接した

位置関係にある。なお、建物跡として組み合わされなかっ

たが、柱穴の中には礎板を伴うものが何基か存在した。

　溝跡は近世に帰属するものを含め、東西及び南北また

は北東から南西方向に延びる３種に分かれ、調査区全域

に認められる。このうち、調査区中央部で検出した南北

方向に平行する２条は、約 14 ｍ幅を測る道路跡の可能

性が考えられる。

　出土した遺物は、土器や陶磁器と木製品・鉄製品・石

製品などがあり、石鏃などの縄文時代と考えられる石器

類も数点が認められた。整理箱 61 箱に及ぶ。

　遺物の多くは、土器で遺構内から出土しており、主体

となる古代に属する遺物の分布状況では、３基の井戸跡

と調査区中央部に位置する土坑や溝跡、及び１区南側の

窪地状の鞍部に多く認められた。木製品は井戸跡に伴う

ものが多く、枠材をはじめ箸や曲物の底板などの日常用

具と、祭祀具である斎串が多く出土している。包含層出

土の遺物についても、これらの遺構の周辺で取り上げた

ものが多かった。また、第１・２次調査に続いて墨書土

器も多くを数える。

　これらは、遺物相から前述した主体の古代でも時期幅

があることが首肯された。奈良時代末～平安時代の８世

紀末～９世紀前半の遺物は、１区中央部の SX ３とその

周辺遺構を主に須恵器類が多く出土する傾向があった。

　９世紀後半は、１区でも散見されるが２区で多く認め

られた。SE126 では須恵器坏の「足」墨書土器が集中

して出土した。「足」墨書土器は、特殊な平行四辺形の

斎串状木製品が多量に出土した SE123 井戸跡や SE126

の周辺の遺構群からも出土し、SE126 との同時期性の

証左になろう。また軸線が同じ南北方向である SB163

とした２×３間の建物跡や、SA152 の柱列もある。

　古代の最終段階の９世紀末～ 10 世紀前半は、両区で

単発的に土坑や溝跡から赤焼土器が主に出土し、集落が

やや縮小したようである。

　中近世は、第１次調査でも確認された１区の東西方

向の３条の溝跡がある。北から SD89（第１次調査の

SD64）、SD ４（同 SD51・92）、SD18（同 SD50）とな

り、主体時期は異なるが、中世前半～近世までの遺物が

散発的に出土した。

　２区では、南端部と中央部～北半部に土坑や溝跡、畝

状溝跡などの遺構があり、これらの遺構は、グリッド出

土を含め中世・近世の遺物の出土域と概ね重なる。

　遺物は、中世前半（13 ～ 15 世紀）の珠洲の甕・擂鉢、

白磁・青磁の碗皿類、中世後半（16 世紀）の瀬戸美濃・

青花の碗皿類など、近世前半（17 世紀）の肥前陶器・

磁器の碗皿類、近世後半（18 世紀以降）の肥前磁器の

碗皿類などが主体的に出土し、変遷が認められる。
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第 5 図　遺構配置図割付図
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第 6 図　遺構配置図 1
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Ⅲ　遺跡の様相
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第 7 図　遺構配置図 2
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Ⅲ　遺跡の様相
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第 8 図　遺構配置図 3
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Ⅲ　遺跡の様相
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第 9 図　遺構配置図 4
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第 11 図　遺構配置図 6
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第 12 図　遺構配置図 7
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第 13 図　遺構配置図 8
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第 14 図　遺構配置図 9
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第 15 図　遺構配置図 10
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第 16 図　遺構配置図 11
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第 17 図　遺構配置図 12
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第 18 図　遺構配置図 13

6.80m6.80m

6.6
0m

6.6
0m

6.60m
6.60m

6.40m
6.40m

6.6
0m

6.6
0m

6.80m
6.80m

6.
80

m
6.
80

m

6.8
0m

6.8
0m

6.80
m

6.80
m

6.60m
6.60m

6.80m
6.80m

6.60m
6.60m

6.60m
6.60m

6.8
0m

6.8
0m

6.80
m

6.80
m

SP268
SP88

SP87

SP86
SD83

SP254

SP265SP100

SP253
(EP96)

SP204

SP263
(EP73)

SP205

SP80

(EP77)

SP91

SP201(EP75)
SP202

SP203

SK9 SK8

SP250
(EP114)

SP256
(EP109)

SD206

SD257

SP251

SK77(EP79)

(EP81)

(EP82)

(EP104)

(EP80)

(EP85)
SP252

SP71
SP74 SP75

SP76

SD81

SP79

(EP76)

SD78

SD4（SD51・SD92）
SP10

EP116EP116

EP
115
EP
115

EP
107
EP
107

EP
111
EP
111

EP105EP105

EP106EP106

1次調査
SB3
1次調査
SB3

1次調査
SB2
1次調査
SB2

SK7(SK7)
(EP113)

SK49

SD72

SP85

SD82
2500259925982597

2400249924982497

2300239923982397

2200229922982297

2100219921982197

2000209920982097

撹
乱

撹

乱

撹

乱

撹

乱

撹

乱

撹

乱
撹

乱

撹

乱

0 5ｍ

1:100

※網は撹乱を表す。
※括弧は第 1 次調査の番号を表す。

04_Ⅲ遺跡の様相_1遺跡の概要_差替_2022-03-04.indd   27 2022/03/04   15:49



Ⅲ　遺跡の様相

28

第 19 図　遺構配置図 14
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第 20 図　遺構配置図 15
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第 21 図　遺構配置図 16
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第 22 図　遺構配置図 17

6.60m
6.60m

6.60m6.60m

6.60m6.60m

6.40m6.40m

6.60m6.60m

6.60m6.60m

SD19

6.60m6.60m

6.60m6.60m

SG6（撹乱）

SD19

1300139913981397

120012991298

1100119911981197

1000109910981097

0900099909980997

0800089908980897

撹　乱

撹　乱

0 5ｍ

1:100

※網は撹乱を表す。

04_Ⅲ遺跡の様相_1遺跡の概要_差替_2022-03-04.indd   31 2022/03/04   15:49



Ⅲ　遺跡の様相

32

第 23 図　遺構配置図 18
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第 24 図　遺構配置図 19
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：パイロット事業発掘部分（１次調査）
：試掘調査対象範囲

※上記発掘調査は平面直角座標系に基づいていないため、
　調査範囲はおおよその位置に配置した。

：県道酒田～遊佐線道路改良事業発掘部分
（２次調査）

：遺構・遺物確認トレンチ
：県教委試掘トレンチ
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※山形県教育委員会（2018)一部加筆・改変
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　上曽根遺跡３次調査では、大きく古代と中近世の遺構

が発見された。古代については、掘立柱建物跡や井戸跡、

柵列跡、土坑跡、溝跡、柵列痕、落込み状遺構、中近世

については、土坑跡や溝跡、畝状遺構などが確認された。

　以下に、今調査区の南半部にあたり、一部第 1 次調査

区と重なる1 区と、調査区北半分にあたる２区に分けて、

主な遺構を時代毎に分けて述べる。

１　１区の遺構
　１区では、主に古代の遺構が多く検出された。中近世

の遺構は、第１次調査でも確認された東西の溝跡などに

限られる。以下に、主体的な古代の遺構から順に述べる。

Ａ　古代の遺構

　古代の遺構では、主に掘立柱建物跡３棟、井戸跡３基、

柵列跡１列、多数の土坑跡、溝跡 6 条、落込み状遺構

３基などが確認された。

掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は、2 棟確認され、これは第 1 次調査で

SB ２・SB ３として登録されたものである。第 1 次調査で

は、土層断面などの記録はあるが完掘作業まで至らない

ものがあったようで、2 区で確認された建物との主軸方向

や時期の比較などのため、本報告では今調査で確認され

た柱穴を主に図上復元し概要を再録する。

　SB２（第26図）　1区中央部の98～00-20～21グリッ

ドのⅢ層上面で検出された。SB ３と北西部で重複し、第

1 次調査時にも検出された SD ４（第 1 次調査 SD64）、

それ以後の SD17・SD72に切られる。

　建物は、梁行 3.6 ｍ、桁行 6.1 ｍの２間×３間規模の

総柱建物である。第１次調査でも確認されており、今調査

では南北の梁行で柱穴３基（EP114・SP256［第 1 次調

査の EP109 に相当］・113）を確認した。しかし、削平

により平面規模が縮小し、柱穴の深さも下部のみの残存で

あった。他の柱穴は、既に削平により消失している。主軸

は、Ｎ -27.5°- Ｗである。

　柱間は、柱穴が今調査において全て揃わないため不明

瞭だが、今調査で確認された柱穴を第 1 次調査時の平面

図に合わせて検討すれば、梁行の北面梁行の EP114・

111 間、EP111・SP256［＝ EP109］間で 1.8 ｍ（約

６尺）を各々測る。桁行の柱間も第 1 次調査で遺損状況

が良い西面桁行から、EP114・115 間で 2.4 ｍ（約８尺）、

EP115・EP300 間、EP300・EP116 間で 2.1 ｍ（約７尺）

を各々測り、等間である。

　柱穴の掘方は、小形の楕円形のものが多く、径は 30

～ 45 ㎝内外のものが大半である。断面形は第１次調査

ではＵ字形を呈し、底面は平坦か丸底である。覆土は大

別２層で、柱痕跡と考えられる黒色粘土と埋土の明褐色

～青灰色シルトを主とする。今調査では、柱穴の下端部

が確認されたことから、第 1 次調査と比べると概ね 20 ～

30 ㎝ほどの削平を第 1 次調査後に受けたと理解された。

　今調査では遺物は出土しなかったが、第１次調査にお

いては EP114 から遺物が少ないが出土している。図示は

されていないが、平安時代の所産と報告されている。

　SB ３（第 26 図）　1 区中央部の 98 ～ 00-20 ～ 21グ

リッドのⅢ層上面で検出された。SB ２と南東部で重複し、

第 1 次調査時にも検出されたSD ４（第 1 次調査 SD51・

92）、それ以後の SD72に切られる。

　建物は、梁行 3.9 ｍ、桁行 4.2 ｍの２間×２間規模の

総柱建物である。第１次調査で確認されており、今調査

では西面桁行などの柱穴３基（EP80・EP104・EP85［第

1 次調査と同一番号で登録］）を確認した。しかし、削平

により平面規模が縮小し、柱穴の深さも下部のみの残存で

あり、他の柱穴は既に削平により消失していた。主軸は、

Ｎ -25°- Ｗである。

　柱間は、柱穴が今調査において第１次調査時で確認さ

れたものが既に削平などを受け、全て揃わないため不明

瞭だが、今調査で確認された柱穴を第 1 次調査時の平

面図に合わせて検討すれば、明瞭な梁行の北面梁行の

EP80・105 間、105・106 間で 2.1 ｍ（約７尺）を各々

測り、南面桁行も同等である。桁行の柱間についても第 1

次調査で遺損状況が良い西面桁行からEP80・104 間で

1.9 ｍ（約６尺）、EP104・南西角 EP 間で2.3 ｍ（約８尺）
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を各々測り、東面桁行も同等である。

　柱穴の掘方は、小形の楕円形のものが多く、径は 30

～ 75 ㎝内外が大半である。断面形は第１次調査でＵ字

形を呈し、底面は平坦か丸底である。覆土は大別２層で

柱痕跡と考えられる黒色粘土と埋土の明褐色～青灰色シ

ルトを主とする。今調査では、この柱穴の下端部が確認さ

れたことから、第 1 次調査と比べると概ね 20 ～ 30 ㎝ほ

どの削平を第 1 次調査後に受けたと理解された。

　今調査において遺物は出土しなかったが、第１次調査

で図示されないが、報文で EP85・104・106・107 か

ら遺物が出土し、SB ２と同じく平安時代の所産とされる。

EP85 に近接するSP84 からは底径が 4.8 ㎝と小さい赤焼

土器坏が出土し、９世紀後半の可能性がある。

　土坑

　１区では、土坑が 10 数基確認された。土坑は、形態

的に大・中・小形のもの、溝状のものがある。分布は調

査区全体に及ぶが、大形の土坑などは SB2・3 など主な

建物の東側周辺に集中的に分布する。溝状の土坑は、SX

３落込み状遺構などに近接して分布する。

　SK213（第 27 図）　１区北東部の 25-03 ～ 04グリッ

ドのⅢ層上面で検出された大形の土坑である。平面不整

な円形で、規模は長径 1.80 ｍ、短径 1.38 ｍである。確

認面からの深さは 0.93 ｍである。断面形は箱形を呈し、

底面は平坦だが中央部に長方形状の凹部がある。覆土は、

上～中層が黒褐色シルト、下層が暗緑灰色砂質シルトを

主とする９層からなる。

　遺物は、登録遺物３点で、最下層から赤焼土器の

RP138 の坏（106-11）、木製品の県内では類例が少な

い RW133・134の斎串（160- １・２）などが出土した。

時期は、概ね９世紀末葉～ 10 世紀初頭と考えられる。

　SK210（第 28 図）　１区北東部の 24-03グリッドのⅢ

層上面で検出された大形の土坑である。平面不整な円形

で、規模は長径 1.27 ｍ、短径 1.18 ｍである。確認面か

らの深さは 0.54 ｍである。断面形は箱形を呈し、底面は

平坦だが中央部に長方形状の凹部がある。覆土は、黒褐

色シルトを主とする７層からなり、下位ににぶい黄褐色シ

ルトブロックを混入する。

　遺物は、登録遺物１点だが、下層からRP125 の赤焼

土器坏（106- ５）・須恵器有台坏（106- １）などが出土

した。時期は、概ね９世期中～後葉であろう。

　SK ９（第 28 図）　１区北東部の 20-96 ～ 97グリッド

のⅢ層上面で検出された中形の土坑である。

　平面不整な円形で、規模は長径 0.88 ｍ、短径 0.77 ｍ

である。確認面からの深さは 0.50 ｍである。断面形は箱

形を呈し、底面は平坦だが中央部に隅丸長方形状の凹部

がある。覆土は、上層が黒色シルト、中～下層が黒色粘

質シルトを主に６層で、間層に暗緑灰色ブロックなど含む。

　遺物は、赤焼土器の長胴甕片（75-16）などが出土した。

時期は、赤焼土器が隆盛する９世紀代であろう。

　SK ８（第 29 図）　１区北東部の20-97グリッドのⅢ層

上面で検出された中形の土坑である。平面不整な円形で、

規模は長径 0.96 ｍ、短径 0.82 ｍである。確認面からの

深さは0.14 ｍである。断面形は箱形を呈し、底面は平坦

だが中央部に隅丸長方形状の凹部がある。覆土は、黒褐

色シルトを主に３層からなる。

　遺物は、赤焼土器の長胴甕の平底部片（75-15）など

が出土した。時期は、概ね９世紀代と考えられる。

　SP10（第 29 図）　１区北東部の20-96グリッドのⅢ層

上面検出の小形のピット状の深身のある土坑である。なお、

遺構番号は整理時の煩雑さを防ぐため、調査時の登録番

号を踏襲している。東接して楚板のある柱穴がある。　平

面不整な円形で、規模は長径0.45ｍ、短径0.31ｍである。

確認面からの深さは0.33ｍである。断面形は箱形を呈し、

底面は平坦だが中央部に隅丸長方形状の凹部がある。覆

土は不明である。

　遺物は、底部切離し回転糸切りの赤焼土器坏の破片

（75-17）などが出土した。９世紀中葉～後半であろう。

　SP88（第 29 図）　１区北東部の 24-96 ～ 97グリッド

のⅢ層上面で検出された小形の土坑である。平面不整な

円形で、規模は長径 0.66 ｍ、短径 0.57 ｍである。確認

面からの深さは 0.16 ｍである。断面形は箱形を呈し、底

面は平坦だが中央部に隅丸長方形状の凹部がある。覆土

は、上層が黒褐色シルト、下層が黒色シルトの２層である。

　遺物は、口縁部を強く引き出す須恵器の有台皿（88-

19）、口縁下端がやや肥厚する赤焼土器の小形甕片（88-20）

などが出土した。９世紀後中～後葉であろう。

　SP73（第 29 図）　１区北東部の21-96グリッドのⅢ層

上面で検出された小形で深身の土坑である。平面不整な

円形で、規模は長径 0.33 ｍ、短径 0.26 ｍである。確認

面からの深さは 0.19 ｍである。断面形は箱形を呈し、底
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面は平坦だが中央部に隅丸長方形状の凹部がある。覆土

は、不明である。

　遺物は、登録遺物６点で、器形の判るものが上層から

RP139の須恵器坏（88- ６）、RP140の赤焼土器坏（88-

８）、下層からRP141の赤焼土器甕（88-10）、RP142・

143の赤焼土器坏（88- ９）、RP143の須恵器坏片（88-

７）などが出土した。時期は９世紀中～後葉であろう。

　SK52（第 30 図）　１区北東部の21-01グリッドのⅢ層

上面で検出された溝状の土坑である。平面不整な円形で、

規模は長径 2.58 ｍ、短径 0.97 ｍである。確認面からの

深さは0.33 ｍである。断面形は箱形を呈し、底面は平坦

である。覆土は、黄灰色砂質シルトを主に４層である。

　遺物は、登録遺物 32 点で、概ね中層からまとまって出

土し、RP24 の枝番で登録した。主な完形・半完形品は、

須恵器の坏類の RP24- ６（82-11）、同 -18（82-10）、

有台皿の同 -10（82-14）、同 -32（82-13）と、赤焼土

器の坏の RP24- １（82-23）、同 -13・15（82-22）、同

- ７・26（82-24）、同 -16・17・28（82-20）、同 -24（83-

６）、新相の同 - ６（82-21）、有台状皿の同 - ４（83- １）

などがある。登録遺物では、他にも赤焼土器坏の口縁部

片や須恵器甕片が多く、複数が接合して同一個体になる

状況が看取される。なお、82-19 など体部に記号を付し

た墨書土器も出土した。時期は、概ね９世紀中葉からや

や後葉にかけての時期と推測される。

　SX54（第 31 図）　１区北東部の 19-00 ～ 02グリッド

のⅢ層上面検出の溝状の土坑である。平面不整な楕円形

で、長径 7.90 ｍ、短径 2.43 ｍである。深さは 0.40 ｍ

である。断面形は箱形を呈し、底面は平坦である。覆土は、

暗灰黄色砂質シルトに黄褐色砂質シルトが粒状に混入し、

炭化物を含み、粘性やしまりが中程度ある。

　遺物は、出土量が多く、登録遺物 13 点で、最下層か

らまとまって出土し、RP53の枝番で登録した。主な完形・

半完形品は、須恵器の坏 RP53-12（85- １）、有台坏の

同 - ７（85- ９・10）、蓋の同 - １（84- ３）と、赤焼土

器の坏 RP53- ２（86- １）、同 - ６（86- ３）、同 - ７（86-

９）、同 -10（86- ４）、甕の同 - ３（86-18）、鍋の同 - ９・

10・11（87- １）がある。登録遺物は、他にも須恵器の

坏口縁部片や甕片などがある。墨書土器では、須恵器類

に「十」・「豊」・「 」・「 」などがあり、SX54と SX3

の土器が接合するものが散見されこともあり、埋没時の重

複した時期も想定された。時期は須恵器坏類の主体から

9 世紀前葉～中葉であろう。

　SK97（第 32 図）　１区北東部の 27-97 ～ 98グリッド

のⅢ層上面検出の大形で浅い土坑である。第１次調査で

も未登録だが遺構として確認され、遺物が一部残存する。

　平面不整な円形で、規模は長径 1.90 ｍ、短径 1.00 ｍ

である。確認面からの深さは 0.22 ｍである。断面形は箱

形を呈し、底面は平坦である。覆土は、上層が黒褐色シ

ルト、下層が黒色シルトとにぶい黄褐色砂質シルトの互層

を主に８層からなる。

　遺物は、登録遺物７点で、概ね下層からまとまって

出土し、RP126 ～ 132として登録した。赤焼土器の坏

RP129（90- ５）、RP130（90- ６）、甕 RP132（91- １）、

RP126・131（91- ６）、鍋 RP131（91- ２）などがある。

時期は、高径指数の低下した赤焼土器坏や赤焼土器主体

であることから、９世紀後半～末葉と考えられる。

　SK98（第 32 図）　１区北東部の26-98グリッドのⅢ層

上面で検出された中形の土坑跡である。平面は楕円形で、

規模は長径 1.41 ｍ、短径 0.65 ｍである。確認面からの

深さは0.09ｍである。断面形は緩やかな逆台形状を呈し、

底面はほぼ平坦である。覆土は、不明である。

　遺物は、登録遺物３点で、概ね中～下層からまとまっ

て出土し、RP136 ～ 138として登録した。赤焼土器が

主体で、赤焼土器の坏 RP136（91-11）、小形甕 RP137

（91-13）、有台鉢の高台 RP135（91-14）などが出土した。

　他にも赤焼土器坏の破片が多く、器高や底径の縮小化

から、時期は９世紀末葉～ 10 世紀初頭が推測される。

　ピット群

　１区では、古代と考えられる柱穴やピットが集中する地

点が北東部に確認されたが、調査区外にも延びる可能性

もあり、建物と判断するまでには至らなかった。

　SP207・208・209・249・211（第 33 図）　１区北東

部の 04 ～ 05-25グリッドのⅢ層上面で検出された柱穴

群である。特にSP207、208、209・249 は直線状に並

び、SP211・SP261 は SP207 に直交する。第 1 次調査

でも確認されているが、特に記載がない。SP207・208・

209 の主軸は、Ｎ -54°- Ｗである。なお、SP207・208

間は 2.2 ｍ（約７尺）、SP208・209 間は 2.1 ｍ（７尺）

であり、SP207・211 間は 3.0 ｍ（10 尺）を測る。

　これら柱穴は、平面不整な円形や隅丸方形で、規模は
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長径 0.45 ～ 0.95 ｍ、短径 0.40 ～ 0.85 ｍである。確認

面からの深さは 0.10 ～ 0.58 ｍである。断面形は概ね箱

形やＵ字形で、底面は平坦である。覆土は、概ね１～４

層で、黒褐色シルトなどを主に、柱痕跡は判然としない。

　遺物は、実測可能なもので、SP207 から須恵器有台

坏（105-11）、SP209 から平底であろう赤焼土器甕片

（105-12）、SP249 から須恵器壺片（110-12）などが

出土し、概ね SP207 や SP209 出土の土器形態から９世

紀前半頃の所産と考えられる。

　落込み状遺構

　１区中央部では、古代の落込み状遺構と考えられる長

大な不整形な浅い落込みが確認された。特に落込みから

は、遺物が集中して出土し、第１次調査のＡ区南端部で

も包含層中からまとまった遺物の出土や、今調査で北接す

る溝状の SK52・54 などとも主軸方向や遺物出土状況が

類似し、関連が窺える。

　SX ３（第 34・35 図）　１区北東部の 13 ～ 18-97 ～

02グリッドのⅢ層上面で検出された大形で浅い落込み状

遺構である。第１次調査の南端部と同様の様相を呈する。

　平面は不整な楕円形で、規模は長径 24.0 ｍ以上、短

径 3.50 ～ 11.0 ｍである。確認面からの深さは 0.16 ～

0.52 ｍである。断面形は緩やかな舟底状を呈し、底面は

平坦である。覆土は、大別２層で、上層が黒色シルト主

体、下層が火山灰などを含むにぶい黄褐色粘質シルトで、

一部確認面から深い底面のところで細分層される。

　遺物は、登録遺物 30 点と今調査で最も多く、概ね上

層と下層の間からまとまって出土する。主な完形・半完

形品は、須恵器の坏で古相の底部切離しヘラ切りのRP42

（64-16）、RP20（64-14・12）、RP32・34・35・39（65-

２）、RP28・29（64- ９）、RP66（65-13）、RP60（65- ６）

と多く、新相の回転糸切りはRP27・43（66-12）、RP63

（66-16）の２点のみである。

　有台坏は、浅身の RP46（67- ７）、RP45（67-10）、

RP38（67- ８）、RP53- ２・61（67-12）、RP25（68- ５）、

RP40（68- ２）と、深身の RP30（67-14）などがある。

須恵器蓋ではRP51（64- ４）、RP62（64- １）がある。

　土師器の坏は、RP36（69-17）、赤焼土器の坏は

RP64・65（69- ３）、RP44（69-11）などがある。

　その他の登録遺物は、赤焼土器の甕や鍋、須恵器の甕

などが僅かに出土した。また、複数の「十」・「豊」、単体

で「宴」・「得」・「申」・「守」・「百」・「生」が墨書された

土器が出土し、板材などの木製品も若干出土した。

　時期は、土器形態からやや幅が認められ、古相が須恵

器坏類の底径の大きい一群の存在から８世紀末～９世紀

前葉、新相が須恵器坏の底径縮小化や赤焼土器坏の増加

から９世紀中葉の時期幅が推測される。下層には、古相

が多いようである（1700,1800グリッド下層の注記）。

　Ｂ　中近世の遺構

　中近世の遺構は、遺物が少なく不明瞭だが、特に今調

査区中央部で検出された第１次調査で確認された３条の

溝跡の延長部から遺物が出土した。他にも、方形の区画

溝跡やピットから散発的に遺物が出土した。

　溝跡

　溝跡は、第１次調査で検出された東西方向の３条の大

形溝跡の未掘部分や東西両端の延長部分から、第１次調

査と同様に主に当該期の遺物が一定量出土した。

　SD89（第 36 図）　１区北東部の25 ～ 26-96 ～ 05グ

リッドのⅢ層上面で検出された大形の溝跡である。第１次

調査の SD64 にあたり、今調査ではその未掘部分や東西

両端の延長部分を調査したことになる。

　溝跡の規模は、長軸 41.4 ｍ以上、短軸 9.5 ～ 14.5 ｍ

である。確認面からの深さは 0.16 ～ 0.76 ｍである。断

面形は緩やかな舟底状を呈し、底面は平坦である。底面

は全体的に東から西に向かって標高が下がる。主軸は、

Ｎ -84°- Ｅである。

　覆土は、黒褐色シルトの単層だが、第１次調査におい

て褐色粘土や暗青灰色粘土を主に５層が確認されており、

第１次調査後に削平されたことが考えられる。

　遺物は、第１次調査と同じ中世と古代の遺物が出土し

た。登録遺物３点で、RP92・103・145である。

　中世の遺物は、13 ～ 15 世紀の珠洲の甕（89- ３）が

ある。また、古代の可能性もあるが、青磁の碗（89- １）・

皿（89- ２）もある。古代の遺物は、破片資料が多く、

土師器の内面黒色の有台坏で底部や体部「×」の線刻が

入るRP145（89-24）、須恵器の甕 RP92（89-29）・壺

RP103（89-31）がある。その他の破片はやや時期幅が

あり、９世紀代を通した時期と捉えられる。

　SD89は、第1次調査でも中世の溝跡（第1次調査-表２）

とされるが、今回の調査でRP145（89-24）などの半完
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形遺物の出土状況より、古代から溝が開口していた可能

性はないか。概ね中世前期を下がる遺物が出土しないた

め、埋没の最終時期は、第１次調査と同じく15 世紀以降

であろう。

　SD ４（第 37 図）　１区北東部の 18 ～ 22-96 ～ 04

グリッドのⅢ層上面で検出された大形の溝跡である。第１

次調査の SD51・92 にあたり、今調査ではその未掘部分

や東西両端の延長部分を調査したことになる。

　溝跡の規模は、長軸 35.2 ｍ以上、短軸 2.3 ～ 4.3 ｍ

である。確認面からの深さは 0.16 ～ 0.36 ｍである。断

面形は緩やかな舟底状を呈し、底面は平坦である。底面

は全体的に東から西に向かって標高が下がる。主軸は、

Ｎ -60°- Ｅである。

　覆土は、大別南側が黄灰色砂質シルトを主とし３層、

北側が黒褐色砂質シルトを主に地区によって３～４層に

分けられる。第１次調査では SD51 が灰褐色粘土を主に

６層、SD92 が灰褐色粘土の単層で、今回の調査の南側

が SD51、北側が SD92に相当しよう。

　遺物は、第１次調査と同じ近世以降の遺物と共に、中

世の遺物も出土した。また、古代の土器も破片が多いが

一定量出土した。登録遺物は2 点でRP6・8である。　

　中世の遺物は、古相の珠洲の甕（72- ６）、擂鉢（72-

７）、鎬連弁文の青磁碗（72- ３）、瀬戸美濃の大窯４段

階の折縁皿（72- ４）など、近世の遺物は、RP 登録した

九州陶磁編年Ⅱ期頃の肥前磁器皿 RP6（72- １）、同Ⅴ

期の肥前磁器碗 RP8（72- ２）、他に同Ⅱ期の肥前陶器碗

（72- ５）などが出土した。

　古代の遺物は、破片が多いが、須恵器有台坏の RP

７（72-19）や、半完形品で須恵器の坏（72-14・16・

17）、有台皿（73-16）、蓋（72- ８）、赤焼土器の甕（73-17）

などが出土した。72-16 は「十」が墨書される。

　SD ４は、第 1 次調査でも古代の遺物が出土するが、

磁器が出土する近世以降の溝跡（第 1 次調査 - 表２）と

された。今回の調査でも古代・中近世の遺物が一定量出

土した。時期は、古代については、遺物が破片で一定量

あり、概ね９世紀代に渡る。中世については、珠洲・青

磁が中世前半、瀬戸美濃の大窯段階の中世後半、古相の

肥前磁器・陶器がある。また最終の幕末～近代の肥前磁

器もあることから時期幅があり、長期間に渡り機能した溝

跡と考えられる。

　SD18（第 38・39 図）　１区北東部の 14 ～ 21-96 ～

02グリッドのⅢ層上面で検出された大形の溝跡である。

第１次調査の SD50 にあたり、今調査ではその未掘部分

や東西両端の延長部分を調査したことになる。

　溝跡の規模は、長軸 33.4 ｍ、短軸 1.40 ～ 3.00 ｍ

である。確認面からの深さは 0.12 ～ 0.38 ｍである。断

面形は緩やかな舟底状を呈し、底面は平坦である。底面

は全体的に東から西に向かって標高が下がる。主軸は、

Ｎ -46°- Ｅである。

　覆土は、上～中位が黒褐色砂質シルト、下位が暗灰黄

色シルトを主とし、地区によって３～４層に分けられる。

なお、第１次調査では、上位に灰褐色シルト、下位に暗

灰褐色シルト質粘土を主とした５～９層からなる。

　遺物は、第１次調査で陶器が出土したため近世以降と

された。一方で今回の調査では、近世の遺物と共に中世

の遺物が若干、さらに古代の土器が一定量出土した。

　中世の遺物は、登録遺物で珠洲の甕（77- ９）、新相

の珠洲編年Ⅳ期の擂鉢（77-10）などがある。近世では

産地不明の陶器 RP47（77- ８）や砂目のある古相の肥

前陶器碗（77- ７）などがあり、第１次調査で指摘され

た明確な近世磁器は、今回の調査において認められなかっ

た。古代の遺物は、破片資料が多く、登録遺物で須恵器

有台坏 RP48（78-24）、赤焼土器坏 RP49（79-12）が

ある。他に器形の分かるものは、須恵器の坏（77-16・

17・78- ３）、有台坏（78-18）で総じて底径の大きい古

相の形態である。新相の赤焼土器も多く、時期幅が認め

られる。

　SD18 は、中近世の遺物が少ないものの、北接し東側

で合流するSD ４出土遺構とも組成が類似する。そのため

同時期での機能、埋没なども推測される。なお、今調査

で江戸時代初頭の遺物が最も新しい。

　方形状区画溝跡

　方形状区画溝跡は、第１次調査でも確認されるが、一

部は当時の調査区外にも延びており、今調査で改めてそ

の様相が確認された。そのため、近接する建物群との主

軸方向などと検討することから、本報告において再録する。

　SD78・206・257（第 40 図）　１区北東部の 22 ～

23-97 ～ 99グリッドのⅢ層上面で検出された。北に

コの字形に開口した溝跡群で、西辺の SD78・南辺の

SD206・東辺の SD257で構成される。南辺と東辺は第１
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次調査でも確認されているが、特に遺構登録はされてい

ない。今調査では、南辺に直交する可能性のあるSD78

が確認され、対向する東辺 SD257とも主軸方向が類似し、

北に開口した方形状の区画溝とした。但し、区画内部には

ピットなどが区画中央部に単発的にあるだけで、明確な建

物などの検出には至らなかった。

　区画溝の規模は、南北が約 8.36 ｍ、東西が約 7.96

ｍの方形状をなす。各々の溝跡の規模は、長軸 3.52 ～

7.10 ｍ、短軸 0.24 ～ 0.81 ｍである。確認面からの深さ

は 0.18 ～ 0.04 ｍである。断面形は緩やかな舟底状を呈

し、底面は平坦である。底面は全体的に東から西に向かっ

て標高が下がる。主軸は、Ｎ -10°- Ｗである。覆土は、

不明である。

　遺物は、SD78 から須恵器蓋の摘み部（88-15）、

SD257 から底径の大きい須恵器坏片（110-15）、底径の

小さい赤焼土器坏片（110-16）などがある。時期は、数

量が少なく小片で難しいが、最も新しい 110-16 から９世

紀後半が推測される。

　ピット群

　１区では、中近世のピットと推測されるものが多数確認

されたが、明確に建物跡と組めるまでには至らなかった。

但し、１区北東部では礎板や柱根、根固め石を含むピッ

ト群が集中して確認され、弧状に廻る様相が看取された。

　SP219・224・226 ～・229・231・235a ～ d（第 41 図）

　１区北東部の28 ～ 29-01 ～ 03グリッドのⅢ層上面で

検出された柱穴群で、直径約４ｍの弧状に廻る柱穴群で

ある。特にSP224・231・235 ｂ・219 は礎板などが配

置され、SP227は根固め石と推測される川原石を含む。

　これら柱穴は、各々約 0.7 ～ 10 ｍ（約 2.5 ～ 3.3 尺）

の不規則な間隔で弧状に廻り、南西側には SP219のみと

分布が希薄になる。

　柱穴は、平面形は円形で、規模は長径 0.22 ～ 0.49 ｍ、

短径 0.17 ～ 0.40 ｍである。深さは 0.07 ～ 0.26 ｍであ

る。断面形はＵ字形を呈し、底面は平坦である。覆土は、

SP231で黒色シルトと黒褐色シルトである。

　遺物は、SP231 から須恵器甕の口縁部（107-11）が

出土した。時期は９世紀代と考えられる。

　2　２区の遺構
　２区は、第１次調査や今調査１区の北東隣にあたり、

主に古代の遺構が多く検出され、中近世の遺構も土坑や

溝跡などを主に一定量認められる。以下に、主体的な古

代の遺構から順に述べる。

　Ａ　古代の遺構

　古代の遺構は、主に掘立柱建物跡１棟、井戸跡３基、

柵列跡１列、多数の土坑跡、溝跡２条、落込み状遺構が

数基確認された。

　掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は、２区南西部で１棟確認される。

　SB163（第 42・43 図）　２区西半部の35 ～ 37-12 ～

14グリッドのⅢ層上面で検出された。建物と同軸方向の

数条の溝状遺構と一部重複する。梁行5.05ｍ（約17尺）、

桁行 6.3 ｍ（約 21 尺）の２間×３間規模の側柱建物で

ある。主軸はＮ -41°- Ｗである。

　柱間は、北面梁行の EP169・170 間では 2.3 ｍ（約

８尺）、EP170・171 間で 2.75 ｍ（約９尺）を各々測

り、南面桁行の EP166・165 間で 2.5 ｍ（約８尺）、

EP165・164 間で 2.55 ｍ（約８尺）を各々測る。

　東面桁行は、EP171・172 間で 2.0 ｍ（約７尺）、

EP172・173 間で 2.2 ｍ（約７尺）、EP173・164 間で

2.1 ｍ（約７尺）を各々測り、西面桁行の EP169・168

間で 2.3 ｍ（約７尺）、EP168・167 間で 1.9 ｍ（約６尺）、

EP167・166 間で 2.1 ｍ（約７尺）を各々測る。

　柱穴の掘方は、小形の楕円形のものが多く、径は 40

～65㎝内外のものが大半である。断面形は逆台形を呈し、

底面は平坦か柱痕跡のあったところが凹部になる。

　覆土は２層のものが大半で、暗オリーブ灰色砂質シル

ト、黄灰色砂質シルトを主とし、柱痕の可能性のあるもの

は EP171・173 などと少ない。土層断面を勘案すれば、

柱根の抜き取りが多いことが窺える。

　柱穴からの出土遺物はなく、時期は判然としないが、

近接するSE123 の井戸枠、１区の第 1 次調査の SB ２・

３や SE92 の井戸枠などとも主軸方向が類似し、概ね９

世紀後半頃の可能性がある。

　井戸跡

　２区では、中央部や西半部で井戸跡が３基確認された。

そのうち井戸枠などの施設を伴うものが１基、素掘りのも

のが２基確認された。

　SE123（第 44・45 図）　２区北東部の 38-11グリッド
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のⅢ層上面で検出された大形の井戸跡である。南側が一

部暗渠などに切られ、北側が調査区外に一部延びる。な

お SE123は、調査時に湧水が著しく、土圧で土層断面の

壁などが崩落し、崩落土中から遺物を取り上げたこともあっ

た。また、調査時には、井戸枠内の遺物を「井戸枠内」、「枠

内堆積土」と考え注記し取り上げたが、整理段階で井戸

枠外の斎串との接合資料も認められ、上記の崩落土など

が影響した可能性があり、明確な出土地は判然としない。

　掘方は、平面形不整な隅丸方形で、規模は長径上端

1.85 ｍ、下端 2.15 ｍ、短径上端 1.77 ｍ、下端 2.16 ｍ

である。確認面からの深さは 1.10 ｍである。断面形は箱

形から逆台形を呈し、掘方下端が開口部よりオーバーハン

グし、特に西側で大きい。底面は、平坦だが、中央部の

縦板による井戸枠部で凹部状になる。

　覆土は、大別上層（１～５層）、中層（６～ 11・25・

26 層）、下層（12 ～ 17 層）に分けられる。上層は主に

黒褐色粘土～砂質シルトと、にぶい黄褐色粘質土や褐灰

色砂質シルトの互層で、自然堆積による埋没も推測された。

　中層はオリーブ黒色砂質シルトの６層と、下層と同じ緑

灰色砂質シルトの11 層が掘方全体に堆積し、この段階で

井戸の廃棄や井戸枠の抜き取りなどが推測される。

　下層では、黒色シルトの 17 層が井戸枠内の堆積土と

考えられ、緑灰色砂質シルトやオリーブ黒色砂質シルトが

主体の12 ～ 16 層が井戸枠を固定した当初の埋土と推測

された。そして、概ねこの下層部のみが当時の井戸の構

築や機能した時期を表しているものと考えられた。

　この掘方の内部には、特に下層で縦板により構成された

長方形の井戸枠の存在が推測された。具体的な縦板材は、

抜き取りのためか判然としないが、断面などで確認できる

南面・東面、平面で確認できる北面の一部（RW89）な

どから、概ね長辺 69 ㎝（約 2.3 尺）、短辺 45 ㎝（約 1.5

尺）の長方形の井戸枠と考えられた。井戸枠長辺の主軸

方向は、Ｎ -34°- Ｗである。

　縦板は、腐朽などで形態や規模が不明である。但し、

一部土層断面に残り中層の堆積時も残存した縦板からは、

長さ60 ㎝以上、幅 10 ～ 15 ㎝、幅１～２㎝の規模が推

測される。なお、井戸枠内覆土は、前述した下層 17 層

の黒色シルトである。

　遺物は、土器と共に木製品が多量に出土し、特に下層

から倒壊した井戸枠の縦板材（151-13 ～ 152-2）、掘方

の下層（構築時期）から県内では特異な斎串群（131 ～

151 図）が井戸枠外の南面際などに集中して出土した。

　斎串群の登録遺物は、RW68（139-13）～ RW74

（140-9）、RW22-1（138-1）～ RW22-15（139-5）の

23 点で、井戸枠外の掘方下位から出土し、一部は集中し

た出土状況を示す。一方、この中には接合資料（RW70

～ 73・RW22- ２～７・14）もあるが、相互に接合する

ものはRW73の一部（140- ６～８。接合資料 10）に限

られ、概ね製作加工直後に廃棄された可能性が窺える。

　土器類では、掘方や覆土から多く出土した。器形の判

断できるものは、須恵器の坏（96- ７）、有台坏（96-

８）、赤焼土器坏（96-10・12）、土師器坏（96-13）な

どと少ない。井戸枠内からは、須恵器の甕（97- ４・

96-17）などが出土したのみである。須恵器蓋（96- ４）

や 96-13 には、「足」墨書されているのが認められる。

　構築時期は、掘方の坏類の形態や「足」墨書土器の共

通性から９世紀中～後葉と考えられる。一方で井戸枠の

機能した時期は、須恵器甕片のみで判然としないが、９

世紀後半頃であろう。

　SE126（第 46・47 図）　１区北東部の 40-14 ～ 15グ

リッドのⅢ層上面で検出された中形の井戸跡である。南側

を SD118 攪乱、西側を暗渠に切られる。当初平面プラン

が不明瞭であったため段下げをした後、掘下げを行った。

　平面は楕円形で、規模は長径 3.22 ｍ、短径 2.82 ｍで

ある。確認面からの深さは 1.04 ｍである。断面形は緩や

かな逆台形状を呈し、底面はほぼ平坦である。覆土は、

上層が黒褐色砂質シルト、中～下層が暗緑灰色ブロックと

オリーブ黒色砂質シルトブロック、炭化物の混合土を主と

する５層からなる。

　遺物は、登録遺物５点で、中層から須恵器坏RP19（101-

１）、下層から木製品の斎串RW21（158- １）や板状の

木製品 RW23- １・２（157-11・12）などである。

　他に101- １と同形態の須恵器坏や、赤焼土器坏が多

く出土し、須恵器の大半と赤焼土器の一部の底部に「足」

と墨書されたものが多く認められた。

　時期は、須恵器形態や坏の底部切離しがほぼ回転糸切

などから、概ね９世紀中～後葉と推測される。

　SE162（第 47 図）　１区北東部の 32-05グリッドのⅢ

層上面で検出された小形の井戸跡である。

　平面は円形で、規模は長径1.70ｍ、短径1.30ｍである。
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確認面からの深さは0.80 ｍである。断面形は箱形状で中

央部に凹部があり、底面は緩やかに傾斜する。西側には

楕円形の凹部がある。覆土は、上～中層がオリーブ褐色

砂質シルト、下層が緑灰色砂質シルトを主とする。最下層

の凹部は下層より混入物のない緑灰色砂質シルトである。

　遺物は、赤焼土器の体部下半にケズリを行う坏片（105-

８）、口縁部が屈曲し直立的に立ち上がり口唇部が尖る甕

（105- ９）などがある。板状（159- ３・７）や棒状（159-

４～６）木製品が出土したが、井戸枠かは判然としない。

　時期は、概ね９世紀初頭～前葉と考えられる。

　土坑

　２区の土坑は、西半部や東半部に単発的に確認される

が、中近世の遺物を含まない明確な古代と考えられるもの

は、西半部の1 区に近接するSK244に限られる。

　SK244（第 48 図）　１区北東部の 25 ～ 26-05グリッ

ドのⅢ層上面で検出された中形の土坑である。南半部が

調査区外に延びる。

　平面は楕円形で、規模は長径 2.34 ｍ、短径 2.10 ｍで

ある。確認面からの深さは 0.42 ｍである。断面形は逆台

形状で、底面は平坦である。覆土は、上～中層が黒褐色

粘質シルトと灰黄褐色粘質土の互層で、下層がにぶい黄

褐色砂質シルトや灰黄褐色シルトを主とする。最下層は黒

褐色粘質シルトである。

　遺物は、登録遺物６点で、上～中層出土の赤焼土器

の甕 RP109（110- ４）、須恵器の有台坏 RP110・113

（109-14）・壺 RP111（109-15）がある。下層出土遺

物は、須恵器坏 RP112（109- ９）・RP117（109-10）、

赤焼土器甕 RP114（110- ３）がある。坏類の底部径が

全体的に大きく古相で、９世紀前半であろう。

　溝跡

　２区では、小規模なものも含め中央部と西半部で２条

の南北方向の溝跡を確認した。但し、主軸方向は各々や

や異なる。

　SD124（第 48 図）　２区中央部の 39 ～ 40-15 ～ 16

グリッドのⅢ層上面検出の小形の溝跡である。南半を

SD118 や暗渠に切られ、やや弧状に東側に湾曲する。

　溝跡の規模は、長軸 4.68 ｍ以上、短軸 0.62 ～ 1.20

ｍである。確認面からの深さは 0.07 ～ 0.30 ｍである。

断面形は逆台形状を呈し、底面はほぼ平坦である。底面

は全体的に北から南に向かって標高が下がる。主軸はや

や湾曲するが、溝両端を結ぶラインは、概ねＮ - ４°- Ｗ

である。覆土は、不明である。

　遺物は、登録遺物 14 点で、検出面～上層出土の

RP77 ～ 87、溝北端部の下位から出土の RP147 ～

149となる。器形が分かるものは前者で須恵器坏 RP77

（98- ２）・RP83（98- ６）、有台皿 RP76（98- ９）、蓋

RP81・82（98-1）、赤焼土器坏大形品のRP75（98-13）・

RP78（98-16）、 小 形 品 RP80（98-14）・RP87（98-

15）・RP84（99- ５）などがある。後者では赤焼土器坏

の大形品 RP147（98-17）・RP148（99- ８）、小形品の

RP147・149（99- ３）などがある。

　時期は、98- ６がやや古相ながら、他の須恵器坏の形

態や底部切離しが回転糸切で、SE126・123と同じ「足」

墨書土器（98- ３・２・９）の存在し、さらに赤焼土器

坏の増加などから、概ね９世紀中葉と推測される。

　SD238（第 49 図）　１区東半部の 25 ～ 30-04グリッ

ドのⅢ層上面で検出された中形の溝跡である。南北両端

が調査区外に延びる。また、南端部で複数の溝跡と重複し、

南北方向の SD124 → SD156 →東西方向の SD238 の新

旧関係が窺える。

　溝跡の規模は、長軸 21.80 ｍ、短軸 1.15 ～ 1.85 ｍ

である。確認面からの深さは 0.54 ～ 0.62 ｍである。断

面形は逆台形状を呈し、底面はほぼ平坦である。底面は

全体的に北から南に向かって標高が下がる。主軸はやや

湾曲するが、溝両端を結ぶラインは、概ねＮ - ８°- Ｗで

ある。覆土は、灰黄褐色シルトを主体とする４層である。

　遺物は、登録遺物 11 点で、同一層位から出土した

RP91 ～ 101・103である。

　主な遺物は、須恵器の坏で底部切離しヘラ切りが認め

られる古相の RP91（107-13）・底部切離し回転糸切の

RP93（107-16）がある。赤焼土器は同一形態である坏

RP94（108- ３）・RP97（108- １）・RP100（107-18）・

RP101（108- ４）・RP102（108- ２）、甕類は大形品

RP99（108- ９）・小形品のRP102（108- ７）などがある。

　時期は、一部古相の須恵器坏も混入するが、赤焼土器

坏の器高低下から、９世紀末葉～ 10 世紀初頭であろう。

　柱列跡

　２区北端では、南北方向に延びる柱列跡が確認された。

概ね南東から北西方向に複数の小形の柱穴が直線状に並

び、大きくは南北の両端は調査区外に延びる。
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　SA152（第 50 ～ 55 図）　２区東端部の 41 ～ 46-16

～ 18グリッドのⅢ層上面で検出された。38 基以上の柱

穴は直線状に並び、最北端の EP １とEP38を結ぶライン

の長さが 20.90 ｍ以上である。なお、EP １とEP38を結

ぶラインの主軸は、Ｎ -23°- Ｗである。

　一方、柱列ラインは、精密な直線ではなく、EP１～14（第

51 図）、EP14 ～ EP28（第 52 図）、EP29 ～ 38（第 53 図）

の間隔でやや蛇行し、また主軸がやや東に傾くところもあ

る。各柱穴の間隔は、一部に約 30 ～ 60 ㎝とやや幅があ

るところがあるものの、大半は約 50 ㎝前後で、主軸の偏

りによる差異は認められない。

　柱穴の形態は、柱痕跡があるものと無いものがあり、ま

たライン毎の粗密や規則性などは判然としない。柱穴は、

小形の楕円形のものが多く、径は 14 ～ 54 ㎝内外のもの

が大半で、確認面からの深さが 4 ～ 34 ㎝を測り、全体

的に浅いものが多い。断面形は逆台形を呈し、底面は大

半が平坦か柱痕跡部分が凹部になる場合もある。

　覆土は大別２層で、柱痕跡が黒色シルト、掘方が黒褐

色シルトに灰色シルト質砂がまだらに混入するもので、柱

痕跡があれば１・２層、無い場合は２層のみである。

　出土遺物はなく、時期が判然としないが、東側に近接

するSB １と主軸方向が平行するようにも見えることから、

概ね同時期の古代のものと捉えておく。

　中近世の遺構

　２区の中近世では、土坑や溝跡、畝状遺構、落込み状

遺構などが確認された。分布状況としては、北端部にお

いて土坑が集中して認められるものの、他の遺構は、２

区全体に単発的な分布となっている。

　土坑・ピット

　２区北端部を主に確認され、浅い方形状の形態など類

似点がある。他に小形のピット状のものある。

　SK120（第 56 図）　２区北東端部の 43 ～ 44-15 ～

16グリッドのⅢ層上面で検出された大形の土坑である。

近接して同形態で、主軸がほぼ同じ東西方向の小形の

SK122・127 がある。

　平面は不整形な隅丸長方形で、規模は長径 6.40 ｍ、

短径 2.56 ｍである。確認面からの深さは 0.28 ｍである。

断面形は逆台形状で、底面はほぼ平坦である。主軸方向

は、Ｎ -62°- Ｅである。覆土は、SK122・127と類似す

るようである。

　遺物は、覆土中から赤焼土器坏（95-19）が出土した。

他に須恵器の「足」墨書のある有台坏 RP16（95-17）

や須恵器坏の内面に漆付着のもの（95-16）、赤焼土器有

台皿（95-20）などがある。

　時期は、近接したSK122・127と類似した形態などか

ら中世期が推測された。また、主軸がほぼ同一であること

から前述したSK 群と共に墓坑などの可能性もある。

　SK127（第 56 図）　２区北東端部の 43-16グリッドの

Ⅲ層上面で検出された中形の土坑である。近接して同形

態の規模の異なるSK120・122などがある。

　平面は隅丸長方形で、規模は長径 1.56 ｍ、短径 1.00

ｍである。確認面からの深さは 0.33 ｍである。断面形は

緩やかな逆台形状で、底面は平坦である。主軸方向は、

Ｎ -82°- Ｅである。

　覆土は、大別３層で、上層が黒色シルト、中～下層が

黄灰色砂、最下層が黒色シルトが壁際に堆積する。地山

ブロックが全体的に混入していることから、人為的堆積と

も考えられる。床面には植物質（藁か）が堆積する。

　遺物は、寛永通宝の古銭（126-11）が出土した。概

ね近世と考えられ、近接した SK120・122と類似した時

期や形態、主軸方向などから墓坑の可能性もある。

　SK122（第 56 図）　２区北東端部の 45-15グリッドの

Ⅲ層上面で検出された小形の土坑である。近接して同形

態の規模の異なるSK120・122などがある。

　平面は隅丸長方形で、規模は長径 1.24 ｍ、短径 0.48

ｍである。確認面からの深さは 0.20 ｍである。断面形は

緩やかな逆台形状で、底面は平坦である。主軸方向は、

Ｎ -62°- Ｅである。覆土は、上層の灰色シルト、下層の

オリーブ灰色砂などに分けられる。

　遺物は、RP17（96- １）の「十」墨書された須恵器有

台皿があるが、遺構の時期は形態が近接の SK120・127

と類似していることから、同時期の近世頃と考えられる。

　SK106（第 56 図）　２区中央部の 39-14グリッドのⅢ

層上面検出の小形の土坑である。北側を暗渠に切られる。

　平面は隅丸長方形で、規模は長径 0.74 ｍ、短径 0.70

ｍである。確認面からの深さは 0.16 ｍである。断面形は

緩やかな逆台形状で、底面平坦である。覆土は不明である。

　遺物は図示していないが、覆土中から近世陶磁器が出

土しており、時期も同様と推測される。

　SK137（第 56 図）　２区北端部の 45-18グリッドのⅢ
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層上面で検出の小形の柱根を有するピット状を呈する。

　平面は隅丸長方形で、規模は長径 0.78 ｍ、短径 0.58

ｍである。確認面からの深さは 0.16 ｍである。断面形は

緩やかな逆台形状で、底面は平坦である。覆土は、上層、

柱根部が暗灰黄色シルト、柱根部の埋土が灰オリーブ色

シルトである。

　遺物は、図示してないが、柱根が出土した。時期は判

然としないが、周辺の遺構と同じ中近世の可能性がある。

　SK134（第 56 図）　２区北端部の 43-17グリッドのⅢ

層上面で検出された小形の土坑である。

　平面は円形で、規模は長径 0.62 ｍ、短径 0.50 ｍであ

る。確認面からの深さは 0.12 ｍである。断面形は緩やか

な船底状で、底面は平坦である。覆土は、上層が黄灰色

砂質シルト、下層がオリーブ灰色シルト質砂である。

　遺物は、瀬戸美濃の丸皿（103- ８）が出土した。時期は、

概ね 15 世紀前半頃の所産と考えられる。

　溝跡

　２区の溝跡は、西端部に溝跡が２条あり、約６ｍ前後

の間隔で平行に南北に走行するが、やや南端で間隔が開

く様相も窺える。

　SD２（SD156）（第 57図）　２区西端部の 25 ～ 34-4

～ 6グリッドのⅢ層上面で検出された中形の溝跡である。

１区検出時は SD ２、２区検出時にSD156として登録し

た。南北両端が調査区外に延び、南端部で SD124 → SD

２（SD156）→ SD238の新旧関係が推測される。

　溝跡の規模は、長軸 41.4 ｍ、短軸 0.7 ～ 1.4 ｍであ

る。確認面からの深さは 0.12 ～ 0.24 ｍである。断面形

は緩やかな舟底状を呈し、底面は平坦である。底面は全

体的に東から西にほぼ同じ標高である。主軸は、Ｎ -11°

- Ｗである。覆土は、大別２層で上層が黒色シルト、下層

が黒褐色シルトで、一部最下層に地山様のにぶい黄褐色

シルトを含む。

　遺物は、覆土中などから中世と古代の遺物が出土し、

RP １・104・105・108を登録した。具体的には、中世

の白磁皿（61-16）、古代の古相を示す須恵器の坏（61-

17）、有台坏で体部を円形状に打ち欠いたRP １（61-24）、

赤焼土器の口縁部やや外反する坏 RP104（61-25）など

が出土した。時期は、白磁が出土したことから中世とした

が、古代に属する土器の多さや完形の 61-24 などの出土

状況からは、古代から溝として機能していた可能性も窺え

る。

　SD159（第 57 図）　２区西端部の 29 ～ 36-09グリッ

ドのⅢ層上面で検出された中形の溝跡である。南北両端

が調査区外に延び、南端部で落込み状の SX １を切る。

　溝跡の規模は、長軸 23 ｍ、短軸 0.8 ～ 1.2 ｍである。

確認面からの深さは 0.18 ～ 0.22 ｍである。断面形は緩

やかな舟底状を呈し、底面は平坦である。底面は全体的

に東から西にほぼ同じ標高である。主軸は、Ｎ - ２°- Ｗ

である。覆土は、大別３層で上層が黒褐色シルト、中層

が黒色シルト、下層がにぶい黄褐色粘質シルトで、やや

SD ２の覆土とも類似する。

　主な遺物は、図示していないが、近世の肥前磁器片が

出土した。他は古代の土器片で、RP 登録した須恵器甕の

RP124（105- ７）などが少量ある。SD159と西側に南

北に並走するSD ２（北側で SD156）は、中近世の遺物

が僅かに出土し、その時期を充てる。一方で古代の土器

が多く出土しており、溝跡の埋没は近世まで下るが、溝と

して機能した時期は古代まで遡る可能性もある。

　畝状遺構

　２区の北端部で、数条の小溝が同一方向に等間隔で並

ぶことが確認され、畝状溝跡群とした。

　SD119・138・139・140（第 57 図）　２区北端部の

41 ～ 42-13 ～ 14グリッドのⅢ層上面で検出された小形

の同一方向に並走する溝跡群である。一部 SD138・139

が北側で調査区外に延びる。近接する同一方向の SD145

も同じ性格を有する可能性がある。

　溝跡の規模は、全体に長軸 1.94 ～ 5.40 ｍ以上、短軸

0.24 ～ 0.40 ｍが主体である。確認面からの深さは 0.04

～ 0.08 ｍである。断面形は緩やかな舟底形を呈し、底

面は平坦である。主軸は、溝によってやや異なるがＮ -45

～ 57°- Ｗと、約 50°前後西に傾く。覆土は不明である。

　遺物は、SD119 から15 世紀代の青磁碗（95-10）、瀬

戸美濃の大窯編年第４段階の折縁皿（95- ９）といった

中世の遺物が出土した。また古代の須恵器坏の高台片な

ども出土した。時期は、出土した遺物から中世後半の 15

～ 16 世紀末が比定され、並行する他の溝跡群も同様の

時期であろう。

　落込み状遺構

　２区では西端部の南（SX １）・北（SX53）で２ケ所

の浅い落込みが確認された。北側の SX53 は一定の掘り

05_1_Ⅳ遺構_本文_2022-03-04.indd   44 2022/03/04   15:56



45

Ⅳ　遺構

込みがあり、長大な土坑の可能性もある。しかし、両者と

も浅く不整形な形態から、本報告では落込み状遺構とした。

　SX １（第 58 図）　２区西端部の 29 ～ 30-8 ～ 9グ

リッドのⅢ層上面検出の大形の浅い落込み状遺構である。

SD159・暗渠に切られ、南側と東側が調査区外に延びる。

　本遺構は、検出時から散発的に遺物（RP123）が出土

し、平面形が大形の円形プランを検討していた。一方で

精査の結果、包含層との区別が困難であり、平面が不整

形で南側に傾斜する底面のあり方から落込み状遺構と判

断した。

　規模は南北 4.68 ｍ以上、東西 8.04 ｍ以上である。確

認面からの深さは0.40 ｍである。断面形は非常に緩やか

な舟底形で、底面はほぼ平坦である。南に向かい緩やか

に標高が低く傾斜し落ち込む。覆土は不明である。

　遺物は、近世と古代のものがあり、特に古代の土器が

多い。近世初頭は、九州陶磁編年Ⅰ期の肥前陶器瓶（61-

１）がある。古代の遺物は、古相の須恵器の坏（61- ４・

６・７）、壺（61- ９）、蓋（61- ３）、赤焼土器甕（61-10・

11）がある。

　SX １は、２区南端に位置し不整形な平面で、第 1 次

調査の調査区南端でも確認された、土器集中地点と同じ

包含層的な落込み状遺構の可能性が考えられる。時期は、

近世遺物の周辺からの混入や流れ込みの可能性もあるが、

古代を主体とし、近世までの時期幅を推測しておく。

　SX155（第59図）　２区西端部の32～34-4～6グリッ

ドのⅢ層上面で検出の大形の浅い落込み状遺構である。

SE162を切り、北側が調査区外に延びる。また、西接し

てSX154とした溝状遺構があり、SX155を中間に挟み、

南北の SD156と同一方向に走行し、関連も窺える。

　平面形は、不整な楕円形で、規模は南北 5.60 ｍ以上、

東西 6.60 ｍ以上である。確認面からの深さは 2.20 ｍで

ある。断面形は緩やかな舟底形で、底面は平坦である。

覆土は、不明である。

　遺物は、中世と古代のものがあり、特に古代が多い。

登録遺物は３点で、下層～床面でRP118 ～ 120である。

　中世の遺物は、珠洲の15 世紀代の擂鉢（104- １）が

出土し、図示していないが他の陶磁器片も出土する。古

代の遺物は、RP 登録した古相の須恵器の坏 RP118（104-

５）、甕 RP119（105- １）、RP120（104-21）があり、

他に出土した須恵器坏類には、底部切離しがヘラ切りから

回転糸切まで認められることから、時期幅が推測される。

本遺構の時期は、古代を主体とし、中近世までと捉える。

1 次調査時の
遺構番号

3 次調査時の
遺構番号

備考
1 次調査時の

遺構番号
3 次調査時の

遺構番号
備考

SK5 → SK11 3次 SK50と SK11同一遺構か EP73 → SP263

SK7 → SK7 EP80 → 未登録 SP

SK8 → SD18 EP81 → 未登録 SP

SD50 → SD18 EP82 → 未登録 SP

SD51、SD92 → SD4 EP85 → 未登録 SP

EP55 → SP261 SE93 → SE55

EP56 → 未登録 EP96 → SP204 重複なし

SK58 → SP249 EP96 → SP253

SK59 → SP209 EP109 → SP256

EP60 → SP208 EP112 → SP266 所在不明

EP61 → SP207 EP114 → SP250

SK62 → SP211 未登録 SP → SK8

SK65 → SK98 未登録 SD → SD206、SD257

SD69 → SD89 1 次 SD64 未登録 → SK97

EP70、EP71 → SD82 内 SP

表 2　1 次と 3 次の整合表
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SB2
SB3B B’h=7.00m EP104

SB3
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SB2
EP114 SD

SP256
（EP109）

暗渠
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SB2
EP114

SB3
EP107

SB2
EP111

SB2
EP109

1 1

1

1

2 2 23 233

　（1次調査より再録）

※破線は１次調査の上端を表す。
※断面図a-a’は第１次調査。

※EP107～EP114の注記は１次調査より再録。

SB3EP107
１.　黒色粘土　（黄褐色シルト塊状混入。EP106、1に同じ）
２.　明褐色シルト
　 　（1より粘性強い、黒色粘土を含まず。EP108、2に同じ）　
SB2EP109
１.　黒色粘土　（黄褐色シルト塊状混入。EP106、1に同じ）
２.　明褐色シルト
　 　（1より粘性強い、黒色粘土を含まず。EP108、2に同じ）
３.　青灰色シルト　（小粒の黒色粘土含む。EP106、2に同じ）
SB2EP111
１.　暗赤褐色シルト　（中央部に黒色粘土を含む）
２.　青灰色シルト　（小粒の黒色粘土含む。EP106、2に同じ）
SB2EP114
１.　暗青灰色シルト　（大粒の黒色粘土塊状に混入）
２.　暗青灰色粘土質シルト　（1より粘性強い）
３.　暗青灰色シルト　（小粒の黒色粘土混入、色調1より暗い）

EP105EP80 EP106

EP
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SD4

SK7

SD17
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104

EP
107 EP
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第 26 図　1 次調査 SB2・SB3
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第 27 図　SK213

SK213

SK213

SK213
１.　2.5Y2/1黒色シルト。
２.　10YR3/2黒褐色シルト。10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルト多く混入。軟弱である。
３.　10YR3/2黒褐色シルト。しまりあり。炭化物粒混入。10YR5/4にぶい黄褐色粒少量混入。
４.　10YR3/2黒褐色シルト。10YR5/4にぶい黄褐色シルト同ブロック多量に混入。
５.　10G3/1暗緑灰色砂質シルト。5G5/1緑灰色砂質シルト混入。
６.　10YR3/2黒褐色シルト。10YR5/4にぶい黄褐色シルト多く混入。4と似るが、ブロックの形が違う。
７.　5G5/1緑灰色砂質シルト。10G3/1暗緑灰色砂質シルトわずかに混入。
８.　10G3/1暗緑灰色砂質シルト。5G5/1緑灰色砂質シルトわずかに混入。5より少ない。
９.　10YR5/4にぶい黄褐色シルト。10YR3/2黒褐色シルトをわずかに混入する所もあり。
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　第 28 図　SK210・SK9

0 1m

1:20

SK9

SK9

a a’
h=7.00m

a a’

2
4
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3

1

6

撹乱　　　

暗渠　

SK9
１.　10YR1.7/1黒色シルト。2.5Y5/4黄褐色シルト小ブロックを多く混入する。
２.　2.5Y5/2暗灰黄色ブロック。
　 　2.5Y5/4黄褐色シルト及びその小ブロックの混合層で、
　 　10YR1.7/1黒色シルトを小ブロックで混入する。
３.　10YR1.7/1黒色粘質シルト。10G4/1暗緑灰色シルトブロックと
　 　2.5Y5/4黄褐色シルトを混入している。
４.　10YR4/4褐色砂。2.5Y5/4黄褐色シルトを多く混入。
５.　10YR1.7/1黒色粘質シルト。3と似るが、暗緑灰色ブロックわずかに混入する。
６.　10YR1.7/1黒色粘質シルト。
　 　10G4/1暗緑灰色シルト粒混入。（ブロック含まない）

SK210

SK210

SK210
１.　10YR3/2黒褐色シルト。木炭粒混入。
２.　10YR3/2黒褐色シルト。木炭粒1より多く混入。
３.　10YR5/4にぶい黄褐色シルト。2の黒褐色粒少量混入。
４.　10YR3/2黒褐色シルト。木炭粒。
　 　10YR5/4にぶい黄褐色シルトブロック混入。
５.　2.5Y2/1黒色シルト。2の土壌を混入する。
６.　10YR3/2黒褐色シルト。
　 　4と似るが、4より10YR5/4にぶい黄褐色シルト少量混入。
７.　10YR3/2黒褐色シルト。5G5/1緑灰色砂質シルトブロック混入。
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h=7.10m
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第 29 図　SK8・SP10・SP73・SP88

0 1m

1：20

（SK8・SP10・88）

SK8

SK8

SK8
１.　10YR3/2黒褐色シルト。炭化物と10YR5/4にぶい黄褐色ブロックを少量混入。
２.　10YR3/2黒褐色シルト。2.5Y2/1黒色シルト、10YR5/4にぶい黄褐色シルト
　 　（地山）を多量に混入。
３.　10YR3/2黒褐色シルト。2.5Y2/1黒色シルト少量混入。
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１.　10YR3/2黒褐色シルト。炭化物少量混入。
　 　3の10YR5/4にぶい黄褐色シルト粒少量混入。
２.　2.5Y2/1黒色シルト。炭化物混入。
　 　10YR5/4にぶい黄褐色シルト粒を少量混入。
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※垂直分布図の　印・数字は、平面図の RP24-〇を表す。　
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SK52
１.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに2.5Y5/1黄灰色砂がまだら状に、7.5Y5/1灰色シルト質砂が粒状に混入。炭化物、土器片を含む。粘性中。しまり中。
２.　7.5Y5/2灰オリーブ色シルトに7.5Y5/2灰オリーブ色砂がまだら状に多量に混入。粘性弱。しまり中。
３.　5Y3/1オリーブ黒色シルトに7.5Y4/1灰色シルトと7.5Y4/1灰色砂がブロック状に多量に混入。粘性弱。しまり中。
４.　7.5Y3/1オリーブ黒色シルトに2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルトがブロック状に少量混入。炭化物を含む。粘性中。しまり中。
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第 30 図　SK52
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第 31 図　SX54
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第 32 図　SK97・SK98
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１.　10YR3/1黒褐色シルト。炭化物粒多く混入。
２.　10YR3/1黒褐色シルト。
　 　10YR5/3にぶい黄褐色粘質土ブロック多量混入。（地山）
３.　10Y2/1黒色シルト。炭化物多量に混入。
　　 10YR5/3にぶい黄褐色粘質土粒混入。
４.　10YR3/1黒褐色砂質シルト。
　 　10YR5/3にぶい黄褐色粘質土粒少量混入。
５.　N1.5/0黒色シルト。
　 　3に似るが、にぶい黄褐色粘質土粒少ない部分多い。
６.　N1.5/0黒色シルト。灰多量に混入（N5/0灰色）。（灰層？）
７.　10YR5/3にぶい黄褐色粘質土。（地山土？）
８.　10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト。炭化物少量混入。
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第 33 図　SP207・SP208・SP209・SP211・SP249・SP261
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SP207
１.　10YR3/2黒褐色シルト。前回の埋め戻し土？
２.　10YR4/2灰黄褐色砂シルト。炭化物粒と1を少し混入。
３.　10YR3/1黒褐色シルト。2.5Y5/3黄褐色シルトブロックを多量に混入。
　 　炭化粒少量混入。
４.　7.5GY5/1緑灰色砂質シルト。2.5GY2/1黒色シルトブロックを少量混入。

SP208
１.　10YR3/1黒褐色シルト。2.5Y5/3黄褐色シルトを混入。
　 　2.5Y2/1黒色シルトブロック少量混入。
　 　（SP207の3と同様だが酸化鉄分多い。赤くなっている。）
２.　10YR3/2黒褐色シルト。攪乱土。SP207の1と同様。

SP261
１.　10YR3/2黒褐色シルト。黒色シルト混入
２.　10YR5/3にぶい黄褐色シルト。
３.　10GY4/1暗緑灰色シルト。
４.　5Y3/1オリーブ黒色シルト。にぶい黄褐シルトわずかに混入。

SP211
１.　10YR3/2黒褐色シルト。2.5Y5/3黄褐色シルトブロック少量混入。
２.　N1.5/0黒色シルト。5GY3/1暗オリーブ灰色シルト。
　 　10G4/1暗緑灰色シルトブロックを混入する。

SP249
１.　SP209の1と同じ。粘質土。

SP209
１.　10YR3/2黒褐色シルト。2.5Y5/3黄褐色シルトブロック多量混入。
　 　炭化物粒も混入。（埋めた土。新しい様に見える土。）
２.　10YR3/1黒褐色シルト。炭化物粒わずかに混入。
 　　2.5Y5/3黄褐色シルト粒わずかに混入。
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1:60
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第 34 図　SX3（1）

SX3

SX3

SX3

0 4m

1:80

B  

B’

A 

A’

h=6.90m

A

A’

h=6.90m

B B’

I

I’

C

C’

D

E

E’

F

F’

G

H’

D’

G’

H

15 

19
02

17
02

17
00

1 

2 

3

4 

5 

6 

7 

8 

9 
10 

11 

印は１次調査の登録遺物番号
（数字はRP番号）を表す。

※ 

14 
15 

16 

17 

20 
21 

22 

23

24
25 26 

02
15 

0098
15 

17
98 

98 
19 

2 

3

3

3

3

3

4 

4 

4 

4 

4 
5 

5 

5 

暗渠 

暗渠 

RP31 

RP32 

RP33

RP34 
RP35 

RP36 

RP37 

RP38 

RP39 

RP40 

RP41 

RP42 
RP43 

RP44 RP45 

RP46 

RP47 

RP48 

RP50 

RP20 

RP51 

RP25
RP26 

RP27

RP28 

RP29 

RP30 

RP60 

RP61 

RP62 

RP63

RP64

RP65RP66 

RP67

0 5m

1:150

　印は３次調査の登録遺物番号を表す。
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第 35 図　SX3（2）
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※垂直分布図の　印・数字は、平面図3次調査のRP番号を表す。 
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SX3（A-A’～C-C’、E-E’）
１.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルトに2.5Y5/6黄褐色シルトを粒状に含む。粘性中。しまり中。（２次調査時の埋土か）
２.　2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト。粘性中。しまり中。SD18の堆積土
３.　10YR2/1黒色シルト。粘性中。しまり中。　下位は不整合。平面プランは直径10cm程度の円形の落ち込みが多数分布する。
４.　10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト。粘性強。しまり中。火山灰？が5㎜程度の帯状に混入する。ひび割れへの２次堆積か。
５.　7.5YR4/2灰褐色粘質シルトに7.5YR2/2黒褐色シルトがまだら状に多量に混入。未分解の木片を多量に含む。粘性中。 
　 　しまり弱。部分的に2.5Y5/4黄褐色粗砂をまだらに含む。

SX3東西ベルト②（F-F’）
１.　2.5Y4/4オリーブ褐色シルト質砂に2.5Y2/1黒色シルトがまだら状に多量に混入。粘性中。しまり中。
２.　2.5Y5/2暗灰黄色粘質シルトに2.5Y7/2灰黄色火山灰が帯状に混入。粘性強。しまり中。（ベルト①の２と同じだが、やや砂が多い。）

SX3東西ベルト①（D-D’）
１.　2.5Y4/4オリーブ褐色シルト質砂に2.5Y2/1黒色シルトがまだら状に多量に混入。粘性中。しまり中。
２.　2.5Y5/2暗灰黄色粘質シルトに2.5Y7/2灰黄色火山灰が帯状に混入。粘性強。しまり中。
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第 36 図　SD89
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SD89
Ⅰ.　10YR3/2黒褐色粘質シルト。10YR1.7/1黒色シルトわずかに混入。よくしまる。
Ⅱ.　10G4/1暗緑灰色シルト。1を混入。
１.　10YR3/2黒褐色シルト。しまりなし。やや砂質。

SD89
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SX54SD18

SD4

SD4東
１.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに2.5Y4/4オリーブ褐色砂が粒状に
　 　少量混入。炭化物を含む。粘性弱。しまり中。
２.　2.5Y5/4黄褐色砂に2.5Y4/2暗灰黄色シルトがブロック状に
　 　多量に混入。粘性中。しまり中。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト。粘性中。しまり中。
４.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルト。粘性中。しまり中。
５.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルトに2.5Y4/4オリーブ褐色砂が粒状に
　 　小量混入。粘性中。しまり中。
６.　2.5Y4/1黄灰色シルトに2.5Y4/4オリーブ褐色砂が粒状に
　 　粘性強。しまり中。
７.　2.5Y3/2黒褐色シルトに2.5Y4/4オリーブ褐色砂がブロック状に
　　多量に混入。粘性中。しまり中。

SD4西
１.　2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト。炭化物を少量に含む。粘性弱。しまり中。
２.　2.5Y4/1黄灰色シルトに2.5Y6/3にぶい黄色砂が帯状に少量混入。
　 　炭化物を少量含む。粘性弱。しまり強。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト。粘性中。しまり中。
４.　2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト。粘性中。しまり中。
５.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y2/1黒色シルトがまだら状に
　 　多量に混入。粘性強。しまり弱。
６.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂に2.5Y5/4黄褐色砂がまだら状に
　 　多量に混入。粘性弱。しまり中。
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第 37 図　SD4
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SD18東（d-d’）      
１.　2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルトに2.5Y3/2黒褐色シルトが
　 　まだら状に少量混入。炭化物を少量含む。粘性中。しまり中。
２.　2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂に2.5Y5/2暗灰黄色砂が帯状に
　 　少量混入。粘性弱。しまり中。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂に2.5Y5/4黄褐色砂が粒状に
　 　少量混入。粘性中。しまり中。
４.　2.5Y4/2暗灰黄色砂に2.5Y4/3オリーブ褐色粗砂が帯状に
　 　混入。粘性弱。しまり中。
５.　2.5Y4/4オリーブ褐色砂質シルトに2.5Y5/4黄褐色砂が
　 　粒状に少量混入。炭化物を含む。粘性弱。しまり中。

SD18西（e-e’）
１.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルト。粘性弱。しまり中。
２.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに10YR4/6褐色砂と2.5Y3/1黒褐色シルトが
　　 まだら状に混入。粘性中。しまり中。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y5/3黄褐色粗砂が帯状に多量に混入。
　 　粘性弱。しまり中。
４.　2.5Y5/4黄褐色砂。炭化物を少量含む。粘性弱。しまり中。

g-g’（SD17 c-c’）　
１.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂に2.5Y4/4オリーブ褐色砂が
　 　まだら状に多量に混入。粘性中。しまり中。
２.　2.5Y4/4オリーブ褐色砂に2.5Y2/1黒色シルトと
　 　2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルトがブロック状に混入。粘性中。しまり中。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y5/4黄褐色砂がまだら状に混入。
　 　粘性中。しまり中。
４.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルトに2.5Y5/3黄褐色シルトがブロック状に
　 　少量混入。粘性弱。しまり中。
５.　2.5Y4/3オリーブ褐色シルトに2.5Y5/3黄褐色シルトが大ブロック状に
　 　多量に混入。粘性中。しまり中。
６.　2.5Y4/1黄灰色シルト質砂に2.5Y4/3オリーブ褐色粗砂がまだら状に
　 　多量に混入。粘性弱。しまり弱。
７.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂。炭化物を少量含む。粘性弱。しまり強。
８.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y5/3黄褐色砂がまだら状に混入。
　 　粘性弱。しまり中。
９.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y2/1黒色シルトがブロック状に多量に混入。
　 　粘性中。しまり中。
10.  10YR4/2灰黄褐色シルトに2.5Y4/4オリーブ褐色砂がまだら状に
　 　少量混入。粘性中。しまり中。

f-f’（SD17 d-d’）
１.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y5/4黄褐色砂がまだら状に混入。
　 　粘性中。しまり中。
２.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂。粘性弱。しまり中。
３.　2.5Y4/1黄灰色シルト質砂に2.5Y4/3オリーブ褐色粗砂がまだら状に
 　　多量に混入。粘性弱。しまり弱。
４.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y3/2黒褐色シルトがブロック状に混入。
 　　粘性中。しまり中。
５.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y5/3黄褐色砂がまだら状に混入。
 　　粘性弱。しまり中。（黒色土？）
６.　2.5Y4/2暗灰黄色シルト。炭化物を少量含む。粘性中。しまり中。
７.　2.5Y4/3オリーブ褐色シルトに2.5Y4/6オリーブ褐色砂が粒状に
 　　多量に混入。粘性中。しまり中。

h-h’（SD5.SD18 b-b’）
１.　2.5Y4/1黄灰色シルトに2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂がブロック状に
　 　少量混入。粘性中。しまり中。
２.　2.5Y5/2暗灰黄色砂に2.5Y4/1黄灰色シルトがブロック状に混入。
　 　10YR4/4褐色粗砂が帯状に混入。粘性弱。しまり中。
３.　2.5Y4/2暗灰黄色シルトに2.5Y6/6明黄褐色砂がブロック状に多量に
　 　混入。粘性中。しまり中。
４.　7.5YR4/3褐色砂。粘性中。しまり中。
５.　2.5Y3/2黒褐色シルト。炭化物を含む。粘性中。しまり中。
６.　2.5Y4/1黄灰色シルトに10YR1.7/1黒色シルトがまだら状に少量混入。
　 　粘性中。しまり中。
７.　10YR4/4褐色砂に10YR4/2灰黄褐色砂が帯状に混入。粘性弱。
 　　しまり中。
８.　2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト。炭化物を少量含む。粘性中。しまり中。
９.　10YR1.7/1黒色シルトに10YR3/3暗褐色シルトが粒状に少量混入。
　 　 粘性中。しまり中。
10.   2.5Y4/2暗灰黄色シルト。炭化物を少量含む。粘性強。しまり中。
11.   2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂。テフラを少量含む。粘性弱。しまり中。
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１.　10YR1.7/1黒色シルト。
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１.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量に混入。
　　 粘性中。しまり弱。
２.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性が中。しまり弱。

EP165
１.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量に混入。
　　 粘性中。しまり弱。 
２.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルト。粘性中。しまり弱。

EP166
１.　2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質シルトに炭化物が少量混入（3より多い）。
　　 粘性中。しまり弱。
２.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量に混入。
        粘性中。しまり弱。EP164の1と同じ。
３.    2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性中。しまり弱。
　　 EP164の2と同じ。

　　EP167　
１.　2.5GY3/3暗オリーブ褐色砂質シルト。粘性中。しまり弱。
２.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y3/1黒褐色砂質シルトが
　　 まだらに混入。粘性中。しまり弱。
　　
EP168
１.　2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルトに2.5Y3/1黒褐色砂質シルトが少量混入。
        粘性強。しまり弱。
２.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルト。粘性強。しまり弱。

　　 

EP169
１.　2.5Y5/4黄褐色砂質シルトに2.5Y3/2黒褐色砂質シルトが
　　 多量に混入。
 2.    2.5Y4/1黄灰色砂質シルト。粘性中。しまり弱。   

EP170
１.　2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性中。しまり弱。
２.　2.5GY3/1暗オリーブ灰色砂質シルト。粘性強。しまり弱。

EP171
１.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量
　　 に混入。粘性中。しまり弱。
２.   2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性中。しまり弱。 

EP172
１.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量
　　 に混入。粘性中。しまり弱。
２.   2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性中。しまり弱。

EP173
１.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルトに2.5Y4/2暗灰黄色土が多量
　　 に混入。粘性中。しまり弱。
２.　2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルト。粘性中。しまり弱。
３.    2.5Y4/1黄灰色砂質シルトに炭化物が少量混入。粘性中。しまり弱。

第 43 図　SB163（2）

05_2_Ⅳ遺構_図版_2022-03-03.indd   63 2022/03/03   21:35



Ⅳ　遺構

64

RW89

RW74

RW73
RW22-15

RW22-1

RW68

RW69 
RW22-2

W

RW70
RW22-3

RW22-13 炭

RW72

RW71 

暗渠

RW22-9 

SE123 RW22-5 
RW22-8 

RW22-14 

RW22-4

RW22-12 炭
RW22-7

RW22-6 RW22-11

RW22-10

A A’

18

0 1m

1:20

1

2

34

5
6

7

6

3 5
8

9

10

11
1112

1314
15

16
15

17

1818b18c

19

3

20

21

22
23

24

25

26

A’A
h=7.10m
SE123

10

WW W

B B’

調査区外

※西へ3ｍで1139グリッド

第 44 図　SE123（1）

05_2_Ⅳ遺構_図版_2022-03-03.indd   64 2022/03/03   21:35



Ⅳ　遺構

65

B B’
h=7.10m

RW68

RW22

RW69 1
RW72

RW73
RW71

2
RW89 3

13
RW70

15
10

4
RW74
9

11
7

8
5

4
12

6
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0 2m

1:40

SE123
１.　10YR5/3にぶい黄褐色粘質土。炭化物粒を少量混入。
２.　10YR3/1黒褐色粘土。炭化物粒を少量混入。
３.　10YR4/1褐灰色砂質シルト。炭化物を少量混入。
４.　10YR3/2 黒褐色砂質シルト。
　 　10YR4/2灰黄褐色砂質シルト及び同ブロックを混入する。
５.　10YR3/2黒褐色砂質シルト。
　 　4と似るが10YR4/2灰黄褐色砂質シルトのブロックを混入しない。
６.　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト。
　 　10G5/1緑灰色砂質シルトと炭化物を混入。
７.　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト。
　 　10G5/1緑灰色砂質シルトを少量混入（6よりかなり少量混入）。
８.　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト。
　 　7とほぼ同様だが粘質シルトの部分多い。
９.　10G5/1緑灰色砂質シルト。
 　　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト、炭化物を混入。
10.   10G5/1緑灰色砂質シルト。
 　  5Y2/1黒色シルトブロックを多量に混入。
11.   10G5/1緑灰色砂質シルト。
 　  5Y2/1黒色シルトブロックをまだらに混入。
12.  10G5/1緑灰色砂質シルト。
   5Y2/1黒色シルトの小ブロック（1㎝以下）を少量混入。
13.  10G5/1緑灰色砂質シルト。
  12と似るが12より黒色シルトブロックが少ない。

  14.　10G5/1緑灰色砂質シルト。砂質強い。
  15.　10G5/1緑灰色砂質シルト。5Y2/1黒色砂質シルトの小ブロック
  　 　 （1㎝以下）を混入。木片様の植物質物質等を混入。
  16.　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルトと10G5/1緑灰色シルトの混合層。
  17.　5Y2/1黒色シルト。10G5/1緑灰色砂質シルトブロックを少量混入。
  18.　10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト。
18b.　10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト。
　　　18と同じだが10YR4/2灰黄褐色シルトを混入。　
18c.　10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト。
　　　18と同じだが23を少量混入する。
  19.　10G5/1緑灰色砂質シルト。
　　　5Y2/1黒色シルトブロック（6㎝×0.5㎝）を少量混入。
  20.　10G5/1緑灰色砂質シルト。5Y2/1黒色シルトをわずかに混入。
　　　5Y4/2灰オリーブ色砂を多量に混入。
  21.　10G5/1緑灰色砂質シルト。木質物等をやや多く混入。
  22.　10G5/1緑灰色砂質シルト。
　　　19と同じだが5Y2/1黒色シルトを混入しない。
  23.　10G5/1緑灰色砂質シルト。
　　　19と似るところあるが5Y2/1黒色シルトブロックをわずかに混入。
  24.　10G5/1緑灰色砂質シルト。20・21と似るが混入物全く見られない。
  25.　7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト。6と同様だが炭化物やや少ない。
  26.　10G5/1緑灰色砂質シルト。9と同様だが9よりも7.5Y3/1オリーブ
　　　黒色砂質シルトの小ブロックを少量混入する。
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SE126
１.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルト。炭化物ブロック、同粒を多量に混入。
　 　7.5Y1/4灰色シルトブロックを多量に混入。土器片を混入。
２.　2.5Y3/2黒褐色砂質シルト。7.5Y1/4灰色シルトブロックと2.5Y4/2暗灰黄色シルトブロックを多量に混入。
 　　炭化物をわずかに混入。
３.　10GY4/1暗緑灰色シルトブロックと10Y3/1オリーブ黒色砂質シルトブロック、炭化物の混合層。
 　　土器・木製品を混入する。
４.　10GY4/1暗緑灰色シルトブロックと10Y3/1オリーブ黒色砂質シルトブロック、炭化物の混合層。
 　　3と少し似るが3と比べ、10Y3/1オリーブ黒色砂質シルトが少なく10GY4/1暗緑灰色シルトブロックが多い。
 　　炭化物も3に比べ少ない。土器・木製品を混入する。
５.　10GY4/1暗緑灰色シルトブロックと10Y3/1オリーブ黒色砂質シルトブロック、炭化物の混合層。
 　　4と似るが、オリーブ黒色砂質シルトをわずかに含む。
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１.　2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト。炭化粒。
　 　5G5/1緑灰色シルトブロック多量に混入。
２.　10G3/1暗緑灰色砂質シルト。5G5/1緑灰色シルト。
　 　2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルトを多量に混入。炭化物も混入する。
３.　2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト。
 　　2の10G3/1暗緑灰色砂質シルトと木質物多量に混入。
 　　5G5/1緑灰色シルトブロックを少量混入。
４.　5G5/1緑灰色砂質シルト。2の10G3/1暗緑灰色砂質シルトを少量混入。
５.　5G5/1緑灰色砂質シルト。
 　　4と似るが、2の10G3/1暗緑灰色砂質シルト混入。4より少ない。
６.　5G5/1緑灰色砂質シルト。10G3/1暗緑灰色砂質シルト多量に混入。
 　　木など混入。
７.　5G5/1緑灰色砂質シルト。混入物なし。
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第 48 図　SK244・SD124
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１.　10YR3/2黒褐色粘質シルト。
２.　10YR4/2灰黄褐色粘質土。
３.　10YR3/1黒褐色シルト。炭化物多量に混入。
４.　10YR4/3にぶい黄褐色砂。地山に似る。
５.　10YR4/3にぶい黄褐色砂。
　 　4と似るが、黒褐色シルトをわずかに混入。
６.　10YR4/2灰黄褐色砂質シルト。炭化物。白色土粒混入。
７.　10YR4/2灰黄褐色砂質シルト。炭化物多量に混入。
　 　（白色土粒なし）
８.　10YR4/3にぶい黄褐色砂。4と似るが、炭化物少量混入。
９.　10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト。
　 　1 8と似るが、8より炭化物多い。
10.   10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト。炭化物層が混入する。
11.   10YR4/2灰黄褐色シルト。炭化物粒わずかに混入。
12.   10YR3/2黒褐色粘質シルト。炭化物粒わずかに混入。
13.   10YR3/1黒褐色砂質シルト。炭化物粒わずかに混入。
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１.　10YR3/2黒褐色シルト。攪乱土とみられる。
　 　10YR5/4にぶい黄褐色シルトブロック多量に混入。
２.　N1.5/0黒色シルト。3と炭化粒、白色粒を混入する。
３.　10YR4/2灰黄褐色シルト。
　 　10YR2/1黒色シルト小ブロック少量混入。
４.　10YR4/2灰黄褐色シルト。3と似るが、3より
 　　10YR2/1黒色シルトをやや多く混入している。
５.　10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト。3と似る砂質。
　 　10YR2/1黒色シルトブロックわずかに混入。
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第 56 図　SK122・SK127・SK106・SK134・SK137・SK120
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第 57 図　SD2・SD159・SD138・SD119・SD139・SD140
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Ⅴ　出土遺物

１　古代の遺物
　上曽根遺跡 3 次調査では、大きく1 区が 1 次調査と一

部重複し、2 区が１区の北東側に続く調査区となる。調査

では、主に井戸跡や土坑、溝跡などからまとまった古代の

遺物が出土した。以下に、一括性の高い土器群を中心に、

最初に主な器種を分類し、遺構毎に古い順に概述する。

　SX ３落ち込み状遺構（第 64 ～ 71 図）　SX ３は、下

層を主にやや時期幅のある土器が出土した。SX ３は、1

次調査区南半部の包含層としてまとまって土器が出土した

地点と隣接し、同様な低地への土器溜まり状を呈する。

　SX ３出土土器は、他の時期のものがあるものの、古

相を示す土器を中心としている。これらの土器群を基準と

して、一部最古相と最新相の土器形態を一定のまとまり

のある出土土器が認められた SX155、SK52・SE126・

SD124の別遺構出土土器を補完した上で、分類を行う。

　供膳器

　供膳器では、須恵器（Ａ類）・土師器（Ｂ類）・赤焼土器（Ｃ

類）があり、坏（１類）・有台坏（２類）がある。これらは、

器形や法量、高径指数などから細別される。

　須恵器（Ａ類）　須恵器は、還元焔焼成のロクロ成形で、

貯蔵具ではタタキやアテによる調整が施される。

　須恵器坏（A1 類）は、最も多く出土し、主体的な供膳

器である。以下に分類される。

　A1ai 類：器形が浅い箱形～逆台形を呈し、口径が約

13 ～ 15 ㎝、底径が約７～８㎝大と大きい。底部切離し

がヘラ切りで、器高が約 3 ㎝前後と低い、高径指数（口

径／器高× 100％）が約 20 ～ 25 前後の一群（64-10・

14・15、65- １）である。

　A1aii 類：器形が逆台形状を呈し、A1ai 類に比して、

口径・底径が同等で底部切離しもヘラ切りながら、器

高が約 3.5 ㎝前後に上がる高径指数が約 25 前後の一群

（64-12・65- ２）である。

　A1b 類：器形は A1a 類と同じく逆台形状を呈し、底部

切離しもヘラ切りが主体で一部糸切もある。A1b 類と比べ

口径が約 13 ～ 14 ㎝前後、底径が約７～６㎝前後にや

や縮小し、器高が約 3.5 ～４㎝にやや増加し、高径指数

が約 25 ～ 30を測るもの（64- ９）である。

　A1ci 類：器形が A1b 類の系譜を引き、底部から直線

的に立ち上がり器高が４㎝台へと高くなる逆台形（67- １）

や、やや緩やかに立ち上がり浅い碗状のもの（66-13・

16）で、両者とも口径が 13 ㎝前後、底径が約６㎝前後

に縮小する。底部切離しが回転糸切で、高径指数は約

25 ～ 30の一群である。

　A1cii 類：また、器形は A1ci 類と類似するが、A1ci 類

より底径が約 5 ㎝台と縮小し底部切離しが回転糸切を主

体で、器高が約４㎝台と増加し、高径指数が約 33 前後

となるとなる一群（66-12）である。A1ci 類より高径指数

が増加し、後述する先行研究から後出と考えられる。

　A1d 類：最新相の A1d 類は、SX155 に認められ、器

形は A1ci 類と類似し、底径は約 5 ㎝大と縮小、底部回

転糸切は同じだが、器高が約５㎝前後に増加する。高径

指数 37.6と指数 35を超えるもの（104-10）である。

　須恵器有台坏（A2 類）では、前述した坏類の浅身の

A1a～A1c類が付くものが多い。これら有台坏の器形では、

以下に分類される。

　A2ai 類：A1ai 類に類似の坏身が付き、高台が広く高

径指数が 30 前後で、底部ヘラ切り主体のもの（67-11）。

　A2aii 類：A1aii 類に類似の坏身が付き、高台が A2ai

類よりやや縮小する高径指数が 40 前後で、底部ヘラ切り

主体のもの（67- ８・12）。

　A2b 類：A1b 類に類似の坏身が付き、高台が A2b 類

より更に縮小する高径指数が 35 前後で、底部のもの（A2c

類：67- ７・９・10）。これらの底部切り離しはヘラナデ

が主体で、不明なものが多い。

　A2c 類：高径指数は不明だが、高台径が小さい一群の

径が約６㎝台で、底部糸切り主体のもの（68- ６・13）。

　A2d 類：高径指数は不明ながら、高台径が A2d 類より

さらに小さい一群で、高台径が約 5 ㎝台で、底部糸切り

主体のもの（68-14・15）。

　A2e 類：深身の一群で、箱型の坏部で、高径指数が

45 前後の、高台径が 9 ㎝前後と大きいもの（67-13）。
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これには、口径・器高は不明ながら形態が類似し高台径

が 8 ㎝台と大きい 67-16・18も含まれるだろう。

　A2f 類：深身の一群で、体部が下端に段を有し、直線

的に斜めに立ち上がり、高径指数が 50 前後の、高台径

６～７㎝に縮小した、底部ヘラ切り主体のもの（67-15）。

　A2g 類：深身の一群で、体部が碗状を呈し、高径指数

が 50 前後と高台径が６～７㎝に縮小するのは A2f 類と

類似するが、底部糸切り主体のもの（67-14）。

　A2h 類：深身の一群で、碗状を呈し、高径指数は不明

だが、高台径が５㎝台に縮小し、底部糸切りのもの（68-

13）。

　有台皿（A3類）は、口縁部が強く引き出され、高径指

数 23と浅く、高台径は約 5.9 ㎝で、底部は糸切り主体の

ものがある（67-20）。

　蓋（A4 類）は、口径が 15 ㎝前後を測る大振りなもの

（A41 類。64- ２・４）と、口径 13 ㎝前後の小振りなも

の（A42 類。64- １・３・５）がある。蓋とセットになる

坏の法量から前者が古相、後者が新相と推測される。前

者は切り離しがヘラ切りで、後者が糸切りが主であること

から、前述した新旧の差と考えられる。

　土師器（B類）　土師器は、前代の系譜を引く酸化焔焼

成で、坏類は内面など黒色処理される。ミガキやハケメ調

整が施される。

　坏類（B1 類）は、以下に分類される。SX ３では資料

数が少ない。

　B1a 類：碗状で、高径指数は不明だが大振りで、底径

が６㎝前後で、底部糸切り主体のもの（69-19・20）。

　B1b 類：碗状で、高径指数 40 前後を指し、底径が５

㎝前後で、底部糸切り主体と推測されるもの（69-17）。

　全体的には、須恵器・赤焼土器より数量が少なく、底

径がやや大きい B1a 類が組成のやや主体を占める。

　赤焼土器（C類）　赤焼土器は、酸化焔焼成のロクロ

成形で、坏類は非黒色処理で、煮炊き具はタタキ・アテ、

ケズリ調整がある。

　坏類（C1類）は以下に分類される。SX３では破片が多く、

SK52・SE126・SE162・SD124などに形態が限定的である。

　C1a 類：SE162で確認され、碗状で、高径指数・底径

は不明だが、底部糸切り離しで、体部下端にケズリを施す

もの（105- ８）。底部小径で新相の可能性もあるが、後

述するケズリを施さない一群よりも先行するのであろう。

　C1b 類：SK52で確認される。緩やかな碗状で、器高

が約 5 ㎝台と高く、高径指数が 45 前後で、底径が５㎝

前後、底部糸切りの一群（82-20・24）。SX ３の底径が

やや大きい 69- ９・10も同等かもしれない。

　C1ci 類：SX ３の碗状で、器高が 4.5 ～ 5 ㎝前後へ

器高が低下し、高径指数 40 前後で、底径が５㎝前後

で、底部糸切りのもの（69- １・３）。前述の SK52 の

82-19・22 が相当しよう。

　C1cii 類：器高が５㎝台を切るものが多く器高が低下し、

高径指数も35 前後に低下する。底径が５㎝前後で、底

部糸切りのもの。SE126（101-19・102- １）・SD124（99-

１～３）が該当する。一部 SD124 には高径指数は同等

だが、口径が 16 ㎝前後、器高が６㎝前後の大振りの一群

（98-13・16・17）があり、法量分化した大形品と考え

られる。

　C1d 類：前述したSK52 の浅い碗状で、器高は 4 ㎝前

後と低下し、高径指数も30 前後に下がるもの（82-21）。

底径は 5 ㎝前後だが、５㎝を切る SK213 の 106-11、

SD238の 108- １など底径の縮小化も窺える。

　C1e 類：SK52の皿状のものである。口径が 13 ㎝前後

で、器高は2 ㎝前後と低く、高径指数は17.6を測る。底

径が 5.2 ㎝の回転糸切のもの（83- １）。

　赤焼土器有台皿（C2 類）では、SK120 の 95-20 が該

当する。口径13.6㎝、器高2.9㎝の高径指数21.3ほどで、

底径が 6.8 ㎝で回転糸切のもの。

　赤焼土器の供膳器は、一定量あり、C1c・d 類が多く、

C1a・b 類が僅かに組成を占める。

　これらは、先行研究（植松 1999、阿部・高桑 2000、

植松 2008）から、一般に供膳器坏類での須恵器→赤焼

土器へ、器形（須恵器）が箱形→逆台形→碗形へ、底部

切離しがヘラ切り→回転糸切へ、高径指数（須恵器）の

低→高への移行・変遷が知られている。

　したがって、SX ３を中心とする供膳器には、やや時期

幅が認められる。そして、前述した供膳器の分類や先行

研究からは、数量が多い須恵器や赤焼土器の坏類を主に、

以下の変遷で組成するであろう。

　８世紀後半～末葉：A1ai 類（高径指数 25 以下）

　８世紀末葉～９世紀第１四半期：A1aii 類（高径指数

　　20 ～ 25 前後）・A2a 類・A2e 類・C1a 類

　９世紀第２四半期：A1b 類（高径指数 25 ～ 30 前後）・
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　　A2b 類・A2f 類・B1a 類・C1b 類（高径指数 45）

　９世紀第３四半期：A1c 類（高径指数 25 ～ 35 前後）・

　　A2c 類・A3 類・B1b 類・C1c 類（高径指数 40）

　９世紀第４四半期：A1d類（高径指数35前後）・A2d類・

　　C1d 類（高径指数 35）

　10 世紀第１～２四半期：C1e 類（高径指数 30）

　これらからは、SX ３は、調査区内で古相の一群を含む

８世紀末～９世紀前半の須恵器坏が多く、９世紀後半の

須恵器坏と赤焼土器坏が一定量あることが分かる。

　煮炊具

　煮炊具では、赤焼土器（C 類）の甕・鍋類があり、破

片が多く、器形・法量が分かるものは少ない。

　甕類では、長胴形で、口縁部～体部上半がロクロメや

カキメを有し、体部下半に外面に平行タタキ、内面に同心

円アテ痕を有するものが大半である（71-10 ～ 13）。口

縁部は屈曲し、口縁部下端がやや肥厚し、緩やかに立ち

上がり、口唇部は小さく丸まるものが多い（71-7・18）。

　鍋類は、口縁部資料のみで、口縁部は直立して立ち上

がり、口縁端部は肥厚し、口唇部が細く短いもの（71- ９）、

口縁部が屈曲し、口端部が肥厚し、口唇部が丸みを有す

るもの（71-19・20）があり、他遺構の供伴関係からは

後者が新相と考えられる。

　煮炊具は、概ね甕類は９世紀前半、鍋の口縁部が直立

状に立ち上がるものが９世紀前半、肥厚して丸くなるタイ

プが９世紀後半頃と考えられる。その他に、赤焼土器（C

類）の甕が主に若干出土し、SD238の 108- ８や SP209

の 105-12 など体部下半にケズリ調整を施すものがある。

内面にハケメ（105-12）を施すが、破片で時期は判然と

しない。

　貯蔵具

　貯蔵具は、須恵器（A 類）の甕・壺類があり、甕類の

破片が多い。甕類は、大形品と考えられ、外面が平行タ

タキ、内面が同心円アテ痕のあるもの（70- １～４・６・

７）が大半である。

　壺類では、長頸壺が多く、口径が 10 ㎝前後のもの（70-

８）や頸部片（70- ９・10）が認められる。

　その他に、SX ３の特徴的な遺物の墨書土器は、須恵

器の坏・有台の底部を主に、坏類の体部や蓋に墨書され

る。判読可能なものに、８世紀末～９世紀前半に主な古

相の「十」（64-10、65- ７、67-2・７・14）、「○」（65-

４）、「二」（64-12）、「宴」（64- ９）、「生」（67- ９）、「万」

（67- ８）がある。９世紀後半では、「申」（64- １）、「得」

（66-12）、「豊」（66-17・15、68- ５・６）、「守」（66-14）

がある。

　なお、「生」は吉祥文字の可能性もあるが、「生王部」（み

ぶべ）、「守」は国司の四等官「守」の可能性もあるが、

新潟県胎内市船戸川遺跡出土木簡や墨書土器には「守部」

があり、両者はウジ名の一部とも推測される。

　「宴」は、全国的にも類例に乏しく、近接する出羽国府

城輪柵跡の国司が関わった饗宴に用いられた可能性もあ

るが、現状「この地で饗宴が行われていること自体は認

めてもよく、その場合は、単なる宴会という意味ではなく、

在地の有力者の主導のもとに行われた農耕儀礼に伴った

共同飲食の可能性を考えてみる必要がある」（三上喜孝氏

のご教示による）。さらに、斎串など祭祀具の他に、曲物

や箸など木製品も出土していることから、それを示唆する

ものであろう。

　他に「豊」・「得」・「万」は、後述する「足」・「利」な

どの字種と共に、「十分な収穫を願う意味を込めて、農耕

儀礼に伴う共同飲食の際に書かれた文字」（三上氏による）

の可能性も窺える。また、「第 1 次調査の墨書土器「蒔」・

「田」は水稲耕作との関連を示唆し、８世紀末～９世紀

初頭以降に出羽国では田地の開発が進み（『類聚三代格』

［延暦 22（803）年］）、それに伴う新たな祭祀や儀礼の

導入が積極的に進められてきたことを墨書土器や木製品

は示しているのではないか」（三上氏による）。

　また、墨書土器は、見込みの摩滅が著しく転用硯

（66-16・20）やその可能性のあるもの（68- ６）がある。

他に摩耗が著しい使用痕跡（64-13、67-6・19）もある。

　他に、内面に漆付着が認められる坏（68-20、69-20）

が散見される。

　SX ３の遺物は、一部最新相の10 世紀前半のものを除

き、概ね後述する今調査の出土土器の形態の範囲に収ま

る。そのため、前述した分類が今調査の基準にでき、SX

３で破片資料のものも他の遺構の一括資料で補完するこ

とが可能であることから、他遺構でもこの分類を援用する。

　SE162 井戸跡（第 105 図）

　SE162 は、素掘りの井戸跡で覆土中から古相の遺物が

出土した。赤焼土器の坏（C1 類）は、破片で口径など法

量は不明だが、全体に小振りで外面下半にケズリ痕跡が
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残り、前述した遺構群では出土しない古相のタイプとも考

えられる（C1a 類：105- ８）。

　煮炊具では、赤焼土器の長胴甕があり、口縁部が屈曲し、

下端が肥厚し直立して立ち上がり、口唇部が尖る。体部

上半はロクロで、内面にカキメが残る。

　時期は、土器が少なく不明瞭だが、赤焼土器の坏体部

下半のケズリ、甕口縁部の形態や精緻な作りから、９世

紀初頭で、９世紀第１四半期頃と考えられる。

　SK244 土坑（第 109 ～ 110 図）

　SK244は、下層を主に遺物がまとまって出土した。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は、浅い逆台形で底

径が 8 ㎝前後と大きい A1ai（109-10）・A1aii 類（109-

11）と、やや器高が高く底径が６～７㎝ほどに縮小する

A1b 類（109- ９・13）がある。A1a 類は底部ヘラ切りで、

A1b 類はヘラ切りと糸切り離しが認められる。

　有台坏は、大振りの高径指数 46.4 の A2e 類（109-14）

がある。

　蓋では、口径が 16 ㎝を超える大形のもの（109- ５）と、

14 ㎝前後を測るやや中形のもの（109- ６）がある。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕や鍋があり、口縁部が屈

曲し、下端があまり肥厚しないものの、直立気味に立ち上

がる。体部は、外面に平行タタキ、内面に同心円アテ痕

のあるもの（110- ５・３）と、外面・内面共に平行のタ

タキ・アテ痕（110- ４）がある。貯蔵具では、須恵器の

甕片（110- ７）があり、内外面平行のタタキ・アテ痕が

認められる。小振りだが底径6.8 ㎝の壺（109-15）がある。

　判読可能な墨書土器は、須恵器の蓋の「利」（109- ５）、

坏底部の「山ゕ」（109-10）がある。

　時期である須恵器坏類の古相の形態などから、９世紀

第１～第２四半期頃の所産と考えられる。

　SX54 土坑（第 84 ～ 87 図）

　SX54 は、SX ３落込み状遺構と北接する同軸方向の溝

状の遺構で、まとまって遺物が出土した。なお、一部中

世の蓮弁文のある青磁片（84- １）が単独で出土したが、

RP 登録された土器は古代でまとまり、SX ３との接合資料

もあり、概ね SX ３と同じ古代が主体時期と考えられる。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は、高径指数 23 の

A1ai 類（84- ７）・同 30 の A1aii 類（84- ９）など、高

径指数が低い古相の一群である。

　一方で、RP 登録したものを概観すれば、底部径が６㎝

と小さい底部切り離しがヘラ切りのもの（84-10）や底部

径5.2㎝と更に小さく底部切り離しが糸切りのもの（85-１）

があり、全体に底部径からは前者が A1c 類、後者が A1d

類に類似し、新相と看取される。なお、新相とした85- １

は「豊」墨書があり、先に述べたSE126でも多量の「足」

墨書と共に「豊」墨書が出土しており、時期的にも同様

の時期が推測される。

　他の底部径の破片資料でも、前述した古相の A1ai 類

の底部径に近い底部径が８㎝前後の大きいもの（84-12・

15）、A1aii 類に近い底部径が７㎝前後のもの（84- ８・

17）、底部径が 6.5 ㎝前後の古相と新相の中間的な A1b

類と考えられるもの（84-13・16）、新相としたA1c 類に

類似の底部径６㎝前後のもの（84-14）、A1d 類に類似の

底部径５㎝前後のもの（85- ２）などがある。なお、底

部切り離しは A1a ～ b 類がヘラ切り、A1c 類は一部ヘラ

切り、A1d 類は糸切りである。これは、前述した時期幅が

破片でも認められ、新相も一定量あり、古相の混入や埋

没時期がこの新相の時期になると捉えられる。

　有台坏（A2 類）は、破片資料が多いが、高台径が

7.5 ㎝前後とやや広い A2ai 類と考えられる古相のもの

（85-10）がある。一方で、全体器形が分かる高径指数

37で小振りの高台径 6.5 ㎝前後の A2aii 類（85- ７）の

一群（85- ５・11）、高台径 6 ㎝の A2b 類（85- ９）が

あり、全体では新相の土器群が主体を占める。

　蓋では、口径 13 ～ 14 ㎝（84- ３・４）の笠形状のも

のが多い。但し、蓋口縁部が外反して立ち上がり坏蓋状

の体部をもつもの（84- ５）があり、古相であろう。

　土師器の坏（B1 類）では、内面黒色処理した底部径

が 4.5 ㎝～５㎝台と小さく底部切り離しが糸切りのB1b ～

ｃ類に類似するものがある（86-17）。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、口径が判断できるもの

は、全体的に小振りな口径 12 ㎝前後の C1c 類に類似の

もの（86-11・13）に限られる。底部破片は、一定量あり、

RP 登録などされた底径が６～ 7 ㎝台とやや大きい C1b

類の底径と類似するもの（86- ３・４）とやや小さい一群

（86- ２・６・８）、底径５㎝前後で C1c 類に類似する

もの（86- １・９）、底径が 4.5 ㎝以下の C1d 類と同等

のもの（86- ５・10）などがある。これらからは、一部に

底径の大きいやや古相（86- ３・４）もあるが、一方で

底径が小さい新相（86- １・９）も一定量あり、須恵器
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坏類と類似した時期幅が認められる。他に、湯飲み状で

小形の筒形の土器（86-22）があり、底部径 4.2 ㎝と小さ

く、類例は少ないが、他の主体的な坏類と同じ新相と考

えられる。

　煮炊具では、RP 登録されたものに、赤焼土器の長胴甕

（86-18・19）や鍋（87- １）がある。この両者は口縁

部が口唇部まで全体に肥厚し、口唇部が丸身を有する形

態で、口縁部下端の肥厚や直立的な口縁部の立ち上がり

などのある長胴甕（86-20）や鍋（87- ２）より口縁部の

簡略化された新相と考えられる。

　貯蔵具では、RP 登録されたものに、須恵器の甕片で、

外面平行タタキ、内面同心円アテのもの（87- ３）と、外

面平行タタキ・内面アテ痕のもの（87- ７）などがある。

　壺では、口縁部（87-10）、体部（87- ９）などがあるが、

破片資料で年代を判断するまでには至らない。

　判読可能な墨書土器は、SX ３と類似した文字が出土し、

「十」がややまとまって出土し、須恵器坏（84- ８・９）・

有台坏（85- ５・６）、蓋（84- ３）の底部や体部などに

墨書される。他に須恵器坏の底部に「 」・「豊」、蓋の体

部に「 」の墨書土器があり、また小破片で判読できな

い墨書土器が複数ある。

　SX54 は、SX ３との接合品が多く、同様の落込み状遺

構の性格が推測される。時期は、古相のものが８世紀末

～９世紀前半と考えられるが、新相が９世紀中葉～後半

で主体を占める。

　SD124 溝跡（第 98 ～ 99 図）

　供膳器である須恵器坏（A1 類）では、やや浅い逆台

形で口径指数 27.4で、底径が７㎝前後のヘラ切り離しの

やや古相のA1aii類（98-６）、器形は98-６と類似するが、

口径指数 25 ～ 30で底径がやや大きく６㎝前後だが底部

糸切り離しのA1b 類（98- ３・４）、器高がやや高く口径

指数31.7で底径が5㎝台の底部糸切り離しのA1c類（98-

２）などがある。有台皿（A3 類）は、口径指数 21.6で

口縁部が強く引き出す形態で、高台径は 6.8 ㎝とやや大

きい。蓋（A4 類）は、口径 14.8 ㎝で体部上面に切り離

し時の糸切り痕が残る。

　土師器の黒色処理の坏（B1 類）は、碗状で底部径が

5 ㎝ほどでB1b 類に近いもの（99-11・12）がある。

　赤焼土器の坏類（C1 類）では、大振りで口径 16 ㎝・

器高６㎝前後の高径指数約 35で底部径６㎝前後の C1a

類に近い一群（98-13・16・17）と、小振りで口径 13

㎝・器高５㎝前後の高径指数 35 ～ 40で底部径５㎝台

の C1b 類の一群（98-14・15、99- １・３）がある。両

者とも底部切り離しは糸切りである。

　貯蔵具は破片で、須恵器の甕片（99-14）があり、外

面平行タタキ、内面同心円アテ痕である。他に口縁部下

端が肥厚する長頸壺片（99-15）がある。

　墨書土器は、須恵器の坏類の底部・蓋に「足」（98- ２・

３・９）がある。須恵器坏内面に漆付着のもの 98- ６が

ある。

　時期は、須恵器坏に一部古相のものもあるが、他の須

恵器坏は底部が広いが糸切り形態や、赤焼土器の法量の

異なる坏の多さから９世紀第２～第３四半期であろう。

　SE126 井戸跡（第 100 ～ 103 図）

　SE126は、中層～下層を主に遺物がまとまって出土し、

「足」が墨書された墨書土器がまとまって出土した。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）では、一部高径指数

が 35を超えるもの（100- ３・６）が僅かにあるが、全

体的には高径指数30前後（高径指数28～33）が大半で、

35を超えるものも含め、形態的にはA1c 類に相当する。

　但し、この A1c 類には、底部から直線的に立ち上がり

器高が４㎝台と高く、底部も６㎝前後とやや大きい逆台

形の一群（A1ci 類：100- ２～４・10・12）と、やや緩

やかに立ち上がりで浅い碗状の一群（A1cii 類）に細分さ

れる。さらに、A1cii 類は、底部径で5.5 ～６㎝台のもの

（100- ６～８・11、101- ２・３）と、底部径が５㎝前

後と縮小したもの（100- １・５・９、101- １）により細

分される。本遺構出土坏類は、A1cii 類が主体的であり、

A1ci 類が前系譜の残存かもしれない。有台坏は少量で不

明瞭だが、口径が 15.6 ㎝と大きく深身で体部が直線的な

立ち上がる（101-12）A2g 類と推測される。

　土師器（B 類）の内面黒色処理された坏類（B1 類）は、

口径 12.8 ㎝、器高 5.6 ㎝の高径指数 43.7とやや法量の

大きく、底部径が６㎝前後の B1a 類（103- １）と、法

量がやや小振りの底部径が５㎝前後のB1b 類（103- ２・

４）がある。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、全体に小振りな口径 13

㎝前後で器高５㎝前後、底径約５㎝の高径指数 35 ～

40 の C1c 類（101-18・19・20、102- １）が多い。こ

れは、破片資料でもこの範疇のものが大半で、一部底径

06_1_Ⅴ遺物_本文_2022-03-04.indd   84 2022/03/04   15:17



85

Ⅴ　出土遺物

が５㎝以下に縮小したC1d 類に近いもの（102- ２・９・

12）がある。皿（C3 類）は、口径 14.3 ㎝の有台（102-19）

で、口縁部が引き出される形態は須恵器皿の模倣などが

推測される。

　貯蔵具は、須恵器の甕片があり、外面平行タタキ、内

面同心円アテのもの（103- ５）と、内外面平行タタキ・

アテ痕のもの（103- ６）がある。

　墨書土器は、特に「足」須恵器坏の底部（100- １～

10・12、101- ８）や土師器坏の体部（103- ２）、赤焼

土器坏の底部（101-19、102- ３～６）などに「足」と

墨書されたものがまとまって出土した。これらのうち、須恵

器坏で比率が高い。他に須恵器坏の底部に「豊」（100-

11）、赤焼土器坏の底部に「伴」（102- ２）がある。なお、

「伴」は、『ウジ名「大伴」から弘仁４（823）年の「伴」

の改姓が知られる』（三上氏による）。

　また、「足」墨書土器には、内面見込みの摩滅が著し

く転用硯の可能性のあるもの（100- １・2）や、摩耗が

著しく使用痕跡（100- ３～５・９・10）と考えられるも

のがある。他に、同じ「足」墨書土器などのあるSK120

（95-17）や SE123（96- ４）にも見込みの摩滅・摩耗

が著しい転用硯や使用痕が推測されるものがある。

　SE126 は、「足」墨書土器が集中して出土し、須恵器

や赤焼土器も供膳器の坏に限定的で、祭祀に関わる墨書

土器の可能性も窺える。時期は、９世紀第３四半期と考

えられる。

　SK210 土坑（第 105 ～ 106 図）

　SK210 は、大形の土坑で、近接して同タイプで特殊な

斎串が出土したSK213 がある。下層を主に出土した。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は底部片で、底径６

～７㎝の底部切離しがヘラ切りのもの（105-14・15）が

あり、概ね A1a ～ b 類と考えられる。有台坏（A2 類）も

破片資料だが、高台径が 6.4 ㎝の A2c 類に類似のもの

（106- １）がある。

　蓋（A4 類）もあるが、破片資料で法量不明だが、体

部が山笠状で、端部が厚く短く下降する（105-13）。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、口径が 13 ～ 14 ㎝の中

形で、器高は５㎝台である。底部が６㎝のもの（106- ５）、

５㎝前後と小さいもの（106- ３）があるが、両者とも底

部切離し回転糸切りで、高径指数 40 ほどの C1c 類と同

等である。他の底部破片も底径が５㎝大で底部は小さい。

　煮炊具は、底部径が７㎝前後の長胴甕の底部片（106-

６）がある。

　貯蔵具は、須恵器の甕片で、外面平行タタキ、内面同

心円アテのもの（106- ７）と、外面平行タタキ・内面平

行アテ痕のもの（106- ８）などがある。壺は、頸部径５

～６㎝の長頸壺（106- ２・９）がある。

　SK210 は、やや古相の須恵器坏類も混入するが、RP

登録された小径の須恵器有台坏（106- １）、赤焼土器坏

（106- ５）の高径指数 40 前後などと高いことから、９

世紀中葉でも後出の９世紀第３四半期と考えられる。

　SE123 井戸跡（第 96～ 97 図）

　SE123 は、「足」墨書土器が多く出土したSE126 の北

西に近接する縦板の井戸枠のある井戸跡である。掘方の

遺物が大半で、特に下層で「足」墨書土器を含む土器群

や木製品が多く出土し、中～上層は縦板材の抜取り後な

どに、井戸枠内と掘方を含め全体に埋土や堆積土が覆う。

最初に掘方の遺物、次に井戸枠内の遺物を概述する。

　SE123 掘方　供膳器は、須恵器坏（A1 類）で口径

13.4 ㎝、器高 4.3 ㎝の高径指数 32で、底部径 5.2 ㎝の

回転糸切りの A1c 類（96- ７）がある。有台坏（A2 類）

では、高台片で高台径７㎝前後のもの（96- ８）がある。

皿（A3 類）は、口縁部片（96- ９）で、SX ３の有台皿

と同じく口縁部を強く引き出し、口縁端が下がる。

　蓋（A4 類）は、口径が分かるものはないが、体部上

面に平坦面をもつ山笠形のもの（96- ３・５）で、96- ４

は平坦をケズリ、「足」墨書がある。

　土師器の坏（B1 類）は、内面黒色処理した口径 11.7 ㎝、

器高 4.9 ㎝の高径指数 42で、底部径 4.1 ㎝の底部切離

し回転糸切り（96-13）で、B1b 類である。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、口径 12.6 ㎝、器高 4.3

㎝の高径指数 34で、底部径 4.8 ㎝の底部切離し回転糸

切りと考えられるもの（96-10）で、C1cii 類に類似する。

口縁部径が 96-10と同等の 13.2 ㎝の破片資料（96-12）

も同様の形態であろう。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕片（96-16）、鍋の口縁

部片（96-15）などがあり、鍋の 96-15 は口縁部下端が

やや肥厚し直立気味に立ち上がり口唇部は尖る。

　貯蔵具は、須恵器の大甕で、外面平行タタキ、内面同

心円アテのもの（97- ２・３）と、外面平行タタキ・内面

平行アテ（97- １・５～７）などがある。
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　墨書土器は、須恵器の蓋外面（96- ４）の「足」、土

師器内黒坏の底部に墨書されたもの（96-13）がある。

　SE123 井戸枠内　明確な井戸枠内の遺物は全体的に少

ない。貯蔵具の須恵器の大甕の破片があり、外面平行タ

タキ、内面が平行と同心円アテのもの（96-17）と、外面

平行タタキ・内面平行アテ痕のもの（97- ４）などがあり、

同一個体の可能性もある。

　SE123は、掘方の遺物が多く、土器形態や SE126と同

じ「足」墨書土器の存在から、構築時期は SE126と同時

期か後出の可能性があり、概ね９世紀中～後葉の時期で

９世紀第３四半期頃の構築と考えられる。

　井戸枠内の土器は、須恵器甕片のみで明確な時期は判

断できず、井戸の機能時期は、構築以後の９世紀後半と

しておく。

　SP73ピット（第 88図）

　SP73は、小形な規模ながら供膳器がまとまって出土し、

RP 遺物登録した。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は、口縁部が欠損し、

底部径が６㎝ほどのヘラ切り離しで、体部が直線的な立

ち上がりのもの（88- ６）で、A1c ～ｄ類に類似する。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、全体の器形が分かる資

料が少ないが、全体的に小振りで、口径 12 ㎝前後の

C1c 類に類似のもの（88- ９）、底部径が 4.4 ㎝と小さい

C1d 類に類似するもの（88- ８）がある。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕（88-10）の上半部がある。

口縁部が屈曲し、口縁部下端があまり肥厚しないものの、

直立して口縁部が立ち上がり、口唇部が尖る。

　時期は、須恵器坏などはやや古相の感もあるが、小振

りな赤焼土器の過多や赤焼土器甕の口縁形態などからは

やや新相への過渡期の時期とも捉えられ、概ね９世紀中

葉～後半で、９世紀第３半期が推測される。

　SK52 土坑（第 82 ～ 83 図）

　SK52 は、SX ３落込み状遺構や同軸方向の SX54とし

た溝状遺構に北接する。一定量のまとまりを持って遺物が

出土した。なお、一部は SX ３・SX54との接合資料もあ

り、概ね SX ３・SX54と同時存在や、両遺構の時期幅の

一端の共有も考えられた。更にRP 登録した遺物に限定す

れば、概ね須恵器坏類の減少と赤焼土器坏の卓越など一

定のまとまりが推測され、SX ３や SX54より新相の土器

組成が窺えた。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は、器形が明かなも

のはないが、底部径が７㎝前後の底径がやや大きく底

部切り離しがヘラ切りでA1b 類に類似するもの（82-11）

や、底部径が６㎝前後の糸切りでA1c 類に類似するもの

（82-10）がある。有台坏（A2 類）も破片が多く、概ね

高台径が６～７㎝前後とやや大きく底部切離しが主にヘ

ラ切りのA2b 類に近いもの（82-13・15）がある。

　有台皿（A3）は、高台が細く長い形態で、高台径が約

６㎝前後の底部切離しが糸切りのもの（82-14）があり、

底部切離しから、坏や有台坏よりやや新相であろう。

　土師器の坏（B1 類）は、内面黒色処理した口縁部片

（83-14）があるが、小破片で詳細は不明である。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、最も多く出土し、全体的

に口径が 12 ㎝前後、器高が５㎝前後の高径指数が 40

前後で、底径が５～ 5.5 ㎝と小形のもの（82-19・20・

22 ～ 24）が多い。これらは器形的に概ね C1b ～ c 類だ

が、小振りな形態や底部切離しが全て糸切りと後出である。

底部径はやや広いが５㎝前後のものが主体で、C1c 類の

範疇であろう。なお、口径 16 ㎝の大振りなもの（83- ６）

は単体であり、口縁部破片（83- ５・7・８、82-20）の

法量を概観しても、SD124 の大形品と小形品の組成はし

ないようである。一方、口径や底径は C1c 類と大きな差

異はないが、器高が４㎝台に低下し、口径指数 30 前後

のもの（C1d 類：82-21）がある。

　赤焼土器皿（C1e 類）でも、無台ながら底部が浅く挟

まれた柱状をなし、高台風のもの（83- １）がある。口

径 12.5 ㎝、器高 2.2 ㎝で高径指数 17.6と低い中形であ

る。底部径は5.2㎝と須恵器有台皿とそれほど差異はなく、

概ね須恵器模倣の皿と推測される。同様な器高の低下な

どから、概ね C1d 類と併行するものと考えられる。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕片（83-15 ～ 18）が少

量あり、特に83-15の口縁部は屈曲するが、全体に肥厚し、

口唇部が面や丸身を持つ形態である。

　貯蔵具は、須恵器の甕片や壺片で数量が少ない。甕は

外面平行タタキ、内面同心円アテのもの（83-19・20）

がある。壺はやや大形の体部（83-21・22）がある。

　墨書土器は、明確に判読できるものは少ないが、

82-19 は体部の口縁部上位に「〇」を描き、それと対向

して２本の縦線を描き、その上に斜位に直線を描く。これ

は「川」とも考えられるが、上の「〇」を中心に、その
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下に２本対になった柱を対向させ、その上に屋根を掛け

た図柄にも見え、意匠などが注目される。

　SX52 は、SX ３・SX54との接合品もあり、やや時期

が重複する可能性もあるが、新たな形態で高径指数 30

前後に低下した赤焼土器坏（82-21）や赤焼土器皿（83-

１）の存在、赤焼土器坏類の増加からSX ３や SX54より

新相と考えられる。時期は、９世紀第３四半期～第４四

半期が推測される。

　SD238 溝跡（第 107 ～ 109 図）

　SD238 は、SK244 や SE162 の西側に走行する南北の

溝跡で、特に南側の覆土下位から遺物が出土した。

　供膳器である須恵器坏（A1 類）は、一部古相の箱形

で高径指数 32 の底部径 7.1 ㎝と大きい A1aii 類の坏片

（107-13）がある。主体的には口径 13.2 ㎝、器高 4.5

㎝と高く、高径指数 34で、底部切離しが回転糸切りの新

相のA1cii 類（107-16）である。他の底径５㎝前後で回

転糸切りの底部片（107-14・15）も、同様な形態と考え

られる。

　蓋（A4 類）は破片（107-12）で、形態が不明である。

　土師器の坏（B1 類）は、内面黒色処理したやや大振り

な口縁部片（108- ６）があるが、他は小片で不明である。

　赤焼土器の坏類（C1 類）は、口径が 12 ～ 13 ㎝、底

径が５～６㎝と同等ながら、器高が 4.5 ㎝ほどで高径指

数 35 前後のもの C1cii 類（108- ２）と、器高が４㎝前

後と縮小し、高径指数が 30 前後に低下するC1d 類の一群

（107-18、108- １・３）があり、後者が主体を占める。

これらは、内面を主に煤や炭化物が付着するものが多い。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕がある。口縁部は屈曲し

全体に肥厚し口唇部が丸くなるもの（108- ９・10）、体

部上半はロクロ目やカキメがあるもの（108-11、109- ２）、

体部下半は平行タタキ・平行アテ痕があるもの（109- １）

がある。他に、赤焼土器の長胴甕と同じロクロ成型で、口

縁部形態が類似する小形の甕（108- ７）もあり、口縁

部 13.9 ㎝、器高 11.8 ㎝とほぼ同じ比率の小形甕である。

一方で、県内の内陸地方に一般的な長胴甕である、体部

下半にケズリが施される（108- ８）ものもある。

　貯蔵具は、須恵器の甕片で、外面平行タタキとカキメ、

内面同心円アテのもの（109- ３）がある。

　SD238 は、全体に器高が低下した高径指数が 30 前後

の赤焼土器坏が多く、須恵器坏が逆に器高がやや高くな

り、高径指数 35 前後のものが残存する。９世紀後葉～

末葉で、９世紀第４四半期が推測される。

　SK213 土坑（第 106 ～ 107 図）

　SK213 は、最下層から県内では数少ない形態の斎串と

共に完形の土器が出土した。供膳器は、須恵器でやや高

台径が 7 ㎝前後と広い古相の有台坏の底部片（107- １）

がある。赤焼土器坏（C1 類）は、斎串と近接して出土し

た完形品で、口径 12.5 ㎝、器高 3.8 ㎝の高径指数 30

前後と低いもの（106-11）で、底部径も５㎝前後に縮小し、

底部切離しが回転糸切りの C1d 類である。他の赤焼土器

底部片も６㎝前後とやや小さく回転糸切りのもの（107-

２）で、106-11と同様の形態の可能性もある。

　煮炊具は、赤焼土器の長胴甕の体部下半で丸底状にな

ると推測されるもの（107- ３・４）があり、内外面平行

タタキ・アテ痕がある。一方で、平底で赤焼土器の長胴

甕の可能性のあるもの（107- ５）もある。底部切離しは

回転糸切りである。貯蔵具は、須恵器の壺片（107- ７）

があるが小片で不明である。

　SK213 は、斎串と106-11 が近接して出土し、小振り

で高径指数 30と低下する赤焼土器坏が主体で、９世紀

末～ 10 世紀前葉頃である。

　他の遺構出土の遺物

　今回の調査区では、前述した一定のまとまりのある遺構

の他に、幾つかの遺構で特徴的な遺物が出土した。区毎

に古い順に主なものを概述する。

　１区

　SK ８土坑（第 75図）　

　赤焼土器の甕（75-15）の底部片である。内面にカキ

メ状の痕跡が残る。内陸地方に多い赤焼土器の平底で、

８世紀末～９世紀代であろう。

　SP207・209・249 柱穴（第 105・110 図）

　SP207・209・249 は、1 区北東部で直線的に並ぶ柱

穴群と考えられる。SP207 からは須恵器有台坏（105-11）

が出土。高台径が 5.7 ㎝とやや小さいが、高台が張りだ

す A2a ～ｂ類で９世紀前半頃と考えられる。SP209 から

は赤焼土器の甕（105-12）が出土。県内内陸部に主体

的な外面ケズリのある長胴甕片と考えられ、８世紀末～９

世紀前半と推測される。SP249では須恵器の高台が付く壺

（110-12）が出土。全体に資料は少ないが、古相のも

のが多く概ね９世紀前半頃の所産であろう。
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　SD78・SD257 溝跡（第 88・110 図）

　北側が開口した方形状に廻る区画溝跡の一群で、

SD78 からは須恵器蓋（88-15）で低い宝珠形の摘み部、

SD257 からは底径が大振りな A1a 類の須恵器坏（110-

15）、底径が 5.5 ㎝前後の中形の赤焼土器坏（110-16）

が出土した。110-16 がやや新しいが、９世紀前半頃の

所産と考えられる。

　SP88ピット（第 88図）

　須恵器の有台皿（88-19）があり、口径 12.8 ㎝で高径

指数 29、底径 5.5 ㎝。SX ３の 67-20 などと同類の口縁

部を強く引き出すA3 類で、施釉陶器模倣の皿と推測され

る。９世紀第３四半期と考えられる。

　SK97 土坑（第 90 ～ 91 図）

　赤焼土器主体の一定のまとまりを持つ土器群が出土し

た。須恵器坏（90- ２）は、底部径５㎝前後と小さい

底部切離し回転糸切りの A1d 類である。主体的となる赤

焼土器坏は、口径 13 ～ 14 ㎝のもので、器高が高い高

径指数 35 ～ 40 の C1cii 類（90- ４～６）と器高がや

や低下し、高径指数 30 前後の C1d 類（90- ３）があ

る。破片ではロクロ目が著しい 90-13 など新相も出現す

る。土師器では内面黒色の短い張出状の高台が付くもの

（90-16）がある。

　煮炊具の赤焼土器では、口縁部が屈曲し下端がやや肥

厚し直立状に立ち上がり、甕や鍋の破片では口唇部が尖

るもの（91- ３）が一部あるが、主体的には口唇部がや

や丸味を持つもの（91- １・２）となる。

　全体にロクロ目の目立つ 90-13 や高径指数が低い 90-

３などは新たな要素で、９世紀第４四半期であろう。

　SK98 土坑（第 91 図）

　赤焼土器が主体で、坏（91- ９）は口径 13 ㎝前後で

高径指数 30 前後と低く、底径も5.6 ㎝と小さい C1d 類

で、他の底部片も底径５㎝前後と縮小化したものが多い

（91-10・11）。91-14 は大形の高台が出土し、第１次

調査の 22-21 の台付鉢と類似するが、類例に乏しい。９

世紀第４四半期～ 10 世紀前半の所産であろう。

　SD18 溝跡（第 77 ～ 81 図）

　１区南側の東西方向の大形溝跡で、その北側にある１

区中央のSD89・１区北側のSD４と同じ方向である。また、

前述した古代の時期幅があるSX ３に北接する。時期は

後述する中近世まで下るが、第１次調査と今調査におい

て古代の土器が一定量出土した。坏類では、須恵器が赤

焼土器より数量がやや多い。

　須恵器の坏は、破片資料が多いが、古い順にA1ai 類

（77-16）、A1aii 類（77-17・18、78-1・７）、A1b 類（78- ６・

８・15）、A1c 類（78-13・16）、A1d 類（78- ９・14）

など底径の縮小化と共に、底部切離しがヘラ切りから糸切

に変化する８世紀末～９世紀代のものが多い。須恵器坏

類は、新相の A1c・d 類の９世紀後半～ 10 世紀前葉は

少量で、全体には A1a ～ b 類の古相のものが多く、一部

完形・半完形品も認められ、主体は９世紀前半と考えら

れる。墨書土器は、須恵器の高台が張る有台坏（78-19）

の底部に「〇」記号が墨書され、９世紀前半と推測される。

他にも散見（78-20・21）されたが、破片で判読できない。

78- ９など複数が転用硯と考えられる。

　赤焼土器の坏では、破片だが底径が６㎝前後のもの

（79-13・14・17）が多く、底径 5.5 ㎝前後のもの（79-15・

16・18）が一定量ある。底径５㎝を切る小径のもの

（79-12・19）とやや少なく、器形が分かる79-12 は高

径指数 37.5とやや高くC1c 類である。

　赤焼土器の甕・鍋類は、口縁部が屈曲し下端が肥厚し

口唇部が尖るもの（80- ９～ 11・16・18）と、口縁部

が屈曲し全体が肥厚し、口唇部が丸みのあるもの（80-

６～８・17）が認められ、前者の丁寧な口縁部の造作な

ど古相を示すものが一定量あり、坏類と同じ主体的な９

世紀前半に遡るものが多いと推察できる。

　SD ４溝跡（第 72～ 74 図）

　SD89と同じく１区中央の東西方向の大形溝跡で、時期

は後述する中近世まで下るが、第１次調査でも古代の土

器が一定量出土した。

　坏類は、須恵器より赤焼土器の数量がやや多い。但

し、須恵器の坏には破片資料ながら底部径が大きく古相

のA1a 類（72-14・18）から古い順に、A1b 類（72-15）、

A1c 類（72-16）、A1d 類（72-17）と底径の縮小化と共

に、底部切離しがヘラ切りから糸切に変化する９世紀前

半～後半に至る、前述したSD89と同じ時期幅が認められ

る。須恵器有台皿（73-16）も、口縁部をやや引き出す

形態から67-20と同様の時期であろう。同蓋（72- ８）は、

口径 13 ㎝程で、内面に墨痕があり、転用硯の可能性が

ある。やや小振りな口径からは９世紀中～後半が推測さ

れる。
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　墨書土器は、底径が大きい回転糸切の須恵器坏に墨書

された「十」がある（72-16）。72- ８などが転用硯と考

えられる。

　赤焼土器の坏では、破片だが底径が６㎝前後と大きく、

やや古相の C1b 類類似のもの（73- ６・８）もあるが、

主体は底径約５㎝以下の小径のC1c ～ｄ類（73- ７・９

～ 12）の９世紀後葉～ 10 世紀前葉と考えられる。赤焼

土器の甕や鍋類も口縁部が全体に肥厚し、口唇部が丸み

（73-17 ～ 19）や面を有する（73-21・22）などがある。

前述した坏類と同じ様相からは、新相への過渡的なもの

が多く、同じ時期が比定される。

　SD89 溝跡（第 89 図）

　１区北側の東西方向の大形溝跡で、時期は後述する中

近世まで下るが、第１次調査と今調査において古代の土

器が一定量出土出土した。坏類は、須恵器と赤焼土器の

数量が同程度で、全体的には、９世紀前半の古相主体の

SX ３に近接するSD18 → SD ４→ SD89 の順に須恵器類

が減少し、赤焼土器類が増加する傾向が窺える。

　須恵器坏には底部径の大きい坏（89- ５）や底部切離

しヘラ切り（89- ６・７）の A1a 類など一部古相と、回

転糸切りで底部径が５㎝前後の新相の A1c ～ d 類（89-

８・９）がある。前者は９世紀前半、後者は９世紀後

半と時期幅がある。赤焼土器坏類でも底径が大きいもの

（89-19）もあるが、全体的には底部径が４～５㎝に縮

小したC1c ～ d 類（89-20 ～ 23）の回転糸切りが主体で、

須恵器坏と同様に新相の９世紀後半～ 10 世紀前葉の組

成を示す。他に、土師器有台坏で内面黒色の89-24 には、

底部と体部外面に「×」の線刻がある。須恵器壺（89-31）

は頸部が太い器形で、類例に乏しい。両者は古相の可能

性もあるが、坏類で主体的な９世紀後半かもしれない。

　２区

　SX １落込み状遺構（第 61図）

　SX １は、１区東端の南側の落込み状遺構で、後述す

る肥前陶器が単体で出土したため、近世としたが、古代

の土器の出土が一定量認められた。須恵器の坏（61- ４・

５・７）は底径が大きく底部ヘラ切りの A1a 類で、他の

破片も同様の形態と考えられる。蓋も口径 14.6 ㎝と大振

りで、口径の大きい A1a 類の坏に伴うものと推測される。

壺（61- ９）は底径が 6 ㎝とやや小振りだが深身である。

赤焼土器の甕（61-10・11）は、口縁部が屈曲し下端が

やや肥厚し、直立して立ち上がり、口唇部が尖る。全体

的に古相のまとまりが窺え、８世紀末～９世紀前葉であろ

う。

　SD ２溝跡（第 61～ 63 図）

　SD ２は、１区東端・２区西端（２区では SD159で登録）

の南北方向の溝跡で、後述する白磁が出土したことから中

世としたが、古代の時期幅のある土器が一定量出土した。

須恵器の坏（61-17・18・20）は底径が大きい A1a 類

が多いが、やや小振りな底部切離し回転糸切のA1d 類も

ある（61-21）。前者が多く主体的で８世紀末～９世紀前

葉、後者は新相の９世紀後葉であろう。有台坏（61-24）

は、高台部のみを残し、体部を円盤状に打ち欠く。赤焼

土器の坏（61-25）は、口径 13 ㎝で、高径指数 33.8で、

底径 5 ㎝前後の C1d 類に近い。概ね須恵器の 61-21と

近接した9 世紀と推測される。

　SD159 溝跡（第 105 図）

　SD159 は、前述した SD ２と東側で並走する溝跡で、

図示しないが小片の肥前磁器が出土したため、近世とし

たが、古代の土器片が僅かに散見された。105- ５は須

恵器の有台坏と考えられ、９世紀前葉の所産であろう。

　SK122 土坑（第 96 図）

　須恵器の有台皿（96- １）と同甕片（96- ２）がある。

96- １は口径が 13.5 ㎝で高径指数 23.7とやや高く、体

部が口縁部まで直線的に外傾し大きく開くもので、高台も

やや長く張り出す形態である。底部に「十」墨書される。

概ね９世紀第２～３四半期と推測される。

　SK120 土坑（第 95 図）

　須恵器の坏片（95-16）は底部切離し回転糸切で、内

面に漆が付着する。同有台坏（95-17・18）は高台径６

㎝前後のA2c 類で、95-17 が底部にSE126と同じく「足」

と墨書される。赤焼土器坏（95-19）は底部径 5.5 ㎝の

やや小径のかわらけ状を呈し、９世紀前半の古相の可能

性もある。有台皿（95-20）は丁寧な作りの口径 13.6 ㎝、

高径指数 21.3とSX ３の 67-20と類似した口縁部を強く

引き出すもので、施釉陶器模倣と考えられる。９世紀第

３四半期頃と推測される。

　SD119 溝跡（第 95 図）

　SD119 は、後述する中世陶器出土から中世の畝状

遺構としたが、古代の土器も散見された。須恵器有台坏

（95-11）は、底径が 6.4 ㎝で、高台が面を持つ A2b 類
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に近い形態で、概ね９世紀中葉と考えられる。

　SX155 落込み状遺構（第 104 ～ 105 図）

　SX155 は、１区東端の北側の落込み状遺構で、後述

する珠洲が単体で出土したため中世としたが、下位から前

述した９世紀前半の SE126も確認され、全体的にに古代

の土器が多く認められた。須恵器の坏は、底径が７～９

㎝と大きく、底部切離しがヘラ切りの A1a 類（104- ５～

９）と、底径が５～６㎝に縮小し、回転糸切の A1c・ｄ

類（104-10 ～ 12）がある。前者は大きく９世紀前葉、

後者は９世紀後半である。

　赤焼土器の坏（104-14・15）は、全体に底径５㎝

を切る小径のものが多く新相で、概ね須恵器坏の後者と

同様の９世紀後半の時期が推測される。なお、104-17

は赤焼土器の皿で、口縁部を強く引き出す形態であり、

SK120の 95-20 に類似する施釉陶器模倣の有台皿と考え

らる。概ね９世紀後半と推測される。

　遺構外の遺物（グリッド・調査区：第 111 ～ 123 図）

　グリッドや調査区出土の遺物は、区毎に種別で特徴的

な土器を概述する。また、当初遺構登録したものの、現

代遺物が出土したことにより、攪乱扱いになったところか

ら出土した古代の遺物も本項に含む。

　施釉陶器　当初 SD105とした攪乱溝から、緑釉陶器の

水注の体部破片が出土した。外面に３条の縦位線刻があ

り、内面に弧状の細い隆帯が廻る。９世紀後半であろう。

　墨書土器　須恵器坏類の底部を主に、墨書土器が確認

された。判読可能なものは、１区で底部径が大きく底部

切離しがヘラ切りのA1a・ｂ類に「十」（112-19、113- ６）、

「吉ヵ」（113- ８）、底部小径で糸切のA1c・ｄ類に「豊」

（113-19・20）、２区では、A1c・ｄ類に「得」（120-16）、

「足」（120-17・～ 20）、有台皿の回転糸切り底部に「吉」

（122- ４）などがある。「足」・「豊」・「吉」などの字種

は複数あり、遺構出土品にも認められる。他は単体の字

種である。113-20、120-17・18は見込みに使用痕がある。

　転用硯　１区で須恵器の坏（113- ９・15）の見込み、

同有台坏（113-24）の高台底部などを転用したものがあり、

使用痕との差異は判断が難しいが、各々墨痕などが確認

される。113- ９は９世紀前半、113-15 は９世紀後半で、

各々墨書土器の主体的年代に対応しよう。

　漆付着　1 区で、赤焼土器坏の内面に漆付着（118-17）

がある。遺構では、SX ３、SD ５、SK120、SD124の供

膳器の内面に多く、色調や質感なのど漆の状態の差異か

ら、用途の違いが推測される。

　打ち欠き土器　今回の調査では、須恵器の有台坏の高

台や蓋の摘み部を残し、円形状や円盤状に打ち欠くもの

が確認された。用途不明だが、遺構出土のものも「打ち

欠き土器」と称して抽出した。１区では蓋の体部を打ち欠

き、摘み部を残し、それも上下から打ち欠き、小形の円

盤状とするもの（112- １～４）、有台坏の高台を残し体

部を円形状に打ち欠くもの（114- ７）がある。２区でも

同様に前者の蓋の摘み（120- ２～４）や、後者の有台坏

（121-11・12）が同様に打ち欠きが行われていると考え

られる。

２　中近世の遺物
　中近世は、溝跡や土坑、落込み状遺構などから遺物が

出土した。特に溝跡や土坑などから一定量出土したが、

古代の土器を含む遺構も多い。他に、散発的にグリッドや

調査区、現代のガラスなどが出土する溝跡や暗渠などの

攪乱遺構からも、当該期の遺物が出土した。

　以下に、主な遺構毎の古い順に出土遺物を概述する。

また、攪乱やグリッド・調査区出土は種別毎に概略を記す。

　中世

　中世は、溝跡や土坑から主に遺物が出土した。近世の

遺物が出土しない中世の遺構分布は、1 区中央～北半部・

２区北東部などにやや集中する傾向が看取られる。

　SK54 土坑（第 84 図）

　SK54 は、１区東部の SX ３と同方向や土器の接合関

係がある落込み遺構で、覆土主体は前述した古代だが、

流れ込み状に単体で青磁の碗（84- １）の体部片が出土。

84- １は、外面に鎬蓮弁文（Ⅱ類）があり、概ね 13 世

紀後半と推測される。

　SD89 溝跡（第 1次調査 SD64）（第 89 図）

　SD89 は、１区中央部の北側の東西方向の大溝で、第

１次調査で SD64 に該当し、中世陶器のみが出土すると

された溝跡である。青磁の碗（89- １）、皿（89- ２）の

口縁部片が出土した。両者とも小片で形態は判然としな

いが、89- １は見込みに稜花の可能性のある文様がある。

時期は、14 ～ 15 世紀と考えられる。

　他に珠洲の甕（89- ３）の体部片があり、外面タタキ・

内面アテ痕がある。時期は、小片で判然としないが、他
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の珠洲の甕類と外面タタキなど類似し、珠洲編年Ⅳ～Ⅴ

期の 14 ～ 15 世紀であろう。

　SX155 落込み状遺構（第 104 図）

　SD155 は、２区西端部の不整形な落ち込みで下位から

古代の SE162 が検出された。その影響か、古代の土器も

多く出土する。珠洲の擂鉢（104- １）の体部片が出土した。

内面摩滅が著しいが、やや密な卸目から珠洲編年Ⅴ期頃

が推測され、15 世紀代と考えられる。

　SK134 土坑（第 103 図）

　SK134 は、２区北東端部の小形の土坑で、覆土中から

瀬戸美濃の丸皿（103- ８）が出土した。口径 10.4 ㎝、

器高 2.6 ㎝、高台径 5.8 ㎝で、口縁部がやや緩やかに外

反し、高台内輪は所謂ドチ底である。大窯編年第３段階

後半と推測され、15 世紀後～末葉の時期が比定される。

　SD119 溝跡（第 95 図）

　SD119 は、２区北東部の同一方向の畝状溝跡群の一

つで、覆土中から青磁の碗（95-10）、瀬戸美濃の折縁皿

（95- ９）が出土した。95-10 は体部片で判然としない

が、外面の無文や緩やかな体部外傾などから 15 世紀代

と推測される。95- ９は、見込みの蓮弁状の文様や器高

がやや低下した形態から大窯編年の第４段階頃が推定さ

れ、概ね 15 世紀末～ 16 世紀初頭頃であろう。

　SD２（SD156）溝跡（第 61図）

　SD ２は、１区の東端の中形溝跡で、２区では SD156

としたもので、約 10 ｍ東側に SD159 が南北に並走する。

SD ２からは、中世後半の白磁の皿（61-16）の高台部が

出土し、径が 5.2 ㎝とやや大きく薄い高台からＥ類と考え

られる。時期は 16 世紀代と推測される。

　近世

　近世は、溝跡や落込み状遺構などに散発的に出土し、

中世の遺物も含まれることが多く、溝や落込み状遺構の開

口時期や埋没時期との関連が窺われる。他に、グリッド（包

含層）や攪乱・暗渠などからも散見され、１区・２区共

に調査区全体で遺物が分布する。

　SK104 土坑（第 92 図）

　SK104 は、２区中央部の小形の土坑で、攪乱遺構が

周辺に多いが、近世の古相の遺物が出土する。覆土から

肥前磁器の小壺（92- ３）が出土。外面には植物文が施

され、底径 4 ㎝ほど緩やかな高台が付き、形態から九州

陶磁編年Ⅰ期の 16 世紀末頃が比定される。肥前陶器で

は、皿（92- １）や壺（92 - ２）が出土。92- １は、見

込みに３ケ所の砂目があり、短い輪高台で、92- ２も口

縁部が短く直立気味に立ち、口唇部が面を持ち肩が張る

壺で、両者は九州陶磁編年Ⅱ期の 17 世紀前半であろう。

　SD18（第 1次 SD50）溝跡（第 77図）

　SD18 は、１区の中央部～南半の東西大溝である。当初、

溝跡の西側部を SD ５で登録したが、調査の結果、SD18

の一連の溝跡と判断された。また、SD18 は第１次調査の

SD50 と同一の遺構でもある。

　SD18（SD ５）では、第 1 次調査と同じく古代の土器

が多く出土したが、中世の珠洲の甕・擂鉢が、溝の西側

の SD ５（75- １～３）、東側～中央部の SD18（77- ９・

10）から出土した。77-10 以外は甕の体部片である。こ

れらは、体部破片が多く、時期の判断が難しい。しかし、

77-10 の擂鉢がやや密な卸目などから珠洲編年Ⅳ期の 14

世紀代が推測される。おそらく他の破片についても概ね同

様の時期であろう。

　また、近世の肥前陶器の碗（77- ７）があり、見込み

に砂目が認められ、九州陶磁編年Ⅱ期に相当することか

ら、17 世紀前半である。他に産地不明の小形の瓶状のも

の（77- ８）がある。1 区調査区でも外面上絵付けした人

形の可能性がある肥前磁器（118-19）が出土し、上絵付

けなどから概ね同編年Ⅲ期の 17 世紀後半が推測される。

　SD18（第 1 次調査では SD50）は、北接する SD ４（第

１次調査では SD51・92）が近世の「磁器」が出土する

のに対し、中近世の「陶器」が主体的に出土することが

報告され、SD ４よりやや古相の溝跡として報告されている

（名和 1987）。

　今回の調査では、第 1 次調査で中近世の「陶器」が主

体とされた SD18（第１次調査では SD50）から、近世磁

器が出土し新たな所見が得られた。ただし、近世磁器は

ごく少数で時期も九州陶磁編年Ⅱ～Ⅲ期の 17 世紀代に

留まる。

　SD４（第 1次 SD51・92）溝跡（第 72図）

　SD ４は、前述した通り１区中央部の東西大溝で、第 1

次調査の SD51・92 とされた溝跡である。第 1 次調査の

報文では近世磁器が主体の溝跡として報告されたが、中

世の遺物が出土した。

　具体的に、珠洲の甕（72- ６）・擂鉢（72- ７）、青磁

の碗（72- ３）、瀬戸美濃の折縁皿（72- ４）が出土した。
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珠洲甕の 72- ６は口縁部内面に線刻があり、形態などか

ら珠洲編年Ⅱ～Ⅲ期の 13 世紀代と考えられる。同擂鉢

の72- ７は粗い卸目で、72- ６と同様の時期である。

　一方、青磁碗の72- ３は、外面が鎬蓮弁文（Ｂ類。小

野 1982）で、概ね 15 世紀前半の所産と考えられ、瀬戸

美濃折縁皿の 72- ４は、口縁部の強い屈曲などから大窯

編年第４段階が推定され、概ね 15 世紀末～ 16 世紀初

頭で、珠洲の一群とはやや時期差がある。

　この他近世では、肥前陶器の碗（72- ５）、肥前磁器の

皿（72- １）・碗（72- ２）がある。72- ５は見込みに砂

目痕跡の可能性があり、肥前陶磁器編年Ⅱ期の 17 世紀

前半と考えられる。肥前磁器の 72- １も内面植物文が施

され、小さい高台から古相であろう。72- ５と同様のⅡ期

と推測される。

　一方、72- ２は器厚が厚手の所謂くらわんかタイプで、

最新相の同編年のⅤ期で、18 世紀末～ 19 世紀前半であ

ろう。SD ４は中近世の遺物に時期幅があり、断続的な遺

物の混入と溝跡の機能があったと考えられる。

　遺構外の中近世遺物

　遺構外の中近世は、グリッド出土や調査区出土の遺物

を取り上げる。また、当初遺構で登録したが、現代の遺

物が出土し、攪乱遺構と判断されたものも含める。

　これらは、数量が少なく、破片資料が多いことから、時

期など詳細は不明な点が多いが、攪乱遺構でも周辺に中

近世の遺構があった可能性もあり、大きく中世と近世に分

け、種別毎に古い順に出土区に関連させて概述する。

　中世の遺物　中世の遺物は、青磁・白磁・青花の輸入

陶磁器、珠洲・須恵器系陶器・越前（瓦系陶器）・瀬戸

美濃など陶器類が出土した。これらは、1 区で攪乱の東

西方向の溝跡（SD19）、２区の東西方向の溝跡（SD117）

と南北方向の溝跡（SD118）などから僅かに出土する。

また、１区・２区の包含層からも一定量出土する。両区

とも概ね同じ陶磁器構成だが、越前は１区、青花は２区

などに限定的で、時期も一部異なるところもある。

　青磁（第 111・119 図）　１区で碗（111-17・19）、皿

（111- ５）、２区では碗（119-16・17）、皿（119-13）

などがある。１区の111- ５は稜花皿、111-17 は椀だが、

両者とも外面鎬蓮弁文（Ⅱ類）があり、13 世紀後半が推

測される。一方、２区の119-17 は外面に刻花雷文（Ｃ類）

を描き、14 ～ 15 世紀代と推測される。119-13 は稜花

皿で、内面に櫛描文を描き、青磁編年で15 世紀後半櫛

と考えられる。119-16 は小片だが口縁形態から15 世紀

代であろう。青磁は、全体に1 区と２区でやや時期差が

あり、１区に古相のものが多い。

　白磁（第 76・119 図）　１区の攪乱であるSD17 の皿

（76-14）、２区の皿（119-12）が出土した。小片だが

形態から119-12 は白磁編年のＤ類、76-14 は同 E 類で、

前者が 15 世紀後半、後者が 16 世紀代と考えられる。

　青花（第 119 図）　２区の碗（119- ３）、皿（119- １）

が出土した。119- ３は外面に重弧状の唐草文が施され、

中国染付編年のＢ群であり、15 世紀前半櫛に該当するで

あろう。119- １は内面植物文が施され、形態から同Ｅ群

であり、16 世紀後半と推測される。両者とも景徳鎮産と

考えられる。

　珠洲（第 76・82・95・103・111・119 図）　甕や擂

鉢が１・２区共に出土し、１区の SD17 の甕（76-19）、

SD19 の擂鉢（82- ２）、２区の SD118 の甕（95- １）、

SD143の甕（103-10）などが攪乱から出土した。１区で

は、甕（111-27）、擂鉢（111-24・25）、２区では、甕

（119-28・30）、擂鉢（119-24）が包含層から出土した。

　これらは、小片で時期の判断が難しいが、形態や卸目

の粗密などから、111-24 が珠洲編年Ⅳ期、111-25と口

縁部に波状文がある119-24、卸目密な 82- ２が同Ⅴ期

である。珠洲は、全体的に新相でⅣ期の 14 世紀代・Ⅴ

期の15 世紀代の時期幅が考えられた。

　須恵器系陶器（第 111・119 図）　須恵器系陶器は、

珠洲に類似した焼成や技術のもので、胎土や形態などか

ら分類した。１区の甕（111-26）、２区の甕（119-29、

123-15）が出土し、小片で時期不詳だが、珠洲と同様の

時期が推測される。

　越前（第 111 図）　所謂瓦器系陶器の色調が赤褐色の

もので、可能性のあるものも含め１区の擂鉢（111-22・

23）・甕（111-28）などが出土した。擂鉢は卸目が密な

ものが主で、概ね 16 世紀代と推測される。

　瀬戸美濃（第 76・94・111・119 図）　１区で古相の

所謂古瀬戸の内外面釉剥離した瓶（111-20）が出土し、

概ね 14 ～ 15 世紀代と推測される。それ以外の大半は、

後出の大窯期と考えられ、概ね 16 世紀代と推測された。

　攪乱からは、SD17とした所から皿（76-15・16）・丸碗

（76-18）、SD117とした所から皿類（94-15）が出土した。
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76-18 は小振りな底径などから大窯編年の第１段階が推

測され、15 世紀末～ 16 世紀初頭が考えられる。

　1区では、包含層から天目茶碗（111-18）、皿類（111- ４・

10～ 13）、折縁皿（111- ７・８）が出土した。111-18

は胎土などから越中瀬戸の可能性があり、同第３段階に

相当する16 世紀後半が推測される。111- ７・８の折縁

皿の口縁形態や、111- ４の内面ソギのある皿高台などは、

同第４段階の16 世紀末～ 17 世紀初頭であろう。

　２区では、天目茶碗（119-18・19）、皿類（119-15）

などが出土した。119-15 は見込みにトチン痕跡があり、

同第３段階の15 世紀後葉の可能性がある。

　近世の遺物　近世の遺物は、染付の所謂肥前磁器、肥

前陶器などがあり、一部産地不明の陶器類も含まれる。こ

れらは、1 区では中近世の SD18 などと同じ東西方向の

攪乱の溝跡（SD19）、２区の攪乱とした SK101・111、

SD105・116・117・118・144 などから若干出土した。

包含層では、両区とも一定量出土した。九州陶磁編年の

最古相のⅠ期は１区に、次期Ⅱ期は２区に多いなどやや

偏りも窺える。

　肥前陶器（第 76・82・91・92・94・103・111・119 図）

　肥前陶器は、碗・皿類を主に、鉢・瓶など多様な器種

で、中世末から継続する古相のものが両区で一定量ある

ことが注目される。但し、小片が多いため、形態などから

時期が推測されるものを主に、九州陶磁編年の古い順に

概述する。

　最古相のⅠ期は、１区では、攪乱とした SD17 の天目

茶碗の可能性のある碗（76-17）、SD19 の皿（82- １）、

包含層の皿類（111- ６・９）がある。２区では、攪乱と

したSD105の皿（92- ９）、壺（92- ７）、SD116の瓶（94-

７）、SD144 の皿（103-12）がある。２区の包含層で

は、皿類（119- ４～９・14）を主に、内面卸目のある鉢

（119-25）、片口皿（119- ８）、鉢（119-27）などがある。

　Ⅰ期は、皿の見込みに胎土目がある最古相の時期であ

る。当該時期の遺物は、1 区より２区に多い傾向があり、

これは両区で検出された中近世の遺構数でも同じ傾向が

窺える。概ね、16 世紀末頃の年代が推測される。

　Ⅱ期は、1区で包含層出土の肥前陶器の擂鉢（111-21）、

肥前磁器の皿（111- ２）・碗（111-14）・瓶（111-16）、

産地不明だが底径が小さく111-14と同形態のもの（111-

15）がある。２区では攪乱としたの SD105の見込みに砂

目のある肥前陶器の皿（92- ８）、包含層から肥前磁器

の底径の小さい皿（119- ２）、肥前陶器の皿（119-10・

11）があり、外面に印花文のある瓶（119-22）も佐賀県

武雄市甕屋４号窯例から当該期であろう。

　Ⅱ期は、皿の見込みに砂目の残る時期である。当期時

期の遺物は、包含層で１区において遺物がやや多く認め

られ、中近世遺構（SD ４・５・18）でも当該期の遺物

が散見される。２区では、当該期の遺物がやや減少して

いることから、当該期主体が２区から１区へ移動した可能

性はないか。17 世紀前半である。

　Ⅲ期では、1 区では包含層から肥前陶器の皿（111- ３）、

２区では攪乱としたSK101 から肥前磁器の厚手の外面唐

草文の皿（91-15）、包含層の肥前陶器のタタキ成形で内

面格子状のアテ痕がある瓶（119-20・23）がある。Ⅲ期は、

両区とも形態の分かる遺物が少なくなる傾向がある。時期

は17 世紀後半である。

　Ⅳ期は、1 区で遺物が不明瞭で、２区で肥前陶器の見

込み蛇の目釉剥ぎし、重ね焼痕が残る碗（94- ２）など

が散見される。17 世紀末～ 18 世紀後葉であろう。

　Ⅴ期では、1 区で攪乱とした SD17 の肥前陶器の卸目

がやや密な擂鉢（76-20）、２区で攪乱 SK111 の肥前磁

器の内面蛇の目釉剥ぎで植物状の文様が描かれる波佐見

産の皿（94- ３）などが散見されるほどである。Ⅴ期も

Ⅳ期と同じく遺物が少なく、時期は幕末期の 18 世紀末～

19 世紀前半と考えられる。

3　木製品
　木製品では、井戸跡や土坑、溝跡、落込み状遺構など

から斎串などの祭祀具、箸・曲物・櫛などの櫛櫛具、櫛

材・柱材・加工木など建築部材と考えられるものが出土し

た。主なものを遺構毎に概述する。

　SX ３（第 127 図）　棒状木製品（127- １）や箸（127-

３・６・９）、櫛材の先端に炭化した付け木の破片などが

若干出土した。樹種は杉材が多い。

　SD ４（第 127・128 図）　大形の長さ25 ㎝以上の礎

櫛（127-13）や杭（127-11・12）、樽側櫛（128- １）

があり、他に曲物底櫛（128- ４）や円櫛状木製品（128-

７）、箸（128- ３・５）が出土した。杉材が多く、他に

ニレ属がある。

　SD ５（第 128・129 図）　18 ～ 20 ㎝の箸（128- ８・
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13）や中央部に両側縁に対向して切込みがある木簡状の

木製品（128-11）、径 8 ㎝程の曲物底板（128-12）、円

孔が穿たれた加工木（129- １）が出土した。杉材が多く、

他にアスナロ属、モミ属が認められる。

　SP10（第 129 図）　長さ24 ㎝の礎板（129- ３）が出

土し、幅や厚さは腐朽著しく不明である。杉材である。

　SD18（第 129・130 図）　長さ28 ㎝以上の先端を加

工した棒状木製品（129- ５）や櫛（129- 櫛）、櫛櫛で

平面長方形の木簡状の木製品（129- ７）、長さ約 6 ㎝

で平面正方形の板の両角に木釘を２ヶ所打込む板状製品

（129-11）、長さ約 24 ㎝以上の大形の板状木製品（130-

櫛）が出土した。他に、外面赤色漆・内面黒色漆の漆器

椀片（130- ２）、用途不明の黒色赤色漆が塗布の加工木

（130- ３）が出土した。樹種は杉材が多いが、棒状製

品はアスナロ属、櫛は櫛櫛櫛属、漆櫛櫛品は櫛櫛櫛属、ア

スナロ属である。

　SX52（第 130 図）　長さ10 ㎝以上の黒色漆の曲物底板

（130-12）や箸（130-10）が出土し、すべて杉材である。

　SX54（第 130・131 図）　斎串２点（130-16、131- 櫛）

が出土した。130-16 は、長さ13 ㎝以上で幅 1.9 ㎝、厚

さ櫛㎜のもので、頭部が平坦で、両肩部に複数の斜めの

切込みが入れられた。131-櫛は、長さ５㎝以上で幅1.4㎝、

厚さ３㎜のもので、頭部が三角形状だが、体部上半が欠

損しており、切込みなどの形態は不明である。他に、長さ

12 ～ 15 ㎝以上の先端が尖る棒状の木製品が複数（130-

13、131- １・３）あるが、用途は判然としない。また、

長さ５㎝以上の櫛け木が一定量出土している。樹種は、

概ね杉材で、他に松属がある。

　SE123（第 131・154 図）　県内では出土例が少ない

平面形が平行四辺形の斎串と考えられる木製品が大小合

わせて247 点出土した。当初、先端が斜めの形状から楔

などの用途も考えられたが、一定の長さや規則性のある平

行四辺形の形状、後述する製作方法のあり方、井戸枠外

でのまとまった数量の出土状況、県内や他県での類例な

どを勘案し、本稿では先端が斜めの形状で、一定の長さ

を有するものを斎串として扱う。

　これは、長さと形状から幾つかの分類が可能であった。

最初に、斎串の長さのまとまりから大別分類が可能と考え

られた。

　Ⅰ類：長さ約 21 ㎝（約７寸）以上のもの。

　Ⅱ類：長さ約 18 ㎝（約６寸）前後のもの。

　Ⅲ類：長さ約 15 ㎝（約５寸）前後のもの。

　Ⅳ類：長さ約 12 ㎝（約 4 寸）前後のもの。

　Ⅴ類：長さ約９㎝（約３寸）前後のもの。

　Ⅵ類：長さ約６㎝（約２寸）前後のもの。

　Ⅶ類：長さ約３㎝（約１寸）前後のもの。

　Ⅷ類：先端など欠損し長さが不明なもの。

　次に、細長い板状の両端の平面形態から細分類された。

　ａ類：両端を斜位に対向して切り平面形が平行四辺形

を呈するもの。

　ｂ類：両端の片方は概ね長軸に直交して平坦面を作り、

もう片方のみ斜位に切るもの。

　ｃ類：両端を同じ側から切り平面形が台形状のもの。

　d 類：先端は斜め加工されるが、もう片方は欠損し、形

状不明なもの。なお、長さの下限は知ることができる。

　他に、ａ～ｃ類の断面形態は、斜位にケズリ加工され

る面を幅とした場合、幅より厚さが櫛いもの（断面が板状）

が多く、幅と厚さが同等のもの（断面が角状）が一定量

ある。一部明らかに幅より厚さがあるもの（断面が長方形

状）も散見され、更に細分できる可能性がある。

　これら分類を整理したものが、表３である。欠損品（35

点）を除いたものではⅤ類（約 9 ㎝）が最も多く45 点ある。

ついで、その前後のⅣ類（40 点）・Ⅵ類（34 点）も約

30 点前後の数量があるが、大形のⅠ（３点）・Ⅱ類（13

点）はやや少ない。最も小形のⅦ類は17 点となる。但し

Ⅶ類は、Ⅵ類以上の長さ調整のために先端を切った際の

破片の可能性もある。

　また、形状では、Ⅰ～Ⅶ類の中でａ類が最も多い。一

方で、ｂ類も一定の割合で存在し、ｃ類が僅かに組成の

一角を占めるようである。最も数量の多いⅤ類（45 点）

ではａ類が 73.3％（33 点）、ｂ類が 24.4％（11 点）、

ｃ類 2.2％（１点）となる。この比率は、長さの各分類で

も多少の差異はあるが概ね同等となる。

　これらの中の主なａ類は、西日本で散見され、兵庫県

砂入遺跡（兵庫県 1997）などで確認されている。県内

では従来確認されていなかったが（山内 2008）、近年村

山市蝉田遺跡で類似品が出土している（斎藤 2017）。

　本遺跡において特に注目されるのは、この特徴的な斎

串 42 個体の接合資料が認められることである（表 44・

写真図版 150 ～ 151）。
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　接合資料には、ａ類斎串の２～３点が幅広の平坦面で

接合し、平行四辺形の板状になり、接合した際の長さが

20 ㎝以上の大形のもの（接合資料１・９・16）、同じく

長さが 15 ～ 20 ㎝の中形（接合資料２・４・７・８・

14・15・18・22・23・28）、15 ㎝以下の小形（接合

資料６・25・29・33・34・39・40）があり、特に中形

が多い。

　これらは、ほぼ同じ長さの斎串が接合したことから、素

材の平行四辺形の板材を薄く割り、斎串を作製したものと

考えられた（接合Ａタイプ：写真図版 150（２）～ 151

（４））。Aタイプは、平面平行四辺形を基調にし、a 類な

どが接合し、板状の一端が斜位に、もう一端も側面を斜

位に削られるものである。なお、製作段階で斜位面が対

向しないもの（接合資料 13）や、接合するa 類の一部が

未製品的にケズリ途中のもの（接合資料 17）も含めた。

　一方、このような接合はｂ類でも認められ、幅広の平坦

面や、幅と同じ厚さの平坦面で接合し、先端が斜位に切

られ、もう一端が垂直に並ぶものである。接合した平面形

は、上端は斜位で、下端が長方形になる台形状の板材に

なる（接合Ｂタイプ。写真図版 150（１））。Ｂタイプは、

平面台形状で、Ⅰ類が全て接合し大形になる（接合資料

12）。他も２～３点が接合するものは、長さが異なるⅡ類

とⅢ類、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ類が連続して接合する中形のもの（接

合資料 10・19・21・27・31）、長さが異なるⅤ・Ⅶ類、Ⅴ・

Ⅵ類、Ⅵ・Ⅶ類が接合する小形のもの（接合資料１・５・

30）がある。これは、素材の板材の上端のみ斜位に加工し、

それを薄く分割し、斎串を作製したことが推測される。

　他方、全体形状は平行四辺形基調で、一端は斜位に加

工するが、反対側の先端は長さを異にし段状に斜位で加

工されるもの（接合５・７・24・20・26・32：写真図

版 150（２））がある。これは、板材の一端を斜位に加工し、

その後薄く側面から割った後に、各々長さを違えて斜位に

加工し、a 類や b 類の斎串を作出したものである（接合Ｃ

タイプ：写真図版 151（４））。このＣタイプは、製作の

順番が接合資料から理解され、概ね製作当時に、この平

行四辺形の形状と長さが特に意識され、加工されたことが

窺える。

　最後に、末端が欠損し、長さや形状が不明な接合資料

（接合資料 10・25・28・41）は、接合Ｄタイプとした。

　なお、これら斎串類の樹種は杉材が大半だが、1 点ア

スナロ属（134- ２）がある。

　他に、木製品では、板状や棒状製品が多い。しかし、

大半が腐朽などで先端が欠損しており、規模は不明なも

のが多い。また、長さ60 ㎝以上、幅 10 ～ 15 ㎝内外、

厚さ１～ 1.5 ㎝の大形で井戸枠材の縦板と考えられる板

材（151-13 ～ 154- ３）が一定量あり、多くが先端を腐

朽・欠損する。小形の板材（133-1・14、134-1・６・

９・13、135- ９、136- ２・９・10・11、137- ５・８

～ 10・12・15、143- ９・15、144-10）は、長さ５～

20 ㎝以上、幅１～ 1.5 ㎝内外、厚さ0.5 ～ 1.5 ㎝が多い。

　角材の棒状製品（149-10、150- ５・８・14）は、長

さ10 ㎝以上、幅１～ 1.5 ㎝内外のものが多い。

　大形の丸材（143- １）は、長さ10 ㎝以上、径 4 ㎝

以上である。小形の丸材の棒状製品（135-13、141-11、

143-11・16、151-10）は、長さ５㎝以上、幅１～ 1.5

㎝内外のものが多い。

　不定形な加工木（139- ３、142- ５、144- ２）は、

長さ５㎝以上、幅 1.5 ㎝内外、厚さ0.5 ㎝ほどで、小形

品が多く、用途不明である。付け木（136- ３）は、先端

が炭化し、長さ18 ㎝、幅 3 ㎝の大形である。

　全体に板材や丸材、加工木とも杉材が大半で、他にア

スナロ属、エゴノキ属、柳属などがある。

　SE126（第 154 図～ 159 図）　井戸枠の可能性のある

大形の長さ40 ～ 50 ㎝以上、幅５～７㎝、厚さ１㎝程

の板材（158-12・13）や中形の板材片、長さ25 ㎝以

上、幅２㎝、厚さ1.5 ㎝程の角材（156-16）も一定量出

土した。但し、不朽が著しく、出土状況からも規則性はな

く用途は判然としない。他に曲物の側板（156-22、157-

２・５）、楔状の加工のある板材片（157-15）、平行四

辺形の斎串の可能性のあるもの（157-18）などが出土した。

また、多量の箸も出土したが、破損品が多く、全形を窺え

るものは154- ４・156-13・157- ９・158- ９などである。

それらは、長さ17 ㎝以上～ 26 ㎝程で、幅・厚さ0.5 ㎝

である。樹種の多くは杉材で、他に漆属や柳属などがある。

　SE162（第 159 図）　井戸枠などの可能性もある長さ

16 ～ 18 ㎝、幅 1.1 ～ 4.7 ㎝、厚さ0.2 ～ 1.0 ㎝程の板

材（159- ３・７）や先端を尖らせた棒状木製品（159-

４～６）などが若干出土した。板材は杉材、棒状木製品

はモクレン属、他にケヤキ属がある。

　EP167（第 159 図）　両端を斜位にケズリ側断面が台
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形状になる加工木（159-10）が出土した。杉材である。

　SP211（第 159 図）　箸（159-11・13）、棒状木製品

（159-12・14）が出土し、箸は杉、他はモクレン属。

　SK213（第 160 図）　県内では数少ない斎串（160- １・

２）が出土した。両者とも長さ18 ㎝、幅 3.6 ～ 3.9 ㎝、

厚さ0.3 ㎝ほどである。頭部は山形を呈し、先端が細くな

る塔婆形で、上半部上位に上から複数の斜めの細かい切

込み、上半部下位に下から複数の斜めの細かい切込みが

入る。更に、160- １は下半部上位に上から複数の斜めの

細かい切込みが入り、160- ２は下半部上位に上から複数

の斜めの細かい切込み、下半部下位に下から複数の斜め

の細かい切込みを入れた痕跡が確認される。

　この上下から切込みを入れる斎串は、県内では類例が

数少なく、上曽根遺跡周辺の酒田市後田遺跡、同新青渡

遺跡、遊佐町大坪遺跡に限られる。樹種は杉材である。

　SP219（第 160 図）　大形の長さ約 25 ㎝、幅約 18 ㎝、

厚さ4.5 ㎝の礎板（160- ３）がある。杉材である。

　SP224（第 160・161 図）　大形の長さ約 20 ㎝、幅約

14㎝、厚さ7.5㎝の礎板（160-４）や径20㎝の柱根（160-

５）、小形板材（161- １）がある。樹種は杉材。

　SP231（第 161 図）　大形の長さ約 19 ㎝、幅約 18 ㎝、

厚さ６㎝の平面正方形の礎板（161- ２）で杉材である。

　SP235（第 161 図）　大形の長さ約 9.4 ㎝、径約 16 ㎝

以上の柱根（161- ３）がある。樹種は杉材である。

　SP237（第 161 図）　大形の径 22.6 ㎝、厚さ0.6 ㎜の

曲物底板（161- ４）がある。樹種は杉材である。

　SP244（第 161 図）　長さ19 ㎝以上の角材の棒状木製

品（161- ６）や長さ11.8 ㎝以上の付け木（161- ５）な

どがある。樹種は棒状木製品は杉材、付け木は松属である。

　グリッド（第 161 図）　3815グリッドで先端が凸状にな

る板状木製品（161- ９）がある。杉材である。

4　鉄製品
　鉄製品では、溝跡や土坑などから、銅製の古銭やキセ

ルが僅かに出土した。

　古銭（第 126 図）　古銭が 1 区の SD18 溝跡（126-10）

や SG ６川跡（126- ９）、２区の SK127（126-11）から

出土した。全て径 7 ㎝の寛永通宝だが、126- ９・11 は

裏面に「丈」がある。

　キセル（第 126 図）　キセル（126-12）が 3811グリッ

ド（攪乱）から出土し、長さ8.5 ㎝、幅 1.5 ㎝の銅製で、

概ね古銭と同じ近世の所産と考えられる。

5　石製品
　石製品では、溝跡やピット、落込み状遺構、包含層な

どから、紡錘車、砥石、摺石、礎石などが出土した。摺

石が大半で、次に砥石が多く、他は散発的である。

　紡錘車（第 126 図）　紡錘車（126- ７）は、２区北

半から出土し、径 5.6 ㎝、幅 1.9 ㎝の円盤状で、中央に

径 0.5 ㎝の孔が穿たれる。石材はシルト質泥岩製である。

　砥石（第 125・126 図）　砥石は、６点が出土し、

SD89 や SP259 など遺構からも出土するが、包含層出土

のものが多い。板状や撥状を呈し、一部欠損するものも

ある。大きさは、長さ約 10 ㎝以上の大形品（125- １・

６）と長さ約 10 ㎝以下の小形品（126- １～３・６）が

あり、小形品が多い。砥面は上下面や全面を使用するも

のがあり、126- ６は砥面平坦面に直交して穿孔があり、

125- １は使用痕の可能性もある線刻が砥ぎ面にある。石

材は泥質・シルト質凝灰岩製を主体としたものが多い。

　摺石（第124～126図）　摺石は、11点が出土し、SD２・

SD ４など溝跡から多く出土した。不定形な川原石の一面

などに摺面を持つものを摺石として抽出した。大きさは、

長さ約 10 ㎝以上の大形品（126- ４）と長さ約 10 ㎝未

満の小形品（124-１・２・４・５、125-２～５、126-５）で、

大半が７～９㎝大のものである。上面のみと上面・側面、

全面の平坦面に摩滅痕が認められ、多様である。安山岩

かデイサイト製を主体とする。

　板状石製品・礎石（第 124・125 図）　他に、124- ７は、

板状石製品としたもので、長さ約 10 ㎝、幅約 8.7 ㎝、厚

さ約5.0 ㎝の厚手の方形状を呈する。上面にノミ痕跡があ

り、煤が付着するもので、用途は判然としない。124- ６は、

礎石と考えられるもので、SK ７から出土する。長さ約 21

㎝、幅約 16 ㎝、厚さ約 10 ㎝の厚手の方形状を呈する。

外面の一部に被熱を受け、煤が付着する。デイサイト製。

　石鏃（第 126 図）　126- ８は有茎の石鏃で、SX155

から出土。長さ約 2.5 ㎝、幅約 1.6 ㎝、厚さ約 4.5 ㎜だが、

茎部先端は欠損する。石材は頁岩である。有茎の形態か

ら縄文時代後～晩期と考えられる。他に、頁岩製の剥片

や礫が SD72・SD105、20-96グリッドなどから僅かに出

土した。
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表 3　SE123 出土斎串の形態分類

長さ（㎝）
完形品の形態（点数） 折損

合計
a 類 ｂ類 ｃ類 計 ｄ類

Ⅰ類
21 ㎝（約 7 寸）以上

0 3 0 3 0 3

組成比（％） 0.0 　 100.0 0.0 100.0 

（接合） 0 3 0 3 0 3

接合 (％ ) 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 

Ⅱ類
18 ㎝（約６寸）

8 4 1 13 4 17

組成比（％） 61.5 30.8 7.7 100.0 

（接合） 7 4 0 11 2 13

接合％ 53.8 30.8 0.0 84.6 15.4 100.0 

Ⅲ類
15 ㎝（約５寸）

24 9 0 33 1 34

組成比（％） 72.7 27.3 0.0 100.0 

（接合） 19 5 0 24 0 24

接合％ 79.2 20.8 0.0 100.0 0.0 100.0 

Ⅳ類
12 ㎝（約４寸）

32 8 0 40 10 50

組成比（％） 80.0 20.0 0.0 100.0 

（接合） 18 8 0 26 7 33

接合％ 54.5 24.2 0.0 78.8 21.2 100.0 

Ⅴ類
９㎝（約３寸）

33 11 1 45 11 56

組成比（％） 73.3 24.4 2.2 100.0 

（接合） 17 10 0 27 5 32

接合％ 53.1 31.3 0.0 84.4 15.6 100.0 

Ⅵ類
６㎝（約２寸）

22 12 0 34 18 52

組成比（％） 64.7 35.3 0.0 100.0 

（接合） 5 11 0 16 2 18

接合％ 27.8 61.1 0.0 88.9 11.1 100.0 

Ⅶ類
３㎝（約 1 寸）

12 3 1 16 19 35

組成比（％） 75.0 18.8 6.3 100.0 

（接合） 0 0 0 0 0 0

接合％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

総計 131 50 3 184 63 247

組成比（％） 71.2 27.2 1.6 100.0 

（接合） 66 41 0 107 16 123

接合％ 53.7 33.3 0.0 87.0 13.0 100.0 

1/4

1/2

1/1

Ⅶ類

Ⅵ類

Ⅴ類

Ⅳ類

Ⅲ類

Ⅱ類

Ⅰ類

30

25

20

15

10

5

2.5 5 7.5 （幅）㎝

（長さ）
㎝

※折損により全長が不明な
　個体d類と接合D類は除く

   接合
 A類
 B類
 C類

  
 ：
 ：
 ：

凡例
 
 a類
 b類
 c類

  
 ：
 ：
 ：

個体  
Ⅰ類
Ⅱ類
Ⅲ類
Ⅳ類
Ⅴ類
Ⅵ類
Ⅶ類

  
 ：
 ：
 ：
 ：
 ：
 ：
 ：

（21 ㎝
以上）

（18 ㎝
前後）

（15 ㎝
前後）

（12 ㎝
前後）

（9 ㎝
前後）

（6 ㎝
前後）

（3 ㎝
前後）
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第 61 図　SX １・SD ２（１）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 62 図　SD ２（２）遺物
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1:3
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第 63 図　SD ２（３）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 64 図　SX ３（１）遺物
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 65 図　SX ３（２）遺物
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 66 図　SX ３（３）遺物
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 67 図　SX ３（４）遺物

0 10cm

1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 68 図　SX ３（５）遺物

黒色漆
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1:3
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第 69 図　SX ３（６）　遺物
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1:3

黒色剥離
漆付着

06_2_Ⅴ出土遺物_2022-03-04.indd   106 2022/03/04   15:21



2

7

4

3

6

5

10

9

8

11

1

107

Ⅴ　出土遺物

第 70 図　SX ３（７）遺物
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第 71 図　SX ３（８）遺物
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第 72 図　SD ４（１）遺物

0 10cm

1:3
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第 73 図　SD ４（２） 遺物
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第 74 図　SD ４（３）遺物
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Ⅴ　出土遺物
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第 75 図　SD ５・SK ７・SK ８・SK ９・SP10 遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 76 図　SK12・SK13・SK15・SD17      
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 77 図　SD17・SD18（１）遺物

SD17       
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Ⅴ　出土遺物

第 78 図　SD18（２）遺物　 

0 10cm

1:3

摺面
摺面
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Ⅴ　出土遺物

第 79 図　SD18（３）遺物
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 80 図　SD18（４）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 81 図　SD18（５）遺物 
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1:3
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Ⅴ　出土遺物

第 82 図　SD19・SK29・SK36・SK46・SK49・SK51・SK52（１）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 83 図　SK52（２）・SD53 遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 85 図　SX54（２）遺物
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1:3
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第 86 図　SX54（３）遺物
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第 87 図　SX54（４）　遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 88 図　SK56・SK61・SP63・SD72・SP73・SK75・SK77・SD78・SD82・SD83・SP84・SP88 遺物

0 10cm

1:3

SK56

SP73

SD72SP63SK61

SK75

SD82SD78

SK77

SP84SP88

SD83

06_2_Ⅴ出土遺物_2022-03-04.indd   125 2022/03/04   15:21



1
2 43

85 7 9

10

12

11

17

16
15

14

13

21201918

22

26

24

29

25

23

32

30

27

28

31

6

126

Ⅴ　出土遺物

第 89 図　SD89・SP90 遺物
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第 90 図　SK95・SK97（１）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 91 図　SK97（２）・SK98・SK101 遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 92 図　  SK104・SD105（１）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 93 図　SD105（２）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 94 図　 SK108・SK111・SK113・SK115・SD116・SD117 遺物
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第 95 図　SD118・SD119・SK120 遺物
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第 96 図　 SK122・SE123 （１）遺物
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第 97 図　SE123（２）遺物
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第 98 図　  SD124（１）遺物
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第 100 図　  SE126（１） 遺物
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第 101 図　SE126（２）遺物
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第 102 図　  SE126（３）遺物

0 10cm

1:3

06_2_Ⅴ出土遺物_2022-03-04.indd   139 2022/03/04   15:22



3
1 2

4

5

8

6

13

12

11
10

9

14

15

7

140

Ⅴ　出土遺物

第 103 図　SE126（４）・SK132・SK134・SD143・SD144・SX154 遺物
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第 104 図　 SX155 （１）遺物
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第 105 図　SX155（２）・SD156・SD159・SE162・SK205・SP207・SP209・SK210（１）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 106 図　  SK210（２）・SK212・SK213（１）遺物
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第 107 図　SK213（２）・SD214・SK216・SP231・SD238（１）遺物
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第 108 図　  SD238（２） 遺物
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第 109 図　SD238（３）・SP242・SK244（１）遺物
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第 110 図　SK244（２）・SK245・SK246・SK247・SP249・SP255・SD257・SP266 遺物
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第 111 図　１区　グリッド（１）遺物
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第 112 図　１区　グリッド（２）遺物
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第 113 図　１区　グリッド（３）遺物
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第 114 図　１区　グリッド（４）遺物
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第 115 図　１区　グリッド（５）遺物
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第 116 図　１区　グリッド（６）遺物
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第 117 図　１区　グリッド（７）遺物
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第 118 図　１区　グリッド（８）・１区　調査区遺物        
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第 119 図　２区　グリッド（１）遺物
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第 120 図　２区　グリッド（２）遺物
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第 121 図　２区　グリッド（３）遺物
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第 122 図　２区　グリッド（４）遺物
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Ⅴ　出土遺物

第 123 図　２区　グリッド（５）・２区　調査区遺物
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第 124 図　SD ２ ・SX ３・SD ４・SK ７・SD18 石製品
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第 125 図　SD89・SD214・SP227・SD238・SP259 石製品
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第 126 図　１区・２区グリッド石製品・SX155 石器・SG ６・SD18・SK127・２区グリッド金属製品
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第 127 図　SX ３・SD ４（１）木製品
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第 128 図　SD ４（２）・SD ５（１）木製品
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Ⅴ　出土遺物

第 129 図　SD ５（２）・SK ９・SP10・SD18（１）木製品
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第 130 図　SD18（２）・SK52・SX54（１）木製品
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第 131 図　SX54（２）・SD116・SE123（１）木製品
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Ⅴ　出土遺物

第 132 図　SE123（２）木製品
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第 133 図　SE123（３）木製品
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第 134 図　SE123（４）木製品
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第 135 図　SE123（５）木製品

0 10cm

1:2

06_2_Ⅴ出土遺物_2022-03-04.indd   172 2022/03/04   15:22



1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

173

Ⅴ　出土遺物

第 136 図　SE123（６）木製品
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第 137 図　SE123（７）木製品
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第 138 図　SE123（８）木製品
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第 139 図　SE123（９）木製品
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第 140 図　SE123（10）木製品
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第 141 図　SE123（11）木製品
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第 142 図　SE123（12）木製品
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第 143 図　SE123（13）木製品
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第 144 図　SE123（14）木製品
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第 145 図　SE123（15）木製品
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第 146 図　SE123（16）木製品
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第 147 図　SE123（17）木製品
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Ⅴ　出土遺物

第 148 図　SE123（18）木製品
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第 149 図　SE123（19）木製品
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第 150 図　SE123（20）木製品

0 10cm

1:2

06_2_Ⅴ出土遺物_2022-03-04.indd   187 2022/03/04   15:22



1
2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

188

Ⅴ　出土遺物

第 151 図　SE123（21）木製品
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第 152 図　SE123（22）木製品
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第 153 図　SE123（23）木製品
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第 154 図　SE123（24）・SE126（１）木製品
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第 155 図　SE126（２）木製品
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第 156 図　SE126（３）木製品
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第 157 図　SE126（４）木製品
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第 158 図　SE126（５）木製品
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第 159 図　SE126（６）・SE162・EP167・SK211 木製品
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第 160 図　SK213・SP219・SP224（１）木製品
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第 161 図　SP224（２）・SP231・SP235・SK237・SK244・EP271・２区グリッド木製品
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表 4　上曽根遺跡　土器観察表 1

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

61 1 50 肥前陶器 瓶 SX1 RP2 外面ケズリ / 内面ロクロナデ I 期か
2 50 須恵器 蓋 SX1 上面 内外面ロクロナデ / 外面ケズリか 内面摩滅

3 50 須恵器 蓋
SX1(3009)・2908 検出・
3305

口径 (146) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面灰釉

4 50 須恵器 坏 SX1・SX1 上面 RP2 底径 (89) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
5 50 須恵器 坏 SX1 RP2 底径 72 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
6 50 須恵器 坏 SX1・SX1F RP2 内外面ロクロナデ
7 50 須恵器 坏 SX1(2909) 底径 78 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
8 50 須恵器 坏 SX1 ベルト 内外面ロクロナデ

9 50 須恵器 壺 SX1
RP122・
RP2

底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

10 50 赤焼土器 甕 SX1 上面 内外面ロクロナデ
11 50 赤焼土器 甕 SX1 RP2 内外面ロクロナデ

12 50 須恵器 甕 SX1・SD2・2707
RP2・
RP1

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

13 50 須恵器 甕 SX1 RP2
長さ 35/ 幅 31/
厚さ 13

外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 円板状土製品か

14 50 須恵器 甕 SX1・2908 検出 RP2
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

15 50 須恵器 甕 SX1 RP123 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
16 50 白磁 皿 SD2 RP1 底径 (52) E 類

17 50 須恵器 坏 SD2F・2705・2905
口径 (122)/
底径 (76)/ 器高 37

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面煤付着

18 50 須恵器 坏 SD2 RP108
口径 (130)/
底径 (80)/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅　使用痕か

19 50 須恵器 坏 SD2(2606) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
20 50 須恵器 坏 SD2F 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
21 50 須恵器 坏 SD2・SD89(2605) 底径 40 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
22 50 須恵器 有台坏 SD2(2906) 内外面ロクロナデ
23 50 須恵器 坏 SD2(2705)・SD2F(2705) 口径 (128) 内外面ロクロナデ
24 50 須恵器 有台坏 SD2 RP1 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部ナデ 体部打ち欠きか

25 50 赤焼土器 坏 SD2・SD2F(2705) RP104
口径 130/
底径 48/ 器高 44

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 口縁部・内面煤付着

62 1 51 赤焼土器 坏 SD2 RP1 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
2 51 赤焼土器 坏 SD2 RP107 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 51 赤焼土器 坏 SD2F(2705) 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
4 51 赤焼土器 坏 SD2F 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 51 赤焼土器 坏 SD2 RP1 内外面ロクロナデ
内面煤付着
サンドイッチ状焼成

6 51 赤焼土器 坏 SD2 RP1 内外面ロクロナデ 口唇に沈線あり

7 51 土師器 有台坏 SD2・2605・2705 RP1
口径 (176)/
底径 68/ 器高 63

外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理 / 底部ナデ

8 51 土師器 有台坏 SD2 RP88
口径 92/
底径 52/ 器高 34

内外面ミガキ + 黒色処理 /
底部ナデ

9 51 土師器 有台坏 SD2F(3006) 底径 54
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

10 51 土師器 有台坏 SD2
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

11 51 土師器 甕 SD2 ベルト 外面ケズリ / 内面ハケメ
12 51 赤焼土器 甕 SD2F RP1 内外面ロクロナデ
13 51 赤焼土器 甕 SD2F 内外面ロクロナデ
14 51 赤焼土器 甕 SD2F(2906)　 内外面ロクロナデ
15 51 赤焼土器 甕 SD2(2606) 内外面ロクロナデ
16 51 赤焼土器 甕 SD2F(2705) 外面平行タタキ / 内面ナデ
17 51 赤焼土器 甕 SD2F(2705) 内外面ロクロナデ 鉢か
18 51 須恵器 甕 SD2 RP1 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
19 51 須恵器 壺 SD2・SD89(2605) 外面タタキ + ケズリ / 内面ナデ
20 51 須恵器 甕 SD2(2806) 外面平行タタキ / 内面アテ痕 焼成不良中世陶器か
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Ⅴ　出土遺物

表 5　上曽根遺跡　土器観察表 2

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

63 1 52 須恵器 甕
SD2・SD238・
SD238F(2704)・2704

RP1・
RP96

外面平行タタキ + カキメ /
内面同心円アテ痕

2 52 須恵器 甕
SD2・SK244 ベルト・
2908 検出・2908

RP105・
RP1

外面平行タタキ / 内面アテ痕

3 52 赤焼土器 甕 SD2(2906) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
4 52 赤焼土器 甕 SD2F(2606) 底径 (81) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
5 52 赤焼土器 甕 SD2F(2705) 底径 (78) 内外面ナデ / 底部板目痕 内面煤付着
6 52 須恵器 壺 SD2 RP1 内外面ロクロナデ

64 1 53 須恵器 蓋 SX3 下層 RP62 口径 (133)/ 器高 32 内外面ロクロナデ
内面摩滅　
体部外面墨書「申」

2 53 須恵器 蓋

SX3 ベルト・　
SD18 ベルト・
SD18(1799)(1899)・
1700 下層・1700,1800・
1800

口径 164/ 器高 26 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ

3 53 須恵器 蓋
SX3(1701)・
SX3 東半下層 (1601)・
SX3 下層 (1599)・1701

口径 (136)/ 器高 30 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
内面墨痕か
転用硯か

4 53 須恵器 蓋 SX3 下層・SX3 東半 (1800) RP51 口径 (146)/ 器高 29 内外面ロクロナデ 内面摩滅　転用硯か

5 53 須恵器 蓋
SX3 下層 (1601)・
1701 下層

口径 132/ 器高 30 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ 内面摩滅

6 53 須恵器 蓋
SX3(1599)・
SX3 下層 (1599)・
1499 検出

内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ

7 53 須恵器 蓋
SX3 東半下層 (1801)・
SX54(1801)・
1701 下層・1800

口径 (128) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ 内外面摩滅

8 53 須恵器 蓋
SX3 下層 (1701)・
SX54(1801)

内外面ロクロナデ

9 53 須恵器 坏 SX3 下層
RP28・
RP29

口径 (130)/
底径 78/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
底部墨書「宴」　
内面摩滅

10 53 須恵器 坏
SX3(1800)・SD18(1899)・
1700,1800 下層・1800

口径 (154)/
底径 72/ 器高 29

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「十」

11 53 須恵器 坏
SX3 下層 (1799)・
1700,1800 下層・1800

口径 (124)/
底径 68/ 器高 36

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 体部外面墨書「□」

12 53 須恵器 坏 SX3 下層 RP20
口径 132/
底径 86/ 器高 35

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
底部墨書「二」　
体部外面煤付着　
底部摩滅

13 53 須恵器 坏
SX3 東半下層 (1801)・
SX54(1801)・
1700,1800 下層・1800

口径 (130)/
底径 73/ 器高 33

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅　使用痕か

14 53 須恵器 坏 SX3 下層 RP20
口径 133/
底径 80/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

15 53 須恵器 坏
SX3 下層・SD18(1799)・
1700,1800 下層・
1700,1800

口径 (136)/
底径 (80)/ 器高 30

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

16 53 須恵器 坏

SX3 下層・
SX3 下層 (1699)・
SD17(1798)・
1700,1800 下層

RP42
口径 (136)/
底径 60/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

17 53 須恵器 坏
SX3(1799)・SK52・
SX54(1801)・1700,1800
下層・1901 周辺

口径 (124)/
底径 (58)/ 器高 33

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面煤付着　
内面摩滅

65 1 54 須恵器 坏
SX3(1800)・
SX3 下層 (1601)・
SX54(1801)

口径 (140)/
底径 (76)/ 器高 31

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
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Ⅴ　出土遺物

表 6　上曽根遺跡　土器観察表 3

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

65 2 54 須恵器 坏
SX3・SX3 下層・
SX3(1500)・SX3(1800)

RP32・
RP34・
RP35・
RP39

口径 (140)/
底径 84/ 器高 38

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

3 54 須恵器 坏
SX3(1700)・SX3 ベルト・
SX54(1801)

口径 (125)/
底径 65/ 器高 35

内外面ロクロナデ / 回転ヘラ

4 54 須恵器 坏 SX3(1800)・SD18(1899) 底径 (90) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「○」か

5 54 須恵器 坏
SX3 下層 (1799)・
SK12 床面

底径 (72) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「□」

6 54 須恵器 坏 SX3 下層 RP60 底径 75 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
体部打ち欠きか

7 54 須恵器 坏
SX3 下層 (1700)・
SX3 ベルト・
1700,1800 下層

底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
底部墨書「十」

8 54 須恵器 坏 SX3 下層 (1700) 底径 66 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　底部刻書

「□」　転用硯か

9 54 須恵器 坏
SX3 下層 (1700)(1799)・
SX54 下層 (1801)

底径 (103) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 古相

10 54 須恵器 坏 SX3 東半 (1601)・1602 底径 82 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

11 54 須恵器 坏
SX3 下層 (1700)・SX3 東
半下層 (1701)・1800

底径 86 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

12 54 須恵器 坏

SX3 ベルト・
SX3 下層 (1700)・
SD18(1899)・
SX54(1801)・1700 下層・
1700,1800 下層・1800

底径 76 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

13 54 須恵器 坏 SX3 東半下層 RP66 底径 (92)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

底部摩滅

14 54 須恵器 坏
SX3(1800)・
1700,1800 下層

底径 72 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

15 54 須恵器 坏 SX3 東半下層 (1701) 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 胎土緻密
16 54 須恵器 坏 SX3 下層 (1601) 底径 (74) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
17 54 須恵器 坏 SX3 ベルト 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

66 1 54 須恵器 坏 SX3 下層 (1799) 底径 68 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

2 54 須恵器 坏
SX3(1601)・1701・
1701・1801 下層・1801

底径 64 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

3 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1700)(1799) 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
4 55 須恵器 坏 SX3 下層 RP61 底径 (68) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

5 55 須恵器 坏
SX3(1701)・SD18(1798)
(1899)・1700 下層

底径 68 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面墨痕か

6 55 須恵器 坏
SX3(1800)・
SX3 東半下層 (1601)・
1700,1800 下層

底径 66 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 転用硯か

7 55 須恵器 坏 SX3 東半下層 (1701) 底径 (66)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

8 55 須恵器 坏
SX3 下層 (1700)・
1901 周辺

底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

9 55 須恵器 坏
SX3 東半下層 (1801)・
SD5F(1696・1697)・
SX54(1801)

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

10 55 須恵器 坏 SX3(1700) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
11 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1700) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

12 55 須恵器 坏
SX3・
SX3 下層 (1600)(1601)
(1699)(1700)(1701)

RP27・
RP43

口径 127/
底径 53/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
体部外面墨書「得」

（逆位）

13 55 須恵器 坏 SX3・SX3(1600)
口径 (134)/
底径 60/ 器高 36

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「□」　 
内面摩滅
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Ⅴ　出土遺物

表 7　上曽根遺跡　土器観察表 4

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

66 14 55 須恵器 坏 SX3 下層 RP50 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「守」か

15 55 須恵器 坏
SX3(1599)・
SX3 下層 (1599)

底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「豊」

16 55 須恵器 坏
SX3(1601)・SX3 東半
(1601)・SX3 東半下層

RP63
口径 (128)/
底径 62/ 器高 34

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部「□」　内面摩
滅・墨痕　転用硯

17 55 須恵器 坏 SX3F(1601) 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「豊」

18 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1598) 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「十」か　
内面摩滅

19 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1498) 底径 57 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面墨痕か　転用硯

20 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1600) 底径 (63) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「□」
転用硯　（墨痕か）

21 55 須恵器 坏 SX3 下層 (1701) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
底部墨書「□」

67 1 56 須恵器 坏
SX3 下層 (1400)・
SX3 下層 (1601)・
SX3 下層 (1799)

口径 (132)/
底径 (66)/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

2 56 須恵器 坏
SX3・SX3(1700)(1800)
SX3 下層・SX3 下層 (1701)

RP30・
RP31

口径 128 内外面ロクロナデ 体部墨書「十」

3 56 須恵器 坏
SX3F(1700)・
SX3 下層 (1700)・
SX3 下層 (1799)・SK13F

底径 58 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

4 56 須恵器 坏
SX3 下層 (1701)・
SX3 東半下層 (1701)・
1701 下層

口径 (126) 内外面ロクロナデ

5 56 須恵器 坏
SX3F(1700)・
SD5(1696・1697)

底径 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

6 56 須恵器 坏 SX3 ベルト・1699 下層 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　使用痕か

7 56 須恵器 有台坏
SX3 下層・SK13F・
SD17(1597)

RP46
口径 (128)/
底径 58/ 器高 45

内外面ロクロナデ / 底部切離し不
明

体部外面墨書「十」

8 56 須恵器 有台坏

SX3・SX3(1500)・
SX3 下層 (1601)・
SX3 下層 (1701)・
SX3 東半 (1601)・
SX3 東半下層 (1601)

RP38
口径 121/
底径 74/ 器高 49

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「万」か

9 56 須恵器 有台坏

SX3 ベルト・
SX3 下層 (1599)・
SX3 東半下層 (1701)・
1700,1800 下層・1800

口径 128/
底径 58/ 器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
底部墨書「生」

10 56 須恵器 有台坏
SX3(1699)・SX3(1701)・
SX3F(1701)・SX3 下層・
SD18(1799)

RP45
口径 (126)/
底径 66/ 器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

11 56 須恵器 有台坏

SX3(1699)・SX3(1701)・
SX3 東半下層 (1601)・
SX3 下層 (1700・1800)・
1800

口径 (128)/
底径 (64)/ 器高 40

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 稜碗状

12 56 須恵器 有台坏
SX3・SX3(1700)・
SD18(1899)・SX54・
SX54(1801)・1800

RP53-2・
RP61

口径 (128)/
底径 64/ 器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

13 56 須恵器 有台坏

SX3(1498)・SX3(1599)・
SX3 下層 (1498)・
SX3 下層 (1598)・
SX3 下層 (1599)・
SX3 下層 (1600)・1697

口径 (141) 内外面ロクロナデ

14 56 須恵器 有台坏
SX3・SX3 下層 (1701)・
SX3 東半下層 (1801)・
1700,1800 下層・1800

RP30
口径 (141)/
底径 68/ 器高 69

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「十」
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Ⅴ　出土遺物

表 8　上曽根遺跡　土器観察表 5

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

67 15 56 須恵器 有台坏
SX3(1699)・SX3F(1699)・
SK15・SD18(1798)・
SX54(1801)・XO

口径 141/
底径 60/ 器高 74

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

16 56 須恵器 有台坏
SX3(1498)・
SX3 下層 (1598)

底径 (82)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

17 56 須恵器 有台坏

SX3 東半 (1701)・
SX3 東半下層 (1701)・
SD18(1800)・
1700,1800 下層

底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

18 57 須恵器 有台坏 SX3F(1600)・1699 下層 底径 (84) 内外面ロクロナデ

19 57 須恵器 有台坏
SX3(1400)・SX3(1599)・
SX3 下層 (1599)

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 有台外れ　使用痕か

20 57 須恵器 皿

SX3F(1500)・
SX3 東半 (1601)・
SX3 東半下層 (1601)・
1499 検出

口径 (128)/
底径 59/ 器高 29

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

68 1 57 須恵器 有台坏
SX3 東半下層 (1801)・
SX54(1801)

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 有台外れ

2 57 須恵器 有台坏 SX3 下層・SX54(1801) RP40 底径 (79) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
3 57 須恵器 有台坏 SX3(1700)・SK12 床面 底径 80 内外面ロクロナデ / 底部ナデ 内面摩滅
4 57 須恵器 有台坏 SX3 下層 (1799) 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
5 57 須恵器 有台坏 SX3 下層 RP25 底径 74 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「豊」

6 57 須恵器 有台坏
SX3 東半下層 (1801)・
SX54(1801)

底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　底部墨書

「豊」　転用硯か
7 57 須恵器 有台坏 SX3 下層・1698 下層 底径 (73) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

8 57 須恵器 有台坏 SX3(1700)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面摩滅　
有台外れ

9 57 須恵器 有台坏 SX3 下層 (1700) 底径 (62)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面摩滅

10 57 須恵器 有台坏 SX3 下層 (1600) 底径 (53) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

11 57 須恵器 有台坏 SX3 東半下層 (1601) 底径 (60)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

12 57 須恵器 有台坏 SX3F 下層 (1601) 底径 (64)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面摩滅

13 57 須恵器 有台坏 SX3 東半下層 (1801) 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 57 須恵器 有台坏 SX3 東半 (1601) 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
15 57 須恵器 有台坏 SX3(1800) 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

16 57 須恵器 有台坏 SX3 東半下層 (1601)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

17 57 須恵器 有台坏
SX3 東半下層 (1701)・
1797・1897

底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

18 57 須恵器 有台坏 SX3F(1700)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

19 57 須恵器 坏 SX3F(1701)・SX3(1799) 口径 (132) 内外面ロクロナデ
20 57 須恵器 坏 SX3(1800) 内外面ロクロナデ 口縁部漆付着か

21 57 須恵器 坏
SX3 下層 (1600)・
SX3 下層 (1799)・
1700,1800 下層

内外面ロクロナデ

22 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1701) 内外面ロクロナデ
23 57 須恵器 坏 SX3 下層 RP32 内外面ロクロナデ
24 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1799) 内外面ロクロナデ 胎土緻密
25 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1799) 内外面ロクロナデ

26 57 須恵器 坏
SX3(1800)・
1700,1800 下層

内外面ロクロナデ

27 57 須恵器 坏 SX3 東半下層 (1701) 内外面ロクロナデ
28 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1700) 内外面ロクロナデ
29 57 須恵器 坏 SX3 ベルト 内外面ロクロナデ 外面摩滅
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Ⅴ　出土遺物

表 9　上曽根遺跡　土器観察表 6

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

68 30 57 須恵器 坏
SX3(1799)・
SX3 下層 (1799)

内外面ロクロナデ

31 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1799)・1200 内外面ロクロナデ
32 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1700) 内外面ロクロナデ

33 57 須恵器 坏 SX3 東半下層 (1701) 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
円板状に打ち欠きか

34 57 須恵器 坏 SX3F(1699)・1698 下層 内外面ロクロナデ 胎土緻密
35 57 須恵器 皿 SX3F(1599)・1697 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
36 57 須恵器 皿 SX3 下層 (1700) 内外面ロクロナデ 内面墨痕　内面摩滅

37 57 須恵器 坏 SX3 下層 (1500) 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
底部墨書「十」か　
内面摩滅

69 1 58 赤焼土器 坏
SX3 東半下層 (1701)・
SX3F(1701)・1701

口径 (110)/
底径 50/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 58 須恵器 坏 SX3 下層 (1701) 底径 (48) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

3 58 赤焼土器 坏
SX3 東半・
SX3 東半下層・1701

RP64・
RP65

口径 (126)/
底径 52/ 器高 51

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
口縁部内外面一部煤
付着

4 58 赤焼土器 坏
SX3(1600)・SX3F(1600)・
SX3 下層 (1600)(1699)

底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 58 赤焼土器 坏
SX3 下層 (1700)・
SX3 東半 (1701)・
SX54(1801)

底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面摩滅

6 58 赤焼土器 坏
SX3 下層 (1702)・
1602・1701

口径 (120)/
底径 (46)/ 器高 50

内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

7 58 赤焼土器 坏
SX3(1700)・SX3(1800)・
SX54(1801)・1800

底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

8 58 赤焼土器 坏 SX3F(1699) 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 58 土師器 坏 SX3 下層 (1799)・1800 底径 (53) 内面黒色処理 / 底部回転糸
10 58 赤焼土器 坏 SX3F(1700) 底径 53 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 58 赤焼土器 坏 SX3 下層 RP44 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 58 赤焼土器 坏 SX3F(1700) 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

13 58 赤焼土器 有台坏 SX3 底径 66
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

14 58 土師器 坏 SX3 下層 RP26 内外面ロクロナデ 内面煤付着
15 58 土師器 皿 SX3F(1700) 内面黒色処理 かわらけ状
16 58 土師器 坏 SX3 下層 (1701) 内面黒色処理 内面ミガキか

17 58 土師器 坏
SX3・SX3(1700)・
SX3 下層 (1700)

RP36
口径 (114)/
底径 (48)/ 器高 45

内外面ミガキ + 黒色処理

18 58 土師器 坏
SX3 下層 (1598)(1699)
SX3F(1699)・SD5F(1496)
SD5F(1696・1697)

底径 57
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

ミガキ不明瞭

19 58 土師器 坏 SX3 下層 RP26
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

20 58 土師器 坏
SX3 下層 (1701)・
SX3 東半下層 (1601)

底径 58
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

内面漆付着

70 1 59 須恵器 甕
SX3 下層・SK244・
SK244F

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

2 59 須恵器 甕 SX3 東半下層 (1701)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

3 59 須恵器 甕 SX3F(1700)
外面平行タタキ + カキメ /
内面同心円アテ痕

4 59 須恵器 甕 SX3 東半 (1701)・1602
外面平行タタキ + カキメ /
内面ナデ + 同心円アテ痕

5 59 須恵器 甕
SX3 東半下層 (1701)・
SD18(1800)

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

6 59 須恵器 甕
SX3F(1699)・SX3 下層
(1701)・SD18(1798)・
1700,1800 下層

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕
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Ⅴ　出土遺物

表 10　上曽根遺跡　土器観察表 7

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

70 7 59 須恵器 壺 SX3(1701)・SX3 下層 RP37
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

外面灰釉

8 59 須恵器 壺 SX3 下層 (1599) 口径 (92) 内外面ロクロナデ

9 59 須恵器 壺
SX3(1700)・
SX3 下層 (1799)

内外面ロクロナデ

10 59 須恵器 壺
SX3(1600)・
SX3 下層 (1600)

内外面ロクロナデ

11 59 須恵器 壺
SX3(1500)・
SX3 ベルト下層

外面平行タタキ + ナデ /
内面カキメ

71 1 60 須恵器 壺 SX3 下層 (1800)
外面平行タタキ + ナデ + ケズリ /
内面カキメ

2 60 須恵器 壺 SX3 ベルト・SX3(1700) 内外面ロクロナデ

3 60 須恵器 壺
SX3(1701)・
SX3 下層 (1701)

内外面ロクロナデ 外面灰釉　

4 60 須恵器 甕
SX3(1599)・
SX3 下層 (1699)

内外面ロクロナデ

5 60 須恵器 壺
SX3F(1700)・
SD18(1799)・XO

内外面ロクロナデ

6 60 須恵器 壺
SX3 東半下層 (1701)・
SD17(1798)・1602

底径 (110)
外面平行タタキ + ナデ /
内面ハケメ / 底部切り離し不明

7 60 赤焼土器 甕
SX3 下層 (1701)・
SX54(1801)

内外面ロクロナデ

8 60 赤焼土器 甕 SX3(1701) 内外面ロクロナデ
9 60 赤焼土器 鍋 SX3(1701) 内外面ロクロナデ ナデか

10 60 赤焼土器 甕 SX3 下層 (1799)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

11 60 赤焼土器 甕 SX3(1700)
外面カキメ + 平行タタキナデ /
内面カキメ + 同心円アテ痕

内外面煤付着

12 60 赤焼土器 甕 SX3 下層 (1700)
外面ナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + 平行アテ痕

13 60 赤焼土器 甕 SX3 東半下層 (1601) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

14 60 赤焼土器 甕
SX3(1700)・SX3 下層・
SD17F(1497)

RP33 底径 (82) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

15 60 赤焼土器 甕 SX3 下層 (1599) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
16 60 赤焼土器 鉢 SX3 下層 (1600) 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部小径で厚い

17 60 赤焼土器 鉢 SX3F(1700) 底径 50
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

底部小径で厚い

18 60 赤焼土器 甕 SX3 東半下層 RP67 内外面ロクロナデ
19 60 赤焼土器 鍋 SX3 下層 (1400) 内外面ロクロナデ 内面煤付着

20 60 赤焼土器 鍋
SX3(1799)・SX3 東半下
層 (1801)・SX54(1801)・
1701 下層

内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成

72 1 61 肥前磁器 皿 SD4 RP6 底径 30 内面植物文　II 期

2 61 肥前磁器 碗 SD4 RP8 底径 38
外面圏線 + 植物文　見込圏線 + 不
明文　

　V 期

3 61 青磁 碗 SD4(1996・1997) 外面鎬連弁文　B 類 15 世紀前半

4 61 瀬戸美濃
折縁皿

（ソギ）
SD4(1998) 外面ケズリ 大窯第 4 段階

5 61 肥前陶器 碗 SD4(1998)
外面ロクロナデ + ケズリ /
見込砂目か

II 期か
皿か

6 61 珠洲 甕 SD4(2099) 内外面ナデ / 口縁部内面線刻か II ～ III 期か

7 61 珠洲 擂鉢
SD4(1997)・
SD4(1996・1997)

底径 (128)
内外面ロクロナデ / 底部静止糸 /
内面粗い卸目　

II ～ III 期か

8 61 須恵器 蓋 SD4(2099)・SD4 東半 口径 (132)/ 器高 26 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ 内摩滅・墨痕転用硯
9 61 須恵器 蓋 SD4(1997) 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ

10 61 須恵器 蓋 SD4 RP5
内外面ロクロナデ /
外面回転ヘラ + ナデ

11 61 須恵器 蓋 SD4(2098) 内外面ロクロナデ 摘み部
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Ⅴ　出土遺物

表 11　上曽根遺跡　土器観察表 8

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

72 12 61 須恵器 蓋 SD4 東半 (2101) 内外面ロクロナデ 摘み部
13 61 須恵器 蓋 SD4(2303) 口径 (161) 内外面ロクロナデ

14 61 須恵器 坏
SD4 東半 (2100)・
SD18(1800)・1799・
1800

底径 (86) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

15 61 須恵器 坏
SD4 東半 (2101)・
SD18(1899)

底径 66 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
体部打ち欠きか

16 61 須恵器 坏 SD4(2303) 底径 (59) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部「十」転用硯か
17 61 須恵器 坏 SD4(2099) 底径 46 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
18 61 須恵器 坏 SD4(1996・1997) 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

19 61 須恵器 有台坏 SD4 RP7 底径 (86)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

20 61 須恵器 有台坏 SD4(2099) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
73 1 62 須恵器 有台坏 SD4 東半 (2100) 底径 (72) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

2 62 須恵器 有台坏 SD4 東半 (2101) 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

3 62 須恵器 有台坏 SD4(2099)
内外面ロクロナデ /
底部回転糸 + ナデ

4 62 須恵器 坏 SD4 東半 (2101)
内外面ロクロナデ /
底部切り離し不明

5 62 赤焼土器 坏 SD4(2304) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
6 62 赤焼土器 坏 SD4 東半 (2100) 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 62 赤焼土器 坏 SD4(1998~2099) 底径 (48) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
8 62 赤焼土器 坏 SD4(2098) 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 62 赤焼土器 坏 SD4(1998~2099) 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 62 赤焼土器 坏 SD4(2304) 底径 43 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底径極小

11 62 赤焼土器 坏 SD4(1996) 底径 44
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

12 62 赤焼土器 坏 SD4(2303) 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
13 62 赤焼土器 有台坏 SD4 東半 (2101) 底径 (57) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 有台短脚
14 62 赤焼土器 坏 SD4(2304) 内外面ロクロナデ
15 62 赤焼土器 坏 SD4(2304) 内外面ロクロナデ 皿状

16 62 須恵器 有台皿 SD4(2303) 口径 (137) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「十」か　
内面摩滅　転用硯か

17 62 赤焼土器 甕
SD4 東半 (2101)・
SD18 東半 (2002)・
SP251F・1901

口径 (186) 内外面ロクロナデ 内外面煤付着

18 62 赤焼土器 甕 SD4(2303) 内外面ロクロナデ
19 62 赤焼土器 甕 SD4(2099) 内外面ロクロナデ
20 62 赤焼土器 甕 SD4(2303) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
21 62 赤焼土器 鍋 SD4 東半 (2101) 内外面ロクロナデ
22 62 赤焼土器 鍋 SD4(2303) 内外面ロクロナデ 外面煤付着

23 62 赤焼土器 甕 SD4(2303) 底径 72 外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
内外面煤付着

24 62 赤焼土器 甕 SD4 RP4 底径 (82) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

74 1 63 赤焼土器 鉢 SD4(1996・1997) 底径 (70)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

2 63 赤焼土器 甕 SD4(1997) 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 63 赤焼土器 甕 SD4(1998~2099) 底径 (74) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

4 63 須恵器 甕
SD4(1996・1997)・
SX54(1801)・1698 下層

内外面ロクロナデ / 外面タタキ サンドイッチ状焼成

5 63 須恵器 甕 SD4(2303) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

6 63 須恵器 甕 SD4(2303)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

7 63 須恵器 甕
SD4 東半 (2101)・
SD18(1798)(1800)(1899)
1700,1800 下層・1800

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

8 63 須恵器 壺 SD4(2001) 内外面ロクロナデ
9 63 須恵器 壺 SD4(1996) 内外面ロクロナデ
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Ⅴ　出土遺物

表 12　上曽根遺跡　土器観察表 9

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

74 10 63 須恵器 壺 SD4(2304)・2002 内外面ロクロナデ 外面灰釉
11 63 須恵器 壺 SD4 東半 (2101) 内外面ロクロナデ
12 63 須恵器 坏 SD4(1998) 内外面ロクロナデ 内面煤付着

75 1 64 珠洲か 甕 SD5 RP10 内外面ナデ
2 64 珠洲 甕 SD5F(1696・1697) 外面タタキ / 内面アテ痕
3 64 珠洲 甕 SD5(1596) 外面タタキ / 内面ナデ
4 64 須恵器 蓋 SD5F(1696・1697)・1198 口径 (158)/ 器高 33 内外面ロクロナデ / 外面回転糸

5 64 須恵器 坏
SD5F(1697・1698)
SD18(1798)・
1699 下層・XO

口径 (122)/
底径 58/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」

6 64 須恵器 坏 SD5F(1696・1697) 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

7 64 須恵器 有台坏 SD5(1696・1697) 底径 (62)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

8 64 須恵器 有台坏 SD5F(1696・1697) 底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か
9 64 赤焼土器 坏 SD5(1596) 内外面ロクロナデ 内面漆付着
10 64 須恵器 甕 SD5(1596) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

11 64 赤焼土器 坏 SK7 RP3 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
外面墨書「□」　
内面煤付着

12 64 赤焼土器 坏 SK7F 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面煤付着
13 64 赤焼土器 甕 SK7 内外面ロクロナデ
14 64 赤焼土器 鉢 SK7F 内外面ロクロナデ 外面剥離
15 64 土師器 甕 SK8F 内面ハケメ / 底部砂底
16 64 赤焼土器 甕 SK9 内外面ロクロナデ
17 64 赤焼土器 坏 SP10W ピット 内面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

76 1 65 須恵器 坏 SK12F・SD18(1899)
口径 (126)/
底径 (74)/ 器高 36

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内外面摩滅

2 65 須恵器 壺 SK12F 内外面ロクロナデ
3 65 須恵器 坏 SK13F 内外面ロクロナデ

4 65 須恵器 蓋 SK15
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 外面回転糸

5 65 須恵器 坏 SK15・SD18(1798)
口径 (131)/
底径 80/ 器高 35

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面摩滅

6 65 須恵器 坏 SK15・1800 底径 (76)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

7 65 須恵器 坏 SK15 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
8 65 須恵器 坏 SK15・1698 下層 内外面ロクロナデ
9 65 須恵器 坏 SK15 内外面ロクロナデ
10 65 須恵器 坏 SK15 内外面ロクロナデ
11 65 赤焼土器 坏 SK15 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 65 赤焼土器 甕 SK15 外面平行タタキ / 内面アテ痕 外面煤付着
13 65 赤焼土器 甕 SK15 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
14 65 白磁 皿 SD17(1798) 底径 (62) E 類
15 65 瀬戸美濃 皿 SD17(1798) 底部ケズリ 大窯
16 65 瀬戸美濃 皿 SD17(2300) 大窯

17 65
肥前陶器

か
碗 SD17F(1597) 外面ケズリ 天目か

18 65 瀬戸美濃 丸碗 SD17(2401) 大窯
19 65 珠洲 甕 SD17(2400) 外面タタキ / 内面剥離か
20 65 肥前陶器 擂鉢 SD17(2801・2901) 内外面ロクロナデ 内面卸目　V 期か

21 65 瓦質土器 瓶掛か SD17(2200)
長さ [50]/ 幅 [59]/
厚さ [27]

サンドイッチ状焼成
近世

22 65 須恵器 坏 SD17F(1497) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
23 65 須恵器 坏 SD17(2501) 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

24 65 須恵器 坏 SD17F(1497) 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　底部・外
面煤付着　転用硯か

25 65 須恵器 坏 SD17(1798)・SD18(1798) 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
26 65 須恵器 坏 SD17(1798) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
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Ⅴ　出土遺物

表 13　上曽根遺跡　土器観察表 10

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

76 27 65 須恵器 有台坏 SD17(2300)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

28 65 須恵器 有台坏 SD17F(1497) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

29 65 須恵器 有台坏 SD17(1798)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

30 65 赤焼土器 有台坏 SD17(1798) 底径 (56) 内外面ロクロナデ 有台短脚
31 65 赤焼土器 坏 SD17F(1497) 外面ロクロナデ 内面漆付着
32 65 土師器 有台坏 SD17(1998) 内外面黒色処理 有台短脚
33 65 赤焼土器 甕 SD17(2601・2701) 内外面ロクロナデ 内外面煤付着
34 65 赤焼土器 鉢 SD17(1798) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

77 1 66 赤焼土器 甕 SD17(2001)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

外面煤付着

2 66 赤焼土器 甕 SD17(1497)・1497 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面煤付着
3 66 須恵器 壺 SD17(1497) 内外面ロクロナデ
4 66 須恵器 壺 SD17(1798) 内外面ロクロナデ
5 66 須恵器 甕 SD17(1798) 外面平行タタキ / 内面ナデ

6 66 須恵器 甕 SD17(1497)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

7 66 肥前陶器 碗 SD18 東半 (2002) 底径 49
外面ロクロナデ + ケズリ /
底部ケズリ

砂目　内面摩滅　
II 期

8 66
産地不明

陶器
不明 SD18 RP47 底径 36 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

9 66 珠洲 甕 SD18(1799) 外面タタキ / 内面アテ痕
10 66 珠洲 擂鉢 SD18(1800・1899) 内外面ロクロナデ IV 期
11 66 瓦質土器 火鉢 SD18(2001) 内外面ナデ 近世
12 66 須恵器 蓋 SD18 東半 (1901) 直径 25/ 厚さ 14 内外面ロクロナデ 摘み部
13 66 須恵器 蓋 SD18(1800) 内外面ロクロナデ 内面墨痕　転用硯か
14 66 須恵器 蓋 SD18(2001)・2002 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ
15 66 須恵器 蓋 SD18(1899) 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ

16 66 須恵器 坏
SD18(1800)・
SD18(RP49 周辺 )・
1700,1800 下層・1800

口径 117/ 底径 78/
器高 26

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
底部墨書「十」　
口縁部内面線刻か

17 66 須恵器 坏
SD18(1800)・
SX54(1801)・1800・
1700,1800 下層

口径 (129)/ 底径
64/ 器高 34

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

18 66 須恵器 坏 SD18(1899)・1800 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

78 1 67 須恵器 坏
SD18(1800)・
SD18(1899)・1800・
1901 周辺

底径 71 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

2 67 須恵器 坏
SD18(1899)・
1700,1800 下層

底径 (84) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

3 67 須恵器 坏 SD18 東半 (2002)
口径 (124)/
底径 (70)/ 器高 28

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

4 67 須恵器 坏 SD18(RP49 周辺 ) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
5 67 須恵器 坏 SD18(1799) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

6 67 須恵器 坏 SD18(1798)・1597 底径 62
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

転用硯か

7 67 須恵器 坏 SD18 東半 (2002) 底径 (68)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

8 67 須恵器 坏 SD18(1800) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　内面煤付
着・使用痕か

9 67 須恵器 坏 SD18(1899)・2002 底径 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　内面・底
部煤付着（墨痕か）
底部極小　転用硯

10 67 須恵器 坏 SD18(1800) 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内外面煤付着

11 67 須恵器 坏
SD18 東半 (2002)・
SX54(1801)

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

12 67 須恵器 坏 SD18(1799) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
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Ⅴ　出土遺物

表 14　上曽根遺跡　土器観察表 11

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

78 13 67 須恵器 坏 SD18(1799) 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 67 須恵器 坏 SD18(1799) 底径 (42) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底径極小

15 67 須恵器 坏
SD18(1800)・
1700,1800 下層

底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

16 67 須恵器 坏 SD18(1799) 底径 (48) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面摩滅　転用硯か
17 67 須恵器 坏 SD18(1800・1899) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 胎土緻密

18 67 須恵器 有台坏 SD18(1799)・SD18(1899)
口径 (134)/
底径 (70)/ 器高 40

内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内外面摩滅　
外面煤付着

19 67 須恵器 有台坏 SD18(1798)・SD18(1799) 底径 (78) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「○」か

20 67 須恵器 有台坏 SD18(1798) 底径 (60)
内外面ロクロナデ /
底部回転糸 + ナデ

底部墨書「□」

21 67 須恵器 坏 SD18(1798) 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「□」

22 67 須恵器 有台坏 SD18(2001) 底径 (62)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

底部墨書「十」か　
内面摩滅

23 67 須恵器 有台坏 SD18(1899)・2101 周辺 底径 (54)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

24 67 須恵器 有台坏 SD18・SP73 RP48 底径 46 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

25 67 須恵器 有台坏 SD18(1799) 底径 (60)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面摩滅

79 1 68 須恵器 有台坏 SD18 東半 (2002) 底径 (62) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

2 68 須恵器 有台坏 SD18(1800) 底径 (88)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

3 68 須恵器 有台坏 SD18(1799) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

4 68 須恵器 有台皿 SD18(1798) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　三日月高
台か　転用硯か

5 68 須恵器 坏
SD18(1800・1899)・
SD72(2398)・2096 検出

口径 (186) 内外面ロクロナデ

6 68 須恵器 坏 SD18(1800) 口径 (125) 内外面ロクロナデ 胎土緻密　内面墨痕
7 68 須恵器 坏 SD18(1800) 口径 (120) 内外面ロクロナデ
8 68 須恵器 坏 SD18(1800) 内外面ロクロナデ 外面摩滅
9 68 須恵器 坏 SD18(1798) 内外面ロクロナデ
10 68 須恵器 坏 SD18(2001) 内外面ロクロナデ 内面煤付着
11 68 須恵器 坏 SD18(1799) 内外面ロクロナデ

12 68 赤焼土器 坏
SD18・1700,1800 下層・
1700,1800

RP49
口径 (112)/
底径 48/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸か 歪み大

13 68 赤焼土器 坏 SD18 ベルト 底径 58 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 68 赤焼土器 坏 SD18(1899) 底径 (61) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
15 68 赤焼土器 坏 SD18 東半 (2002) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
16 68 赤焼土器 坏 SD18(1800) 底径 55 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
17 68 赤焼土器 坏 SD18(1800) 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
18 68 赤焼土器 坏 SD18 東半 (2002) 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
19 68 赤焼土器 坏 SD18(2001) 底径 44 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部極小
20 68 赤焼土器 坏 SD18 東半 (2002) 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
21 68 赤焼土器 坏 SD18(2001) 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部ヘラ切りで小
22 68 赤焼土器 坏 SD18 東半 (2002) 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部煤付着
23 68 赤焼土器 坏 SD18(2001)・SK52 内外面ロクロナデ 内面煤付着

80 1 69 赤焼土器 坏 SD18 東半 (2002) 内外面ロクロナデ
2 69 赤焼土器 坏 SD18(1800) 内外面ロクロナデ

3 69 土師器 坏 SD18(1800・1899)
外面ロクロナデ・口縁部ミガキ +
黒色処理 / 内面ミガキ + 黒色処理

4 69 土師器 坏 SD18 東半 (2002)
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

5 69 土師器 有台坏 SD18(2001) 底径 (66)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

内面ミガキ不明瞭

6 69 赤焼土器 甕 SD18(1800) 内外面ロクロナデ 外面煤付着
7 69 赤焼土器 甕 SD18(2001) 内外面ロクロナデ 外面煤付着
8 69 赤焼土器 甕 SD18(1798) 内外面ロクロナデ
9 69 赤焼土器 甕 SD18(2001) 内外面ロクロナデ 内外面煤付着
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Ⅴ　出土遺物

表 15　上曽根遺跡　土器観察表 12

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

80 10 69 赤焼土器 鍋 SD18(1799) 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
11 69 赤焼土器 甕 SD18(1798) 内外面ロクロナデ 内面煤付着　小型甕
12 69 赤焼土器 甕 SD18(1800)・SD18(1899) 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部静止糸か
13 69 赤焼土器 甕 SD18(1799) 底径 70 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 750 と接合
14 69 赤焼土器 甕 SD18(RP49 周辺 ) 内面カキメ 外面・底部剥離

15 69 赤焼土器 小形壺
SD18(2001)・
SD18 東半 (2002)

底径 38 内外面ロクロナデ / 底部ケズリ

16 69 赤焼土器 鍋 SD18(1799) 内外面ロクロナデ・外面カキメ

17 69 赤焼土器 鍋 SD18(1800)・1800 内外面ロクロナデ
サンドイッチ状焼成
外面煤付着

18 69 赤焼土器 鍋 SD18(1799) 内外面ロクロナデ
19 69 赤焼土器 鍋 SD18 ベルト 内外面ナデ

20 69 赤焼土器 鍋 SD18 東半 (2002)
外面平行タタキ + ケズリ /
内面カキメ

81 1 70 須恵器 甕 SD18(1799)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

2 70 須恵器 甕 SD18(2001)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

3 70 須恵器 甕 SD18(1799)・SP262 外面タタキ / 内面アテ痕
4 70 須恵器 甕 SD18(1800・1899) 外面平行タタキ / 内面カキメ 割れ口摩滅
5 70 須恵器 甕 SD18 東半 (2002) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

6 70 須恵器 甕 SD18(1899)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

外面灰釉

7 70 須恵器 鉢 SD18(1798) 内外面ロクロナデ
8 70 須恵器 壺 SD18 RP49 内外面ロクロナデ
9 70 須恵器 壺 SD18(1799)・SD18(1899) 内外面ロクロナデ

10 70 須恵器 壺 SD18(1800) 底径 (130)
外面ナデ + ケズリ / 内面ナデ /
底部切離し不明

11 70 須恵器 壺
SD18(1800・1899)・
SX54

RP53-8
外面ナデ + ケズリ / 内面ナデ /
底部切離し不明

サンドイッチ状焼成

82 1 71 肥前陶器 皿 SD19 東半 (1101~1201) I 期か
2 71 珠洲 擂鉢 SD19F(1199) 外面ロクロナデ 内面卸目　V 期か

3 71 須恵器 皿 SD19 床面 (1200)
口径 (110)/
底径 (58)/ 器高 29

内外面ロクロナデ /
底部回転糸＋ナデ

使用痕か

4 71 須恵器 坏 SK29 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
5 71 須恵器 坏 SK36 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
6 71 須恵器 坏 SK46 内外面ロクロナデ

7 71 須恵器 坏 SK49F 底径 (60)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

8 71 須恵器 坏 SK51F 底径 53 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 71 赤焼土器 坏 SK51 内外面ロクロナデ
10 71 須恵器 坏 SK52 RP24-18 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 71 須恵器 坏 SK52 RP24-6 底径 70 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
12 71 須恵器 坏 SK52 RP24-31 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

13 71 須恵器 有台坏 SK52 RP24-32
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

外面煤付着

14 71 須恵器 有台皿 SK52 RP24-10 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面・高台外面
煤付着

15 71 須恵器 有台坏 SK52 底径 (62) 内外面ロクロナデ / 底部ヘラ
内面摩滅　
底部煤付着

16 71 須恵器 坏 SK52 RP24-22 内外面ロクロナデ 内面摩滅　胎土緻密

17 71 須恵器 坏 SK52 RP24-23 内外面ロクロナデ
内外面煤付着　
82-18 と同一個体か

18 71 須恵器 坏 SK52 内外面ロクロナデ
口縁部内面煤付着　
外面墨書「□」

19 71 赤焼土器 坏 SK52 RP24-17
口径 (120)/
底径 (52)/ 器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
外面煤付着　
外面墨書「□」
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Ⅴ　出土遺物

表 16　上曽根遺跡　土器観察表 13

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

82 20 71 赤焼土器 坏 SK52
RP24-16・
RP24-17・
RP24-28

口径 116/ 底径 50/
器高 52

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

21 71 赤焼土器 坏 SK52 RP24-6
口径 (128)/
底径 57/ 器高 40

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面下半ケズリか

22 71 赤焼土器 坏 SK52
RP24-13・
RP24-15

口径 (128)/
底径 52/ 器高 50

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

23 71 赤焼土器 坏 SK52・SK52F RP24-1
口径 123/ 底径 57/
器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

24 71 赤焼土器 坏 SK52・SK52F・1901
RP24-7・
RP24-26

口径 (118)/
底径 48/ 器高 55

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

83 1 72 赤焼土器 皿 SK52 RP24-4
口径 125/ 底径 52/
器高 22

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 72 赤焼土器 坏 SK52・SK52F 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 72 赤焼土器 坏 SK52・SK52F RP24-2 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
4 72 赤焼土器 甕 SK52 RP24-8 底径 (75) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面ケズリか

5 72 赤焼土器 坏 SK52
RP24-14・
RP24-25・
RP24-27

口径 125 内外面ロクロナデ 内外面黒斑

6 72 赤焼土器 坏 SK52 RP24-24 口径 (160) 内外面ロクロナデ 歪み大　口径不明瞭
7 72 赤焼土器 坏 SK52 RP24-3 口径 (114) 内外面ロクロナデ
8 72 赤焼土器 坏 SK52F・1901 口径 (144) 内外面ロクロナデ
9 72 赤焼土器 坏 SK52F 口径 (119) 内外面ロクロナデ
10 72 赤焼土器 坏 SK52 RP24-18 内外面ロクロナデ 外面墨書「□」
11 72 赤焼土器 坏 SK52・SK52F 内外面ロクロナデ 外面煤付着
12 72 赤焼土器 坏 SK52・1901 内外面ロクロナデ
13 72 赤焼土器 坏 SK52 RP24-28 内外面ロクロナデ

14 72 土師器 坏 SK52
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

15 72 赤焼土器 甕 SK52 内外面ロクロナデ

16 72 赤焼土器 甕 SK52
外面平行ナデ + タタキ /
内面ナデ + 平行アテ痕

内外面煤付着

17 72 赤焼土器 甕 SK52 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
18 72 赤焼土器 甕 SK52 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 内面煤付着

19 72 須恵器 甕 SK52 RP24-19
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

サンドイッチ状焼成

20 72 須恵器 甕 SK52 RP24-2
外面平行タタキ + カキメ /
内面同心円アテ痕

21 72 須恵器 壺 SK52 RP24-6 内面ロクロナデ
内面煤付着　
外面灰釉

22 72 須恵器 壺 SK52
RP24-12・
RP24-30

外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ

23 72 赤焼土器 坏 SD53(0802) 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
84 1 73 青磁 碗 SX54(1801) 外面鎬連弁文　II 類 13 世紀後半

2 73 須恵器 蓋 SX54(1801) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
内面摩滅　
ツマミ部墨書「 」

3 73 須恵器 蓋 SX54・SX54(1801) RP53-1 口径 (134)/ 器高 28 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
内面摩滅　
外面墨書「十」

4 73 須恵器 蓋 SX54(1801)・1901 周辺 口径 (144) 内外面ロクロナデ
5 73 須恵器 蓋 SX54(1801) 口径 (120) 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ 体部屈曲
6 73 須恵器 蓋 SX54(1801) 内外面ロクロナデ

7 73 須恵器 坏 SX54(1801)
口径 (130)/
底径 80/ 器高 30

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
底部墨書「 」か
使用痕か

8 73 須恵器 坏 SX54(1801)・1800 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
底部墨書「十」

9 73 須恵器 坏
SX54(1801)・
1701・1901

口径 (130)/
底径 74/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 体部墨書「十」
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Ⅴ　出土遺物

表 17　上曽根遺跡　土器観察表 14

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

84 10 73 須恵器 坏 SX54 RP53-5 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面摩滅　底部

「□」　転用硯か

11 73 須恵器 坏 SX54 RP53-7 器高 37
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

外面摩滅　
外面煤付着

12 73 須恵器 坏 SX54(1801) 底径 (83)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

13 73 須恵器 坏
SX54(1801)・
1700,1800 下層・1800

底径 (64)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面煤付着

14 73 須恵器 坏 SX54(1801) 底径 (78) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
15 73 須恵器 坏 SX54(1901) 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
16 73 須恵器 坏 SX54(1801) 底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

17 73 須恵器 坏 SX54(1801) 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面摩滅　外面煤
付着　使用痕か

18 73 須恵器 蓋 SX54(1801) 口径 (58) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ

19 73 須恵器 坏 SX54(1801)・1901 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内面摩滅　
底部墨書「□」

20 73 須恵器 坏 SX54(1801) 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「□」
21 73 須恵器 坏 SX54(1801) 内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「□」
22 73 須恵器 坏 SX54(1901) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 外面煤付着

85 1 74 須恵器 坏 SX54 RP53-12 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
底部墨書「豊」

2 74 須恵器 坏 SX54(1901)・1901 周辺 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
内面煤付着

3 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」
4 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

5 74 須恵器 有台坏 SX54 RP53-4 底径 66
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面摩滅　
底部墨書「十」　
体部打ち欠きか

6 74 須恵器 有台坏 SX54 RP53-7 底径 58
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面漆付着　
外面・底部煤付着　
底部墨書「十」
内面墨痕か

7 74 須恵器 有台坏 SX54(1801)
口径 (116)/
底径 66/ 器高 43

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

底部墨書「□」

8 74 須恵器 有台坏 SX54(1801) 底径 59
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

底部墨書「□」

9 74 須恵器 有台坏 SX54 RP53-7 底径 60
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

底部墨書「□」　
内面摩滅

10 74 須恵器 有台坏 SX54 RP53-7 底径 (76)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

底部・割れ口煤付着

11 74 須恵器 有台坏 SX54 RP53-13 底径 66 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
12 74 須恵器 有台坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 底部墨書「□」
13 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 外面墨書「□」
14 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 内面漆付着
15 74 須恵器 坏 SX54(1901) 内外面ロクロナデ
16 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 内外面煤付着
17 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 内外面漆付着
18 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 外面煤付着
19 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 内面煤付着
20 74 須恵器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ 内面煤付着
21 74 須恵器 皿 SX54(1801) 内外面ロクロナデ
22 74 須恵器 坏 SX54(1801)・1901 周辺 内外面ロクロナデ 内面摩滅
23 74 須恵器 坏 SX54・SX54(1801) RP53-7 内外面ロクロナデ 内面摩滅
24 74 須恵器 坏 SX54 RP53-7 内外面ロクロナデ

86 1 75 赤焼土器 坏
SX54・SX54(1801)・
1800

RP53-2 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面煤付着か

2 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 75 赤焼土器 坏 SX54 RP53-6 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

06_3_遺物観察表_2022-03-04.indd   212 2022/03/04   15:25



213

Ⅴ　出土遺物

表 18　上曽根遺跡　土器観察表 15

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

86 4 75 赤焼土器 坏 SX54 RP53-10 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
5 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 底径 (44) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
6 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 75 赤焼土器 坏 SX54(1901) 底径 47 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
8 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 75 赤焼土器 坏 SX54 RP53-7 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

10 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 底径 44 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 口径 (130) 内外面ロクロナデ

12 75 赤焼土器 坏
SX54(1801)・
1800・1801・1901 周辺

器高 (48) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
サンドイッチ状焼成
未接合

13 75 赤焼土器 坏 SX54(1901)・1901 口径 (113) 内外面ロクロナデ
14 75 赤焼土器 坏 SX54(1801) 内外面ロクロナデ
15 75 赤焼土器 坏 SX54(1801)・1701 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
16 75 赤焼土器 坏 SX54 RP53-7 内外面ロクロナデ

17 75 土師器 坏 SX54(1801)・1901 周辺 底径 46
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

18 75 赤焼土器 甕 SX54・SX54(1801) RP53-3 口径 (230) 内外面ロクロナデ 内面煤付着
19 75 赤焼土器 甕 SX54 RP53-9 外面カキメ / 内面ロクロナデ 内外面煤付着
20 75 赤焼土器 甕 SX54(1801)・SP69 内外面ロクロナデ 内外面煤付着
21 75 赤焼土器 甕 SX54(1801) 底径 (72) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
22 75 赤焼土器 鉢 SX54・1800 RP53-7 底径 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 特殊器形

87 1 76 赤焼土器 鍋
SX54・SX54(1801)・
SD18 東半 (1002)

RP53-9・
RP53-10・
RP53-11

内外面ロクロナデ・カキメ
外面煤付着
接合主体は SX54

2 76 赤焼土器 鍋 SX54(1801) 内外面ロクロナデ・外面カキメ

3 76 須恵器 甕 SX54・SX54(1801) RP53-7
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

4 76 須恵器 甕 SX54(1901)・1901
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

サンドイッチ状焼成

5 76 須恵器 甕 SX54(1801)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

6 76 須恵器 甕 SX54(1801) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

7 76 須恵器 甕 SX54 RP53-5
外面ナデ + タタキ /
内面カキメ + ナデ

サンドイッチ状焼成

8 76 須恵器 壺 SX54(1901) 内外面ロクロナデ
9 76 須恵器 壺 SX54・SX54(1801) RP53-3 内外面ロクロナデ 接合主体は SX54

10 76 須恵器 壺 SX54・SD18 東半 (2002) RP53-7 内外面ロクロナデ
88 1 77 赤焼土器 坏 SK56 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 77 土師器 有台坏 SK61
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸か

3 77 赤焼土器 坏 SP63 内外面ロクロナデ 歪み著しい
4 77 赤焼土器 坏 SD72(2797) 底径 (62) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
5 77 須恵器 壺 SD72(2896) 内外面ロクロナデ
6 77 須恵器 坏 SP73 RP139 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 77 須恵器 坏 SP73 RP143 内外面ロクロナデ
8 77 赤焼土器 坏 SP73 RP140 底径 44 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

9 77 赤焼土器 坏 SP73
RP142・
RP143

口径 (118) 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成

10 77 赤焼土器 甕 SP73 RP141
外面ナデ + ケズリ / 内面ナデ +
平行アテ痕

11 77 須恵器 蓋 SK75 内外面ロクロナデ 摘み部
12 77 須恵器 坏 SK77F 底径 (55) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

13 77
赤焼土器 

甕 SK77F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

14 77 赤焼土器 甕 SK77F
外面タタキ + カキメ /
内面アテ痕 + カキメ

15 77 須恵器 蓋 SD78 内外面ロクロナデ

06_3_遺物観察表_2022-03-04.indd   213 2022/03/04   15:25



214

Ⅴ　出土遺物

表 19　上曽根遺跡　土器観察表 16

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

88 16 77 須恵器 甕 SD82
外面平行タタキ /
内面同心円・平行アテ痕

17 77 赤焼土器 坏 SD83F 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

18 77 須恵器 坏 SP84
口径 (126)/
底径 (85)/ 器高 38

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 墨痕か

19 77 須恵器 有台皿 SP88
口径 (128)/
底径 (58)/ 器高 29

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

20 77 赤焼土器 甕 SP88 内外面ロクロナデ 内面煤付着
89 1 78 青磁 碗 SD89(2698) 稜花か　

2 78 青磁 皿か SD89( ベルト ) 内外面ロクロナデ
3 78 珠洲 甕 SD89(2605) 外面タタキ / 内面アテ痕

4 78 須恵器 蓋
SD2・SD89(2605)・
SD238 ベルト・2605

内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
SD2・89・238 の合
流部

5 78 須恵器 坏 SD89(2698) 底径 (64)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

転用硯か

6 78 須恵器 坏 SD89(2500) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

7 78 須恵器 坏 SD89(2602) 底径
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

8 78 須恵器 坏 SD89(2605) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 転用硯か
9 78 須恵器 坏 SD89(2500) 底径 (40) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 78 須恵器 有台坏 SD89(2604) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
11 78 須恵器 有台坏 SD89(2500) 底径 (62) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 転用硯か

12 78 須恵器 有台坏 SD89(2501) 底径 (60)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面摩滅

13 78 須恵器 有台坏 SD89(2605) 底径 (75)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内面摩滅　使用痕か

14 78 須恵器 有台坏 SD89(2598)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

15 78 須恵器 坏 SD89(2500) 内外面ロクロナデ
16 78 須恵器 坏 SD89(2500) 内外面ロクロナデ
17 78 須恵器 坏 SD89(2599) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

18 78 赤焼土器 有台坏 SD89(2598) 底径 (66)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

19 78 赤焼土器 坏 SD89(2599) 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
20 78 赤焼土器 坏 SD89(2598) 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
21 78 赤焼土器 坏 SD89(2598) 底径 (51) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
22 78 赤焼土器 坏 SD89(2500) 底径 (44) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
23 78 赤焼土器 坏 SD89(2500) 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 かわらけ状

24 78 土師器 有台坏 SD89・SD89(2500) RP145
口径 (138)/
底径 64/ 器高 (51)

外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

内面剥離　
底部・外面下部「×」
複数線刻

25 78 赤焼土器 甕 SD89(2597) 内外面ロクロナデ
26 78 須恵器 甕 SD89・XO 内外面ロクロナデ
27 78 須恵器 壺 SD89(2604) 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
28 78 須恵器 甕 SD89(2599) 外面平行タタキ / 内面アテ痕

29 78 須恵器 甕 SD89(2596)・SD238 RP92
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

30 78 須恵器 壺 SD89(2598)
外面ロクロナデ + ケズリ / 内面ロ
クロナデ

サンドイッチ状焼成

31 78 須恵器 壺 SD89・2604RP1 周辺 RP103 内外面ロクロナデ
32 78 赤焼土器 坏 SP90 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

90 1 79 土師器 坏 SK95・SK97F
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

外面火ハネ

2 79 須恵器 坏 SK97(RP 下 ) 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

3 79 赤焼土器 坏
SK97・SK97F・
2696・2698

RP126・
RP127

口径 (136)/
底径 54/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

4 79 赤焼土器 坏 SK97(RP 下 )
口径 (121)/
底径 (65)/ 器高 44

外面ロクロナデ / 内面ケズリ / 底
部回転糸
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Ⅴ　出土遺物

表 20　上曽根遺跡　土器観察表 17

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

90 5 79 赤焼土器 坏 SK97 RP129
口径 142/ 底径 69/
器高 54

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内外面煤付着

6 79 赤焼土器 坏 SK97 RP130
口径 125/ 底径 52/
器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

7 79 赤焼土器 坏 SK97F・2696 底径 56 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
8 79 赤焼土器 坏 SK97F 底径 (63) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 79 赤焼土器 坏 SK97F 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 79 赤焼土器 坏 SK97F 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

11 79 赤焼土器 坏 SK97F 底径 (66)
外面ロクロナデ / 内面ケズリ /
底部回転糸

12 79 赤焼土器 坏 SK97 RP128 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
13 79 赤焼土器 坏 SK97F 内外面ロクロナデ 歪み著しい
14 79 赤焼土器 坏 SK97F 内外面ロクロナデ 歪み著しい
15 79 赤焼土器 坏 SK97F 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

16 79 土師器 有台坏 SK97・SK97F RP131 底径 73
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

底部柱状。施釉模倣

17 79 土師器 坏 SK97
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理

91 1 80 赤焼土器 甕 SK97・SK97F RP132 内外面ロクロナデ
内外面煤付着　
口縁部沈線廻る

2 80 赤焼土器 鍋 SK97・SK97F RP131 内外面ロクロナデ 外面煤付着　小型
3 80 赤焼土器 鍋 SK97 内外面ロクロナデ

4 80 赤焼土器 甕 SK97F 内外面ロクロナデ
外面口縁部・
内面煤付着

5 80 赤焼土器 甕 SK97F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

6 80 赤焼土器 甕 SK97・SK97F
RP126・
RP131

外面ロクロナデ + 平行タタキ /
内面ロクロナデ + 平行アテ痕

7 80 赤焼土器 甕 SK97 RP129
外面ロクロナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + 平行アテ痕

8 80 須恵器 壺 SK97 RP128 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成

9 80 赤焼土器 坏 SK98
口径 (132)/
底径 (56)/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

10 80 赤焼土器 坏 SK98・SK98F 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 80 赤焼土器 坏 SK98・SK98F RP136 底径 51 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面煤付着
12 80 赤焼土器 坏 SK98 内外面ロクロナデ

13 80 赤焼土器 甕 SK98F RP137 底径 70 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
外面剥がれ　
外面煤付着　小型

14 80 赤焼土器 有台鉢 SK98F RP135 底径 (130) 内外面ロクロナデ
15 80 肥前磁器 皿 SK101F 外面唐草文 + 圏線 / 内面植物文か 波佐見　V 期

92 1 81 肥前陶器 皿 SK104 RP15 底径 48
内外面ロクロナデ /
底部ケズリ / 砂目

II 期

2 81 肥前陶器 壺 SK104 内外面ロクロナデ 17 世紀前半か
3 81 肥前磁器 小壺 SK104F 底径 (40) 内面ロクロナデ / 外面植物文 I 期か
4 81 須恵器 蓋 SK104F・3815・3912 口径 (158) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
5 81 須恵器 坏 SK104 口径 内外面ロクロナデ 内面摩滅
6 81 須恵器 坏 SK104 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

7 81 肥前陶器 壺 SD105(3917) 底径 56
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ /
底部回転糸＋ケズリ

I 期か

8 81 肥前陶器 皿 SD105F(3711)
口径 (126)/
底径 (40)/ 器高 31

外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 底部ケズリ /
見込み砂目

II 期

9 81 肥前陶器 皿 SD105(3917) I 期か

10 81 緑釉陶器 水注 SD105(3507)
長さ [31]/ 幅 [23]/
厚さ [8]

外面ケズリ 外面線刻

11 81 須恵器 蓋 SD105F(3711) 口径 (140) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ

12 81 須恵器 坏
SD105(3711)・
SD105(3712)

口径 (129)/
底径 84/ 器高 37

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
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Ⅴ　出土遺物

表 21　上曽根遺跡　土器観察表 18

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

92 13 81 須恵器 坏 SD105F(3710)・3811 底径 (84) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅　使用痕か

14 81 須恵器 坏
SD105F(3711)・
SX125F(3711)・3513

底径 74 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

15 81 須恵器 坏
SD105F(3711)・
3612 撹乱・3712

口径 122/ 底径 50/
器高 35

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

16 81 須恵器 坏
SD105F(3916)・
SD124・XO

RP85 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か

17 81 須恵器 坏
SD105(3917)・
SD105F(3916)・
4015・4016

口径 (123)/
底径 56/ 器高 33

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

18 81 須恵器 坏 SD105F(3711)・3513
口径 (126)/
底径 50/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

19 81 須恵器 坏
SD105F(3711)・
SX125F(3711)

底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

20 81 須恵器 坏 SD105(3917) 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
21 81 須恵器 坏 SD105F(3712) 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内外面摩滅
22 81 須恵器 有台坏 SD105(3507) 底径 (62) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

93 1 82 須恵器 有台坏 SD105(3712) 底径 58 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「足」
丁寧な筆字

2 82 須恵器 有台坏
SD105F(3814)・
3916 杭周辺

底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か

3 82 須恵器 有台坏 SD105(3712) 底径 (66)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

4 82 須恵器 有台坏
SD105F(3710)・
SD105F(3711)

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 82 須恵器 坏 SD105F(3916) 器高 33 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

6 82 須恵器 坏
SD105・SD118(3915)・
4014

内外面ロクロナデ

7 82 須恵器 坏 SD105(3814) 内外面ロクロナデ
8 82 須恵器 坏 SD105(3917) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
9 82 須恵器 坏 SD105(3814) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
10 82 須恵器 坏 SD105F(3814) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 82 須恵器 坏 SD105F(3711) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

12 82 須恵器 坏
SD105(3712)・
SD105F(3711)

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

13 82 須恵器 坏 SD105(3814) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 82 須恵器 坏 SD105(3814) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

15 82 赤焼土器 坏 SD105(3712)
口径 (124)/
底径 (48)/ 器高 50

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

16 82 赤焼土器 坏 SD105(3712) 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
17 82 赤焼土器 坏 SD105(3712) 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
18 82 赤焼土器 坏 SD105(3712) 底径 (105) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 胎土精良
19 82 赤焼土器 坏 SD105(3508)・3508 底径 44 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部小径
20 82 赤焼土器 坏 SD105(3508) 底径 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部小径

21 82 須恵器 坏 SD105F(3710) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面煤付着　

22 82 赤焼土器 甕 SD105(3711) 長さ 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
23 82 須恵器 甕 SD105F(3710) 外面ナデ + タタキ / 内面ナデ

24 82 須恵器 甕 SD105F(3813)
外面ナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + 同心円アテ痕

25 82 須恵器 甕
SD105F(3711)・3812・
3912

外面平行タタキ /
内面同心円・平行アテ痕

26 82 須恵器 壺 SD105(3711) 外面ケズリ / 内面ロクロナデ
27 82 須恵器 壺 SD105(3917)・4016 内外面ロクロナデ / 底部ナデ

28 82 須恵器 壺

SD105(3712)・
SX125(3710)・
SE126 内・3611・4016・
4114RP12 周辺

内外面ロクロナデ
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Ⅴ　出土遺物

表 22　上曽根遺跡　土器観察表 19

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

94 1 83 須恵器 坏 SK108F(3714)・3714 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 使用痕か

2 83 肥前陶器 碗 SK111F 底径 (45) 内外面ロクロナデ / 底部ケズリ
見込み重ね焼痕　
IV 期

3 83 肥前磁器 皿 SK111 RP14 底径 (48)
外面ケズリ / 内面ロクロナデ /
底部ケズリ / 内面植物？文 /
見込み蛇の目釉剥ぎ

波佐見　
V 期

4 83 須恵器 坏 SK111F(3713)・3612 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
5 83 赤焼土器 甕 SK113F(3713) 内外面ナデ
6 83 赤焼土器 坏 SK115F(3613) 底径 (48) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 83 肥前陶器 瓶 SD116(3811) 外面ナデ / 内面ナデ + アテ痕 I 期か
8 83 須恵器 蓋 SD116F(3812)・3714 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
9 83 須恵器 蓋 SD116F(3812) 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ 内面摩滅　転用硯か
10 83 須恵器 坏 SD116(3811) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
11 83 須恵器 坏 SD116F(3821) 底径 (49) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 83 須恵器 有台坏 SD116(3811) 底径 (65) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
13 83 赤焼土器 坏 SD116F(3812)・3712 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 83 須恵器 壺 SD116F(3811) 内外面ロクロナデ
15 83 瀬戸美濃 皿か SD117F(3915) 底径 (38) 大窯第 1 段階か
16 83 須恵器 坏 SD117F(4016) 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　使用痕か
17 83 須恵器 坏 SD117F 東ベルト 内外面ロクロナデ
18 83 須恵器 坏 SD117F(4016) 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

19 83 赤焼土器 甕
SD117F(3812)・3812・
3912

外面平行タタキ /
内面平行アテ痕か

20 83 須恵器 甕 SD117F(4016) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
95 1 84 珠洲 甕 SD118F(4013) 外面タタキ / 内面ナデ

2 84 須恵器 蓋
SD118(4013)・
3611・3711 撹乱・4013

口径 (146) 内外面ロクロナデ
内面摩滅　
内面墨付着

3 84 須恵器 坏 SD118(4013)
口径 (134)/
底径 (47)/ 器高 34

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

4 84 須恵器 有台坏 SD118(4013) 底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 84 須恵器 有台皿 SD118(4013)
口径 (123)/
底径 [59]/ 器高 20

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

6 84 赤焼土器 甕 SD118(4013)
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ

7 84 須恵器 甕 SD118F(4013) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
8 84 須恵器 壺 SD118(4013)・4015 内外面ロクロナデ

9 84 瀬戸美濃
折縁皿

（ソギ）
SK119F(3914)・4014 大窯第 4 段階

10 84 青磁 碗 SD119F(3914) 15 世紀
11 84 須恵器 有台坏 SD119F(3914) 底径 64 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 84 須恵器 坏 SD119F(3914) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

13 84 須恵器 甕 SD119F(3914)
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

14 84 須恵器 壺 SD119F(3914) 内外面ロクロナデ
15 84 須恵器 甕 SD119F(3914) 内外面ロクロナデ

16 84 須恵器 坏 SK120 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面漆付着　上半部
の漆のみ光沢あり

17 84 須恵器 有台坏 SK120 RP16 底径 62 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「足」丁寧
な筆字　転用硯か

18 84 須恵器 有台坏 SK120F(4315) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

19 84 赤焼土器 坏 SD120F(4316) 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
胎土精良　
かわらけ状

20 84 赤焼土器 有台皿
SK120F(4315)・
SE126 内・SE126F

口径 (136)/
底径 (68)/ 器高 29

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

96 1 85 須恵器 有台皿 SK122・SK122F RP17
口径 135/ 底径 63/
器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
見込摩滅　
底部墨書「十」

2 85 須恵器 甕 SK122
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕
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Ⅴ　出土遺物

表 23　上曽根遺跡　土器観察表 20

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

96 3 85 須恵器 蓋 SE123 ホリ ツマミ径 30 内外面ロクロナデ / 外面回転糸 内面摩滅

4 85 須恵器 蓋 SE123F
内外面ロクロナデ /
外面回転ヘラ・ケズリ

内面摩滅　外面墨書
「足」　転用硯か

5 85 須恵器 蓋 SE123F ホリ ツマミ径 24 内外面ロクロナデ
内面摩滅　転用硯
内面墨付着

6 85 須恵器 蓋 SE123F ホリ 内外面ロクロナデ

7 85 須恵器 坏 SE123F
口径 134/ 底径 52/
器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　内外面煤
付着　使用痕か

8 85 須恵器 有台坏 SE123F(3811) 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　転用硯か
9 85 須恵器 皿 SE123 ホリ 内外面ロクロナデ

10 85 赤焼土器 坏 SE123F(3811)
口径 (126)/
底径 (48)/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面過半摩滅

11 85 赤焼土器 坏 SE123F 内外面ロクロナデ
12 85 赤焼土器 坏 SE123F 口径 (132) 内外面ロクロナデ

13 85 土師器 坏
SE123・SE123(3811)・
SE123 ホリ・3812・3912

口径 117/ 底径 41/
器高 49

外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

底部墨書「足」

14 85 土師器 坏 SE123F・SE123F(3811)
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

15 85 赤焼土器 鍋
SE123 ホリ・
SX155(3206)

外面ロクロナデ / 内面カキメ

16 85 赤焼土器 甕 SE123F・SE123F(3811) 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 内外面煤付着

17 86 須恵器 甕 SE123 内
外面平行タタキ /
内面平行タタキ・同心円アテ痕

97 1 86 須恵器 甕 SE123 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

2 86 須恵器 甕
SE123F(3811)・
38123912

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

3 86 須恵器 甕 SE123 上
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

4 86 須恵器 甕 SE123 内
外面平行タタキ /
内面平行タタキ・同心円アテ痕

5 86 須恵器 甕 SE123F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 外面摩滅

6 86 須恵器 甕
SE123F(3811)・
3711 撹乱・3811 撹乱

外面ナデ + 平行タタキ / 内面ナデ

7 86 須恵器 甕 SE123F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

98 1 87 須恵器 蓋 SD124・4015・4216
RP81・
RP82

口径 148/ 器高 35
内外面ロクロナデ /
底部回転糸・ケズリ

内面摩滅

2 87 須恵器 坏
SD124・SD124F・
SD124F(4015)

RP77
口径 126/ 底径 56/
器高 40

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」

3 87 須恵器 坏 SD124F(4015)・XO
口径 (124)/
底径 62/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」

4 87 須恵器 坏 SD124F(4015)
口径 (130)/
底径 (60)/ 器高 38

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 87 須恵器 坏 SD124・4016 口径 (122) 内外面ロクロナデ

6 87 須恵器 坏 SD124 RP83
口径 131/ 幅 69/
器高 36

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面漆付着

7 87 須恵器 坏 SD124 器高 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
8 87 須恵器 坏 SD124F(3915) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

9 87 須恵器 有台皿 SD124・4016 RP76
口径 134/ 底径 68/
器高 29

内外面ロクロナデ /
底部回転糸 + ナデ + 板目痕

底部墨書「足」

10 87 須恵器 坏 SD124F(4015) 口径 (136) 内外面ロクロナデ
11 87 須恵器 坏 SD124F(3915) 口径 (126) 内外面ロクロナデ 内外面摩滅
12 87 須恵器 坏 SD124F 内外面ロクロナデ

13 87 赤焼土器 坏
SD105・SD108(3915)・
SD124・SD124F(4015)・
4016

RP75
口径 (166)/
底径 59/ 器高 59

内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
接合主体・RP が
SD124

14 87 赤焼土器 坏 SD124 RP80
口径 129/ 底径 52/
器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
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Ⅴ　出土遺物

表 24　上曽根遺跡　土器観察表 21

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

98 15 87 赤焼土器 坏 SD124 RP87
口径 123/ 底径 50/
器高 50

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

16 87 赤焼土器 坏
SD118(3915)・SD124・
SD124F・SE124F(3915)

RP78
口径 170/ 底径 63/
器高 58

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
接合主体・RP が
SD124

17 87 赤焼土器 坏 SD124 RP147
口径 158/ 底径 54/
器高 55

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

99 1 88 赤焼土器 坏 SD124F(4015)
口径 (134)/
底径 54/ 器高 49

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 88 赤焼土器 坏
SD124・SD124F・
SD124(4015)

口径 127/ 底径 51/
器高 4015

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

3 88 赤焼土器 坏 SD124
RP147・
RP149

口径 136/ 底径 52/
器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

4 88 赤焼土器 坏 SD124F(3915) 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
5 88 赤焼土器 坏 SD124 RP84 底径 49 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
6 88 赤焼土器 坏 SD124F(4015) 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 88 赤焼土器 坏 SD124F(4015) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
8 88 赤焼土器 坏 SD124 RP148 口径 (174) 内外面ロクロナデ
9 88 赤焼土器 坏 SD124 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 88 赤焼土器 坏 SD124・4016 内外面ロクロナデ

11 88 土師器 坏 SD124 RP79
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理

12 88 土師器 坏 SD124F(4015) 底径 (50)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

13 88 土師器 坏 SD124F(3915)
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

14 88 須恵器 甕 SD124
外面ナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + アテ痕

15 88 須恵器 壺 SD124 RP147 内外面ロクロナデ
16 88 須恵器 有台坏 SX125(3710) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

17 88 須恵器 有台坏 SK125F(3711) 底径 (78)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

18 88 須恵器 横瓶
SX125(3710)・
3714・3815

外面タタキ + カキメ /
内面アテ痕

19 88 須恵器 甕 SX125F(3711)
外面平行タタキ /
内面平行・同心円アテ痕

100 1 89 須恵器 坏
SE126F・SE126 内・
SE126 中心

口径 (142)/
底径 45/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面摩滅　底部墨
書「足」　転用硯か

2 89 須恵器 坏
SE126・SE126 内・
SE126 中心

口径 136/ 底径 66/
器高 44

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面摩滅　底部墨
書「足」　転用硯か

3 89 須恵器 坏 SE126・SE126F
口径 (128)/
底径 64/ 器高 45

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「足」
使用痕か

4 89 須恵器 坏
SE126・SE126F・
SE126-4 層・SE126 内・
SE126 中心

口径 (133)/
底径 54/ 器高 44

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「足」
使用痕か

5 89 須恵器 坏 SE126F
口径 (1314)/
底径 50/ 器高 43

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
底部墨書「足」

6 89 須恵器 坏 SE126F・SE126 内
口径 (136)/
底径 54/ 器高 50

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」

7 89 須恵器 坏 SE126F・SE126 内
口径 (131)/
底径 60/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」

8 89 須恵器 坏 SE126・SE126F・4014
口径 124/ 底径 58/
器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
底部墨書「足」

9 89 須恵器 坏 SE126F・SE126 内
口径 (144)/
底径 50/ 器高 41

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「足」
使用痕か

10 89 須恵器 坏 SE126F
口径 138/
底径 (70)/ 器高 44

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　底部墨書

「足」　使用痕か

11 89 須恵器 坏
SE126・SE126F・SE126内・
SD143(4014)・4014

口径 (130)/
底径 57/ 器高 37

外面ロクロナデ / 内面ナデ /
底部回転糸

内外面摩滅　
底部墨書「豊」
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Ⅴ　出土遺物

表 25　上曽根遺跡　土器観察表 22

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

100 12 89 須恵器 坏 SE126・SE126 ホリ
口径 (127)/
底径 (66)/ 器高 40

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」か

101 1 90 須恵器 坏 SE126・SE126F RP19
口径 136/ 底径 50/
器高 45

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面摩滅　体部意
図的に打ち欠きか

2 90 須恵器 坏 SE126・SE126 ホリ
口径 (130)/
底径 (54)/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

3 90 須恵器 坏 SE126 内
口径 (139)/
底径 (62)/ 器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

4 90 須恵器 坏 SE126 内 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
底部墨書「□」

5 90 須恵器 坏 SE126 ホリ 底径 (47) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面摩滅　底部墨
書「□」　使用痕か

6 90 須恵器 坏 SE126F 底径 56 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 90 須恵器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」
8 90 須恵器 坏 SE126 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
9 90 須恵器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」
10 90 須恵器 坏 SE126F 口径 (134) 内外面ロクロナデ 内外面摩滅

11 90 須恵器 坏
SE126 内・SE126F・
SE126 ホリ

口径 (122) 内外面ロクロナデ 内外面摩滅

12 90 須恵器 有台坏 SE126F・SE126 ホリ 口径 (156) 内外面ロクロナデ

13 90 須恵器 坏
SE126・SE126F・
SE126 内

口径 (140) 内外面ロクロナデ

14 90 須恵器 坏 SE126F 口径 (127) 内外面ロクロナデ
15 90 須恵器 坏 SE126F・SE126 ホリ 口径 (140) 内外面ロクロナデ
16 90 須恵器 坏 SE126F・SE126 内 口径 (138) 内外面ロクロナデ
17 90 須恵器 坏 SE126-3 層 口径 (124) 内外面ロクロナデ 外面摩滅

18 90 赤焼土器 坏 SE126 内
口径 (128)/
底径 52/ 器高 53

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

19 90 赤焼土器 坏 SE126F・SE126 内
口径 (138)/
底径 52/ 器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」

20 90 赤焼土器 坏
SE126・SE126F・
SE126 内

口径 (121)/
底径 52/ 器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

102 1 90 赤焼土器 坏 SE126F
口径 (134)/
底径 54/ 器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 91 赤焼土器 坏 SE126-3 層 底径 40 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「伴」
3 91 赤焼土器 坏 SE126・SE126F 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
4 91 赤焼土器 坏 SE126 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
5 91 赤焼土器 坏 SE126F 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
6 91 赤焼土器 坏 SE126 中心 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
7 91 赤焼土器 坏 SE126F 底径 (48) 内外面ロクロナデ
8 91 赤焼土器 坏 SE126F・SE126 内 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 91 赤焼土器 坏 SE126F・SE126 内 底径 44 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 91 赤焼土器 坏 SE126・SE126F・4014 底径 57 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
11 91 赤焼土器 坏 SE126F 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部低い柱状
12 91 赤焼土器 坏 SE126 内 底径 45 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
13 91 赤焼土器 坏 SE126F 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 91 赤焼土器 坏 SE126F・SE126 内 底径 56 内外面ロクロナデ / 底部不明
15 91 赤焼土器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」
16 91 赤焼土器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
17 91 赤焼土器 坏 SE126F 口径 (144) 内外面ロクロナデ
18 91 赤焼土器 坏 SE126F 口径 (154) 内外面ロクロナデ

19 91 赤焼土器 皿
SE126・SE126F・
SE126 内

口径 143 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

20 91 赤焼土器 坏 SE126F・SE126 内 口径 (111) 内外面ロクロナデ
21 91 赤焼土器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ
22 91 赤焼土器 坏 SE126 内 内外面ロクロナデ
23 91 赤焼土器 坏 SE126F 内外面ロクロナデ

06_3_遺物観察表_2022-03-04.indd   220 2022/03/04   15:25



221

Ⅴ　出土遺物

表 26　上曽根遺跡　土器観察表 23

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

102 24 91 須恵器 坏 SE126・SE126 内 口径 (122) 内外面ロクロナデ 内面摩滅

103 1 92 土師器 坏 SE126F
口径 (128)/
底径 58/ 器高 56

外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

2 92 土師器 坏 SE126F 底径 50
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

体部外面逆位墨書
「足」か

3 92 土師器 坏 SE126F・SE126 ホリ外 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面黒色処理か

4 92 土師器 坏 SE126 内 底径 (48)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

5 92 須恵器 甕
SE126F・4014・
4114RP12 周辺・XO

外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

6 92 須恵器 甕 SE126 内 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 内面摩滅

7 92 須恵器 坏 SK132F
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラか

8 92 瀬戸美濃 丸皿 SK134
口径 (104)/
底径 58/ 器高 26

内外面ロクロナデ / 底部ケズリ /
高台内輪ドチ痕

見込摩滅　
大窯第 3 段階後半

9 92 須恵器 有台坏
SD143(4212)・
4114RP12 周辺

底径 68 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅

10 92 珠洲 甕 SD143(4144) 外面タタキ / 内面アテ痕
11 92 須恵器 壺 SD143(4214)・3713 口径 (102) 内外面ロクロナデ
12 92 肥前陶器 皿 SD144 外面ロクロナデ / 底部ケズリ I 期か

13 92 須恵器 有台皿 SD144
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面摩滅・摺面
転用硯か

14 92 赤焼土器 坏 SX154F 内外面ロクロナデ
15 92 須恵器 壺 SX154 RP121 口径 (95) 内外面ロクロナデ

104 1 93 珠洲 擂鉢 SX155(3204) 外面ロクロナデ 内面摩滅　V 期か
2 93 須恵器 蓋 SX155(3205) 摘み径 32/ 厚さ 19 内外面ロクロナデ 摘み部　宝珠型
3 93 須恵器 蓋 SX155(3205) 摘み径 28/ 厚さ 8 摘み部
4 93 須恵器 蓋 SX155(3305)(3306) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ

5 93 須恵器 坏 SX155・SX155(3306) RP118
口径 (124)/
底径 76/ 器高 36

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

6 93 須恵器 坏 SX155(3205) 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅
7 93 須恵器 坏 SX155(3206) 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
8 93 須恵器 坏 SX155(3206) 底径 96 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
9 93 須恵器 坏 SX155(3305)・3305 底径 77 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

10 93 須恵器 坏
SX155(3205)(3206)
(3305)(3306)

口径 (130)/
底径 (50)/ 器高 49

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　

11 93 須恵器 坏
SX155(3306)・
SX155F(3205)

底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

12 93 須恵器 坏 SX155(3305) 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

13 93 須恵器 有台坏 SX155(3205)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

14 93 赤焼土器 坏 SX155(3205)(3306) 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
15 93 赤焼土器 坏 SX155(3305) 底径 42 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

16 93 土師器 坏 SX155(3306) 底径 48
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

17 93 赤焼土器 皿 SX155(3206) 内外面ロクロナデ 口縁部煤付着
18 93 赤焼土器 甕 SX155(3205) 内外面ロクロナデ・カキメ 小型
19 93 赤焼土器 甕 SX155(3205) 内外面ロクロナデ
20 93 須恵器 壺 SX155(3306) 内外面ロクロナデ
21 93 須恵器 甕 SX155 RP120 内外面ロクロナデ

22 93 須恵器 甕 SX155(3206)
外面平行タタキ + カキメ /
内面同心円アテ痕

105 1 94 須恵器 甕 SX155・3305 RP119 外面タタキ / 内面アテ痕
2 94 須恵器 坏 SD156(3406)・3206 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 94 赤焼土器 坏 SD156(3406) 底径 (46) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
4 94 赤焼土器 鍋 SD156(3406)・3406 外面カキメ / 内面ロクロナデ
5 94 須恵器 坏 SD159(3009)・3006 内外面ロクロナデ 外面口縁部に沈線
6 94 須恵器 壺 SD159(3009) 内外面ロクロナデ
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Ⅴ　出土遺物

表 27　上曽根遺跡　土器観察表 24

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

105 7 94 須恵器 甕 SD159 RP124 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

8 94 赤焼土器 坏 SE162-1 層
外面ケズリ / 内面ロクロナデ /
底部回転糸

9 94 赤焼土器 甕 SE162F 口径 (236) 外面カキメ / 内面ロクロナデ 内外面煤付着

10 94 須恵器 有台坏 SK205F 底径 (84)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面煤付着

11 94 須恵器 有台坏 SP207 床面 底径 (57)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラか

壺か

12 94 赤焼土器 甕 SP209F 外面ケズリ / 内面ハケメ・ナデ
13 94 須恵器 蓋 SK210F 内外面ロクロナデ
14 94 須恵器 坏 SK210F 底径 60 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部摩滅

15 94 須恵器 坏 SK210F 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
火ハネ
転用硯（墨痕）

106 1 95 須恵器 有台坏 SK210 RP125 底径 64
内外面ロクロナデ /
底部回転糸か + ナデ

内外面・底部煤付着
高台端部摩滅

2 95 須恵器 壺 SK210F 底径 54 内外面ロクロナデ 底部切離し不明

3 95 赤焼土器 坏 SK210F
口径 (132)/
底径 (48)/ 器高 53

内外面ロクロナデ / 底部回転糸か

4 95 赤焼土器 坏 SK210F 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

5 95 赤焼土器 坏 SK210 RP125
口径 142/ 底径 60/
器高 57

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面煤付着　
口縁部一部打ち欠き

6 95 赤焼土器 甕 SK210F 底径 (70)
外面ケズリ / 内面ロクロナデ /
底部回転糸

7 95 須恵器 甕 SK210F・2303
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

8 95 須恵器 甕 SK210F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

9 95 須恵器 壺 SK210F 内外面ロクロナデ
サンドイッチ状焼成
頸部に隆帯

10 95 赤焼土器 甕 SK212 底径 72 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

11 95 赤焼土器 坏 SK213 RP138
口径 125/ 底径 48/
器高 38

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

107 1 96 須恵器 有台坏 SK213 底径 (68)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

2 96 赤焼土器 坏 SK213 底径 (59) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 96 赤焼土器 甕 SK213 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
4 96 赤焼土器 甕 SK213F・SK215 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

5 96 赤焼土器 甕 SK213F 底径 (74)
外面ケズリ / 内面ロクロナデ /
底部回転糸

6 96 赤焼土器 甕 SK213F 内外面ロクロナデ
7 96 須恵器 壺 SK213F 内外面ロクロナデ
8 96 赤焼土器 甕 SD214(2602) 内外面ロクロナデ 口縁部先端尖る

9 96 赤焼土器 甕 SK216F
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

外面煤付着

10 96 須恵器 皿 SD216(2601) 内外面ロクロナデ
11 96 須恵器 甕 SP231・1901 内外面ロクロナデ
12 96 須恵器 蓋 SD2・SD238(2504) 内外面ロクロナデ / 外面ケズリ SD2・238 の合流部

13 96 須恵器 坏 SD238 RP91
口径 (128)/
底径 (71)/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

14 96 須恵器 坏 SD238(2704) 底径 (52)
内外面ロクロナデ + ケズリ /
底部回転糸

15 96 須恵器 坏 SD238(2704) 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

16 96 須恵器 坏 SD238・SD238F(2704) RP93
口径 (131)/
底径 (60)/ 器高 45

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

17 96 須恵器 坏 SD238 RP91 内外面ロクロナデ

18 96 赤焼土器 坏 SD238・SD238(2704) RP100
口径 (132)/
底径 (56)/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着
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Ⅴ　出土遺物

表 28　上曽根遺跡　土器観察表 25

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

108 1 97 赤焼土器 坏 SD238・SD238(2704) RP97
口径 (132)/
底径 49/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

2 97 赤焼土器 坏
SD238・SD238(2604)・
SD238(2704)・2604

RP102
口径 (123)/
底径 53/ 器高 44

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内外面煤付着

3 97 赤焼土器 坏 SD238 RP94
口径 (132)/
底径 61/ 器高 42

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面煤付着

4 97 赤焼土器 坏 SD238 RP101 底径 58 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
口縁部割れ口摩滅　
内外面煤付着

5 97 赤焼土器 坏 SD238 RP98 内外面ロクロナデ 内面煤付着

6 97 土師器 坏 SD238(2704)
外面ロクロナデ /
内面ミガキ + 黒色処理

内面剥離多

7 97 赤焼土器 甕 SD238 RP102
口径 (139)/
底径 66/ 器高 118

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 小型

8 97 赤焼土器 甕
SD238F(2704)・2704・
2705

底径 (78) 外面ケズリ / 内面ロクロナデ 外面煤付着

9 97 赤焼土器 甕 SD238 RP99 口径 (246) 内外面ロクロナデ
内外面煤付着　
口縁部丸み

10 97 赤焼土器 甕 SD238(2704) 内外面ロクロナデ 口縁部丸み
11 97 赤焼土器 甕 SD238 RP95 内外面ロクロナデ

12 97 赤焼土器 甕 SD238(2804) 底径 (68)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

109 1 97 赤焼土器 甕 SD238F(2704)
外面ナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + 平行アテ痕

内外面煤付着

2 97 赤焼土器 甕 SD238F(2704)・2604 内外面ロクロナデ

3 97 須恵器 甕 SD238(2704)・2906
外面平行タタキ・カキメ /
内面同心円アテ痕

4 97 赤焼土器 甕 SP242F 内外面ロクロナデ

5 98 須恵器 蓋 SK244・SK244F 口径 (168) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
体部墨書「利」　
内面摩滅

6 98 須恵器 蓋 SK244 口径 (139) 内外面ロクロナデ
7 98 須恵器 蓋 SK244 RP110 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ
8 98 須恵器 蓋 SK244F 内外面ロクロナデ

9 98 須恵器 坏 SK244 RP112
口径 (132)/
底径 (70)/ 器高 38

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面摩滅
転用硯か

10 98 須恵器 坏 SK244 RP117
口径 130/
底径 76/ 器高 29

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面摩滅　
底部墨書「山ゕ」

11 98 須恵器 坏 SK244F
口径 (134)/
底径 (80)/ 器高 34

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅

12 98 須恵器 坏 SK244 ベルト 底径 (74) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「□」

13 98 須恵器 坏 SK244 ベルト
口径 (138)/
底径 (60)/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

14 98 須恵器 有台坏 SK244
RP110・
RP113

口径 (140)/
底径 (76)/ 器高 65

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

15 98 須恵器 壺 SK244 RP111 底径 68
外面ロクロナデ / 内面ロクロナデ
+ ケズリ / 底部回転ヘラ

110 1 98 赤焼土器 甕 SK244F 内外面ロクロナデ 内面帯状に煤付着

2 98 赤焼土器 甕 SK244F
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面カキメ

3 98 赤焼土器 甕 SK244 RP114
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

内外面煤付着

4 98 赤焼土器 甕 SK244 RP109 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

5 98 赤焼土器 鍋 SK244F
外面ナデ + 平行タタキ /
内面ナデ + 同心円アテ痕

内外面煤付着

6 98 赤焼土器 甕 SK244 ベルト 外面平行タタキ / 内面アテ痕
7 98 須恵器 甕 SK244F 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 内面煤付着
8 99 赤焼土器 坏 SK245(2707) 底径 (57) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
9 99 赤焼土器 甕 SK246 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
10 99 須恵器 壺 SK247 内外面ロクロナデ 頸部　外面線刻か

06_3_遺物観察表_2022-03-04.indd   223 2022/03/04   15:25



224

Ⅴ　出土遺物

表 29　上曽根遺跡　土器観察表 26

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

110 11 99 須恵器 壺 SP249 内外面ロクロナデ

12 99 須恵器 壺 SP249
外面ナデ + タタキ /
内面ロクロナデ

13 99 赤焼土器 坏 SP255 底径 46 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面全面・外面一部
煤付着

14 99 赤焼土器 坏 SP255 内外面ロクロナデ
15 99 須恵器 坏 SD257 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
16 99 赤焼土器 坏 SD257 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
17 99 赤焼土器 坏 SP266 内外面ロクロナデ

111 1 99 肥前磁器 皿 2400 底径 (63) 内外面ロクロナデ / 内面植物文 II 期

2 99 肥前磁器 皿 2000
内外面ロクロナデ /
内面圏線 + 植物文

II 期

3 99 肥前陶器 皿 1597 内外面ロクロナデ / 内面櫛櫛文 櫛期櫛・櫛櫛

4 99 瀬戸美濃 皿櫛 3007 底径 51
内外面ロクロナデ / 底部ケズリ /
内面ソギ

大窯第 4 段階

5 99 青磁 稜花皿 2905 内外面ケズリ / 外面鎬連弁文 II 類　13 世紀後半
6 99 肥前陶器 皿 2908 検出 内外面ロクロナデ I 期櫛
7 99 瀬戸美濃 折縁皿 3007 内外面ロクロナデ 大窯第 4 段階
8 99 瀬戸美濃 折縁皿 2198 内外面ロクロナデ 大窯第 4 段階
9 99 肥前陶器 皿 2202 内外面ロクロナデ I 期櫛
10 99 瀬戸美濃 皿櫛 2498 大窯
11 99 瀬戸美濃 皿櫛 2196 内外面ロクロナデ / 底部ケズリ 大窯第 1 段階
12 99 瀬戸美濃 皿櫛 2905 内外面ロクロナデ 大窯
13 99 瀬戸美濃 皿櫛 2604 内外面ロクロナデ 大窯

14 99 肥前磁器 碗 1700 底径 (41)
内外面ロクロナデ / 外面植物文　
高台内銘「大明年製」

波佐見　
V 期・くらわん櫛

15 99
産地不明

磁器
碗 1901 底径 37

内外面ロクロナデ / 外面圏線 +
不明文　見込み圏線 + 不明文

近代櫛

16 99 肥前磁器 瓶櫛 2002 底径 52
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明 / 外面圏線

II 期

17 99 青磁 碗 1901 外面鎬連弁文
II 類
13 世紀後半

18 99 瀬戸美濃
天目茶

碗
2905 外面ロクロナデ + ケズリ

越中瀬戸櫛　
16 世紀後半

19 99 青磁 碗 3111

20 99 瀬戸美濃 瓶櫛 1901 周辺 底径 36 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面櫛剥離　
14~15 世紀・古瀬戸

21 100 肥前陶器 擂鉢 2908 内外面ロクロナデ II 期
22 100 越前 擂鉢 2500 内外面ロクロナデ / 内面卸目 16 世紀　粗い卸目
23 100 越前 擂鉢 1901 内外面ロクロナデ / 内面卸目 16 世紀　粗い卸目
24 100 珠洲 擂鉢 1402 内外面ロクロナデ / 内面卸目 IV 期　粗い卸目
25 100 珠洲 擂鉢 1300 内外面ロクロナデ / 内面卸目 内面煤付着　V 期櫛

26 100
須恵器系

陶器
甕 2002

外面ナデ + タタキ /
内面ナデ + アテ痕

珠洲と色調異なる

27 100 珠洲 甕 1496 外面タタキ / 内面アテ痕
28 100 越前櫛 甕 2908 検出 内外面ナデ

29 100
産地不明

陶器
瓶櫛 2696 内外面ロクロナデ 近世櫛

30 100
土師質土

器
土錘 2605・2705 長さ 38/ 直径 (32)

112 1 100 須恵器 蓋 2096 摘み径 29 内外面ロクロナデ 摘み部
2 100 須恵器 蓋 2606 摘み径 29 内外面ロクロナデ 摘み部
3 100 須恵器 蓋 2707 摘み径 29 内外面ロクロナデ 摘み部
4 100 須恵器 蓋 3006 摘み径 25 内外面ロクロナデ 摘み部
5 100 須恵器 蓋 3005 内外面ロクロナデ 内面摩滅
6 100 須恵器 蓋 1996 内外面ロクロナデ
7 100 須恵器 蓋 1800・1901 口径 (152) 内外面ロクロナデ 内面摩滅
8 100 須恵器 蓋 2002 口径 (126) 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ 内面摩滅
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Ⅴ　出土遺物

表 30　上曽根遺跡　土器観察表 27

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

112 9 100 須恵器 蓋 1700,1800 下層・1800 口径 (157) 内外面ロクロナデ
10 100 須恵器 蓋 3008 内外面ロクロナデ / 外面ケズリか
11 100 須恵器 蓋 2605・2705 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ 外面摩滅
12 100 須恵器 蓋 1800 内外面ロクロナデ
13 100 須恵器 蓋 1700,1800 下層 内外面ロクロナデ

14 101 須恵器 坏 2604RP1 周辺・2604
口径 (119)/
底径 60/ 器高 33

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 外面摩滅

15 101 須恵器 坏 1901
口径 (140)/
底径 (93)/ 器高 33

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 外面摩滅

16 101 須恵器 坏 1700,1800 下層
口径 (140)/
底径 (92)/ 器高 30

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

17 101 須恵器 坏 1800
口径 (134)/
底径 (71)/ 器高 37

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

18 101 須恵器 坏 2501 底径 68 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
19 101 須恵器 坏 1800 底径 70 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「十」

20 101 須恵器 坏 1800 底径 (70)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ケズリ

内面摩滅　使用痕か

21 101 須恵器 坏 2604 底径 (73) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

22 101 須恵器 坏 1800 底径 (76)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

外面摩滅

23 101 須恵器 坏 1700,1800 下層・1800 底径 72/ 器高 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
24 101 須恵器 坏 1300 底径 (78) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
25 101 須恵器 坏 1396 底径 (75) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 胎土緻密

113 1 101 須恵器 坏 1901 周辺 底径 (82) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面摩滅
使用痕か

2 101 須恵器 坏 1700,1800 下層 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
3 101 須恵器 坏 1700,1800 下層 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 外面摩滅
4 101 須恵器 坏 2909 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部板目痕
5 101 須恵器 坏 1800 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

6 101 須恵器 坏
1700,1800・
1700,1800 下層

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「十」

7 101 須恵器 坏 2705 底径 (80） 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書か「□」
8 101 須恵器 坏 1901 周辺・1901 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 底部墨書「吉」か

9 101 須恵器 坏 1901 周辺 底径 (79) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
内外面煤付着
転用硯（墨痕）

10 101 須恵器 坏 1102・1402
口径 (118)/
底径 57/ 器高 32

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅
転用硯か

11 101 須恵器 坏 3008 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 102 須恵器 坏 2707 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
13 102 須恵器 坏 1897 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 102 須恵器 坏 2101 周辺 底径 (61) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面線刻か
15 102 須恵器 坏 1901 口径 / 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面墨痕　転用硯か
16 102 須恵器 坏 1700,1800 底径 57 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」
17 102 須恵器 坏 1901 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「十」
18 102 須恵器 坏 1300・1697 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「□」

19 102 須恵器 坏 1699 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部墨書「豊」
内面摩滅

20 102 須恵器 坏 1700,1800 下層 内面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　底部墨書

「豊」　使用痕か
21 102 須恵器 坏 1901 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部「□」使用痕か

22 102 須恵器 有台坏 1700,1800 下層
口径 (122)/
底径 (79)/ 器高 55

内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

23 102 須恵器 有台坏 2704・2705・3005 底径 76 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

24 102 須恵器 有台坏 1901 底径 (67)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

外面下部・底部墨付
着　底部転用硯

114 1 102 須恵器 有台坏 1798 検出 底径 (78)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ
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Ⅴ　出土遺物

表 31　上曽根遺跡　土器観察表 28

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

114 2 102 須恵器 有台坏 2604RP1 周辺 底径 (61)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

3 102 須恵器 有台坏 1797・1897 底径 (58) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　使用痕か
4 102 須恵器 有台坏 3008 底径 (74) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
5 102 須恵器 有台坏 1696 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
6 102 須恵器 有台坏 2607 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

7 102 須恵器 有台坏 2096 底径 62 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内面摩滅　
体部円形打ち欠きか

8 102 須恵器 坏 1800 内外面ロクロナデ 内外面摩滅
9 102 須恵器 坏 1897 検出 内外面ロクロナデ

10 102 須恵器 坏 1700,1800 下層 内外面ロクロナデ 外面摩滅
11 102 須恵器 坏 1701 下層 内外面ロクロナデ
12 102 須恵器 坏 1700,1800 下層 内外面ロクロナデ
13 102 須恵器 坏 1800 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
14 102 須恵器 皿 1797 内外面ロクロナデ
15 102 須恵器 皿 1797・1798 内外面ロクロナデ

16 103 赤焼土器 坏 1901
口径 (113)/
底径 49/ 器高 46

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

17 103 赤焼土器 坏 1901
口径 (120)/
底径 56/ 器高 48

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

18 103 赤焼土器 坏 1901・1901 周辺
口径 (128)/
底径 54/ 器高 54

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

19 103 赤焼土器 坏 2704
口径 (130)/
底径 (58)/ 器高 39

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

20 103 赤焼土器 坏 2202
口径 (152)/
底径 54/ 器高 55

内外面ロクロナデ / 底部回転糸

21 103 赤焼土器 坏 1700,1800 下層・1800
口径 (103)/
底径 (45)/ 器高 39

内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

22 103 赤焼土器 甕 2403・2503 底径 (72) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 外面・底部煤付着
23 103 赤焼土器 坏 2704 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
24 103 赤焼土器 坏 1901 底径 58 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 ロクロ目著しい
25 103 赤焼土器 坏 1901 底径 (49) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

26 103 赤焼土器 甕 3006 底径 62
外面ケズリ / 内面ナデ /
底部回転糸・ケズリ

115 1 103 赤焼土器 坏 1901 周辺 底径 52 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
2 103 赤焼土器 坏 2503 底径 43 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
3 103 赤焼土器 坏 1701 底径 (45) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
4 103 赤焼土器 坏 2296 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
5 103 赤焼土器 坏 1901 底径 (41) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
6 103 赤焼土器 坏 2002 底径 (38) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
7 103 赤焼土器 坏 1897 RP9 底径 (52) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
8 103 赤焼土器 坏 1701 底径 (50) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か
9 103 赤焼土器 坏 1901 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

10 103 赤焼土器 有台坏 1901 底径 61 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
外面煤付着　
高台内凹部

11 103 赤焼土器 有台坏 1896・1897 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
12 103 赤焼土器 坏 2605・2704・2705 口径 (124) 内外面ロクロナデ ロクロ目著しい
13 103 赤焼土器 坏 1901 口径 (136) 内外面ロクロナデ
14 103 赤焼土器 坏 3110 内外面ロクロナデ 外面漆付着
15 103 赤焼土器 坏 1901 内外面ロクロナデ
16 103 赤焼土器 坏 2605・2704・2705 内外面ロクロナデ
17 103 赤焼土器 坏 1800 内外面ロクロナデ
18 103 赤焼土器 坏 1901 内外面ロクロナデ
19 103 赤焼土器 坏 1701 下層 内外面ロクロナデ

20 104 土師器 有台坏 2905・2908
口径 (109)/
底径 (48)/ 器高 (43)

外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

高台内凹部

21 104 土師器 坏 2096 検出 底径 (70)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部切離し不明
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Ⅴ　出土遺物

表 32　上曽根遺跡　土器観察表 29

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

115 22 104 土師器 坏 1197 底径 (48)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

23 104 土師器 有台坏 2604RP1 周辺 底径 (78)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

24 104 土師器 有台坏 2503
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

25 104 土師器 坏 2002 底径 (58)
外面ロクロナデ / 内面ミガキ +
黒色処理 / 底部回転糸

116 1 104 赤焼土器 甕 2703 内外面ロクロナデ
2 104 赤焼土器 鍋 2303 内外面ロクロナデ 内面煤付着
3 104 赤焼土器 鍋 1901 周辺 内外面ロクロナデ・カキメ
4 104 赤焼土器 甕 2704 内外面ロクロナデ 内外面煤付着　小型
5 104 赤焼土器 甕 2198 内外面ロクロナデ 内外面煤付着
6 104 赤焼土器 甕 2703 内外面ロクロナデ 口縁部内面煤付着
7 104 赤焼土器 甕 2504 内外面ロクロナデ
8 104 赤焼土器 甕 1699 下層 内外面ロクロナデ 外面煤付着
9 104 赤焼土器 甕 2002 内外面ロクロナデ 外面煤付着
10 104 赤焼土器 甕 3008・3009 内外面ロクロナデ
11 104 赤焼土器 甕 1901 周辺 外面平行タタキ / 内面アテ痕
12 104 赤焼土器 甕 2002 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕 内外面煤付着
13 104 赤焼土器 甕 1800 底径 (57) 内外面ロクロナデ / 底部ナデ 内外面煤付着

14 104 赤焼土器 甕 1901 周辺 底径 (65)
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 底部回転糸

外面煤付着

15 104 赤焼土器 甕 1901 周辺 底径 (66)
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 底部回転糸

117 1 105 須恵器 甕 1901 周辺 内外面ロクロナデ サンドイッチ状焼成

2 105 須恵器 甕 1901 周辺
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

サンドイッチ状焼成

3 105 須恵器 甕 2502 外面タタキ / 内面アテ痕
4 105 須恵器 甕 2503 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
5 105 赤焼土器 甕 2605・2705 外面平行タタキ / 内面アテ痕
6 105 須恵器 甕 2503 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

7 105 須恵器 甕 2503
外面平行タタキ /
内面平行・同心円アテ痕

8 105 須恵器 甕 1901・2002
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

9 105 須恵器 甕 3007 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

10 105 須恵器 甕 2708
外面平行タタキ /
内面平行・同心円アテ痕

11 105 須恵器 甕 1700,1800 下層・1800　
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

12 105 須恵器 甕 2504 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕

13 105 須恵器 甕 2504
外面平行タタキ + カキメ /
内面同心円アテ痕

14 105 須恵器 甕 2201
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

15 105 須恵器 甕 2100
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

118 1 106 須恵器 甕 1901
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

内面煤付着

2 106 須恵器 壺 2503 底径 (151) 内外面ロクロナデ 高台内煤付着

3 106 須恵器 壺 1700,1800 下層・1799 底径 (76)
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

サンドイッチ状焼成

4 106 赤焼土器 鍋 1701
外面平行タタキ + ケズリ / 内面ナ
デ + 同心円アテ痕

外面煤付着

5 106 須恵器 壺 2504 内外面ロクロナデ
6 106 須恵器 甕 3111 内外面ロクロナデ
7 106 須恵器 壺 1698 下層 内外面ロクロナデ

06_3_遺物観察表_2022-03-04.indd   227 2022/03/04   15:25



228

Ⅴ　出土遺物

表 33　上曽根遺跡　土器観察表 30

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

118 8 106 須恵器 壺 2908 内外面ロクロナデ 頸部隆帯
9 106 須恵器 壺 2604 内外面ロクロナデ
10 106 須恵器 壺 1901 内外面ロクロナデ
11 106 須恵器 壺 2607 内外面ロクロナデ
12 106 須恵器 壺 1901 内外面ロクロナデ
13 106 須恵器 蓋 XO 内外面ロクロナデ

14 106 須恵器 坏 B 検出 底径 (68)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

15 106 須恵器 壺 XO 底径 (98)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

16 106 須恵器 壺 表採 内面ナデ / 底部切離し不明

17 106 赤焼土器 坏 XO 内外面ロクロナデ
外面煤付着　
内面煤・漆付着

18 106 須恵器 甕 XO
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

19 106 肥前磁器 人形か XO
外面上絵付け　
III 期か

119 1 107 青花 皿 3512
外面圏線　
内面植物 ? 文 + 圏線

E 群・景徳鎮

2 107 肥前磁器 皿 4520 底径 48 見込植物文 II 期
3 107 青花 碗 4114RP12 周辺 外面圏線 + 唐草文　内面圏線 B 群・景徳鎮

4 107 肥前陶器 皿 4217
口径 (126)/
底径 (56)/ 器高 36

外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ / 底部ケズリ

内面摩滅　
I 期

5 107 肥前陶器 皿 3712 外面ロクロナデ I 期
6 107 肥前陶器 皿 3612 撹乱 I 期か
7 107 肥前陶器 皿 3508 I 期か
8 107 肥前陶器 皿 3916 I 期か
9 107 肥前陶器 皿 3715 I 期か
10 107 肥前陶器 皿 4517 II 期
11 107 肥前陶器 皿 3713 撹乱 外面ロクロナデ II 期
12 107 白磁 皿 3811 撹乱 D 類
13 107 青磁 稜花皿 4014 内面櫛櫛文 15 世紀後半
14 107 肥前陶器 皿 4419 外面ケズリ I 期

15 107 瀬戸美濃 皿 3716 底径 (56)
外面ケズリ / 底部ケズリ /
見込トチン痕

大窯

16 107 青磁 碗 4016 15 世紀か
17 107 青磁 碗 3614 外面刻花雷文 C 類

18 107 瀬戸美濃 天目
茶碗 4416 大窯

19 107 瀬戸美濃 天目
茶碗 3305 外面ケズリ 大窯

20 107 肥前陶器 瓶 4013 外面タタキ / 内面アテ痕 練込み状胎土
21 107 肥前陶器 瓶 3916 内面ナデ I 期か
22 107 肥前陶器 瓶 3712 内面ナデ / 外面印花文

23 107 肥前陶器 瓶 3713 外面タタキ / 内面アテ痕
練り込み状胎土　
II 期か　

24 107 珠洲 擂鉢 4416 内外面ロクロナデ / 内面卸目 口縁部波状文　V 期
25 107 肥前陶器 鉢か 3714 内外面ロクロナデ / 内面卸目 I 期か
26 107 瓦質土器 火鉢 3815 内外面ミガキ + 黒色処理 近世
27 107 肥前陶器 鉢 4416 外面ロクロナデ + ケズリ I 期か
28 107 珠洲 甕 4014 外面タタキ / 内面アテ痕

29 107
須恵器系

陶器
甕 3812・3912 外面タタキ / 内面アテ痕

30 107 珠洲 甕 3714 外面タタキ / 内面アテ痕
31 107 肥前陶器 片口 3508 外面ケズリ I 期か

32 107 瓦質土器 擂鉢 3612 撹乱 底径 (124) 外面ロクロナデ / 内面卸目
16 世紀か　
粗い卸目

120 1 108 須恵器 蓋 3916 杭周辺・3815 内外面ロクロナデ / 外面回転糸 内面摩滅　転用硯か
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Ⅴ　出土遺物

表 34　上曽根遺跡　土器観察表 31

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

120 2 108 須恵器 蓋 3815 直径 25/ 厚さ 15 外面ロクロナデ 摘み
3 108 須恵器 蓋 3313 直径 28/ 厚さ 12 外面ロクロナデ 摘み
4 108 須恵器 蓋 3512 内外面ロクロナデ 摘み
5 108 須恵器 蓋 3206 口径 (150) 内外面ロクロナデ
6 108 須恵器 蓋 3712 内外面ロクロナデ 内面摩滅
7 108 須恵器 蓋 3812・3912 内外面ロクロナデ / 外面回転ヘラ 内面摩滅

8 108 須恵器 坏
4016・4114RP12 周辺・
4415

口径 (118)/
底径 72/ 器高 32

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ケズリ

9 108 須恵器 坏
3411・3512・3611 周辺・
3611

口径 (125)/
底径 (90)/ 器高 35

内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

10 108 須恵器 坏 3713 底径 62 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ

11 108 須恵器 坏 3514 底径 (84)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

内外面摩滅

12 108 須恵器 坏 3508 底径 (90) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 内面摩滅　使用痕か
13 108 須恵器 坏 3512 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
14 108 須恵器 坏 3716・3815 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か

15 108 須恵器 坏 4420
口径 (122)/
底径 (46)/ 器高 38

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内外面摩滅

16 108 須恵器 坏 3916 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「得」

17 108 須恵器 坏 4617 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
内外面摩滅　底部墨
書「足」　使用痕か

18 108 須恵器 坏 3917・XO 底径 54 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
底部「足」
使用痕か

19 108 須恵器 坏 3508 底径 48 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
20 108 須恵器 坏 3712 底径 50 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」
21 108 須恵器 坏 3916 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
22 108 須恵器 坏 4114RP12 周辺 底径 56 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅
23 108 須恵器 坏 3711 撹乱 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
24 108 須恵器 坏 3610 内面ロクロナデ / 底部回転糸 底部墨書「足」か

121 1 109 須恵器 有台坏 3411 底径 (88) 内外面ロクロナデ / 底部切離し不明

2 109 須恵器 有台坏 3411
口径 (125)/
底径 (79)/ 器高 42

内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラか

3 109 須恵器 有台坏 3512 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ 体部打ち欠き
4 109 須恵器 有台坏 4016 底径 (80) 内外面ロクロナデ / 底部ヘラか

5 109 須恵器 有台坏 4016 底径 (74)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

6 109 須恵器 有台坏 4114RP12 周辺 底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

7 109 須恵器 有台坏 3305 底径 (76)
内外面ロクロナデ /
底部回転ヘラ + ナデ

使用痕か

8 109 須恵器 有台坏 3508 底径 70 内外面ロクロナデ / 底部回転糸か

9 109 須恵器 皿 3812・3912 底径 (64)
内外面ロクロナデ /
底部回転糸か + ナデ

内面摩滅　転用硯か

10 109 須恵器 有台坏 3610 底径 (64)
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

内面摩滅　使用痕か

11 109 須恵器 有台坏 3815・表採・XO 底径 59
内外面ロクロナデ /
底部回転糸か + ナデ

体部円形打ち欠きか

12 109 須恵器 有台坏 4016・4017 底径 66 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
体部円形打ち欠き
転用硯か

13 109 須恵器 有台坏 4215 底径 (54) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
14 109 須恵器 有台坏 3206 底径 (62) 内外面ロクロナデ 底部切離し不明
15 109 須恵器 有台坏 3916 底径 (70) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
16 109 須恵器 有台坏 4114RP12 周辺 底径 (66) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 使用痕か
17 109 須恵器 皿 4216 底径 (60) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅
18 109 須恵器 有台坏 3713 撹乱 底径 (63) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸 内面摩滅　使用痕か
19 109 須恵器 有台坏 3912 底径 63 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

20 109 須恵器 有台坏 3305
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明
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Ⅴ　出土遺物

表 35　上曽根遺跡　土器観察表 32

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 調整 備考

121 21 109 須恵器 有台坏 4016
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

22 109 須恵器 壺 3713
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

23 109 須恵器 壺 3206 内外面ロクロナデ / 底部回転ヘラ
122 1 110 須恵器 坏 3712 口径 (126) 内外面ロクロナデ

2 110 須恵器 坏 3714 内外面ロクロナデ 体部外面墨書「□」
3 110 須恵器 有台坏 3206・3305 内外面ロクロナデ

4 110 須恵器 有台皿 3914
口径 (130)/
底径 60/ 器高 30

内外面ロクロナデ / 底部回転糸
高台内墨書「吉」
内面摩滅　転用硯か

5 110 赤焼土器 坏 3712
口径 132/
底径 49/ 器高 50

内外面ロクロナデ / 底部回転糸か

6 110 赤焼土器 坏 3712
口径 85/
底径 46/ 器高 28

内外面ロクロナデ / 底部回転糸 かわらけ状

7 110 赤焼土器 坏 3610 底径 (64) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
8 110 赤焼土器 坏 3409 底径 46 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

9 110 赤焼土器 坏 3206
内外面ロクロナデ /
底部切離し不明

10 110 赤焼土器 甕 3406 内外面ロクロナデ
11 110 赤焼土器 甕 3611 周辺 内外面ロクロナデ
12 110 赤焼土器 甕 3714 内外面ロクロナデ
13 110 赤焼土器 甕 3206 内外面ロクロナデ

14 110 赤焼土器 甕 3613
外面ロクロナデ + 平行タタキ /
内面ロクロナデ

15 110 赤焼土器 甕 3313 底径 (76) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
16 110 赤焼土器 甕 3312・3512 底径 (72) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸
17 110 赤焼土器 甕 4013 底径 62 内外面ナデ / 底部切離し不明
18 110 赤焼土器 甕 3206 内外面ナデ / 底部切離し不明
19 110 赤焼土器 甕 3206 底径 (70) 外面ケズリ / 内面ロクロナデ サンドイッチ状焼成
20 110 須恵器 甕 4216・4517 内外面ロクロナデ

21 110 須恵器 甕 3609
外面ナデ + タタキ・カキメ /
内面ナデ

22 110 須恵器 甕 3309 外面タタキ / 内面ナデ

23 110 須恵器 甕 4418
外面平行タタキ /
内面ナデ + アテ痕

123 1 111 須恵器 甕
3712・3713 撹乱・
3811 撹乱・3812・3912

外面平行タタキ + カキメ /
内面平行アテ痕

2 111 須恵器 甕 3815
外面平行タタキ /
内面同心円アテ痕

3 111 須恵器 甕 3916 杭周辺 外面平行タタキ / 内面平行アテ痕
4 111 須恵器 壺 3714・4415・4416 口径 (106) 内外面ロクロナデ
5 111 須恵器 壺 4114RP12 周辺 内外面ロクロナデ
6 111 須恵器 壺 4016 内外面ロクロナデ
7 111 須恵器 壺 4114RP12 周辺 内外面ロクロナデ
8 111 須恵器 壺 3614 内外面ロクロナデ
9 111 須恵器 壺 3406 内外面ロクロナデ
10 111 須恵器 壺 3512・3513 内外面ロクロナデ

11 111 須恵器 壺 4616
外面ロクロナデ + ケズリ /
内面ロクロナデ

12 111 須恵器 瓶 3814 内外面ロクロナデ
サンドイッチ状焼成
底部に稜

13 111 肥前陶器 皿 XO 外面ロクロナデ I 期か
14 111 赤焼土器 坏 表採 底径 (56) 内外面ロクロナデ / 底部回転糸

15 111
須恵器系

陶器
甕 XO 外面タタキ / 内面アテ痕 珠洲か

16 111 須恵器 甕 XO 外面ナデ / 内面カキメ
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Ⅴ　出土遺物

表 36　上曽根遺跡　木製品観察表 1

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

127 1 115 木製品 棒状（角） SX3(1600) 長さ 249/ 幅 24/ 厚さ 20 スギ
2 115 木製品 付け木 SX3F(1700) 長さ（69）/ 幅（20）/ 厚さ（8）スギ 先端部炭化
3 115 木製品 箸 SX3F(1700) 長さ（49）/ 幅 6/ 厚さ 4 スギ
4 115 木製品 板状 SX3F(1700) 長さ（48）/ 幅（17）/ 厚さ 6 スギ
5 115 木製品 付け木 SX3F 長さ（46）/ 幅（9）/ 厚さ 3 スギ 先端部炭化
6 115 木製品 箸 SX3(1700) 長さ（82）/ 幅（7）/ 厚さ 4 スギ
7 115 木製品 板状 SX3F(1800) 長さ（23）/ 幅 16/ 厚さ 4 スギ
8 115 木製品 付け木 SX3 長さ（83）/ 幅（26）/ 厚さ 12 スギ 先端部炭化
9 115 木製品 箸 SX3(1498) 長さ（66）/ 幅 6/ 厚さ 4 スギ

10 115 木製品 付け木 SX3F 長さ（50）/ 幅 17/ 厚さ 10 スギ 先端部炭化
11 115 木製品 杭 SD4SK7 隣接 長さ 594/ 直径 65 スギ
12 115 木製品 杭 SD4 端 長さ（484）/ 直径 (55) スギ
13 115 木製品 礎板 SD4 長さ 273/ 幅 182/ 厚さ 47 スギ

128 1 116 木製品 樽側板 SD4 東側 長さ 163/ 幅 41/ 厚さ 12 スギ
2 116 木製品 棒状（丸） SD4 東側 長さ（156）/ 直径 33 ニレ属 中空　炭化
3 116 木製品 箸 SD4(1996) 長さ（67）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
4 116 木製品 曲物底板 SD4 東 (2101) 直径 (240)/ 厚さ 10 スギ
5 116 木製品 箸 SD4(1196) 長さ（64）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
6 116 木製品 板状 SD4 東 (2100) 長さ 50/ 幅（19）/ 厚さ 6 スギ
7 116 木製品 円板状 SD4 東 (2101) 直径 (130)/ 厚さ 25 スギ
8 116 木製品 箸 SD5 北側の溝 ?　覆土 長さ 206/ 幅 7/ 厚さ 5 モミ属
9 116 木製品 板状 SD5 堆積土～床面 (1596) 長さ 157/ 幅（21）/ 厚さ 2 スギ

10 116 木製品 箸 SD5 長さ（124）/ 幅 5/ 厚さ 5 アスナロ属
11 116 木製品 木簡か SD5 長さ（164）/ 幅（19）/ 厚さ

2
スギ 表裏面黒色物質付着　 墨

書？
12 116 木製品 曲物底板 SD5 堆積土～床面 (1596) 直径 78/ 厚さ 7 スギ
13 116 木製品 箸 SD5 堆積土～床面 (1596) 長さ 179/ 幅 6/ 厚さ 6 モミ属 先端部炭化

129 1 117 木製品 加工木 SD5 北側の溝 ? 覆土 長さ 62/ 幅 26/ 厚さ 16 スギ 穿孔　穿孔内炭化
2 117 木製品 付け木 SK9F 長さ（155）/ 幅 42/ 厚さ 22 スギ 先端部炭化
3 117 木製品 礎板 SP10 長さ 239/ 幅（123）/ 厚さ（44）スギ
4 117 木製品 櫛 SD18 床面付櫛 RW11 長さ 129/ 幅 62/ 厚さ 10 サクラ属
5 117 木製品 棒状（丸） SD18(2001) 長さ（285）/ 直径 16 アスナロ属
6 117 木製品 板状 SD18F 長さ 103/ 幅 33/ 厚さ 10 スギ
7 117 木製品 木簡か SD18 長さ（139）/ 幅（38）/ 厚さ

2
スギ 墨書か

赤外スキャン合成
8 117 木製品 板状 SD18 東側 (2002) 長さ（116）/ 幅 16/ 厚さ 2 スギ
9 117 木製品 箸 SD18(1800) 長さ（73）/ 幅 7/ 厚さ 5 スギ

10 117 木製品 棒状（丸） SD18(2001) 長さ 35/ 直径 33 スギ
11 117 木製品 板状 SD18F 長さ 61/ 幅 49/ 厚さ 9 スギ 2 ヶ所木釘

130 1 118 木製品 板状 SD18(2001) 長さ 95/ 幅 75/ 厚さ 11 スギ
2 118 木製品 漆器椀 SD18 長さ（20） カエデ属 外面黒色漆　内面赤色漆
3 118 木製品 加工木 SD18 東側 F 長さ 53/ 幅（17）/ 厚さ 7 アスナロ属 表面 上下面黒色漆

裏面 赤色漆
4 118 木製品 板状 SD18 長さ（254）/ 幅 90/ 厚さ 29 マツ属複維

管束亜属
5 118 木製品 加工木 SD18F 長さ 118/ 幅 20/ 厚さ 8 スギ
6 118 木製品 棒状（角） SD185 長さ 111/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ
7 118 木製品 加工木 SD18F 長さ（118）/ 幅 49/ 厚さ 7 スギ
8 118 木製品 箸 SD18F 長さ（98）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
9 118 木製品 付け木 SD18F 長さ 83/ 幅 19/ 厚さ 9 スギ 先端部炭化

10 118 木製品 箸 SK52F 長さ（87）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
11 118 木製品 棒状（角） SK52F 長さ（72）/ 幅 8/ 厚さ 7 スギ
12 118 木製品 曲物底板 SK52　 RW24-11 直径 (160)/ 厚さ（9） スギ 黒色漆付着か
13 118 木製品 棒状（角） SX54(1801) 長さ（147）/ 幅 19/ 厚さ 14 スギ
14 118 木製品 板状 SX54(1801) 長さ（43）/ 幅（20）/ 厚さ 7 スギ
15 118 木製品 棒状（丸） SX54(1801) 長さ（90）/ 幅 9/ 厚さ 8 スギ
16 118 木製品 斎串 SX54(1801) 長さ（131）/ 幅 19/ 厚さ 4 スギ

131 1 119 木製品 棒状（丸） SX54(1801) 長さ 126/ 直径 13 スギ
2 119 木製品 板状 SX054(1801) 長さ（60）/ 幅 14/ 厚さ 6 スギ
3 119 木製品 棒状（丸） SX54(1801) 長さ（109）/ 幅 12/ 厚さ 9 スギ
4 119 木製品 斎串 SX54(1801) 長さ（58）/ 幅 14/ 厚さ 3 スギ
5 119 木製品 付け木 SX54(1801) 長さ（95）/ 幅 22/ 厚さ（12）スギ 先端部炭化
6 119 木製品 付け木 SX54(1801) 長さ（136）/ 幅 16/ 厚さ 14 スギ 先端部炭化
7 119 木製品 付け木 SX54(1801) 長さ 54/ 幅 15/ 厚さ 9 スギ

ヒノキ科
両端部炭化
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Ⅴ　出土遺物

表 37　上曽根遺跡　木製品観察表 2

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

131 8 119 木製品 板状 SX54(1801) 長さ 42/ 幅 27/ 厚さ 10 スギ
9 119 木製品 付け木 SX54(1801) 長さ（46）/ 幅 12/ 厚さ 6 スギ 先端部炭化
10 119 木製品 板状 SX54(1901) 長さ（50）/ 幅（15）/ 厚さ 5 スギ
11 119 木製品 加工木 SX54 長さ（38）/ 幅 21/ 厚さ 5 マツ属複維

管束亜属
12 119 木製品 箸 SD116F(3812) 長さ（92）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
13 119 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 182/ 幅 10/ 厚さ 11 スギ 接合 1　　上端部切り込み
14 119 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 111/ 幅 13/ 厚さ 9 スギ 接合 2
15 119 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 120/ 幅 11/ 厚さ 10 スギ 先端部切り込み
16 119 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 138/ 幅 8/ 厚さ 5 スギ
17 119 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 144/ 幅 14/ 厚さ 13 スギ 上端部切り込み

132 1 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 147/ 幅 11/ 厚さ 8 スギ 接合 32　上端部切り込み
2 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 135/ 幅 10/ 厚さ 6 スギ
3 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 117/ 幅 15/ 厚さ 13 スギ 接合 33 上端部切り込み
4 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（119）/ 幅 16/ 厚さ 7 スギ 接合 34
5 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 168/ 幅 26/ 厚さ 13 スギ 接合 35　先端部切り込み
6 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 119/ 幅 16/ 厚さ 10 スギ 接合 3　　上端部切り込み
7 20 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 128/ 幅 11/ 厚さ 5 スギ 接合 4
8 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 126/ 幅 13/ 厚さ 12 スギ 先端部切り込み
9 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 124/ 幅 17/ 厚さ 9 スギ 側面黒色付着物
10 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 127/ 幅 17/ 厚さ 9 スギ 側面黒色付着物
11 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（43）/ 幅 10/ 厚さ 4 スギ
12 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 55/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ
13 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 44/ 幅 17/ 厚さ 5 スギ
14 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（49）/ 幅（4）/ 厚さ 3 スギ
15 120 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 84/ 幅 12/ 厚さ 9 スギ 接合 36

133 1 121 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（77）/ 幅（10）/ 厚さ 3 スギ
2 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（95）/ 幅 21/ 厚さ 7 スギ 上端部切り込み
3 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 81/ 幅 15/ 厚さ 7 スギ
4 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 48/ 幅 16/ 厚さ 9 スギ
5 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（40）/ 幅 12/ 厚さ 3 スギ
6 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（48）/ 幅 12/ 厚さ 3 スギ
7 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（69）/ 幅 14/ 厚さ 4 スギ
8 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 78/ 幅 15/ 厚さ 6 スギ 接合 33
9 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 36/ 幅 15/ 厚さ 4 スギ
10 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（66）/ 幅 21/ 厚さ（8） スギ 接合 5
11 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（82）/ 幅 13/ 厚さ 8 スギ 接合 20
12 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 77/ 幅 14/ 厚さ 7 スギ 接合 6
13 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 73/ 幅（6）/ 厚さ 3 スギ
14 121 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（47）/ 幅（17）/ 厚さ 2 スギ
15 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（33）/ 幅 15/ 厚さ 3 スギ
16 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 89/ 幅 25/ 厚さ 15 スギ 接合 5
17 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 83/ 幅 10/ 厚さ 6 スギ
18 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（73）/ 幅 13/ 厚さ 6 スギ
19 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 76/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 接合 37　
20 121 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 73/ 幅 23/ 厚さ 10 スギ 接合 5
21 121 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（28）/ 幅 17/ 厚さ 3 スギ

134 1 122 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（310）/ 幅 31/ 厚さ（10）スギ
2 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 148/ 幅 15/ 厚さ 6 アスナロ属 上端部切り込み
3 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（165）/ 幅 10/ 厚さ 7 スギ
4 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（40）/ 幅 12/ 厚さ 2 スギ
5 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 90/ 幅 15/ 厚さ 7 スギ
6 122 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（66）/ 幅（9）/ 厚さ 4 スギ
7 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 71/ 幅 13/ 厚さ 6 スギ 摩滅
8 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（152）/ 幅 12/ 厚さ 11 スギ 上端部切り込み
9 122 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（40）/ 幅（11）/ 厚さ 3 スギ
10 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 43/ 幅 17/ 厚さ 5 スギ
11 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 71/ 幅 21/ 厚さ 5 スギ
12 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（132）/ 幅 15/ 厚さ 10 スギ 接合 38
13 122 木製品 板状 SE123 掘方（右）F 長さ（67）/ 幅（18）/ 厚さ 6 スギ
14 122 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 73/ 幅 17/ 厚さ 7 スギ 接合 36　上端部切り込み

135 1 123 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ（40）/ 幅（7）/ 厚さ 4 スギ
2 123 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 96/ 幅 17/ 厚さ 9 スギ 接合 39
3 123 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 43/ 幅 18/ 厚さ 6 スギ
4 123 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 121/ 幅 14/ 厚さ 12 スギ 接合 7
5 123 木製品 斎串 SE123 掘方（右）F 長さ 39/ 幅 14/ 厚さ 3 スギ
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Ⅴ　出土遺物

表 38　上曽根遺跡　木製品観察表 3

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

135 6 123 木製品 斎串 SE123 掘方（左）F 長さ 114/ 幅 24/ 厚さ 13 スギ 接合 8
7 123 木製品 斎串 SE123 掘方（左）F 長さ 139/ 幅 12/ 厚さ 8 スギ 接合 4
8 123 木製品 斎串 SE123 掘方（左）F 長さ 112/ 幅 21/ 厚さ 11 スギ 接合 8
9 123 木製品 板状 SE123 掘方（左）F 長さ（90）/ 幅（18）/ 厚さ 4 スギ
10 123 木製品 斎串 SE123 掘方（左）F 長さ 94/ 幅 21/ 厚さ 7 スギ
11 123 木製品 斎串 SE123 掘方床面 長さ 91/ 幅 18/ 厚さ 10 スギ
12 123 木製品 斎串 SE123 掘方床面 長さ 35/ 幅 16/ 厚さ 4 スギ
13 123 木製品 棒状（丸） SE123 掘方床面 長さ（104）/ 直径 3
14 123 木製品 斎串 SE123F 長さ 178/ 幅 15/ 厚さ 13 スギ 接合 9

136 1 124 木製品 斎串 SE123F 長さ 184/ 幅 13/ 厚さ 11 スギ 接合 35
2 124 木製品 板状 SE123F 長さ（212）/ 幅 23/ 厚さ 15 スギ
3 124 木製品 付け木 SE123F 長さ（179）/ 幅 34/ 厚さ 9 スギ 先端部炭化
4 124 木製品 斎串 SE123F 長さ（45）/ 幅 12/ 厚さ 5 スギ 上部欠損
5 124 木製品 斎串 SE123F 長さ 168/ 幅 10/ 厚さ 6 スギ 厚さが異なるが木目の状

況から接合と判断
6 124 木製品 斎串 SE123F 長さ 48/ 幅 13/ 厚さ 3 スギ
7 124 木製品 斎串 SET123F 長さ（37）/ 幅 12/ 厚さ 5 スギ 上端部欠損
8 124 木製品 斎串 SE123F 長さ（32）/ 幅 14/ 厚さ 4 スギ 上部欠損
9 124 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（251）/ 幅 25/ 厚さ 5 スギ
10 124 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（174）/幅（12）/厚さ2 スギ
11 124 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（151）/ 幅 27/ 厚さ 10 スギ

137 1 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ（126）/ 幅 14/ 厚さ 7 スギ 接合 10
2 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ（107）/ 幅 9/ 厚さ 7 スギ
3 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ（135）/ 幅 17/ 厚さ 9 スギ
4 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ 93/ 幅 13/ 厚さ 4 スギ 接合 40
5 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（119）/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 上端部切込みか
6 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ 157/ 幅 12/ 厚さ 13 スギ
7 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ 51/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ
8 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（70）/ 幅 11/ 厚さ 4 スギ
9 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（75）/ 幅（12）/ 厚さ 3 スギ
10 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（85）/ 幅 30/ 厚さ 9 スギ
11 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ（77）/ 幅 16/ 厚さ 7 スギ
12 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（48）/ 幅 20/ 厚さ 7 スギ
13 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ 48/ 幅 11/ 厚さ 4 スギ 接合 11
14 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ 56/ 幅 12/ 厚さ 5 スギ 接合 11
15 125 木製品 板状 SE123 崩落土中央部 長さ（28）/ 幅（15）/ 厚さ 3 スギ
16 125 木製品 斎串 SE123 崩落土中央部 長さ（107）/ 幅 12/ 厚さ 13 スギ 接合 41

138 1 126 木製品 斎串 SE123 RW22-1 長さ 155/ 幅 14/ 厚さ 16 スギ 上端部切り込み
2 126 木製品 斎串 SE123 RW22-2 長さ 259/ 幅 22/ 厚さ 13 スギ 接合 12　先端部切り込み
3 126 木製品 斎串 SE123 RW22-3 長さ 152/ 幅 14/ 厚さ 14 スギ 接合 13
4 126 木製品 斎串 SE123 RW22-4 長さ 119/ 幅 16/ 厚さ 7 スギ 接合　7　先端部切り込み
5 126 木製品 斎串 SE123 RW22-5 長さ 147/ 幅 21/ 厚さ 13 スギ 接合 14
6 126 木製品 斎串 SE123 RW22-6 長さ 130/ 幅 17/ 厚さ 13 スギ 接合 15
7 126 木製品 斎串 SE123 RW22-7 長さ 146/ 幅 12/ 厚さ 10 スギ 接合 32　上端部切り込み
8 126 木製品 斎串 SE123 RW22-8 長さ 123/ 幅 16/ 厚さ 9 スギ
9 126 木製品 斎串 SE123 RW22-9 長さ 82/ 幅 17/ 厚さ 8 スギ

139 1 127 木製品 斎串 SE123 RW22-10 長さ 43/ 幅 14/ 厚さ 6 スギ
2 127 木製品 斎串 SE123 RW22-11 長さ 55/ 幅 25/ 厚さ 6 スギ
3 127 木製品 加工木 SE123 RW22-12 長さ 46/ 幅 28/ 厚さ 20 エゴノキ属 表面一部炭化
4 127 木製品 斎串 SE123 RW22-14 長さ（116）/ 幅 14/ 厚さ 8 スギ 接合 10　上端部切り込み
5 127 木製品 斎串 SE123 RW22-15 長さ（115）/ 幅 14/ 厚さ 7 スギ 先端部切り込み
6 127 木製品 斎串 SE123 RW54 長さ 155/ 幅 12/ 厚さ 11 スギ 接合 17　上端部切り込み
7 127 木製品 斎串 SE123 RW55 長さ 132/ 幅 15/ 厚さ 10 スギ 接合 18
8 127 木製品 斎串 SE123 RW56 長さ 104/ 幅 13/ 厚さ 6 スギ
9 127 木製品 斎串 SE123 RW57 長さ 57/ 幅 9/ 厚さ 4 スギ
10 127 木製品 斎串 SE123 RW58 長さ 76/ 幅 17/ 厚さ 7 スギ 接合 36
11 127 木製品 斎串 SE123 RW59 長さ（24）/ 幅 14/ 厚さ 3 スギ
12 127 木製品 斎串 SE123 RW59 長さ 150/ 幅 14/ 厚さ 21 スギ 接合 7
13 127 木製品 斎串 SE123 RW68 長さ 125/ 幅 12/ 厚さ 12 スギ 接合 19

140 1 128 木製品 斎串 SE123 RW69 長さ（97）/ 幅 15/ 厚さ 15 スギ
2 128 木製品 斎串 SE123 RW70 長さ 173/ 幅 15/ 厚さ 14 スギ 接合 9　　先端部切り込み
3 128 木製品 斎串 SE123 RW71 長さ 122/ 幅 17/ 厚さ 11 スギ 接合 38
4 128 木製品 斎串 SE123 RW72 長さ 192/ 幅 10/ 厚さ 13 スギ 接合 1　　上端部切り込み
5 128 木製品 斎串 SE123 RW73 長さ（61）/ 幅 14/ 厚さ 6 スギ 接合 40
6 128 木製品 斎串 SE123 RW73 長さ 72/ 幅 15/ 厚さ 9 スギ 接合 20　上端部切り込み
7 128 木製品 斎串 SE123 RW73 長さ 67/ 幅 15/ 厚さ 7 スギ 接合 20　上端部切り込み
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Ⅴ　出土遺物

表 39　上曽根遺跡　木製品観察表 4

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

140 8 128 木製品 斎串 SE123 RW73 長さ 68/ 幅 15/ 厚さ 6 スギ 接合 20
9 128 木製品 斎串 SE123 RW74 長さ 88/ 幅 14/ 厚さ 15 スギ 上端部切り込み
10 128 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 178/ 幅 11/ 厚さ 23 スギ 接合 32　上端部切り込み

141 1 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（100）/ 幅 13/ 厚さ 4 スギ
2 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 35/ 幅 5/ 厚さ 3 スギ
3 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 101/ 幅 20/ 厚さ 10 スギ 接合 21
4 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 138/ 幅 19/ 厚さ 15 スギ 接合 14　上端部切り込み
5 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 142/ 幅 14/ 厚さ 15 スギ 接合 15　上端部切り込み
6 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 149/ 幅 12/ 厚さ 9 スギ 接合 4　　上端部切り込み
7 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 127/ 幅 15/ 厚さ 12 スギ 接合 7　　上端部切り込み
8 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 158/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ 接合 22
9 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（109）/ 幅（14）/ 厚さ（9）スギ 接合 23
10 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 125/ 幅 16/ 厚さ 13 スギ 接合 21
11 129 木製品 棒状（丸） SE123 枠内堆積土 長さ（56）/ 幅 2/ 厚さ 2 スギ
12 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 132/ 幅 18/ 厚さ 9 スギ
13 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 138/ 幅 13/ 厚さ 9 スギ 接合 23
14 129 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 114/ 幅 15/ 厚さ 8 スギ 接合 3

142 1 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 71/ 幅 23/ 厚さ 8 スギ 接合 24
2 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（24）/ 幅 17/ 厚さ 2 スギ
3 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 43/ 幅 17/ 厚さ 4 スギ
4 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 38/ 幅 21/ 厚さ 4 スギ
5 130 木製品 加工木 SE123 枠内堆積土 長さ 49/ 幅 13/ 厚さ 6 スギ
6 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（50）/ 幅 17/ 厚さ 4 スギ 接合 38
7 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 45/ 幅 14/ 厚さ 7 スギ 上端部切り込み
8 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 79/ 幅 23/ 厚さ 10 スギ 上端部切り込み
9 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 86/ 幅 17/ 厚さ 15 スギ 接合 36　上端部切込りみ
10 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（99）/ 幅 16/ 厚さ 6 スギ 接合 25
11 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ（75）/ 幅 11/ 厚さ 4 スギ 接合 41
12 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 87/ 幅 23/ 厚さ 11 スギ 接合 21
13 130 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 95/ 幅 26/ 厚さ 18 スギ 接合 38
14 130 木製品 斎串 SE123 枠内堆積土 長さ 306/ 幅 16/ 厚さ 15 スギ 接合 12　下端部切り込み

143 1 131 木製品 棒状（丸） 123 井戸枠内 長さ（103）/ 直径 (44) エゴノキ属 樹皮遺存
2 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 68/ 幅 15/ 厚さ 7 スギ
3 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ（21）/ 幅 12/ 厚さ 2 スギ
4 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 145/ 幅 9/ 厚さ 10 スギ 上端部切込み
5 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 153/ 幅 15/ 厚さ 12 スギ 上端部切込み
6 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ（62）/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ
7 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 150/ 幅 15/ 厚さ 13 スギ 接合 23
8 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 82/ 幅 14/ 厚さ 10 スギ 上端部切り込み
9 131 木製品 板状 SE123 井戸枠内 長さ（33）/ 幅（30）/ 厚さ 5 スギ
10 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ（19）/ 幅 14/ 厚さ 2 スギ
11 131 木製品 棒状（丸） SE123 井戸枠内 長さ（44）/ 幅 3/ 厚さ 1 スギ
12 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 77/ 幅 15/ 厚さ 9 スギ
13 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 102/ 幅 13/ 厚さ 6 スギ
14 131 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 63/ 幅 27/ 厚さ 7 スギ 接合 5　　下端部切り込み
15 131 木製品 板状 SE123 井戸枠内 長さ（58）/ 幅（12）/ 厚さ 2 スギ
16 131 木製品 棒状（丸） SE123 井戸枠内 長さ（82）/ 直径 13 ヤナギ属

144 1 132 木製品 斎串 SE123 井戸枠内 長さ 40/ 幅 11/ 厚さ 2 スギ
2 132 木製品 加工木 SE123 井戸枠内 長さ 12/ 幅（22）/ 厚さ 4 スギ
3 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 105/ 幅 8/ 厚さ 11 スギ 上端部切り込み
4 132 木製品 斎串 SE123 長さ 95/ 幅 21/ 厚さ 8 スギ 接合 24
5 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 68/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 上端部切り込み
6 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 104/ 幅 13/ 厚さ 9 スギ 接合 2
7 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ（46）/ 幅 8/ 厚さ 3 スギ
8 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 87/ 幅 22/ 厚さ 7 スギ 接合 24
9 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 88/ 幅 14/ 厚さ 10 スギ 接合 26　上端部切り込み
10 132 木製品 板状 SE123 枠外青灰土 長さ（74）/幅（15）/厚さ 11 スギ
11 132 木製品 斎串 SE123 枠外青灰土 長さ 71/ 幅 12/ 厚さ 7 スギ 接合 19
12 132 木製品 斎串 SE123 長さ（84）/ 幅 10/ 厚さ 4 スギ
13 132 木製品 斎串 SE123 長さ（114）/ 幅 14/ 厚さ 15 スギ 接合 18
14 132 木製品 斎串 SE123 長さ（34）/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ
15 132 木製品 斎串 SE123 長さ（44）/ 幅 13/ 厚さ 3 スギ
16 132 木製品 斎串 SE123 長さ 60/ 幅 13/ 厚さ 7 スギ
17 132 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 147/ 幅 17/ 厚さ 13 スギ 接合 27

145 1 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 140/ 幅 16/ 厚さ 10 スギ 接合 21
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Ⅴ　出土遺物

表 40　上曽根遺跡　木製品観察表 5

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

145 2 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 154/ 幅 15/ 厚さ 10 スギ 接合 21
3 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 67/ 幅 12/ 厚さ 5 スギ 上端部切り込み
4 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 67/ 幅 11/ 厚さ 6 スギ
5 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ（57）/ 幅 15/ 厚さ 4 スギ
6 133 木製品 斎串 SE123 中心部の西側東側 長さ 34/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
7 133 木製品 斎串 SE123 中心部の周囲 長さ 88/ 幅 13/ 厚さ 8 スギ
8 133 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 275/ 幅 14/ 厚さ 13 スギ 接合 12
9 133 木製品 斎串 SE123 長さ 195/ 幅 14/ 厚さ 18 スギ 接合 22　上端部切り込み
10 133 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 210/ 幅 13/ 厚さ 16 スギ 上端部切り込み
11 133 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（148）/ 幅 22/ 厚さ 11 スギ 接合 28

146 1 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 142/ 幅 13/ 厚さ 10 スギ 接合 16　上端部切り込み
2 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 97/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 接合 2
3 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（117）/ 幅 10/ 厚さ 7 スギ 上端部切り込み
4 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 102/ 幅 13/ 厚さ 10 スギ 接合 19
5 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 68/ 幅 15/ 厚さ 5 スギ 上端部切り込み
6 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 84/ 幅 8/ 厚さ 5 スギ 接合 29
7 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 164/ 幅 15/ 厚さ 16 スギ 接合 16　上端部切り込み
8 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 105/ 幅 9/ 厚さ 7 スギ 接合 29 上端部切り込み
9 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 108/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ
10 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 122/ 幅 29/ 厚さ 9 スギ 接合 34
11 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 149/ 幅 12/ 厚さ 11 スギ 接合 16　上端部切り込み
12 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 140/ 幅 7/ 厚さ 10 スギ 接合 17　上端部切り込み
13 134 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 153/ 幅 10/ 厚さ 8 スギ 接合 17

147 1 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 135/ 幅 15/ 厚さ 10 スギ 接合 18　上端部切り込み
2 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 170/ 幅 13/ 厚さ 10 スギ 接合 13　上端部切り込み
3 135 木製品 板状 SE123 井戸枠材外側 長さ（155）/ 幅 13/ 厚さ 7 スギ
4 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 90/ 幅 22/ 厚さ 6 スギ
5 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 110/ 幅 27/ 厚さ 10 スギ 接合 8　上端部切り込み
6 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（41）/ 幅 8/ 厚さ 4 スギ 下端切り込み
7 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 51/ 幅 25/ 厚さ 5 スギ 接合 5
8 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（83）/ 幅 18/ 厚さ 13 スギ 接合 36
9 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（103）/ 幅 15/ 厚さ 6 スギ 接合 12
10 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ（68）/ 幅 8/ 厚さ 10 スギ
11 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 64/ 幅 23/ 厚さ 6 スギ
12 135 木製品 斎串 SE123 井戸枠材外側 長さ 46/ 幅 14/ 厚さ 11 スギ
13 135 木製品 斎串 SE123 外側プラン 長さ 164/ 幅 13/ 厚さ 13 スギ
14 135 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（102）/ 幅 14/ 厚さ 14 スギ 接合 40

148 1 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 182/ 幅 15/ 厚さ 18 スギ 接合 27　下端部切り込み
2 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 87/ 幅 10/ 厚さ 11 スギ 接合 30
3 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 116/ 幅 15/ 厚さ 18 スギ 接合 37
4 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 130/ 幅 18/ 厚さ 10 スギ
5 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（117）/ 幅 18/ 厚さ 8 スギ 接合 25　下端部切り込み
6 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 161/ 幅 12/ 厚さ 7 スギ 接合 22
7 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 124/ 幅 12/ 厚さ 11 スギ 接合 31 下端部切り込み
8 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 81/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ 接合 6
9 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 87/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ 接合 40　上端部切り込み
10 136 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 108/ 幅 17/ 厚さ 10 スギ

149 1 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 151/ 幅 13/ 厚さ 8 スギ 接合 13
2 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 105/ 幅 10/ 厚さ 10 スギ 接合 29　上端部切り込み
3 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 109/ 幅 17/ 厚さ 8 スギ 接合 21
4 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（97）/ 幅 7/ 厚さ 4 スギ
5 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 114/ 幅 15/ 厚さ 10 スギ 接合 26
6 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（162）/ 幅 14/ 厚さ 9 スギ 接合 9　上端部切り込み
7 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（79）/ 幅 14/ 厚さ 4 スギ
8 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（168）/ 幅 15/ 厚さ 22 スギ 接合 31　下端部切り込み
9 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 84/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 接合 42
10 137 木製品 棒状（角） SE123 掘方 長さ（101）/ 幅 18/ 厚さ 13 スギ 表面刃物痕
11 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 116/ 幅 17/ 厚さ 9 スギ
12 137 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 83/ 幅 13/ 厚さ 7 スギ 接合 19

150 1 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 85/ 幅 8/ 厚さ 6 スギ
2 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 114/ 幅 13/ 厚さ 21 スギ 接合 42　下端部切り込み
3 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（91）/ 幅 13/ 厚さ 9 スギ 接合 15
4 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 84/ 幅 15/ 厚さ 7 スギ 接合 39
5 138 木製品 棒状（角） SE123 掘方 長さ（139）/ 幅（7）/ 厚さ（4）スギ
6 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 31/ 幅 13/ 厚さ 4 スギ 上端部切込み
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Ⅴ　出土遺物

表 41　上曽根遺跡　木製品観察表 6

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

150 7 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（35）/ 幅 13/ 厚さ 3 スギ
8 138 木製品 棒状（角） SE123 掘方 長さ（91）/ 幅 11/ 厚さ 6 スギ
9 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 62/ 幅 13/ 厚さ 8 スギ
10 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（50）/ 幅 13/ 厚さ 10 スギ
11 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（49）/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ
12 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 44/ 幅 14/ 厚さ 5 スギ
13 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（37）/ 幅 13/ 厚さ 4 スギ
14 138 木製品 棒状（角） SE123 掘方 長さ（34）/ 幅 7/ 厚さ 4 スギ
15 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 74/ 幅 14/ 厚さ 11 スギ 接合 42
16 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（61）/ 幅 13/ 厚さ 8 スギ 接合 37 下端部切り込み
17 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（55）/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ
18 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（70）/ 幅 11/ 厚さ 6 スギ 接合 30
19 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 41/ 幅 16/ 厚さ 3 スギ
20 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（55）/ 幅 10/ 厚さ 6 スギ 下端部切り込み
21 138 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（41）/ 幅 11/ 厚さ 12 スギ

151 1 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（63）/ 幅 11/ 厚さ 6 スギ
2 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（57）/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ 接合 30　下端部切り込み
3 139 木製品 斎串 SE123 内側の掘方内 長さ 89/ 幅 11/ 厚さ 7 スギ
4 139 木製品 斎串 SE123 内側プラン 長さ（108）/ 幅 10/ 厚さ 23 スギ
5 139 木製品 斎串 SE123 内側プラン 長さ 43/ 幅 13/ 厚さ 7 スギ
6 139 木製品 斎串 SE123 内側プラン 長さ（71）/ 幅 9/ 厚さ 7 スギ
7 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（120）/ 幅 25/ 厚さ 16 スギ 接合 28
8 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 115/ 幅 15/ 厚さ 13 スギ
9 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ（71）/ 幅 12/ 厚さ 9 スギ 上端部切り込み
10 139 木製品 棒状（丸） SE123 掘方 長さ（75）/ 幅 16/ 厚さ 9 ヤナギ属 樹皮遺存
11 139 木製品 斎串 SE123 掘方内 長さ（24）/ 幅 10/ 厚さ 3 スギ
12 139 木製品 斎串 SE123 掘方 長さ 100/ 幅 13/ 厚さ 5 スギ 上端切込み
13 139 木製品 板状 SE123 RW89 長さ（479）/ 幅 76/ 厚さ 17 スギ

152 1 140 木製品 板状 SE123 板材 1 長さ（619）/ 幅 168/ 厚さ 17 スギ
2 140 木製品 板状 SE123 板材 2 長さ 664/ 幅 100/ 厚さ 20 スギ
3 140 木製品 板状 SE123 板材 3 長さ（481）/ 幅 44/ 厚さ 8 スギ

153 1 141 木製品 板状 SE123 板材 4 長さ（572）/幅（79）/厚さ12 スギ
2 141 木製品 板状 SE123 井戸枠板材 長さ（697）/ 幅 128/ 厚さ 19 スギ
3 141 木製品 板状 SE123 井戸枠板材 長さ（538）/幅（72）/厚さ11 スギ

154 1 142 木製品 板状 SE123 井戸枠材外側 長さ（336）/ 幅 50/ 厚さ 30 スギ
2 142 木製品 板状 SE123 井戸枠板材 長さ（483）/ 幅 27/ 厚さ 8 スギ
3 142 木製品 板状 SE123 井戸枠板材 長さ（516）/ 幅（72）/ 厚さ（23）スギ
4 142 木製品 箸 SE126　4 層 長さ（192）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
5 142 木製品 板状 SE126　4 層 長さ（145）/幅（30）/厚さ5 スギ
6 142 木製品 棒状（角） SE126　4 層 長さ（62）/ 幅（4）/ 厚さ 2 スギ
7 142 木製品 箸 SE126　4 層 長さ（91）/ 幅 7/ 厚さ 6 スギ
8 142 木製品 箸 SE126　4 層 長さ（83）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
9 142 木製品 板状 SE126　4 層 長さ（73）/ 幅 13/ 厚さ 1 スギ
10 142 木製品 板状 SE126　4 層 長さ（90）/ 幅 21/ 厚さ 5 スギ
11 142 木製品 箸 SE126　4 層 長さ（37）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
12 142 木製品 棒状（角） SE126 長さ（187）/ 幅 8/ 厚さ 2 スギ
13 142 木製品 箸 SE126 長さ（71）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
14 142 木製品 箸 SE126 長さ（84）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
15 142 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（43）/ 直径 6 ウルシ属
16 142 木製品 棒状（角） SE126 長さ（85）/ 幅 19/ 厚さ 10 スギ
17 142 木製品 棒状（角） SE126 長さ（141）/ 幅 5/ 厚さ 3 スギ
18 142 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（53）/ 直径 6 ヤナギ属

155 1 143 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（56）/ 直径 8 ヤナギ属
2 143 木製品 棒状（角） SE126 長さ（138）/ 幅 10/ 厚さ 10 スギ
3 143 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（30）/ 直径 5 ウツギ属
4 143 木製品 加工木 SE126 長さ（96）/ 幅 3/ 厚さ 1 スギ
5 143 木製品 箸 SE126 長さ（61）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
6 143 木製品 板状 SE126 長さ（52）/ 幅 10/ 厚さ 4 スギ
7 143 木製品 板状 SE126 長さ 104/ 幅 16/ 厚さ 3 スギ
8 143 木製品 加工木 SE126 長さ（103）/ 幅 7/ 厚さ 1 スギ
9 143 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（23）/ 直径 7 ヤナギ属
10 143 木製品 棒状（角） SE126 長さ（84）/ 幅 3/ 厚さ 2 スギ
11 143 木製品 箸 SE126 長さ（49）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
12 143 木製品 板状 SE126 長さ（95）/ 幅 22/ 厚さ 6 スギ 上下端刃物痕
13 143 木製品 箸 SE126 長さ（46）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
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Ⅴ　出土遺物

表 42　上曽根遺跡　木製品観察表 7

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

155 14 143 木製品 棒状（丸） SE126 長さ（39）/ 直径 7 スギ 先端部炭化
15 143 木製品 箸 SE126 長さ（46）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
16 143 木製品 箸 SE126 長さ（62）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
17 143 木製品 箸 SE126 長さ（49）/ 幅 8/ 厚さ 7 ヤナギ属
18 143 木製品 板状 SE126 長さ（387）/幅（14）/厚さ3 スギ
19 143 木製品 板状 SE126　　　　　 長さ（277）/ 幅 13/ 厚さ 2 スギ

156 1 144 木製品 板状 SE126 長さ（183）/ 幅 30/ 厚さ 7 スギ
2 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（195）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
3 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（45）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
4 144 木製品 棒状（丸） SE126崩落土中及び覆土中 長さ 83/ 直径 8 スギ
5 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（36）/ 幅 4/ 厚さ 3 スギ
6 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（70）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
7 144 木製品 棒状（丸） SE126崩落土中及び覆土中 長さ（74）/ 幅 8/ 厚さ 6 スギ
8 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（65）/ 幅 6/ 厚さ 3 スギ
9 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（59）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
10 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（60）/ 幅 6/ 厚さ 4 スギ
11 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（97）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
12 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（36）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
13 144 木製品 箸 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（76）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
14 144 木製品 付け木か SE126崩落土中及び覆土中 長さ 50/ 幅 20/ 厚さ 14 モクレン　

属？
15 144 木製品 板状 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（120）/ 幅 10/ 厚さ 2 スギ 刃物痕
16 144 木製品 棒状（角） SE126F 長さ（256）/ 幅 19/ 厚さ 21 スギ
17 144 木製品 曲物側板 SE126F 長さ（52）/ 幅 15/ 厚さ 5 スギ
18 144 木製品 箸 SE126F 長さ（80）/ 幅 6/ 厚さ 3 スギ
19 144 木製品 箸 SE126F 長さ（85）/ 幅 6/ 厚さ 6 スギ
20 144 木製品 箸 SE126F 長さ（88）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
21 144 木製品 箸 SE126F 長さ（34）/ 幅 4/ 厚さ 4 スギ
22 144 木製品 曲物側板 SE126F 長さ（97）/ 幅 16/ 厚さ 5 スギ

157 1 145 木製品 箸 SE126F 長さ（117）/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
2 145 木製品 曲物側板 SE126F 長さ（45）/ 幅 19/ 厚さ 5 スギ
3 145 木製品 板状 SE126F 長さ（100）/ 幅 10/ 厚さ 1 針葉樹
4 145 木製品 箸 SE126F 長さ（116）/ 幅 7/ 厚さ 5 スギ
5 145 木製品 曲物側板 SE126F 長さ（35）/ 幅（14）/ 厚さ 5 スギ
6 145 木製品 棒状（丸） SE126F 長さ 62/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
7 145 木製品 箸 SE126 長さ（111）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
8 145 木製品 棒状（丸） SE126F 長さ（146）/ 幅 10/ 厚さ 8 スギ
9 145 木製品 箸 SE126 長さ（56）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
10 145 木製品 板状 SE126F 長さ（58）/ 幅 21/ 厚さ 6 スギ
11 145 木製品 板状 SE126 RW23-1 長さ（288）/ 幅 31/ 厚さ 5 スギ
12 145 木製品 板状 SE126 RW23-2 長さ 219/ 幅 35/ 厚さ 5 スギ
13 145 木製品 箸 SE126 掘方 長さ（103）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
14 145 木製品 板状 SE126 掘方 長さ（146）/ 幅 45/ 厚さ 15 スギ 先端部摩滅
15 145 木製品 加工木 SE126 掘方 長さ（23）/ 幅 16/ 厚さ 6 スギ
16 145 木製品 加工木 SE126 掘方 長さ 29/ 幅 15/ 厚さ 5 スギ
17 145 木製品 棒状（丸） SE126崩落土中及び覆土中 長さ（60）/ 幅 24/ 厚さ 20 ウルシ属 樹皮遺存　穿孔
18 145 木製品 斎串 SE126崩落土中及び覆土中 長さ（30）/ 幅 8/ 厚さ 3 スギ RW21 か

158 1 146 木製品 斎串 SE126 中心部 RW21 か 長さ（178）/ 幅 13/ 厚さ 12 スギ
2 146 木製品 板状 SE126 中心部 長さ（219）/幅（19）/厚さ4 スギ
3 146 木製品 棒状（角） SE126 中心部か 長さ（86）/ 幅（13）/ 厚さ 8 スギ
4 146 木製品 板状 SE126 中心部 長さ（168）/ 幅（6）/ 厚さ 2 スギ
5 146 木製品 板状 SE126 中心部 長さ（115）/幅（27）/厚さ12 スギ
6 146 木製品 棒状（角） SE126 中心部 長さ（118）/ 幅 10/ 厚さ 8 スギ
7 146 木製品 箸 SE126 中心部 長さ（36）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
8 146 木製品 箸 SE126 中心部 長さ（78）/ 幅 5/ 厚さ 5 スギ
9 146 木製品 箸 SE126 中心部 3 層 長さ 264/ 幅 5/ 厚さ 4 スギ
10 146 木製品 板状 SE126 中心部 3 層 長さ（200）/ 幅 59/ 厚さ 9 スギ
11 146 木製品 板状 SE126 中心部 長さ（49）/ 幅 5/ 厚さ 2 スギ
12 146 木製品 板状 SE126 板材 1 長さ（384）/ 幅 77/ 厚さ 11 スギ
13 146 木製品 板状 SE126 長さ（426）/ 幅 48/ 厚さ 11 スギ

159 1 147 木製品 板状 SE126 板材 3 長さ（425）/ 幅 69/ 厚さ 13 スギ 上端部腐食
2 147 木製品 板状 SE126 長さ（556）/ 幅 72/ 厚さ 13 スギ
3 147 木製品 板状 SE162 長さ（184）/幅（47）/厚さ10 スギ
4 147 木製品 棒状（丸） SE162 長さ（90）/ 直径 12 モクレン属 樹皮遺存
5 147 木製品 棒状（丸） SE162 長さ（68）/ 直径 19 モクレン属 樹皮遺存
6 147 木製品 棒状（丸） SE162 長さ（93）/ 直径 17 モクレン属 樹皮遺存
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Ⅴ　出土遺物

表 43　上曽根遺跡　木製品観察表 8

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 樹種 備考　

159 7 147 木製品 板状 SE162 長さ（162）/ 幅 11/ 厚さ 3 スギ
8 147 木製品 加工木 SE162 東半部 長さ（82）/ 幅 9/ 厚さ 6 スギ
9 147 木製品 加工木 SE162 東半部 長さ 54/ 幅 62/ 厚さ 24 ケヤキ 炭化

10 147 木製品 加工木 EP167 長さ 49/ 幅 23/ 厚さ 22 スギ
11 147 木製品 箸 SP211 長さ（85）/ 幅 6/ 厚さ 4 スギ
12 147 木製品 棒状（丸） SP211 長さ（80）/ 直径 6 モクレン

属？
樹皮遺存

13 147 木製品 箸 SP211 長さ（73）/ 幅 6/ 厚さ 5 スギ
14 147 木製品 棒状（角） SP211 長さ（81）/ 幅 7/ 厚さ 3 スギ

160 1 148 木製品 斎串 SK213 底面 RW133 長さ 188/ 幅 36/ 厚さ 3 スギ
2 148 木製品 斎串 SK213 底面 RW134 長さ 178/ 幅 38/ 厚さ 3 スギ
3 148 木製品 礎板 SP219 長さ 251/ 幅 179/ 厚さ 45 スギ
4 148 木製品 礎板 SP224 長さ 200/ 幅 139/ 厚さ 75 スギ 上下側面保存処理後に拓

本追加
5 148 木製品 柱根 SP224 長さ 213/ 幅 202/ 厚さ 160 スギ

161 1 149 木製品 板状 SK224 RW116 長さ 197/ 幅（35）/ 厚さ 14 スギ
2 149 木製品 礎板 SP231 長さ 188/ 幅 185/ 厚さ 60 スギ
3 149 木製品 柱根 SP235 直径（162）/ 高さ 94 スギ 底面刃物痕
4 149 木製品 曲物底板 SK237 直径 226/ 厚さ 6 スギ
5 149 木製品 付け木 SK244 長さ（118）/ 幅 10/ 厚さ 8 マツ属複維

管束亜属
先端部炭化

6 149 木製品 棒状（角） SK244 RW115 長さ（190）/ 幅 24/ 厚さ 13 スギ
7 149 木製品 加工木 EP271 長さ（106）/ 幅 51/ 厚さ（42）スギ 8 片に分割で 2 点を図化。

161-7 は先端部加工。他
の規模は以下の通り（㎜）。
50*44*24・55*22*16・
33*19*15・30*9*7・
27*10*6・20*10*3

8 149 木製品 棒状（丸） EP271 長さ（140）/ 幅 44/ 厚さ（30）

9 149 木製品 板状 3815 長さ（44）/ 幅 17/ 厚さ 7 スギ

接合
番号

写真
図版

接合
個体

接合資料
接合長 
( ㎜ )

接合幅 
( ㎜ )

接合厚 
( ㎜ )

分類 備考

1 151 2 140-4( Ⅱ )+131-13( Ⅱ ) 216 28 10 接合 A 類
2 151 3 144-6( Ⅴ )+146-2( Ⅴ )+131-14( Ⅳ ) 141 21 13 接合 A 類
3 151 2 141-14( Ⅳ )+132-6( Ⅳ ) 137 19 16 接合 A 類
4 151 3 132-7( Ⅳ )+135-7( Ⅲ )+141-6( Ⅲ ) 170 23 12 接合 A 類
5 150 5 143-14( Ⅵ )+133-16( Ⅴ )+147-7( Ⅵ )+133-20( Ⅵ )+133-10( Ⅵ ) 97 41 27 接合 C 類
6 151 2 148-8( Ⅴ )+133-12( Ⅴ ) 85 19 14 接合 A 類
7 150 4 135-4( Ⅳ )+141-7( Ⅳ )+138-4( Ⅳ )+139-12( Ⅲ ) 206 50 14 接合 C 類 未製品か
8 151 3 135-8( Ⅳ )+135-6( Ⅳ )+147-5( Ⅳ ) 149 35 27 接合 A 類
9 151 3 140-2( Ⅱ )+135-14( Ⅱ )+149-6( Ⅲ折 ) 209 37 15 接合 A 類

10 151 2 137-1( Ⅳ折 )+139-4( Ⅳ折 ) （126） 14 14 接合 D 類
11 150 2 137-13( Ⅵ )+137-14( Ⅵ ) 55 9 12 接合 B 類
12 150 4 142-14( Ⅰ )+147-9( Ⅴ折 )+145-8( Ⅰ )+138-2( Ⅰ ) 306 52 15 接合 B 類
13 150 3 149-1( Ⅲ )+147-2( Ⅱ )+138-3( Ⅲ ) 182 33 14 接合 A 類
14 151 2 138-5( Ⅲ )+141-4( Ⅲ ) 171 28 21 接合 A 類
15 151 3 141-5( Ⅲ )+150-3( Ⅴ折 )+138-6( Ⅳ ) 177 37 17 接合 A 類
16 151 3 146-1( Ⅲ )+146-11( Ⅲ )+146-7( Ⅲ ) 209 35 15 接合 A 類
17 150 3 139-6( Ⅲ )+146-13( Ⅲ )+146-12( Ⅲ ) 187 28 12 接合 A 類
18 151 3 147-1( Ⅲ )+139-7( Ⅳ )+144-13( Ⅳ折 ) 161 35 14 接合 A 類
19 150 4 144-11( Ⅵ )+149-12( Ⅴ )+146-4( Ⅴ )+139-13( Ⅳ ) 125 34 13 接合 B 類
20 150 4 140-7( Ⅵ )+140-6( Ⅵ )+140-8( Ⅵ )+133-11( Ⅴ ) 116 25 15 接合 C 類
21 150 6 145-2( Ⅲ )+145-1( Ⅲ )+141-10( Ⅳ )+149-3( Ⅳ )+141-3( Ⅴ )+142-12( Ⅴ ) 154 52 23 接合 B 類
22 151 3 141-8( Ⅲ )+148-6( Ⅲ )+145-9( Ⅱ ) 216 35 14 接合 A 類
23 151 3 141-9( Ⅳ折 )+141-13( Ⅲ )+143-7( Ⅲ ) 176 34 13 接合 A 類
24 150 3 144-4( Ⅴ )+144-8( Ⅴ )+142-1( Ⅵ ) 121 20 23 接合 C 類

表 44　斎串接合資料観察表
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Ⅴ　出土遺物

表 45　上曽根遺跡　石製品観察表

表 46　上曽根遺跡　金属製品観察表

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 石材 備考

124 1 112 石製品 摺石 SD2 RQ106 長さ（89）/ 幅 50/ 厚さ（29）泥質凝灰岩 上面・側面摩滅
2 112 石製品 摺石 SX3(1500) 長さ 71/ 幅 56/ 厚さ 42 デイサイト 上面・側面摩滅
3 112 石製品 摺石 SX3(1701) 長さ（92）/ 幅（52）/ 厚さ（56）デイサイト 上面・側面摩滅
4 112 石製品 摺石 SD4(1999) 長さ 57/ 底径 44/ 厚さ 35 砂・シルト質凝灰

岩
上面摩滅

5 112 石製品 摺石 SD4 東半 (2101) 長さ 65/ 幅 54/ 厚さ 41 砂質凝灰岩 全面摩滅
6 112 石製品 礎石か SK7 長さ（207）/ 幅（163）/ 厚さ（101）デイサイト 煤付着　被熱
7 112 石製品 板状石製品 SD18(1899) 長さ（101）/ 幅（87）/ 厚さ

50
デイサイト 上面煤付着

上面ノミ痕
125 1 113 石製品 中砥 SD89 RQ90 長さ 120/ 幅 35/ 厚さ 49 泥質凝灰岩 線刻

2 113 石製品 摺石 SD214(2602) 長さ 62/ 幅 57/ 厚さ 38 安山岩 全面摩滅
3 113 石製品 摺石 SP227 長さ 77/ 幅 60/ 厚さ 65 流紋岩 全面摩滅
4 113 石製品 摺石 SP227 長さ 91/ 幅（66）/ 厚さ 38 安山岩 上下面摩滅
5 113 石製品 摺石 SD238(2704) 長さ（89）/ 幅（92）/ 厚さ（95）安山岩 上面摩滅
6 113 石製品 砥石 SP259 長さ（96）/ 幅（47）/ 厚さ（57）デイサイト 上下面摩滅

126 1 114 石製品 中砥 2101 長さ 39/ 幅 22/ 厚さ 20 泥岩
2 114 石製品 中砥 2500 長さ（57）/ 幅 33/ 厚さ 22 シルト質凝灰岩
3 114 石製品 中砥 2503 長さ（38）/ 幅 30/ 厚さ 29 シルト質凝灰岩
4 114 石製品 摺石 2605 長さ（116）/ 幅（52）/ 厚さ 61 デイサイト 平坦面摩滅
5 114 石製品 摺石 1800 長さ（91）/ 幅（103）/ 厚さ（118）安山岩 上面摩滅 全面煤付着
6 114 石製品 砥石か 4216 長さ（77）/ 幅（40）/ 厚さ 32 シルト質凝灰岩 穿孔
7 114 石製品 紡錘車 2 区北寄り RQ12 直径 56/ 厚さ 19 シルト質泥岩
8 114 石製品 石鏃 SX155 長さ 25/ 幅 16/ 厚さ 4.5 頁岩

図版 番号
写真
図版

種別 器種 出土地点 登録番号 計測値（㎜） 材種 備考

126 9 114 古銭 寛永通寳 SG6 直径 22/ 厚さ 1 銅製
10 114 古銭 寛永通寳 SD18 直径 24/ 厚さ 1 銅製
11 114 古銭 寛永通寳 SK127 直径 25/ 厚さ 1 銅製
12 114 キセル 3811 長さ 58/ 幅 11/ 厚さ 16 銅製

接合
番号

写真
図版

接合
個体

接合資料
接合長 
( ㎜ )

接合幅 
( ㎜ )

接合厚 
( ㎜ )

分類 備考

25 151 2 148-5( Ⅳ折 )+142-10( Ⅴ折 ) （117） 16 18 接合 D 類
26 150 2 149-5( Ⅳ )+144-9( Ⅴ ) 125 29 16 接合 C 類
27 150 2 144-17( Ⅲ )+148-1( Ⅱ ) 182 30 15 接合 B 類
28 151 2 151-7( Ⅳ折 )+145-11( Ⅲ折 ) （148） 28 25 接合 D 類
29 151 3 146-6( Ⅴ )+149-2( Ⅳ )+146-8( Ⅳ ) 131 24 5 接合 A 類
30 150 3 151-2( Ⅵ )+150-18( Ⅳ )+148-2( Ⅴ ) 87 25 10 接合 B 類
31 150 2 148-7( Ⅳ )+149-8( Ⅱ ) 166 30 14 接合 B 類
32 150 3 140-10( Ⅱ )+138-7( Ⅲ )+132-1( Ⅲ ) 220 43 11 接合 A 類 未製品か
33 151 2 133-8( Ⅴ )+132-3( Ⅳ ) 127 19 15 接合 A 類
34 151 2 132-4( Ⅳ )+146-10( Ⅳ ) 121 18 29 接合 A 類
35 150 2 132-5( Ⅱ )+136-1( Ⅱ ) 184 38 13 接合 B 類
36 150 5 142-9( Ⅴ )+134-14( Ⅵ )+147-8( Ⅴ折 )+132-15( Ⅴ )+139-10( Ⅴ ) 145 51 17 接合 A 類
37 150 3 148-3( Ⅳ )+133-19( Ⅴ )+150-16( Ⅵ ) 116 30 15 接合 B 類 未製品か
38 150 4 134-12( Ⅳ )+140-3( Ⅳ )+142-6( Ⅵ折 )+142-13( Ⅴ ) 132 45 18 接合 B 類 未製品か
39 151 2 150-4( Ⅴ )+135-2( Ⅴ ) 111 20 17 接合 A 類
40 151 4 140-5( Ⅵ折 )+148-9( Ⅴ )+137-4( Ⅴ )+147-14( Ⅴ ) 122 28 14 接合 A 類
41 151 2 137-16( Ⅳ折 )+142-11( Ⅴ ) （106） 18 12 接合 D 類
42 150 3 150-15( Ⅵ )+149-9( Ⅴ )+150-2( Ⅳ ) 114 38 13 接合 B 類 未製品か
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Ⅵ　理化学分析

1　放射性炭素年代測定（１）
パレオ・ラボAMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹

Zaur	Lomtatidze・中村賢太郎

1　はじ め に

　上曽根遺跡 3 次調査出土の木製品を、加速器質量分析

法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。

2　試 料 と 方 法

　試料は、建物の柱根３点と礎板３点である。試料 No. １

（PLD-40604）は SD ４の礎板、試料 No.2（PLD-40605）

は SP224 の柱根、試料 No. ３（PLD-40606）は同じく

SP224 の礎板、試料 No. ４（PLD-40607）は SP271 の

柱根、試料 No. ５（PLD-40608）は SP231 の礎板、試

料 No. ６（PLD-40609）は SP235の柱根である。

試料採取では、残存している中で最も外側の年輪を、１

～５年輪をひとまとめにして採取した。なお、試料 No. ５

（PLD-40608）は最終形成年輪が残っている可能性があ

ると判断した。それ以外の試料は、最終形成年輪も辺材

も確認できなかった。

　測定試料の情報、調製データは表 47のとおりである。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コ

ンパクトAMS：NEC 製	1.5SDH）を用いて測定した。得

られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った

後、14C 年代、暦年代を算出した。

3　結 果

　表 48に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従っ

て年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、暦年較正結

果を、図 162 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較

正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今

後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-40604

試料 No.1
遺構：SD4
器種：礎板
木取り：柾目
残存年輪数：100 年輪以上

種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-40605

試料 No.2
遺構：SP224
器種：柱根
木取り：ミカン割
残存年輪数：40 ～ 50 年輪程度

種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-40606

試料 No.3
遺構：SP224
器種：礎板
木取り：柾目
残存年輪数：40 ～ 50 年輪程度

種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-40607

試料 No.4
遺構：SP271
器種：柱根
木取り：破片
残存年輪数：20 年輪程度

種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-40608

試料 No.5
遺構：SP231
器種：礎板
木取り：柾目
残存年輪数：100 年輪以上

種類：生材
試料の性状：最終形成年輪？
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-40609

試料 No.6
遺構：SP235
器種：柱根
木取り：破片
残存年輪数：50 ～ 60 年輪程度

種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0	
mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

表 47　測定試料および処理 1
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年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した

年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期

としてLibby の半減期 5568 年を使用した。また、付記し

た 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標準偏

差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年

代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、

および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を

較正して、より実際の年代値に近いものを算出することで

ある。
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線デー

タ：	IntCal13）を使用した。なお、１σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相

当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ

暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッ

コ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を

意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分

布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4　考 察

　SD ４の礎板である試料 No. １（PLD-40604）は、２

σ暦年代範囲が 1025-1058	cal	AD	（26.0%）および

1076-1154	cal	AD	（69.4%）で、11 世紀前半～ 12 世

紀中頃の年代を示した。

　SP224 の柱根である試料 No. ２（PLD-40605）は、

２σ暦年代範囲が 1020-1053	cal	AD	（38.2%）および

1080-1153	cal	AD	（57.2%）で、11 世紀前半～ 12 世

紀中頃の年代を示した。同じくSP224 の礎板である試料

No. ３（PLD-40606）は、1039-1162	cal	AD	（95.4%）で、

11 世紀前半～ 12 世紀後半の年代を示した。

　SP271 の柱根であるNo.4（PLD-40607）は、2 σ暦

年代範囲が 773-884	cal	AD	（95.4%）で、８世紀後半～

９世紀後半の年代を示した。

　SP231 の礎板である試料 No. ５（PLD-40608）は、

２σ暦年代範囲が 1017-1050	cal	AD（49.0%）、1083-

1126	cal	AD（36.9%）、1136-1152	cal	AD（9.5%）で、

11 世紀前半～ 12 世紀中頃の年代を示した。

　SP235 の柱根である試料 No. ６（PLD-40609）は、

２σ暦年代範囲が 1058-1073	cal	AD	（1.3%）および

1154-1224	cal	AD（94.1%）で、11 世紀中頃～後半お

よび 12 世紀中頃～ 13 世紀前半の年代を示した。

　なお、木材の年輪は、樹皮直下の年輪が伐採年や枯死

年を示すが、中心に近い年輪ほど伐採年（枯死年）より

古い年代を示す。今回、測定した試料では SP231の礎板

（試料 No. ５：PLD-40608）に最終形成年輪が残ってい

る可能性があるものの確実に樹皮直下と言える材はなく、

辺材かどうかも分からない試料であったため、木材の伐採

年（枯死年）は今回得られた暦年代よりも幾分新しい可

能性がある。

表 48　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果 1

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-40604 -24.59 ± 0.15 950 ± 17 950 ± 15
1031-1048	cal	AD	(17.8%)	
1087-1123	cal	AD	(39.2%)	
1138-1149	cal	AD	(11.2%)

1025-1058	cal	AD	(26.0%)
1076-1154	cal	AD	(69.4%)

PLD-40605 -23.79 ± 0.19 966 ± 19 965 ± 20
1024-1045	cal	AD	(32.8%)	
1095-1120	cal	AD	(30.3%)	
1142-1147	cal	AD	(	5.1%)

1020-1053	cal	AD	(38.2%)
1080-1153	cal	AD	(57.2%)

PLD-40606 -23.77 ± 0.18 919 ± 18 920 ± 20
1046-1092	cal	AD	(42.7%)	
1121-1140	cal	AD	(17.4%)	
1148-1157	cal	AD	(	8.1%)

1039-1162	cal	AD	(95.4%)

PLD-40607 -26.15 ± 0.14 1194 ± 18 1195 ± 20
788-794	cal	AD	(	5.0%)	
799-870	cal	AD	(63.2%)

773-884	cal	AD	(95.4%)

PLD-40608 -25.41 ± 0.19 973 ± 18 975 ± 20
1021-1044	cal	AD	(42.7%)	
1100-1119	cal	AD	(23.3%)	
1144-1146	cal	AD	(	2.2%)

1017-1050	cal	AD	(49.0%)
1083-1126	cal	AD	(36.9%)
1136-1152	cal	AD	(	9.5%)

PLD-40609 -25.68 ± 0.12 861 ± 19 860 ± 20 1166-1209	cal	AD	(68.2%)
1058-1073	cal	AD	(	1.3%)
1154-1224	cal	AD	(94.1%)
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第 162 図　暦年較正結果 (1)
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2　放射性炭素年代測定（２）
パレオ・ラボAMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹

Zaur	Lomtatidze・小林克也

1　はじ め に

　上曽根遺跡第 3 次で採取された試料について、加速器

質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行っ

た。なお、同一試料を用いて樹種同定も行っている（樹

種同定の項参照）。

2　試 料 と 方 法

　試料は、不明遺構 SX ３から出土した生材 1 点（試料

No.1：PLD-43372）、土坑 SK97 から出土した炭化材 1 点

（試料 No.3：PLD-43373）の、計 2 点である。発掘調

査所見によれば、いずれも8 ～ 9 世紀の遺構と考えられ

ている。試料 No.1 の樹種はノリウツギで、最終形成年輪

が残っていた。試料 No.3 の樹種はムクノキで、最終形成

年輪は残っていなかった。測定試料の情報、調製データ

は表 49のとおりである。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コ

ンパクトAMS：NEC 製	1.5SDH）を用いて測定した。得

られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った

後、14C 年代、暦年代を算出した。

3　結 果

　表 50に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従っ

て年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、図 163 に暦

年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は

下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更

新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記

載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した

年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期

としてLibby の半減期 5568 年を使用した。また、付記し

た 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標準偏

差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年

代誤差内に入る確率が 68.27％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、

および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を

較正して、より実際の年代値に近いものを算出することで

ある。
14C 年代の暦年較正には OxCal4.4（較正曲線データ：

IntCal20）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する

68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2 σ暦年

代範囲は 95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ

内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意

味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布

を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4　考 察

　以下、2 σ暦年代範囲（確率 95.45%）に着目して結

果を整理する。

　SX ３の試料 No.1（PLD-43372）は、360-272	cal	BC	

（56.21%）、266-242	cal	BC	（7.97%）、235-175	cal	BC	

（31.27%）で、紀元前 4 世紀前半～紀元前 2 世紀前半

の暦年代を示した。これは、小林（2009）を参照すると、

弥生時代前期～中期に相当する。試料は最終形成年輪が

残っており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を示す。

表 49　測定試料および処理 2
測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-43372
試料 No.1
グリッド：DA5894-
1599
遺構：SX3

種類：生材（ノリウツギ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0	mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）

PLD-43373
試料 No.3
遺構：SK97
層位：1 層

種類：炭化材（ムクノキ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2	mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0	mol/L, 塩酸：1.2	mol/L）
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　SX ３は 8 ～ 9 世紀の遺構と考えられており、測定結果

は 800 ～ 1000 年ほど古い値を示した。弥生時代前期～

中期の木材が再堆積した可能性が考えられる。

　SK97 の 試 料 No.3（PLD-43373） は、707-724	cal	

AD	（5.97%）、773-776	cal	AD	（1.94%）、781-883	cal	

AD	（87.54%）で、8 世紀初頭～ 9 世紀後半の暦年代を

示した。これは、飛鳥時代～平安時代前期に相当する。

なお、試料には最終形成年輪が残っていなかった。木材

の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採

年代が得られるが、内側の年輪を測定すると、最終形成

年輪から内側であるほど古い年代が得られる ( 古木効果）。

したがって、今回の測定結果は古木効果の影響を受けて

いると考えられ、実際に枯死もしくは伐採された年代は、

測定結果よりも新しい年代であると考えられる。SK97は 8

～ 9 世紀の遺構と考えられており、測定結果は発掘調査

所見に対して整合的であった。

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-43372
SX3

試料 No.1
-27.99 ± 0.14 2197 ± 20 2195 ± 20

354-339	cal	BC	(11.47%)
325-282	cal	BC	(33.76%)
231-199	cal	BC	(23.04%)

360-272	cal	BC	(56.21%)
266-242	cal	BC	(	7.97%)
235-175	cal	BC	(31.27%)

PLD-43373
SK97

試料 No.3
-25.19 ± 0.15 1219 ± 19 1220 ± 20

774-775	cal	AD	(	1.33%)	
787-830	cal	AD	(49.81%)	
854-874	cal	AD	(17.13%)

707-724	cal	AD	(	5.97%)
773-776	cal	AD	(	1.94%)
781-883	cal	AD	(87.54%)

表 50　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果２

第 163 図　暦年較正結果 (2)
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3　出土木材の樹種同定
小林克也（パレオ・ラボ）

1　はじ め に

　上曽根遺跡第３次において出土した木材の樹種同定を

行った。なお、一部の試料を用いて放射性炭素年代測定

も行われている（放射性炭素年代測定の項参照）。

2　試 料 と 方 法

　試料は不明遺構 SX ３から出土した生材１点と、土坑

SK ７から１点、SK97 から３点、SK244 から１点の出土

炭化材で、計６点である。いずれも８～９世紀の試料と

考えられている。各試料について、切片採取前に木取り

の確認を行なった。

　生材の樹種同定では、材の横断面（木口）、接線断面（板

目）、放射断面（柾目）について、カミソリで薄い切片を

切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラートを

作製した。その後乾燥させ、光学顕微鏡にて検鏡および

写真撮影を行った。

　炭化材の樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横

断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）に

ついて、カミソリと手で割断面を作製し、整形して試料

台にカーボンテープで固定した。その後イオンスパッタに

て金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　

VE-9800）にて検鏡および写真撮影を行った。

3　結 果

　同定の結果、広葉樹のケヤキとムクノキ、ヤナギ属、ノ

リウツギ、トネリコ属シオジ節 ( 以下、シオジ節 ) の 5 分

類群がみられた。シオジ節が２点で、他の樹種はいずれ

も１点のみであった。同定結果を表 51に示す。

　以下に、同定された材の特徴を記載し、図版に光学顕

微鏡および走査型電子顕微鏡写真を示す。

（1）ケヤキ　Zelkova serrata (Thunb.) Makino 　ニレ科

　第 164 図　1a-1c（No.6）

　年輪のはじめに大型の道管が１～２列並び、晩材部で

は急に径を減じた道管が多数複合し、接線～斜線方向に

配列する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。

道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚がみ

られる。放射組織は上下端 1 列が方形となる異性で、幅

１～５列となる。放射組織の上下端には、結晶が認めら

れる。

　ケヤキは温帯から暖帯にかけての肥沃な谷間などに好

んで生育する落葉高木の広葉樹である。材はやや重くて

硬いが、切削などの加工はそれほど困難ではない。

（2）ムクノキ　Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. 　ア

サ科　第 164 図　2a-2c（No.3）

　中型の道管がほぼ単独でやや疎らに散在する散孔材で

ある。軸方向柔組織は周囲状、翼状、4 列以上の帯状と

なる。放射組織は上下端１～３列が直立する異性で、幅

１～４列となる。

　ムクノキは温帯の日当たりのよい適潤地を好み、海に近

い所に比較的多い落葉高木の広葉樹である。材の強さは

中庸であるが、靭性があり、割裂しにくい。

（3）ヤナギ属　Salix 　ヤナギ科　第 164 図　3a-3c（No.4）

　小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合し、やや密に散

在する散孔材である。道管は単穿孔を有し、道管放射組

織間壁孔は円形の単壁孔状となる。放射組織は上下端１

～３列が直立する異性で、単列となる。

　ヤナギ属にはタチヤナギやバッコヤナギなどがあり、水

湿に富んだ日当たりのよい土地を好む落葉

大高木～灌木の広葉樹である。材は軽軟で強度があり、

切削加工などは容易である。

（4）ノリウツギ　Hydrangea paniculata Siebold 　アジサ

イ科　第 164 図　4a-4c（No.1）

　中型の道管がほぼ単独でやや疎らに散在する散孔材で

ある。道管は 30 段程度の階段穿孔を有する。放射組織

は上下端１～４列が直立する異性で、幅１～４列となる。

　ノリウツギは北海道から九州に分布する、落葉低木の広

葉樹である。材は重硬だが、まとまって生育しないため、

現在ではあまり利用されていない。

（5）トネリコ属シオジ節　Fraxinus sect. Fraxinuster 　モ

クセイ科　第 164 図　5a-5c（No.2）

　年輪の始めに大型で丸い道管が３～４列並び、晩材部
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では小型の道管が単独ないし２個複合する環孔材である。

軸方向柔細胞は周囲状である。道管は単穿孔を有する。

放射組織は同性で、幅１～３列である。

　トネリコ属シオジ節にはシオジとヤチダモがあり、現在

の植生ではシオジは関東以西の温帯に、ヤチダモは中部

以西の亜寒帯から温帯の河岸や湿地などの肥沃な湿潤地

に分布する、落葉高木の広葉樹である。材の性質はどち

らも中庸ないしやや重硬で、乾燥は比較的容易、切削加

工等も容易である。

4　考 察

　SK ７の炭化材はシオジ節、SK97 の炭化材はムクノキ

とヤナギ属、シオジ節、SK244の炭化材はケヤキであった。

ケヤキは山地などに生育する樹種であるが、ムクノキとヤ

ナギ属、シオジ節は湿潤地に生育しやすい樹種である（平

井 1996、伊東ほか 2011）。遺跡周辺の湿地や、湿潤地

周辺に生育していた樹木が伐採されたと考えられる。

　SX ３の生材は、ノリウツギであった。試料は自然木の

可能性が考えられる。ノリウツギは先駆植物で、伐採跡地

などに最初に出現する種の一つである（佐竹ほか 1989）。

８～９世紀頃の上曽根遺跡周辺において樹木が伐採さ

れ、その跡地にノリウツギなどの先駆植物が生育していた

可能性が考えられる。

引用文献

平井信二　1996『木の大百科－解説編－』p.642　朝倉書房
伊東隆夫・佐野雄三・安部　久・内海泰弘・山口和穂　2011　日

本有用樹木誌		p.238　海青社
佐竹義輔・原　寛・亘理俊次・富成忠夫　1989『日本の野生植物	

木本Ⅰ』p.321　平凡社

試料 No. グリッド 出土遺構 層位 種類 樹種 木取り 時期 年代測定番号
1 DA5894-1599 SX3 生材 ノリウツギ 芯持丸木 8 ～ 9 世紀 PLD-43372
2 SK7 炭化材 トネリコ属シオジ節 割れ 8 ～ 9 世紀
3 SK97 1 層 炭化材 ムクノキ 割れ 8 ～ 9 世紀 PLD-43373
4 SK97 1-4 層 炭化材 ヤナギ属 割れ 8 ～ 9 世紀
5 SK97 3·5·6 層 炭化材 トネリコ属シオジ節 割れ 8 ～ 9 世紀
6 SK244 炭化材 ケヤキ 割れ 8 ～ 9 世紀

表 51　出土木材の樹種同定結果一覧
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第 164 図　出土木材の光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡写真

1a-1c. ケヤキ（No.6）、2a-2c. ムクノキ（No.3）、3a-3c. ヤナギ属（No.4）
4a-4c. ノリウツギ（No.1）、5a-5c. トネリコ属シオジ節（No.2）

a: 横断面（スケール =250 µm）
b: 接線断面（スケール =100 µm）
c: 放射断面（スケール =200 µm）
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4　出土大型植物遺体の同定
バンダリ	スダルシャン（パレオ・ラボ）

1　はじ め に

　上曽根遺跡第 3 次調査において検出された8 ～ 9 世紀

の井戸跡と性格不明遺構から出土した大型植物遺体の同

定結果を報告し、当時の利用植物の一端について検討す

る。

2　試 料 と 方 法

　試料は、発掘調査時に肉眼で確認され、採取された現

地取り上げ試料、5 試料である。井戸跡 SE126 から採取

された1 試料、不明遺構 SX3 から採取された3 試料と

SX155 から採取された1 試料で、いずれも8 ～ 9 世紀の

遺構である。

　同定・計数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計

数の方法は、完形または一部が破損していても1 個体と

みなせるものは完形として数え、1 個体に満たないものは

破片とした。モモとオニグルミについては、形態を観察し、

完形、打撃痕のある個体、一部焦痕のある個体、破片に

細分した。試料は、山形県埋蔵文化財センターに保管さ

れている。

3　結 果

　同定した結果、木本植物で広葉樹のモモ核とオニグル

ミ核の2 分類群が得られた。（表 52）。

　以下に、出土した大型植物遺体について遺構別に記載

する。

　SE126：オニグルミ（打撃痕 1）が得られた。

　SX3：モモ（破片 1）とオニグルミ（完形 1、一部焦痕

1）が得られた。

　SX155：モモ（完形 1）が得られた。

　次に、得られた分類群の記載を行い、図版に写真を示

して同定の根拠とする。なお、分類群の学名は米倉・梶田

（2003-）に準拠し、APG Ⅲリストの順とした。

（1）モモ　Amygdalus persica L. 　核　バラ科

　褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形で先

が尖る。下端に大きな着点があり、表面に不規則な深い

皺がある。また、片側の側面には縫合線に沿って深い溝

が入る。高さ27.4mm、幅 18.9mm、厚さ16.0mm。

（2） オ ニ グ ル ミ　Juglans mandshurica Maxim. var. 
sachalinensis (Komatsu) Kitam. 　核　クルミ科

　黄褐色～赤褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観

は広卵形。表面に縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹

凸が不規則に入る。溝や凹凸の間には、微細な皺があ

る。内部は二室に分かれる。完形個体の大きさは、高

さ25.0mm、幅 22.6mm、厚さ23.0mm、一部焦痕の

ある個体は、残存高 21.8mm、幅 21.0mm、残存厚

12.4mm。打撃痕のある個体は、残存高 22.2mm、幅

24.0mm、残存厚 11.5mm。

4　考 察

　8 ～ 9 世紀の井戸跡 SE126と不明遺構 SX3とSX155

から出土した大型植物遺体を同定した結果、栽培植物で

果樹のモモと、野生植物で食用として利用可能なオニグル

ミが得られた。

　モモの核は、果肉を食べた後に捨てられた可能性があ

る。モモは、食利用以外にも観賞用や薬用、呪術用、祭

祀用などさまざまな目的で利用されるため（那須 2015）、

食べる以外の何らかの用途に用いられた後、遺構に堆積

した可能性もある。

　山梨県内の遺跡から出土したモモ核の事例を集成し

た新津（1999）によると、モモの核は時代ごとに大き

さや形状が変化しており、弥生時代には核長が 24.6 ～

26.5mmと比較的大きくかつ丸味が強い核が多いのに対

表 52　出土した大型植物遺体（括弧内は破片数）
試料No.

遺構
時期

分類群 採取方法

モモ 核（完形） 1

核（破片） (1)
核（完形） 1
核（一部焦痕） (1)

核（打撃痕） (1)

オニグルミ

現地取上げ

9 10 11 12 13

8～9世紀
SX155SX3 SE126
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引用文献

那須浩郎　2015　「古代のモモ」『BIOSTORY』22　p.58 ～ p.61
新津　健　1999　「遺跡から出土するモモ核について－山梨県内の事例から－」『山梨考古学論集　IV』p.361 ～ p.374　山梨県考古学協

会
米倉浩司・梶田　忠　2003　BG	Plants	和名－学名インデックス（YList），http://ylist.info

1．モモ核（完形）（SX155、No.12）、2．オニグルミ核（完形）（SX3、No.9）
3．オニグルミ核（一部焦痕）（SX3、No.10）、4．オニグルミ核（打撃痕）（SE126、No.13）

第 165 図　出土した大型植物遺体

し、平安時代から近世になると縦長になる傾向があるとさ

れる。さらに、奈良・平安時代の核長は23.6～26.6mmで、

鎌倉期には大きさの変異幅が大きくなり、江戸時代後期に

なると大型になって平均核長 26.9mm、最大で38.0mm

程度の核がみられるとしている。今回の上曽根遺跡の

SX155 から得られたモモ核の高さは 27.4mmで、山梨県

から出土した平安時代から近世のモモと比較すると、やや

大きめの核であった。オニグルミ核には打撃痕のある個体

や一部焦痕のある個体がみられ、食用のために人為的に

割られ、中の子葉が取り出された可能性がある。

07_Ⅵ理化学分析_2022-03-03.indd   249 2022/03/03   23:45



250

Ⅵ　理化学分析

5　出土テフラの分析
藤根　久・鈴木正章（パレオ・ラボ）

1　はじ め に

　上曽根遺跡 3 次調査では、遺構の埋土から白色系のテ

フラが検出された。これらのテフラ試料について、火山ガ

ラスと鉱物組成の分析および火山ガラスの屈折率測定を

行い、テフラの同定を行った。

2　試 料 と 方 法

　分析試料は、遺構の埋土から検出されたテフラ試料 2

点である（表 153）。いずれも厚さ5mm 程度のシルト質

テフラである（第 167 図 -1a，2a）。

　試料は、以下の方法で処理した。

　上下層の一部を含めて、湿潤重量 10g 程度を秤量した

後、1 φ（0.5mm）、2 φ（0.25mm）、3 φ（0.125mm）、

4 φ（0.063mm）、5 φ（0.044mm）の 5 枚の篩を重ね、

湿式篩分けをした。

　4 φ篩残渣について、重液（テトラブロモエタン、比重

2.96）を用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。軽鉱物につ

いては、水浸の簡易プレパラートを作製し、軽鉱物組成

と火山ガラスの形態分類を行った。火山ガラスの形態は、

町田・新井（2003）の分類基準に従って、バブル型平

板状（b1）、バブル型Ｙ字状（b2）、軽石型繊維状（p1）、

軽石型スポンジ状（p2）、急冷破砕型フレーク状（c1）、

急冷破砕型塊状（c2）に分類した。重鉱物については、

封入剤レークサイドセメントを用いてプレパラートを作製

し、斜方輝石（Opx）、単斜輝石（Cpx）、角閃石（Ho）、

磁鉄鉱（Mg）を同定・計数した。

　4 φ軽鉱物中の火山ガラスは、横山ほか（1986）に従

い、温度変化型屈折率測定装置（株式会社古澤地質製、

MAIOT）を用いて屈折率測定を行った。

3　結 果

　以下に、各試料の特徴、鉱物組成、火山ガラスの形態

分類、屈折率の測定結果について述べる。

［分析 No.1（試料 No.7：SE126 中心堆積土）］

分析試料は、にぶい黄橙色（10YR	7/2）のシルト質火

山灰で、厚さ5mm 程度のブロック状に堆積する（第 167

図 1-1b）。一部を採取して顕微鏡で観察すると、純度の

高い細粒の火山ガラスからなる（第 167 図 1-1b）。篩分

けした結果、3 φおよび 4 φ篩残渣が多い。4 φ篩残渣

の重液分離では、軽鉱物の割合が非常に高い（表 54）。

軽鉱物では、火山ガラスが含まれ、長石（Pl）や石英（Qu）

を伴う。火山ガラスは、バブル型ガラス（b1、b2）や軽

石型ガラス（p1、p2）が多く、急冷破砕型フレーク状ガ

ラス（c1）を伴う。重鉱物では、単斜輝石（Cpx）が多

く、斜方輝石（Opx）や磁鉄鉱（Mg）、角閃石を伴う（表

55）。なお、これらの重鉱物は、テフラの鉱物組成とは関

係がないと考えられる。

　火山ガラスの屈折率は、範囲 1.5017-1.5077（平均値

1.5051）であった（第 166 図）。

［分析 No.2（試料 No.8：SX ３(DA5895-1700G)）］

　分析試料は、灰白色（10YR	8/1）のシルト質火山灰で、

厚さ6mm の波状に堆積する（第 167 図 1-2a）。一部を

採取して顕微鏡で観察すると、純度の高い細粒の火山ガ

ラスからなる（第 167 図 1-2b）。篩分けした結果、3 φ

篩残渣が最も多い。4 φ篩残渣の重液分離では、軽鉱物

の割合が非常に高い（表 54）。

　軽鉱物では、火山ガラスが含まれ、長石（Pl）や石英（Qu）

を伴う。火山ガラスは、バブル型ガラス（b1、b2）や軽

石型ガラス（p1、p2）が多く、急冷破砕型ガラス（c1、

c2）を伴う。重鉱物では、単斜輝石（Cpx）が多く、斜

方輝石（Opx）や磁鉄鉱（Mg）、角閃石を伴う（表 55）。

なお、これらの重鉱物は、テフラの鉱物組成とは関係が

ないと考えられる。

　火山ガラスの屈折率は、範囲 1.5019-1.5093（平均値

1.5054）であった（第 166 図）。

4　考 察

　各試料は、厚さ5 ～ 6mm 程度のブロック状あるいは波

状に堆積した純度の高いシルト質火山ガラスであった。火

山ガラスは、バブル型や軽石型火山ガラスからなり、火山

ガラスの屈折率は 1.502-1.508 前後の値を示した。これ

らの分析結果から、2 遺構で検出されたシルト質火山灰は、

十和田火山から噴火した十和田 aテフラ（To-a）と同定

される。上曽根遺跡は、十和田火山から南南西方向に約

200km 地点に位置し、十和田 aテフラが層厚 5 ～ 6mm

程度の細粒火山灰として確認された。
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　十和田 aテフラ（To-a）は、AD915 年に十和田火山

から噴火したテフラである。降下軽石（pfa），降下火山灰

（afa），火砕流堆積物（pfl）からなり、南側 300km、東

側 80km、10,000km2の範囲に及ぶ。テフラは、斜方輝

石（opx）、単斜輝石（cpx）、黒曜石（ob）を特徴的に伴う。

火山ガラスは、主に軽石型ガラスで構成され、火山ガラス

の屈折率は 1.500-1.508である。また、単斜輝石の屈折

率（γ）は1.706-1.708である（町田・新井 2003）。

引用文献

町田　洋・新井房夫　2003『新編火山灰アトラス』p.336　東京大												
学出版会

横山卓雄・檀原　徹・山下　透　1986「温度変化型屈折率測定装
置による火山ガラスの屈折率測定」『第四紀研
究』25　p.21 ～ p.30　日本第四紀学会

分析
No.

サンプル
番号

遺跡 遺構 堆積物の色調

1 7
上曽根遺跡 3 次調査

SE126 中心堆積土
にぶい黄橙色（10YR	7/2）、シルト質火山灰、厚さ 5mm、ブロック状
に堆積

2 8 SX3(DA5895-1700G) 灰白色（10YR	8/1）、シルト質火山灰、厚さ 6mm、波状に堆積

表 53　テフラ試料とその特徴

分析
No.

サンプル
番号

処理湿重
（g）

砂粒分の粒度組成（重量 g） 軽・重鉱物組成（重量 g）
1 φ 2 φ 3 φ 4 φ 4.5 φ 軽鉱物 重鉱物

1 7 9.38	 0.13	 0.16	 1.15	 1.26	 0.47	 0.17	 0.01	
2 8 10.77	 0.03	 0.17	 0.55	 0.79	 0.49	 0.18	 0.02	

表 54　テフラ試料の湿式篩分け・重液分離の結果

分析
No.

石英
(Qu)

長石
(Pl)

不明
(Opq)

火山ガラス
ガラス
合計

軽鉱物
合計

重鉱物 重鉱物
の合計

バブル（泡）型 軽石型 急冷破砕型
平板状
(b1)

Y 字状
(b2)

繊維状
(p1)

スポンジ状
(p2)

フレーク状
(c1)

塊状
(c2)

斜方輝石
(Opx)

単斜輝石
(Cpx)

角閃石
(Ho)

磁鉄鉱
(Mg)

不明
(Opq)

1 9	 49	 158	 1	 16	 5	 10	 2	 34	 250	 74	 123	 5	 11	 38	 250	

2 10	 52	 135	 5	 17	 7	 23	 1	 1	 54	 250	 74	 122	 9	 22	 22	 250	

表 55　4 φ篩残渣中の鉱物組成

第 166 図　火山ガラスの屈折率測定結果
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第 167 図　4 φ残渣中のテフラ粒子の偏光顕微鏡写真

1a・1b. 分析 No.1（試料 No.7：SE126 中心堆積土）　2a・2b. 分析 No.2（試料 No.8：SX3(DA5895-1700G)）
1c. バブル型平板状ガラス　1d. バブル型Ｙ字状ガラス　1d. 軽石型繊維状ガラス

1f. 軽石型スポンジ状ガラス　2c. 斜方輝石　2d. 単斜輝石　2e. 角閃石　2f. 磁鉄鉱
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6　出土石製品の石材同定
藤根　久（パレオ・ラボ）

1　はじ め に

　上曽根遺跡 3 次調査では、古代～中世の摺石や中砥な

どの石製品が出土した。ここでは、これらの石製品につい

て、肉眼観察による石材同定を行った。

2　試 料 と 方 法

　石材同定を行った石製品は、3 次調査において出土し

た古代～中世の石製品20点である（表56）。石材同定は、

主に肉眼により行い、マイクロスコープを用いて石材の接

写撮影を行った。

3　結 果

　表 56に、肉眼により観察された石材の特徴と岩石名を

示す。表面観察による各石材の色調や岩石組織、構成鉱

物等の特徴について観察を行い、岩石名を決めた。

　以下に、代表的な石材の特徴について記載する。

（1）泥岩およびシルト質泥岩

　灰白色、暗灰黄色の、泥質またはシルト質の泥岩である。

（2）凝灰岩類

　白色、灰白色、浅黄橙色、淡黄色を呈する泥質、シル

ト質、砂・シルト質、砂質の凝灰岩が見られた。

（3）流紋岩

　灰色の斑晶質組織を呈し、主に石英・長石類の斑晶か

らなる。

（4）デイサイト

　灰白～にぶい橙色、灰白色、灰黄色、灰色、灰白色の

斑晶質組織を呈し、主に長石類・輝石類の斑晶からなる。

（5）安山岩

　褐灰色、暗褐色、褐灰色、黄灰色の斑晶組織を呈し、

主に長石類・輝石類の斑晶からなる。

表 56　岩石同定試料とその詳細
分析
No.

試料
No.

種類 出土地点 岩石の特徴 岩石名 備考

1 14 礎石か SK7 灰白～にぶい橙色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト 煤付着

2 15 紡錘車 RP12 暗灰黄色、シルト質泥 シルト質泥岩

3 16 中砥 SD89(RQ90) 白色、泥質 泥質凝灰岩

4 17 中砥 DA5895-2500 灰白色、斑晶質様、シルト質 シルト質凝灰岩

5 18 中砥 DA5895-2503 浅黄橙色、シルト質 シルト質凝灰岩 褐鉄鉱脈状に付着

6 19 中砥 DA5895-2101 灰白色、泥質 泥岩

7 20 砥石 SP259 灰白色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト

8 21 砥石か DA5895-4216 淡黄色、シルト質、石英粒含む シルト質凝灰岩

9 22 摺石 SD2(RQ106) 灰白色、泥岩質 泥質凝灰岩 褐鉄鉱付着

10 23 摺石 SX3(DA5895-1701) 灰黄色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト

11 24 摺石 SX3(DA5895-1500) 灰色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト

12 25 摺石 SD4東半 (DA5895-2101) 灰白色、砂質 砂質凝灰岩

13 26 摺石 SD4(DA5894-1999) 灰白色、砂質シルト 砂・シルト質凝灰岩 軽い

14 27 摺石 SD214(DA5895-2602) 褐灰色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 安山岩

15 28 摺石 SP227 暗褐色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 安山岩

16 29 摺石 SP227 灰色、斑晶質、斑晶：石英・長石類 流紋岩

17 30 摺石 SD238(DA5895-2704) 褐灰色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 安山岩

18 31 摺石 DA5895-1800 黄灰色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 安山岩

19 32 摺石 DA5895-2605 灰白色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト

20 33 板状石製品 DS18(DA5894-1899) 灰白色、斑晶質、斑晶：長石類・輝石類 デイサイト 褐鉄鉱付着
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4　考 察

　表 57に、石製品の種類とその石材についてまとめた。

　紡錘車はシルト質泥岩である。摺石では、凝灰岩類が

3 点、流紋岩が 1 点、デイサイトが 3 点、安山岩が 4 点

である。砥石類（中砥と砥石かの石材を含む）は、泥岩

が 1 点、凝灰岩類が 4 点、デイサイトが 1 点である。板

状石製品と、礎石の可能性のある石材は、デイサイトであ

る。

　遺跡周辺では、新しい時代から、第四紀更新世中期～

完新世に噴火活動した鳥海火山の輝石安山岩溶岩（図

168の凡例Vc3や Vc1）やかんらん石輝石安山岩溶岩（凡

例 Vc2）、鮮新世後期～更新世後期の砂岩及び砂からな

る笹岡層及び観音寺層（凡例 Ss）、輝石安山岩溶岩及び

火砕岩からなる国見山安山岩など（凡例 An3）、鮮新世

のシルト岩（泥岩・砂岩及び酸性凝灰岩を伴う）からな

る天徳寺層・楯山層及び丸山層（凡例 Ts）、暗灰色泥岩

（酸性凝灰岩及び泥岩を伴う）からなる船川層・北俣層

及び古口層（凡例 Fm）、中新世中期硬質泥岩（酸性凝

灰岩及び砂岩を伴う）からなる女川層及び草薙層（凡例

Om）、流紋岩 -デイサイト（凡例 R3および R2）が分布

する（大沢ほか，1988：図 168）。

　遺跡から出土した石製品には、遺跡の北側を流れる日

向川あるいは南側を流れる最上川によってもたらされた周

辺岩石の河川礫等が利用されたと推定される。

引用文献

大沢あつし・広島俊男・駒沢正夫・須田芳朗　1988　『20 万分の
1 地質図幅「新庄及び酒田」』地質調査所

表 57　石製品と石材の関係
大分類 中分類 岩石名 紡錘車 摺石 砥石 中砥 砥石か 板状石製品 礎石か 総計

堆積岩

砕屑岩
泥岩 1	 1	

シルト質泥岩 1	 1	

火山砕屑岩

泥質凝灰岩 1	 1	 2	

シルト質凝灰岩 2	 1	 3	

砂・シルト質凝灰岩 1	 1	

砂質凝灰岩 1	 1	

火成岩 火山岩

流紋岩 1	 1	

デイサイト 3	 1	 1	 1	 6	

安山岩 4	 4	

総計 1	 11	 1	 4	 1	 1	 1	 20	
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第 168 図　遺跡と周辺の地質（大沢ほか 1988『20 万分の 1 地質図幅「新庄及び酒田」』を編集）
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第 169 図　各石製品のマイクロスコープ写真（１）（スケール：1mm）
No. は分析 No. に対応
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第 170 図　各石製品のマイクロスコープ写真（２）（スケール：1mm）
No. は分析 No. に対応
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　上曽根遺跡３次調査では、縄文時代の石器も出土した

が、古代と中近世の集落跡などが発見された。

　古代の遺構は、掘立柱建物跡や井戸跡、土坑、溝跡、

落込み状遺構、柱列跡などが確認された。遺物は、須恵

器や土師器、赤焼土器の時期幅のある土器群と共に、多

様な木製品、石製品も出土した。

　中近世の遺構は、土坑や溝跡、畝状遺構、落込み状遺

構などが確認された。遺物は、陶磁器類と共に、木製品

や古銭やキセルなど金属製品、石製品も若干出土した。

　最後に、これら主体的な時期を古い時代順に、特徴的

な遺構や遺物を整理して、まとめにかえる。

1　縄 文 時 代
　今調査では、最も古い遺物として、縄文時代の石器が

出土した。Tool としては頁岩製の有茎石鏃（161- ８）

があり、縄文時代終末の後・晩期のものと考えられる。

他にも、頁岩製剥片などがグリッドから出土した。

　近年、上曽根遺跡（標高約 6.7 ｍ）から、西に約 1.5

㎞にある酒田市中谷地遺跡（標高約 3.2 ｍ）、南西に約 1.5

㎞の同市梵天塚遺跡（標高約 3.2 ｍ）などでも、古代よ

り下層で、弥生時代初頭の土器群がまとまって出土する

事例が報告されている（石井他 1996）。

　これは、従来は確認されなかった庄内平野の沖積地の

深い部分に縄文～弥生時代の集落跡が分布している可能

性があり、今後の調査では留意する必要がある。

2　奈良・平安時代
　今調査では、主体的な時代として奈良・平安時代の集

落跡が確認された。上曽根遺跡の北東約 1.5 ㎞には、平

安時代の出羽国府である城輪柵跡があり、その関連性も

窺える。古い時期順に主な遺構や遺物を概述する。

８世紀 4/4 ～９世紀 1/4　今回の調査で、最古相の

ものは、奈良時代～平安時代にかかる８世紀末～９世

紀第１四半期がある。遺構では、１区中央部の SX ３・

SK54・SD18・SD ４・SD89、１区東端と２区南半の

SE162・SK244・SX １・SD ２・SD159 な ど が 遺 物 か

らあげられる。このうち、SD18・SX １・SD ２は中近

世の遺物が僅かに入り中近世の時期としたが、遺物量は

当該期の土器が多い。そのため当該期の遺物の多くは、

古代からの開口や堆積時の流れ込みなどの可能性が考え

られた。他にも 1 区の東西大溝 SD89・SD ４でも古相

の土器が散見される。

　これらからは、明確な建物は不明だが、当時期に大

きく１区中央の SX ３周辺と、１区東端と２区南端の

SE162・SK244・SX １周辺の２つの地域に集落が出現

したことが推測される。なお、SD ２と南北に並走する

SD159 も出土土器が概ね当該期にあたる。両者は古代

に開口し、道路状遺構の側溝跡であった可能性もある。

　遺物は、供膳器である須恵器の箱形の坏類が主体とな

る。また、当該期では、墨書土器も注目され、SX ３の

複数の「十」や単体で「二」・「 」・「○」、SK244 の「利」・

「山ゕ」の字種がある。（第 171 ～ 174 図）。

　この時期は、出羽国府が秋田城から城輪柵跡に南下

する８世紀末～９世紀初頭の延暦・弘仁年間期にあた

る。一般には城輪国府周辺には当該期の集落は少ないと

され、国府創建に係る古代の「計画村落」（佐藤 1985）

とも称される。しかし、今調査で僅かながら城輪柵跡と

同時期かやや遡る土器も散見され、城輪柵跡成立以前の

在地集落や国府建設に伴う集落の性格も窺える。  　

　９世紀 2/4　次の９世紀第四半期には、遺構からは集

落がやや縮小化するようである。当該期の遺物は、前

の時期に続き 1 区の SX ３・SX54・SD18、1 区東端の

SK244・SD ２などに限定的で、調査区中央部にまとまる。

　遺物では、須恵器の底径が小さいヘラ切りの坏類が主

である。なお、底部切離しはナデなどで不明瞭なものも

多い。墨書土器は、SX ３の複数の「十」が継続し、単

体で「宴」・「生」・「万」・「豊」など吉祥的な字種が墨書

され、時期的な変遷も推測される（第 173 ～ 174 図）。

　特に「宴」は、全国的にも類例に乏しく、近接する出

羽国府「城輪柵跡」との関連や、在地有力者主導の農耕

儀礼に伴う共同飲食の可能性も窺える（三上喜孝氏の御

教示による）。

Ⅶ　総　　括
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　この時期は、一般に城輪柵跡創建以後の周辺集落の出

現期で、墨書の字種も吉祥などの祭祀的なものに変化す

る。遺構の少なさに比して SX ３は、これらの祭祀的な

墨書土器が集中し、祭祀的な遺構の性格も窺われる。

９世紀 3/4　次の９世紀第３半期には、遺構や遺物

から集落が大きく展開する。主な遺構は、１区で引き

続き SX ３・SX54・SD18、新たに 1 区中央～北半部の

SP73・SP88・SK52・SK210、２区の南端部の SX155・

同北半部に SE123・SE126 などがある。

　他に、２区の SB163 とした建物や SA152 の小規模な

柱列も、遺物が少なく判然としないが、破片資料からは

概ね当該期の可能性がある。また、両者は主軸方向もや

や北西方向に傾く様相はほぼ同じで、同時期性も窺える。

　特に SA152 は、小規模な柱列で、集落の東側を区切

るように立地する。当該期の庄内地方の周辺遺跡では、

一般的に板材列が区画施設として知られ、同じ酒田市内

の城輪周辺遺跡でも複数確認されている（熊野田遺跡・

手蔵田５遺跡・生石２遺跡・南興野遺跡・俵田遺跡［柱

列も含む］・堂の前遺跡）。一方、SA152 は、小規模な

柱列で、やや上記遺跡とは様相が異なり、遺物の希薄さ

も含め区画施設かは判然としない。但し、今調査区は、

上記遺跡群とは性格が異なる可能性もあり、国府近辺の

集落のあり方の一つとして留意しておきたい。

　遺物では、須恵器坏の底部切離しが回転糸切のものが

主で、器高の高い赤焼土器坏がほぼ同等の量で伴う。

　特に墨書土器では、多量の「足」墨書が出土した

SE126 が注目される。この「足」は周辺の SE123 や

SD124 で出土し、２区北端部の時期は中世が主と考

えられるが、SK120・SK122 の覆土中からも出土し

たため、当該期に集落が北端部まで広がる可能性があ

る。なお、SE126 と SE123 は、近接した井戸跡で、同

一の「足」墨書土器が出土するが、他の出土土器か

ら SE126 → SE123 の新旧関係が推測される。これは

SE126 廃棄時の多量の「足」墨書土器の一部が、SE123

掘方出土の「足」墨書土器（96-13）に見られ、SE123

井戸構築時に混入した可能性などが考えられ、近接した

時期とも推測される。他に、SE126 の墨書土器の見込

みは、摩耗著しいものが多く、他の SX ３も同様に、墨

書土器には使用痕が顕著な傾向が窺える。

　他の墨書土器では、SX ３の複数の「豊」、単体の「守」・

「得」・「申」、SX54 の「　」も当該期と考えられる。ま

た、SK52 の赤焼土器坏の体部に線描きによる図像表現

のものもあり（96-13）、注目される。なお、墨書土器は、

当該期で概ね最終段階を迎え、次期には不明瞭になる。

　他の出土品では、木製品で斎串として取り上げた特徴

的なものがある。一つは、SX54 から出土した斎串群で、

頭部が三角状を呈するもの（131-4）、頭部が欠損するが、

両肩に斜めの刻みが入るもの（130-16）があり、両者

とも体部下半が欠損し不明な部分が多い。しかし、両者

は、県内出土の斎串を集成した山内七恵氏の論考（山内

2008）に照らせば、前者の頭部はＢかＣ形式、後者の

刻みはⅣかⅤ式と考えられ、県内では一般的にみられる

斎串の形態と考えられる。

　もう一つは、SE123 の掘方からまとまって出土した

一群がある。これは、側面形が概ね平行四辺形を呈する

もの（ａ類）で、前述した山内氏論考の「Ａ型式」にあ

たり、従来「Ａ型式の資料（中略）は山形県内からの出

土例がない型式である」（山内 2008）とされた。しかし、

これは西日本の兵庫県砂押遺跡や、近年本県村山市蝉田

遺跡（齋藤他 2017）の出土品と類似する。

　一方、この同じ掘方からは、出土量が少ないものの、

板状の先端がａ類と同じだが、もう片方の末端が平坦な

もの（ｂ類）、両端とも同じ面を削り側面形が細長い台

形状になるもの（ｃ類）が一定量ある。両者は、先端が

ａ類と同じ加工で、長さなども同等で、ａ類との関連が

推測され、未製品や簡易品などの可能性が窺えた。

　これらは、全体では 247 点あり、折損品を除いた形

状が分かる 184 点では、ａ類が大半で 131 点（71.2％）、

ｂ類が 50 点（27.2％）で一定量あり、ｃ類は３点（1.6％）

で非常に少ない（表３）。また、これらは、長さも多様

性があり、概ね約３㎝（約１寸）を基準に、1 寸毎に増

え、６㎝、９㎝、12 ㎝、15 ㎝、最大で 21 ㎝（約７寸）

以上のものがある（第 60 図）。そして、21 ㎝以上（Ⅰ類）

のもの以外は各々 30 点前後の数量があり、概ね９㎝（Ⅴ

類）～ 12 ㎝（Ⅳ類）の長さのものが多く、規格性も推

測された（第 60 図・第 177 図）。

　当初、これらは単体で廃棄されたものと考えられたが、

整理の過程で接合することが分かった。

　その結果、同等の長さのａ類が横に接合し菱形の板

状になるもの（接合資料Ａ類：写真図版 150（２）～
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151（４））、長さの異なるｂ類同士が平坦な下端を合わ

せ横に接合し、先端の斜めに板状になるもの（接合資料

Ｂ類：写真図版 150（１））が一定量接合した。これらは、

加工された板状製品が堆積土中で自然に割れた可能性も

窺えたが、割れ面の腐朽や劣化などもあり判然としない。

　一方で、一部接合資料には、Ａ類やＢ類で、段差のあ

る接合品（接合資料Ｃ類：写真図版 150（２））も認め

られた。このＣ類からは、①最初に大きく菱形や台形な

どに板材を加工し、②必要とする長さで板材を側面から

割り、片方の先端が斜めの細長い素材を取り出し、③そ

の素材のもう片方の先端を斜めに削り、側面形が a 類や

b 類になるように加工した、規格性のある長さや形状を

意識した製作過程などが復元された。

　この製作過程からは、側面形が平行四辺形で、平面が

一般的な斎串よりやや小振りの長方形基調の板材を作出

する製作意図が窺え、同一遺構内での多量の出土状況か

らも、祭祀的な意味合いが強い「斎串」群と考えられた。

　この特異な斎串群は、東北地方の当該期の遺跡では、

管見の限り類例がほぼなく、その性格や用途は不明瞭だ

が、前述した規格性や多量の出土数、当遺跡が国府近辺

の集落であること、後述する当該期の出羽国の社会背景

から、祭祀的な性格が強いものと推測されないか。

　この時期は、『六国史』にも登場する当時の出羽国国

府（城輪柵跡）が見舞われた嘉祥地震（950 年）や鳥

海山噴火（871 年）など自然災害が多く起こった時期で、

出羽国に中央の陰陽師が全国に先駆け派遣された記事も

残る。そのため前述した特異な斎串群もこれらの影響化

で作出されたものではないか。但し、当該期に遺跡では

最も集落の範囲が広がり、墨書土器の点数も増えており、

地震か噴火の被害が限定的だった可能性もある。

９世紀 4/4　次の９世紀第四半期には、遺構の面から

は前の時期と同じく調査区全体に広がるが、明確な遺構

は散発的で、やや北側に移動する分布傾向になる。1 区

では、SX52・SK97・SK98・SK213・SD238、２区で

は SX155・SD124 などが推測される。

　遺物では、赤焼土器が主体となり、器高が徐々に低い

ものが主になる。当該期で注目されるものでは、２区の

南端の攪乱とした SD105（3507 グリッド）から、近江

を含む東海産と考えられる緑釉陶器の水瓶片（92-10）

が出土し、県内では類例が乏しい三条の線刻が入る。

　他に、SK213 の底面から出土した２個の人形の斎串

がある。体部上下から切込みを入れる県内では希少な斎

串である。類例は庄内地方北部の城輪柵跡周辺の酒田市

（新青渡遺跡・後田遺跡）や遊佐町（大坪遺跡）などに

限られる。これら遺跡の時期も概ね当該期と前後する９

世紀後半が主体で、城輪柵跡（国府）周辺の遺跡と同様

の祭祀具として関連が窺える（第 176 図）。

10 世紀 1/4　古代の最終段階である 10 世紀初頭頃と

考えられる。遺構では、前の時期より更に範囲が狭まり、

SK52・SK213・SK97・SK98・SD238 など、１区北半

部に限られ、集落規模の縮小が窺える。

　遺物では、赤焼土器の高径指数 30 前後の浅い坏や皿

が主体を占める。なお、理化学分析の結果からは、10

世紀初頭（915 年）降下の青森県の十和田ａ火山灰が、

SX ３（厚さ６㎜。波状に堆積）や SE126 の堆積土中（厚

さ５㎜。ブロック状に堆積）などで検出され、出土遺物

の下限時期や遺構の開口時期が窺えた。

　庄内平野では、特に 10 世紀段階に遺跡の減少が指摘

されており（植松 1997・山口 2005）、本遺跡でも出羽

国府城輪柵跡に近接はするが、同様の傾向が看取される。

今回の調査では、十和田 a 火山灰降下や洪水などの自然

災害の影響かは不明瞭だが、概ねこの段階で、古代の集

落は停止し、集落の移転や廃絶が推測される。

　そして、古代末期の 10 世紀後半～ 12 世紀代は、当

地域は国衙領として機能し、周辺は摂関家や皇室領荘園

となる（柏倉他 1982）。今調査区では、遺構・遺物と

も希薄で、次代の中世前半の 13 世紀前半の鎌倉時代前

半まで、集落は不明瞭になることが判った。

3　中世・近世
　今調査では、前述した古代の集落の他に、中近世の遺

構群や遺物が一定量認められた。本遺跡周辺には、中世

城館などは不明で、今回の調査区内にも明瞭な中近世の

建物跡は未検出だが、当該期の集落の存在が推定された。

遺物が小破片で時期の判別が難しいものもあるが、大き

く中世・近世に分け、各々前半・後半に分け、古い順に

主な遺構や遺物を概述する。

中世前半（13 ～ 15 世紀）　今回の調査で、古相の

中世前半の遺構では、当該期の遺物が１区中央部の

SX54・SD18・SD ４・SD89、２区南端の SX155、同
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北端の SD119 から出土する。当該期の遺構外出土品も

概ね上記遺構の周辺グリッドに分布し、概ね上記３地域

に集中がある。特に２区北端部（3612 ～ 3615‐4112

～ 4115 グリッド）は輸入陶磁器も一定量あり、３地域

の中でも分布の濃淡があることが窺われる。

　遺物では、珠洲や須恵系陶器の擂鉢・甕などが一定量

出土し、概ね 13 ～ 15 世紀代が主体である。また、輸

入陶磁器の白磁・青磁もこの段階のものが多く、皿・碗

類などが一定量認められ、13 世紀代と 15 世紀代のも

のが多い傾向がある。

　この時期は、大きく鎌倉時代後半・南北朝時代・室町

時代前半にあたり、周辺には上曽根遺跡から南に約１㎞

に、築城時期が不明な酒田市漆曽根館の方形居館（1 辺

約 100 ｍ四方）があるのみで、周囲には当該期の城館

などは未発見である。当該期には、鎌倉時代に国府の代

わりの統治機構を形成した留守所が酒田市新田目城に置

かれたとされ、南北朝時代には酒田市生石地区の板碑群

（1322 ～ 1371 年間の造立）などが著名である。また、

室町時代には、庄内南部の大泉荘地頭の武藤氏と最上川

川北の国人領主砂越氏の対立（1477 年）も知られる。

　今回の調査で新たに確認された当該期の遺構や遺物

も、その集落の主体は判然としないが、これら遺跡群と

関連がある中で出現したものと考えられる。

中世後半（16 世紀）　中世後半も前代を引き継ぎ、大

きくは上記３地域に分布し、遺構では当該期の遺物が１

区中央部の SD ４、２区南端の SX155 付近、同北端の

SD119・SK134 で出土し、遺構外出土品も概ね上記遺

構の周辺グリッドにまとまって分布する。

　特に２区北端部付近（3512・4114 グリッド）は、

青花などの輸入陶磁器が出土し、畝状溝跡（SD119）や

大小の土坑（SK134）もあり、前代も含め集落の主体的

な地域と考えられる。一方、１区では、当該期の遺物が、

前の時期に主体的な東西の溝跡群の中で、SD ４と散発

的なグリッド出土に限られ、やや当該期には希薄になる

傾向が窺える。

　遺物では、瀬戸美濃の大窯段階の皿や碗類が多く、大

窯 1 段階（95- ９）など古相もあるが、大半は同３～４

段階の 16 世紀後半の戦国期のものが多い。輸入陶磁器

の青花の碗皿も古相の 15 世紀代のＢ群（119- ３）も

あるが、16 世紀中～後葉のＥ群（119- １）が主であり、

概ね瀬戸美濃の主体時期とも重なる。

　この時期は、室町時代後半～戦国時代にあたり、「庄

内飽海地区は、国人領主の対立する混乱期に入る」（石

井他 1996）とされ、前述した武藤氏と砂越氏の対立以

後、武藤氏と土佐林氏の対立などもある。天正期に入り

武藤義氏は上杉氏に従い、庄内三郡を支配した。そして、

天正９年（1579 年）以降には最上氏と上杉氏の対立、

天正 18 年（1588 年）には武藤氏が滅亡し、最上氏が

庄内地方を支配した。しかし、十五里ケ原の合戦（1589）

以後は再び上杉氏、関ヶ原合戦（1600 年）以後は最上

氏の支配など領主層が度々変わった。

　前述した当遺跡と南西に約 1.5 ㎞に近接する梵天塚遺

跡では、15 ～ 16 世紀の古銭埋納が出土し、その原因

を「社会情勢の不安定さが基盤」（石井他 1996）と指

摘する。酒田市内の東禅寺城では、関ヶ原合戦と同時期

の上杉氏と最上氏の合戦に関わる荷札木簡も出土する。

　今回の調査では、当該期の遺構や遺物が一定量確認さ

れ、梵天塚遺跡と同じく、文献史料には見えない当該期

の在地集落の様相を示すものとして注目される。

近世前半（17 世紀）　次期の近世前半の遺構分布は、

大きくは前代の３地域を引き継ぐが、一部２区南端部の

SX155 付近は希薄になり、SX １付近に若干遺物がみら

れる程である。また、１区でも SD ４・SD18 など 1 区

中央～南半部の溝跡に限られる。

　これは、１次調査の 1 辺約 13 ｍで高さ 1.18 ｍの中

世以降の構築とされた SM ３塚跡があり、今回の調査の

2803 ～ 2806-3003 ～ 3006 グリッド付近に立地する

と考えられる。それ故に 1 区北端部や２区南端部には

遺構や遺物が希薄である可能性が高く、前代の遺構の重

複からは、SM ３構築が近世以降とも推測される。

　他に、特に当該期の最古相の 17 世紀初頭～前半の肥

前陶磁器編年のⅠ期段階は、前代に続き２区北半～北

端部に遺物が集中する傾向がある。遺構でも小形の土

坑の SK101・104、古銭が出土し墓坑の可能性もある

SK127 などがあり、SM ３の塚跡も含め、当該期の集落

の性格を考える上でも示唆的である。

　なお、続く 17 世紀後半の肥前陶磁器編年のⅡ期段階

では、1 区中央部の SD ４・SD18 やその周辺グリッド

で遺物が散見され、やや集落が拡大した様相を示す。

　遺物では、肥前陶磁器の碗・皿類が多く、他に肥前陶
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第 171 図　墨書・刻書土器集成（１）
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第 172 図　墨書・刻書土器集成（２）
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第 173 図　墨書土器変遷図（１）
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第 174 図　墨書土器変遷図（２）
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第 175 図　墨書土器字種分布図
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第 176 図　県内の特殊な斎串一覧
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第 177 図　SE123 井戸跡出土　斎串形態
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酒田市上曽根1次　　SM1・SM2・SM3（近世か）

（SM1） （SM2）
（SM3）

遊佐町下中瀬
SX41（江戸後期）

飯豊町群之神
SM1・2（江戸前半） 酒田市関B

SD42（15ｃ）

鮭川村
石名坂
2号塚

（12ｃ~）

鶴岡市
水沢経塚

（12ｃか）
※S＝
1/200

櫛櫛櫛町櫛沢櫛
SM50（14ｃ）

鶴岡市
湯田川
1号経塚

（12ｃか）

※スケールは全て1/400（鶴岡市水沢・湯田川経塚を除く）

塚状遺構 火葬墓・経塚・修験道関連（供養塚）

鎌
倉
〜
室
町
時
代（
12ｃ
〜
15ｃ
）

江
戸
時
代（
17ｃ
〜
18ｃ
）

※S＝
1/200

第 178 図　山形県内の塚状遺構集成
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器の甕・瓶・擂鉢などが一定量出土した。

　この時期は、江戸時代前半で、最上氏改易（1622 年）

後に、庄内地方に徳川家譜代の酒井氏が入部する。戦国

時代の東禅寺城は、酒井氏の本拠地である鶴岡市鶴ケ岡

城と対比させ亀ヶ崎城と改名され、以後城代が置かれる。       

　また、同市酒田港は、寛文 12 年（1672 年）の河村

瑞賢の西廻り航路開発などを契機に、東日本屈指の港と

して発展を始める段階である。今回の調査では、当該期

の溝跡や土坑のみと集落形態は不明瞭だが、西廻り航路

開発以前の時期の碗・皿類が主体で、当期まで中世から

続く集落が存続したものと考えられる。

近世後半（18・19 世紀）　今調査で最新相の近世後半

では、前代の主体的な 1 区中央部の SD18、２区北半部

の前代の SK101・SK104 付近（3713・4013 グリッド）

に遺物が散見される程で、明確な遺構は判然とせず、集

落が縮小・断絶した可能性がある。

　これらは、前述した第 1 次調査の SM ３塚跡が 1 区

と２区の境界付近に当該期にも存続したと考えられ、当

該期に徐々に集落の主体が現代の上曽根地区である調査

区南側に移動した可能性があり、調査区内は塚跡などの

祭祀場や SD18 の溝跡のみが残るようである。

　遺物は、肥前陶磁器編年のⅢ～Ⅴ期の碗や擂鉢が出土

するが、前述した遺構の希薄さとも関連してか、出土量

も減少し、幕末の 19 世紀代には概ね当地での集落は廃

絶したのであろう。

　この時期は、江戸時代中～後半で、西廻り航路の充実

などから貨幣経済や流通経済が発達した時期である。今

調査でも所謂くらわんかなどが出土し、全国的な盛隆の

中で捉えられる。

　なお、前述した SM ３塚跡は、形状や規模から、県内

で調査された中世の経塚（柳沢Ａ遺跡）や修験に関わる

とされる塚跡（関Ｂ遺跡）や土壇（郡之神遺跡）などよ

り、長大で方形基調の周溝を持たない形態で、前述した

性格以外を有した可能性がある（第 178 図）。SM ３の

西側に約 100 ｍ（約一町）毎に並ぶ SM １・SM ２塚跡

との関連が１次調査でも報告されており、現集落の縁辺

の立地も含め、今後の類似の塚跡の発掘事例を待ちたい。

　最後に、今回の調査では、出羽国府城輪柵跡に近接し

た古代集落の多様な特徴と、その後の中近世での集落の

変容や様相が明らかにできた。今後、既存の出羽国府周

辺の集落遺跡を同様に分析することで、現代に繋がる酒

田市北東部の新たな開発史が描かれると思う。
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写真図版 1

調査区全景（南西から）

調査区全景（北から）
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写真図版 2

調査区全景（西から）

調査区全景（東から）

09_写真図版_上曽根_遺構_2022-02-21.indd   2 2022/02/21   21:02



写真図版 3

２区全景（上空から）

１区北半部・２区南半部全景（上空から）
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写真図版 4

１区中央～南半部全景（北から）

１区中央～南半部全景（東から）
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写真図版 5

１区北半部・２区全景（西から）

１区北半部全景（上空から）
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写真図版 6

２区全景（北東から）

２区全景（西から）
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写真図版 7

１区調査前状況（南から）

２区調査前状況（北東から）

09_写真図版_上曽根_遺構_2022-02-21.indd   7 2022/02/21   21:02



写真図版 8

１区南半部検出状況 ( 南から）

１区北半部検出状況（南から） １区北端部検出状況 ( 北西から）

１区北端部検出状況 ( 北西から）

１区西端部水路南地区東側部検出状況（東から）

１区西端部水路南地区西側検出状況（西から）

１区西端部水路南地区東側部検出状況 ( 西から）

１区北半部検出状況（南から）
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写真図版 9

１区北半部完掘状況 ( 東から）

１区中央～南半部完掘状況（北から）
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写真図版 10

２区水路地区検出状況 ( 東から）

２区中央部検出状況 ( 東から）

２区西半部検出状況 ( 西から）

２区東半部検出状況 ( 南から）

１区北半・２区西端部完掘状況 ( 北東から）
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写真図版 11

２区南半部完掘状況（北西から）

２区中央部完掘状況（西から）
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写真図版 12

１区北半部（SD89）基本層序（東から）

　２区中央部（SE123）基本層序
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写真図版 13

SB163 精査状況（北西から）

SB163 完掘状況（南から）

SB163 精査状況（北から）

SB163 完掘状況（３D 画像）

　　　　SB163 精査状況（北から）
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写真図版 14

SB163 精査状況（上空から）

SB163EP164 土層断面（南から） SB163EP164 完掘状況（南から）

SB163EP165 土層断面（北から） SB163EP165 完掘状況（北から）
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写真図版 15

SB163EP168 土層断面（南から）

SB163EP169 土層断面（北から）

SB163EP168 完掘状況（東から）

SB163EP169 完掘状況（北から）

SB163EP166 完掘状況（南から）

SB163EP167 完掘状況（南から）

SB163EP166 土層断面（南から）

SB163EP167 土層断面（南から）
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写真図版 16

SB163EP170 土層断面（南から）

SB163EP171 土層断面（北から）

SB163EP170 完掘状況（南から）

SB163EP171 完掘状況（北から）

SB163EP172 土層断面（北から）

SB163EP173 土層断面（北から）

SB163EP172 完掘状況（北から）

SB163EP173 完堀状況（北から）
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写真図版 17

SE123 土層断面（南東から）

SE123 精査状況（南西から）

SE123RW 出土状況（南から）

SE123 井戸枠材出土状況（南から）

SE123 斎串出土状況（南から）
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写真図版 18

SE123 斎串出土状況（南から） SE123 遺物出土状況（南西から）

SE123 斎串出土状況（南から）

SE123RW73 出土状況（南から）

SE123 完掘状況（南から）

SE123 井戸枠材出土状況（南から）

SE123RW89 出土状況（南から）

SE123 斎串出土状況（南東から）
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写真図版 19

SE126RP19 出土状況（東から）

SE126 土層断面（東から）

SE126RP19 出土状況（東から）

SE126 板材出土状況（東から）

　　　　SE126 完掘状況 ( 上空から）
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写真図版 20

SE126RW21 出土状況（南から）

SE126RW23 出土状況（東から）

SE126RW21 出土状況（南から）

SE126 完堀状況（南から）

SE162 完掘状況（西から）

SE162 完堀状況（東から）

SE162 土層断面（南西から）

　　　　SE162・SX155 完掘状況 ( 上空から）
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写真図版 21

SK ９土層断面（西から）

SK52 遺物出土状況（南から）

SK ９完掘状況（西から）

SK52RP24- １～ 17 出土状況（西から）

SK52 土層断面（北西から） SK52 完掘状況（北から）

SK52RP24-18 ～ 32 出土状況（北から） SK52 遺物出土状況（真上から）
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写真図版 22

SK97 土層断面（東から）

SK98 遺物出土状況（南から）

SK97RP126 ～ RP132 出土状況（東から）

SK98 遺物出土状況（南から）

SK210 土層断面（西から）

SK210 遺物出土状況（西から）

　　　　　　　　K210 遺物出土状況（西から）

SK210・SK213 完掘状況 ( 上空から）
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写真図版 23

SK212 土層断面（南西から）

SK213 完掘状況（西から）

SK212 完掘状況（南西から）

SK213 土層断面（西から）

SK213RW133・134 斎串出土状況（西から）

SK213 斎串下遺物出土状況（西から）

SK213 斎串出土状況（西から）

SK216 土層断面（北西から）
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写真図版 24

SK244RP109 ～ 117 出土状況（東から）

SK244RP112 ～ 117 出土状況（東から）

SK244RP109 ～ 117 出土状況（北から）

SK244RP117 出土状況（北から）

SK244 土層断面（北から）

SK246 土層断面（北から）

SK244 完掘状況（北西から）

SK246 完掘状況（北から）
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写真図版 25

SP10 土層断面（北から）

SP73 遺物出土状況（南から）

SP10 完掘・礎板出土状況（北から）

SP87 柱根出土状況（北東から）

SP87 完掘状況（西から）

SP99 土層断面（南から）

SP88 遺物出土状況（東から）

SP100 土層断面（南から）
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写真図版 26

SP219 遺物出土状況（南西から）

SP223 土層断面（南から）

SP219 完掘状況（南西から）

SP224 精査状況（北西から）

SP224 柱根出土状況（南から）

SP226 土層断面（南から）

SP224 完掘状況（南から）

SP227 礫出土状況（西から）
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写真図版 27

SP228 土層断面（南東から）

SP231 土層断面（南から）

SP228 遺物出土状況（南東から）

SP231 遺物出土状況（南から）

1 区北端部柱穴群完掘状況（SP235 周辺）（東から）
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写真図版 28

SP235 遺物出土状況（西から）

SP255 土層断面（西から）

SP251 検出状況（西から）

SP264 土層断面（南から）

SP265 土層断面（南から）

SP271 土層断面（南から）

SK269 土層断面（北から）

SP271 完掘状況 ( 南から）
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写真図版 29

1 区西端部完掘状況（上空から）

   SD2RP104・105 出土状況（東から） SD2RP104 出土状況（東から） 

SD2 精査状況（西から） SD2 南ベルト土層断面（北から）
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写真図版 30

SD ２RP107 出土状況（東から）

SD ２RQ106 出土状況（東から）

SD ２RP108 出土状況（北から）

SD ２（SD156）・SD159 完掘状況（北東から） SD ２（SD156）・SD159 完掘状況（東から）

SD ２（SD156）・SD159 完掘状況（北東から） SD159 土層断面（北から）

SD ２RP88 出土状況（北から）
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写真図版 31

SD238 遺物出土状況（西から）

SD238RP83~102 出土状況（東から） SD238・SD2・SK244 完掘状況（北から）

SD238RP91 出土状況（北から）SD238 土層断面（北から）
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写真図版 32

SD238RP93・94 出土状況（東から）SD 238RP92 出土状況（東から）

SD238RP95 出土状況（東から） SD238RP96 ～ 99 出土状況（東から）

SD238RP100 出土状況（東から） SD238RP101・102 出土状況（東から）

SD257 完掘状況（北から） SD257 完掘状況（南から）
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写真図版 33

SX １完掘状況（北東から） SX １完掘状況（上空から）

SX １RP122 出土状況（南から） SX １RP123 出土状況（南から）

１区中央部精査状況（上空から）
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写真図版 34

SX ３検出状況（北東から） SX ３土層断面（南から）

SX ３検出状況（東から）SX ３白色火山灰出土状況（東から）

SX ３RP20 出土状況（北から）SX ３遺物出土状況（南から）

SX ３RP20 二枚目出土状況（北から） SX ３RP29 出土状況（南から）
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写真図版 35

SX54RP53-13 遺物出土状況（南から）

SX54 遺物出土状況（南から）

SX54RP53- １・２出土状況（南から）

SX54 遺物出土状況（東から）

SX ３RP38 出土状況（東から） SX ５ 精査状況（南から）

SX ３RP27 出土状況（南から） SX ３RP28・30・31 出土状況 ( 東から）
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写真図版 36

SK ７土層断面（北から） SK ７完掘状況（西から）

SK ８完掘状況（西から）SK ８土層断面（西から）

SK49 炭化物出土状況（南から） SK49 土層断面（南から）

SP207 完掘状況（西から） SP208 完掘状況（南から）
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写真図版 37

SP211 土層断面（東から）SP209 完掘状況（北西から）

SP211 完掘状況（東から） SP249 土層断面（西から）

SP261 土層断面（南から） SK52 完掘状況（上空から）

SK51 土層断面（西から） SK51 完掘状況（西から）
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写真図版 38

SD89 完掘状況（上空から） SD89 周辺（北から）

SD89RP103 出土状況（北東から）SD89 西半部土層断面（東から）

SD ４・SD18 精査状況（上空から）
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写真図版 39

SD ４精査状況（東から）SD ４・SD18 完掘状況（北から）

SD ４精査状況（西から）

SD ４東側ベルト土層断面（東から）

SD18 東ベルト土層断面（西から） SD18 西ベルト土層断面（南東から）

SD ４西側ベルト土層断面（東から）

SD ４内礎板出土状況（北から）
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写真図版 40

SD18RP11 出土状況（南から） SD18RP49 出土状況（南から）

SD18RW11 出土状況（南から）SD18RP48 遺物出土状況（南から）

SD ５南側土層断面（南西から）

SD89・SD ４・SD18 完掘状況（上空から） SD17（撹乱）f-f' ベルト土層断面（北から）

SD5・SD17c-c’ ベルト土層断面（北から）
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写真図版 41

SP428 遺物出土状況（南から）SP428 遺物出土状況（南から）

SK120・SK122・SA152（上空から）

SK120 精査状況（南から） SK122 遺物出土状況（南から）

SK122 土層断面（南西から） SK127 土層断面（南から）
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写真図版 42

SD119・SD138 ～ SK142 完掘状況（南西から）

SD124RP75 ～ 87 出土状況（北から）

SD124RP75 ～ 87 出土状況（西から）

SD124RP75 ～ 87 出土状況（南から）

SD124RP147 ～ 149 出土状況（北から）

SD124RP147 ～ 149 出土状況（西から） SD124RP147 ～ 149 出土状況（西から）

SD119・SD138 ～ SK142 完掘状況（上空から）
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写真図版 43

SA152 精査状況（上空から）

SA152 検出状況（南東から） SA152 検出状況（南東から）

SA152 完掘状況（北から） SA152 完掘状況（南から）
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写真図版 44

SA152EP １・２完掘状況（西から） SA152EP ２～４完掘状況（東から）

SA152EP ４～７完掘状況（西から） SA152EP ６～８完掘状況（西から）

　　　　SA152 南半部検出状況（北から）

SA152 北半部検出状況（南から） SA152 北半～中央部検出状況（南から）

SA152 中央～南半部検出状況（南から）
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写真図版 45

SA152EP ７～ 11 完掘状況（南から） SA152EP11 ～ 16 完掘状況（西から）

SA152EP18 ～ 23 完掘状況（西から）SA152EP15 ～ 18 完掘状況（西から）

SA152EP24 ～ 28 完掘状況（西から） SA152EP27 ～ 33 完掘状況（西から）

SA152EP30 ～ 35 完掘状況（西から） SA152EP35 ～ 38 完掘状況（西から）
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写真図版 46

SA152EP １～４土層断面（南から） SA152EP ３土層断面（南から）

SA152EP ５土層断面（南から）SA152EP ５～８土層断面（南から）

SA152EP ９～ 12 土層断面（東から） SA152EP13 ～ 16 土層断面（南から）

SA152EP17 ～ 20 土層断面（南から） SA152EP17 土層断面（南から）

09_写真図版_上曽根_遺構_2022-02-21.indd   46 2022/02/21   21:02



写真図版 47

SA152EP21 ～ 24 土層断面（南から） SA152EP21 土層断面（南から）

SA152EP29 ～ 32 土層断面（東から）SA152EP25 ～ 28 土層断面（南から）

SA152EP32 土層断面（東から） SA152EP33 ～ 36 土層断面（西から）

SA152EP37・38 土層断面（西から） SA152 南端 SX 撹乱検出状況（西から）
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写真図版 48

SD105・117 精査状況（西から）SD117 西側完掘状況（東から）

SD117 東端土層断面（西から） SD159 土層断面（北から）

SD105・SD107・SD117（撹乱）の精査状況（上空から）
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写真図版 49

SD159RP124 出土状況（北から） SK134 土層断面（東から）

SK137 完掘状況（北から）SK137 土層断面（北から）

SX155 完掘状況（北東から） SX155 精査状況（西から）

SX155RP119 出土状況（南東から） SX155RP118 出土状況（北東から）
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写真図版 50

61-1

61-2

61-3

61-5

61-7

61-4

61-6 61-8

61-9

61-10
61-11

61-14

61-12

61-13
61-15

61-16
61-17 61-18

61-19
61-20 61-21

61-22

61-23 61-24
61-25

SD ２（１）

SX １
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写真図版 51

62-20

62-1 62-2 62-3

62-4

62-5
62-6

62-7

62-8
62-9

62-10

62-11

62-12
62-13 62-14

62-15

62-16 62-17

62-18

62-19

SD ２（２）
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写真図版 52

63-1

63-2

63-3 63-4 63-5 63-6
SD ２（３）
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写真図版 53

64-1

64-2 64-3

64-4 64-5

64-6

64-7
64-8

64-9 64-10 64-11

64-12

64-13 64-14

64-15 64-16

64-17

SX ３（１）
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写真図版 54

65-1 65-2 65-3

65-4 65-5

65-6

65-7

65-8

65-9

65-10

65-11 65-12 65-13

65-14 65-15 65-16

65-17 66-1 66-2
SX ３（２）
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写真図版 55

66-3 66-4

66-5 66-6

66-7 66-8 66-9 66-10 66-11

66-12

66-13
66-16

66-14

66-15

66-17

66-18

66-19 66-20
66-21

SX ３（３）
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写真図版 56

67-1 67-2

67-4

67-3

67-5 67-6

67-7 67-8 67-9

67-10 67-11 67-12

67-13 67-16

67-15

67-17

67-14

SX ３（４）
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写真図版 57

67-2067-18 67-19
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68-7 68-8

68-5

68-6
68-9

68-11
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写真図版 58
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報告書抄録
ふ り が な 　かみそねいせきだい 3 じはっくつちょうさほうこくしょ
書 名 　上曽根遺跡第 3 次発掘調査報告書
副 書 名
巻 次
シ リ ー ズ 名 　山形県埋蔵文化財センター調査報告書
シリーズ番号 　第 245 集
編 著 者 名 　植松暁彦
編 集 機 関 　公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
所 在 地 　〒 999-3246　山形県上山市中山字壁屋敷 5608 番地　ＴＥＬ　023-672-5301
発 行 年 月 日 　2022 年 3 月 31 日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
発掘期間

発掘面積
発掘原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　°　′　″ 　°　′　″ ㎡

上
か み そ ね

曽根遺
いせき

跡

山
やまがたけん

形県
酒
さ か た し

田市
上
か み の そ ね

野曽根
字
あざかみ

上中
なかわり

割

204 076
   38° 56′
   41″ 52　

  139° 53′
 15″ 01

20190604

～

20191206
5,400

一 般 国 道
344 号 道 路
改築事業（安
田バイパス）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上
か み そ ね

曽根遺
いせき

跡 集落跡

古代

掘立柱建物 1
井戸 2
柱穴列 1
土坑
溝
落ち込み状遺構

土師器　赤焼土器　須恵器
転用硯　斎串　曲物底板
柱根　井戸材（縦板）

県内で希少な側面の上
端と斜め下から左右２
箇所以上に切込みを入
れる斎串や、平行四辺
形基調の斎串状木製品
が 130 点以上出土。墨
書土器で複数の「足」、
県内初出の「宴」が出
土。 緑 釉 陶 器 も 出 土。

（文化財認定箱数：61）

中近世 土坑
溝
畝状溝跡

須恵器系陶器　白磁青磁　
中国産青花　瀬戸美濃陶器

近世
肥前陶磁器　砥石　木製品
金属製品

要 約

　上曽根遺跡は、これまで第１・第２次調査が行われ、古代や中近世の集落跡として知られる。今回
の第３次調査でも古代の８世紀末～ 10 世紀前半の掘立柱建物跡や井戸跡、大小の土坑、区画施設と
考えられる柱穴列などが確認された。遺物では、県内では希少な面の上端と斜め下から左右２箇所以
上に切込みを入れる斎串や、東北地方では類例に乏しい平行四辺形基調の斎串状木製品が 130 点以上
出土した。他に墨書土器で複数の「足」、県内初出の「宴」、緑釉陶器片も出土し、出羽国府城輪柵跡
に近接する集落の特殊性が窺える。
　中近世では、大小の土坑や畝状溝跡、大溝などが検出され、遺構や出土遺物の分布の濃淡から当該
期の集落の拡張や消長が推測された。
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